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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　　　１




　喉のどが渇かわく。

　アミュスフィアが発生させている偽にせの感覚だとはとても信じられないほどリアルな口こう渇かつ感かん。舌が水気を失い、喉のども息をするたびに痛む。現実世界のベッドに横たわっている生身の体が、実際に脱だつ水すい症しよう状じようを起こしているのではないかと疑いたくなる。

　いったんログアウトして、きんきんに冷えた水をグラスに注いでひと息に飲み干したい……と思うが、この謎なぞめいた《ユナイタルＵ・リングＲ》世界では、離り脱だつ中ちゆうもアバターが消しよう滅めつしない。《渇きサーストメーター》の減少は止まるが、現実世界で水を飲んで再ログインしても当然ながらメーターは減ったままだ。そして猶ゆう予よ期間が終わったいま、一度死んだら二度とＵＲにログインできないのだから、最悪の場合は所持アイテムごとキャラクターロストしてしまうかもしれない。それだけは絶対に回かい避ひする必要がある。

　ゆえにシノン／朝あさ田だ詩し乃のは、仮想の渇かわきに耐たえながら、飲み水を求めて不毛の荒こう野やを懸けん命めいに駆かけた。

　走ると渇きメーターの減りも早まるが、歩いていても埒らちがあかない。いまは、残りわずかなサーストＴポイントＰがゼロになる前に水が見つかると信じて走るしかない。荒こう野やは起き伏ふくが少ない地形だが、目算で一キロほど前方に小さな岩山がそびえていて、その表面には植物らしきシルエットもいくらか視し認にんできる。あの周囲で水場が見つからなければ詰つみだ。

「……まったく……私としたことが、こんな状じよう況きように追い込まれるなんて……」

　からからの喉のどから掠かすれ声ごえを押し出すと、ついでに数々の判断ミスも思い出されて、シノンは鋭するどく舌打ちした。




　六時間前──二〇二六年九月二十七日日曜日の午後四時五十分ごろ。

　シノンはＶＲＭＭＯＲＰＧ《ガンゲイル・ＧＧオンラインＯ》にログインし、高難度ダンジョンでレアな金属素材をドロップする機械型モンスターを狩かっていた。

　友人たちがホームにしている《アルヴヘＡイム・オＬンラインＯ》にもアカウントを作ってからはあちらで遊ぶ時間が増えているが、ＧＧＯを引退するつもりはまったくない。真に自分の分身と思えるのはやはりヘカートⅡだけだし、次回のバレット・オブ・バレッツは今度こそ完全な形で優勝したい。単ソ独ロでレア金属を集めているのも、ヘカートをカスタマイズするためと、それをライバルたちに知られないようにするためだ。

　ドロップ率わずか三パーセント足らずの金属を、ようやくあと一つで目標個数というところまで集めた、その時だった。ダンジョンの床ゆかが激しく震ふるえ、視界が虹にじ色いろの光に塗ぬり潰つぶされて、シノンは地上へと強制転移させられた。

　出現したのは、どことも知れぬ都市の片かた隅すみだった。薄うす曇ぐもりの空から降り注ぐ弱々しい陽光が、灰色の街を静かに照らしている。前後に延びる道路はまったくの無人。

　いちおうＧＧＯのワールドマップは隅すみから隅すみまで見て回ったはずなのに、街並みに見覚えはない。建物の外がい壁へきはコンクリートではなく古めかしい石積みで、道路もアスファルトではなくひび割れたレンガが敷しいてある。立たち尽つくすシノンの周囲に、他のＧＧＯプレイヤーが次々と転送されてきたが、誰だれもが呆ぼう然ぜんとあたりを見回している。知っている顔は一つもない。

　事態はまったく把は握あくできないが、見知らぬ男たちに取り囲まれるという状じよう況きようが気に入らず、シノンは手近に建っていた建物に忍しのび込むと、住民がいないのを確かめてから二階の小部屋に身を隠かくした。ヘカートをしっかり抱かかえ、地上の話し声に耳をそばだてる。

　十人ほどのＧＧＯプレイヤーたちは一箇か所しよに集まり、何が起きているのかを相談し始めた。やがて誰だれかが、システムメニューのＵＩが根本的に変へん更こうされていることに気付き、運営企き業ぎようへの連れん絡らくを試みたものの反応がないようだった。

　となればあとはもう、いったんログアウトして現実世界で情報を集めるしかない。そろそろＧＧＯのコミュニティサイトや各種ＳＮＳにも、この異変に関する書かき込みが増えてくる頃ころだろう。そんな話を聞いているとシノンもログアウトしたくなるが、何やら嫌いやな予感がしたのでひとまず我が慢まんする。

　建物の外では、十人が次々と奇き妙みような形のメニューを操作し、現実世界へと帰き還かんしていった。再び訪おとずれた静せい寂じやくの中、シノンはガラスが入っていない窓から道路を見下ろし、思わず「えっ」と声を上げてしまった。

　十人のアバターは消しよう滅めつせず、片かた膝ひざ立だちの姿勢で路上にうずくまっている。ＧＧＯやＡＬＯでも見慣れた待機姿勢だ。多くのＶＲＭＭＯでは、モンスターやＰＫｅｒに追いかけられた時の《落ち逃げ》を防ぐために屋外ではログアウトしてもアバターが数分間消えない仕様になっているのだが、そのルールが適用されたということはつまり、この都市は保護された《街》ではなく屋外フィールドだということになる。いや、住人ＮＰＣの気配がまったくしないのだから、そもそも街ですらなく遺い跡せきか何かなのではないか。

　だとすれば。

　息を詰つめるシノンの耳が、カサカサと何かを擦こするような音を捉とらえた。視線を右側に振ると、細長い影かげが隘あい路ろからいくつも這はい出してくる。灰色の日差しに照らされたそれらは、体長八十センチほどの、ムカデとハサミムシを合体させたような昆こん虫ちゆう型がたモンスターだ。

　サイズからして、さしたる強敵とは思えない。しかし狙ねらわれているＧＧＯプレイヤーたちは全員ログアウト中なのだ。彼らの背中で黒光りするアサルトライフルやレーザーガンはどれもそれなりの業わざ物ものだが、トリガーが引かれなければ何の役にも立たない。

「早く戻もどってきて……！」

　窓まど枠わくを強く摑つかみながら囁ささやくが、十人はうずくまったまま身み動じろぎひとつしない。ムカデたちは無数の足で石いし畳だたみをカサカサ鳴らしながら、着実に近付いてくる。シノンは反射的に腰こしの後ろに手を伸ばし、サブアームのＭＰ７をホルスターから引き抜こうとした。

　だが、直前で手を止めてしまう。近辺に潜ひそんでいるムカデが、いま目視できている五匹ひきだけだとは限らない。銃じゆう声せいで大群を引き寄せてしまうことも有り得る。こんな時のためにＭＰ７用の制音器サプレツサーも持っているが、素材集めをしていたので装備重量を減らすべくストレージに入れてしまった。メニューウインドウを操作して実体化させ、銃じゆう口こうにねじ込んでいる時間はない。

　シノンが動けずにいるあいだに、先頭のムカデが一人のプレイヤーの背中に這はい上のぼり、巨きよ大だいなアゴで無防備な首筋に食らいついた。深しん紅くのダメージエフェクトが血のように零こぼれる。他のプレイヤーたちも、次々とムカデに集たかられる。

　無む抵てい抗こうで嚙かまれ続つづけても、数分間なら耐たえるだろうとシノンは考えた。ムカデはどう見ても低級モンスターだし、男たちはそこそこ高級な防具を着込んでいるからだ。

　しかし。

　わずか十数秒後、最初に嚙かまれたプレイヤーが呆あつ気けなく青いパーティクルを散らして消えた。他のプレイヤーも次々と死んでいく。あまりにも早い……シノンの予想に反してムカデが強敵だったのか、それとも。

　ふと気付き、シノンは慣れない手つきでリングメニューを開いた。八つあるアイコンのうち、ステータスらしき人型マークのアイコンをタップ。展開したウインドウをひと目見るや、鋭するどく息を吞のむ。

　レベル１。ＨＰ最大値はわずか２００。ステータスが初期化されている。

　それだけではない。白いＨＰバーの下には緑のＭＰバー、その下には【ＴＰ】と表示された青いバーと【ＳＰ】と表示された黄色いバーが出現している。ＭＰはともかく、ＴＰ、ＳＰは何のパラメータなのかまったく解わからない。

　だがいまは探究している時間はない。再び窓から外を見下ろすと、すでに五人のプレイヤーが姿を消していた。まだ生きている五人に、ムカデの群れが迫せまっていく。このままでは誰だれかが戻もどってくる前に全ぜん滅めつしかねない。

「……もう……！」

　小さく毒づくと、シノンは改めてＭＰ７を抜いた。フォアグリップを立ててストックを伸ばし、セレクターをセーフティ位置からセミオートに切きり替かえる。レシーバー後部のコッキングレバーを引いて初しよ弾だんを薬室に送り、窓まど枠わくに体を預けて先頭のムカデを狙ねらう。トリガーに人差し指を掛かけ、わずかに力を込める。

「え……？」

　途と端たん、口から驚おどろきの声が零こぼれる。ＧＧＯをＧＧＯたらしめている二大ゲームシステムの片方、《着弾予測円バレツトサークル》が出現しない。

　バグ、システム障害、それとも……いや、迷っている暇ひまはない。バレットサークル妨ぼう害がい能力を持つモンスターを銃じゆうの照準器サイト頼だよりで狙ねらい撃うつ場面だってあるのだ。二階からの撃うち下おろしだが、この距きよ離りなら弾だん道どうの変化は考えなくていい。

　シノンは、新たな獲え物ものに嚙かみ付つこうとしているムカデの頭を狙ねらってダブルタップした。赤黒い甲こう殻かくが弾はじけ、緑色の粘ねん液えきが飛び散る。二発目がいくらか逸それたが、ムカデの頭上に出現した奇き妙みような形のＨＰバーは急速に減少し、そのままゼロになった。「ギイイッ！」と断だん末まつ魔まの声を響ひびかせたムカデが、大きく仰のけ反ぞってから路面に崩くずれ落おち、青い破は片へんとなって四散──しない。だが死んだことは死んだようだ。

　素す早ばやく次のムカデを狙ねらおうとして、再び舌打ち。残り四匹全ての頭上に赤いカーソルが出現している。ターゲットされている、という直感を裏切らず、四匹は進路を変えてシノンがいる建物に向かってきた。焦あせるなと自分に言い聞かせ、二匹目のムカデもダブルタップで仕留める。

　直後、残る三匹が垂直の石いし壁かべをカサカサと登り始めた。セレクターをフルオートに切きり替かえ、窓から体を乗り出して真下を狙ねらう。歯切れのいい連射音が響ひびき、四・六ミリ弾だんを叩たたき込まれた三匹目が粘ねん液えきを撒まき散ちらしながら地面に落ちていく。

　四匹目も同じ運命を辿たどったが、五匹目は窓まど枠わくまで到とう達たつした。口から伸びる鋭するどい大おお顎あごと、振りかざした尻尾しつぽのハサミが同時に迫せまる。

　シノンは無理に撃うとうとせず、窓まど枠わくを思い切り蹴けった。後方宙返りを決めながらＭＰ７を構え直し、着地と同時に発射。部屋に半分ほど入はいり込んでいた五匹目の頭が砕くだけ、細長い胴どう体たいが窓まど枠わくからだらりとぶら下がる。

「ふう……」

　無意識の動作でマガジンの残ざん弾だんを確かく認にんしながら、シノンは息を吐はいた。

　突とつ然ぜん、耳みみ馴な染じみのないファンファーレが響ひびき、青い光のリングが足あし許もとから湧わき上がって頭上へと抜けた。目の前にメッセージ窓が開く。

【Ｓｉｎｏｎのレベルが２に上じよう昇しようしました】

「レベル２……」

　思わず嘆たん息そくしてしまう。ＧＧＯのシノンは、三日前にレベル１０７に到とう達たつしたばかりなのだ。運営企き業ぎようのザスカーが異常事態に気付けばすぐに全サーバーの巻き戻しロールバツクが行われるだろうが、しかし単なるシステム障害にしてはマップもモンスターもちゃんとしすぎている。まるで、ＧＧＯではなくまったく別のゲームに放ほうり込まれてしまったかのような……。

　ＭＰ７を構えたまま、シノンは慎しん重ちようにムカデの死し骸がいに歩み寄った。銃じゆう口こうで何度かつつくが、動く気配はない。左手をフォアグリップから外し、指先で軽く叩たたく。

　しゅわん、というような音とともにプロパティ窓が開いた。覗のぞき込むと──。

【アカハラハサミムカデの死し骸がい　素材　重量５・82】

　アカハラとは赤腹の意だろう。確かに背中側より腹側のほうが赤味が鮮あざやかだ。そして素材というのは、つまり。

　シノンはＭＰ７をホルスターに戻もどすと、ベルトからナイフを抜こうとした。だが、手がグリップに触ふれない。右みぎ腰こしを覗のぞき込むと、愛用のサバイバルナイフが装着されていたはずの場所が空になっている。

「…………」

　壁かべに立たて掛かけられているヘカートⅡを見やってから首を傾かしげる。メインアームとサブアーム、それに防具類は全て無事なのにナイフだけ消えるとはどういうことなのか。宙返りをした時に落としたのかと──そんなことが起きるはずもないのだが──室内を見回すと、ナイフは発見できなかったが壁かべ際ぎわに設置された戸と棚だなが目に付いた。

　歩み寄って眺ながめたそれは、ＧＧＯ世界でよく見る金属キャビネットとはまるで意い匠しようが異なる。どちらかと言えばアルヴヘイムに似つかわしい、古びた木製の棚たなだ。薄うす汚よごれた戸を引き開けると、中はほとんど空からだったが、割れた食器がいくつかと正体不明の瓶びん詰づめが一つ、それに小型の包丁が一本転がっていた。

　包丁を手に取ってみる。とても戦せん闘とうに使えるようなものではなく、果物の皮を剝むくのがせいぜいと思われるが、いちおう刃やいばはまだ鋭するどさを保っているようだ。錆さびが浮ういた包丁を右手で握にぎり、ムカデのところに引き返す。何度か躊躇ためらってから、包丁を体節と体節の隙すき間まに押し当てる。

　ザクッ、と怖おぞ気けをふるうような感かん触しよくが右手に伝わってきて包丁を放り出しそうになったが、幸いワンアクションだけでムカデの死体が青くフラッシュし、消えた。同じ場所に、ばらばらといくつかのアイテムが降ってくる。

【解体スキルを獲かく得とくしました。熟練度が１に上じよう昇しようしました】

　というメッセージをしばらく眺ながめ、肩かたをすくめて消す。床ゆかに転がっているのは、赤黒い板が数枚と湾わん曲きよくしたトゲのようなものが二本。拾い上げてタップすると、それぞれ【低質なムカデの甲こう殻かく】【低質なムカデのハサミ】となっている。何の役に立つのか解わからないが、持っていても損にはならないだろう。メインメニューを開き、甲こう殻かくとハサミをストレージに収納する。包丁をベルトに差さし込み、ヘカートを背負って部屋から出て、階段を下りる。

　玄げん関かんから外の様子を確かめる。結局フルオートで撃うちまくってしまったが、新手のムカデやその他のモンスターの気配はしない。

　忍しのび足あしで外に出ると、シノンが助けた五人はまだ待機姿勢のままだった。とりあえず、近くに転がっているムカデ四匹の死体を全て包丁で解体し、素材をストレージに入れる。

「ムカデの殻からじゃヘカートは強化できないよね……」

　呟つぶやき、再び深々とため息をついたところで、やっと気付く。ムカデに殺された五人のアバターが四散したその場所に、黒っぽい袋ふくろが五つ落ちている。

「…………」

　躊躇ためらいを感じつつも近付き、右手の包丁をベルトに挿さしてから袋ふくろの一つに触ふれると、それはリング状の光となって消しよう滅めつした。視界に新たなメッセージが表示される。

【ＡＫ74Ｍを獲かく得とくしました　タクティカルベストを獲かく得とくしました】

「…………」

　どちらもＧＧＯでは定番の装備だ。予想はしていたが、黒い袋ふくろの中身は死んだプレイヤーのドロップアイテムなのだろう。もちろん殺したのはシノンではなくムカデなのだが、ドロップ品の横取りルーテイングは気分が悪い。元に戻もどしておこう、とストレージを開きかけてから気付く。

　ほとんどのＶＲＭＭＯでは、フィールドに放置されたアイテムは一定時間が過ぎると消しよう滅めつしてしまう。死んだプレイヤーの蘇そ生せい地点がどこなのかは不明だが、武器を落としたことに気付けばダッシュで戻もどってくるだろうから、それまで預かっておいたほうがよさそうだ。

　そう判断すると、シノンは最初に拾ったドロップアイテムのオブジェクト化を中止し、残る四つの袋ふくろも回収した。ストレージの残り容量が不安になり、改めてウインドウを開き直したが、所持重量を示すメーターは二割にも達していない。

　嫌いやな予感に襲おそわれながら内容を表示させると、収納されているのは回収した十個の遺品と、ムカデから手に入れた素材アイテムだけだった。ＧＧＯ世界で持っていたはずのアイテムは、綺き麗れいさっぱり消えてしまっている。

「……まったく……」

　ため息をつき、ウインドウを消す。

　異常事態が収しゆう拾しゆうされれば所持品も戻もどってくるだろうが、いまだに運営からのアナウンスすらないのが気に掛かかる。この状じよう況きようで死んでヘカートとＭＰ７をドロップするのは避さけたいので、ロールバックが開始されるまでは愛あい銃じゆうたちと力を合わせて生き延びなくては……とそこまで考えて、シノンは鋭するどく息を吸い込んだ。

　ストレージの中身が全て消しよう滅めつしたということは、たっぷりストックしてあったヘカート用の十二・七ミリ弾だんとＭＰ７用の四・六ミリ弾だんも根こそぎ失ったということだ。残っている弾たまは、ヘカートのマガジンに七発と、ＭＰ７がベルトの交こう換かん用ようマガジンを含ふくめて約四十発。それらを撃うち尽つくしたら、シノンに残された武器は廃はい屋おくの戸と棚だなで見つけた錆さびた包丁一本きりだ。

　いや、正確には、さっき回収した五人分のドロップ武器とその弾たまがストレージに入っている。しかしここで持ち逃げしたら本物の死体漁りルーターになってしまう。

　こんなことならムカデ相手にフルオートで撃うちまくるんじゃなかった……と悔くやみながら、シノンは待機状態の五人の再ログインを待った。ムカデはそのうちまた湧わくだろうから、六人で協力しなければ生き残れない。ホルスターから再びＭＰ７を抜き、廃はい屋おくの壁かべに寄りかかってじりじりしながら待つこと、三分。

　ようやく、プレイヤーの一人がぴくりと体を震ふるわせ、勢いよく立ち上がった。

「おいみんな、移動するぞ！　この遺い跡せきの真ん中に……」

　そこまで叫さけんで、ようやく聞いているのがシノン一人だけだと気付いたようだ。周囲を見回してから、ボリュームを落として話しかけてくる。

「なああんた、ここにあと五人くらいいただろ？　そいつらがどこに行ったか知ってるか？」

「死んだわ、残念だけど」

　肩かたをすくめつつそう答えると、シノンはムカデの襲しゆう撃げきについて説明しようとした。

　だがそれより早く、目の前のプレイヤー──灰色ベースのデジタル迷めい彩さい上下を着込んだ光こう学がく銃じゆう使つかい──が、肩かたに掛かけていたアサルトライフルを構え、シノンに向けた。

「てめえ……ＰＫか！」

「はあ!?」

　驚おどろきと憤いきどおりが等しく含ふくまれた声を漏もらしたシノンは、直前の自分の言葉が取りようによっては殺し屋のロールプレイっぽく聞こえなくもないと気付いた。しかも右手にはＭＰ７を握にぎったまま。慌あわてて銃じゆう口こうを下ろし、否定する。

「違ちがうわよ、五人を殺したのはでっかいムカデだってば！」

「そんなもん、どこにいるんだよ！」

「私が始末してあげたのよ、あんたたちを守るためにね！」

　そう言い返しながら、シノンは証しよう拠こ品ひんの甲こう殻かくをオブジェクト化するべくウインドウを開こうとした。だが男がいきなりライフルのトリガーを引き、発射された黄緑色のレーザーがシノンのすぐ右側の壁かべに焦こげ痕あとを作った。

「ちょっと!!」

「動くんじゃねえ！　ログアウト中を狙ねらうとか汚きたねぇマネしやがって！」

「狙ねらってないってば！」

　腹立ちを押し殺して言い返すが、頭に血を上らせた男はトリガーから指を外そうとしない。もう一度動こうとすれば次は容よう赦しやなく当ててくるだろう。シノンはレベル１──ではなく２になってしまったのだから、一発の威い力りよくが低めな光学ライフルでも即そく死ししかねない。その場合、もしヘカートをドロップしたら、男は当然の戦利品だと考えるはずだ。

　相棒を守るために、先制攻こう撃げきで殺すべきか。だが、どうやって。

　張はり詰つめた空気を、新たな声が乱した。

「おいおいおい、すげーことになってんぞ！　ＧＧＯだけじゃなくて……」

　待機者の一人が、そう喚わめきながら立ち上がり、銃じゆうを向ける男と向けられたシノンに気付くや大げさに仰のけ反ぞった。

「な……何やってんだよ、アンタ？」

「見て解わかれよ！　この女、俺らが落ちてるあいだに五人も殺しやがった！」

「げげっ」

　驚おどろき顔がおになった二人目の男が、ホルスターから大口径リボルバー、恐おそらくスタームルガー・ブラックホークを抜いた。進退窮きわまったシノンが、懸けん命めいに活路を探すあいだにも、残る三人が立て続けに覚かく醒せいする。

　先制攻こう撃げきのタイミングは完全に逸いつした。あとはもう、誰だれか一人でも冷静に話を聞いてくれるプレイヤーがいることを祈いのるしかない……と考えた、その時だった。

　シノンの耳に、聞き覚えのある乾かわいた音が届いた。視線を一いつ瞬しゆんだけ動かすと、五人の男たちの左後方にある道路の割れ目から、二本の長い触しよつ覚かくが飛び出している。しばらくゆらゆらと揺ゆれていたが、やがて巨きよ大だいな牙きばを生やした頭と細長い体が路上に這はい出てくる。アカハラハサミムカデがリポップしたのだ。

　男たちは、光こう学がく銃じゆう使つかいが何やら大声でまくし立てているせいで危険に気付いていない。今日何度目かの「まったく」を心の中で呟つぶやいてから、シノンは低い声で言った。

「後ろ」

「あぁ!?　何か言ったか!?」

　ライフルを構え直す光こう学がく銃じゆう使つかいに、もう一度注意を促うながす。

「後ろ！」

「そんな古ふる臭くせぇ手に掛かかるかよ、撃うたれる前にとっととルートしたアイテムを……」

　上ずった怒ど声せいを、野太い悲鳴が遮さえぎった。

「うおわああ!?」

「ンだよ、うっせーな……」

　ちらりと後方を見るや、光こう学がく銃じゆう使つかいも「んおっ!?」と奇き妙みような声を漏もらす。道路の左側から這はい進すすんでくるムカデにようやく気付いたのだ。しかもその数、十匹以上。

　五人の男たちは、大きく飛とび退すさるといっせいに銃じゆうを構えた。

　ここだ……離り脱だつするチャンスはいましかない。アカハラハサミムカデの見た目は恐おそろしいが、ＭＰ７の四・六ミリ弾だん二、三発で死んでしまう程度のＨＰしか持っていない。男たちの装備はミドルランク以上なので、派手に撃うちまくれば片付けるのに数十秒しかかからないだろう。

　最初の銃じゆう声せいを聞いた瞬しゆん間かん、シノンは地面を蹴けった。ＭＰ７をホルスターに戻もどしつつ、戦場の反対側へと全力でダッシュする。レベル２にダウンしてしまったのに超重量級のヘカートⅡを背負って走れるのが不思議だが、その理由を知るためにもまずは生き延びなくては。

　五秒も経たたないうちに、派手な掃そう射しや音おんに混じって叫さけび声ごえが聞こえた。

「あっ、あの女、逃げやがった！」

「クソッ、とっととこいつら片付けて追いかけるぞ！」

　こうなればムカデたちには少しでも頑がん張ばってほしいところだが、保ってあと十秒程度か。その前に、見通しのいいメインストリートから離はなれなくてはならない。

　光こう学がく銃じゆう使つかいは、再ログインしてきた直後に、『おいみんな、移動するぞ、この遺い跡せきの真ん中に……』と言いかけた。素す直なおに受け取れば、『真ん中に安全な場所がある』と続くはずだったのだろう。ならばそこを目指したいところだが、ＰＫと勘かん違ちがいされた状じよう況きようでは多くのプレイヤーがいる場所には行きづらい。ならば目指すべきは街──遺い跡せきの外か。

　シノンは、廃はい屋おくの二階から一いつ瞬しゆんだけ眺ながめた街並みを思おもい浮うかべた。記き憶おくでは、窓の正面方向、つまり現在走っている道の左側に大きな建物が集まっていた気がする。あそこが街の中心だとすれば、外は右手方向だ。

　背後では銃じゆう撃げき音おんが収まりつつある。男たちに見られる前に大通りから離はなれなくては。脇わき道みち、脇わき道みち……あった。五メートル前方。

　シノンは体を思い切り傾かたむけると、滑すべって転ぶギリギリ手前のスピードで九十度ターンを決め、細い脇わき道みちに飛とび込んだ。廃はい屋おくと廃はい屋おくのあいだに、幅はば一メートル少々の隘あい路ろが延びている。この先が行き止まりだったら進退窮きわまるが、いまは信じて進むしかない。

　足音を殺しつつ走ると、前方に半ば壊こわれた木箱が三つばかり積み重なっていた。その後ろに飛とび込み、体を屈かがめる。

　十秒もしないうちに、大通りをコンバットブーツのごつごつした足音が近付いてきた。重なって、苛いら立だちの滲にじむ叫さけび声ごえ。

「ちっくしょ、あの女どこに逃げやがった！」

「そのへんの家か脇わき道みちに潜もぐり込んだんじゃね？」

「一いつ軒けん一いつ軒けん調べるのかよ、だりーな……」

「文句言うなよ、五人も殺やられたんだぜ！」

「それにあの女のスナライ、激レアもんだぜ。もしロールバックしなかったら、五人で山分けしても大おお儲もうけできんぞ」

　……スナライって何なのよ、と眉まゆを寄せてからスナイパーライフルの略だと気付く。確かにヘカートの希少性レアリテイはＧＧＯで最高クラスだが、スナライなどと安っぽい呼び方をする連中に奪とられて売り飛ばされるのは絶対に御ご免めんだ。

　もし男たちが一列になってこの路地に入ってくれば、ヘカートの十二・七ミリ弾だんで五人まとめて撃うち抜けるかもしれない。だがそれをしたら、たとえ自衛のためとはいえ、今度こそ本物のＰＫになってしまう。それにたった七発しかない弾たまを、ここで使ってしまいたくない。

　──入ってくるな！

　というシノンの思念を嗅かぎ付つけたかのように、路地の入り口で足音が減速した。男たちの姿は見えないが、こちらを覗のぞき込む気配をひしひしと感じる。

　シノンは木箱の陰かげでそっと背中のヘカートを下ろし、両手で保持した。こんなことなら薬室にもう一発入れておくんだったと思いながら、右手をボルトハンドルに掛かける。五人が路地に入ってきたら、ぎりぎりまで引きつけてから即そく座ざに装そう弾だんし、連中がコッキング音に反応する前に撃うたなくてはならない。

　一秒、二秒……三秒後。

「おい、誰だれかあのボロ箱の陰かげ……」

　という声を、サブマシンガンらしき軽快な発射音が搔かき消けした。木箱を貫かん通つうした実体弾が、シノンの髪かみやコンバットスーツを掠かすめる。反射的に隠かくれ場ば所しよから飛び出しかけたが、意志力を振ふり絞しぼってアバターを静止させ続ける。

「いねーな」

「ったく、いきなり撃うつなよなー」

　そんなやりとりにヒャハハと能天気な笑い声が重なった。五人ぶんの足音が遠ざかっていっても、シノンはうずくまったまま三十秒待ち、慎しん重ちように体を起こした。銃じゆう弾だんを浴びせられた木箱は無残にひび割れ、あと一ひと押おしすれば崩くずれ落おちてしまいそうだ。

　──この無む駄だ弾だま撃うちをすぐに後こう悔かいするわよ。

　心の中で男たちにそう囁ささやきかけ、シノンは路地の奥おくへと走り始めた。




　幸いなことに、狭せまい路地は行き止まりにはならず、新たな目め抜ぬき通どおりへと繫つながっていた。かつては多くの住民が行いき交かっていたのであろう石いし敷じきの道路に、埃ほこりっぽい風だけが吹ふき抜けていく。いったい何があって街が遺い跡せきになってしまったのか、もしかしたら中心部に行けば何か解わかるのかもしれないが、当分は近寄れない。

　いつの間にか自分がこの世界を、システムバグか人じん為い的てきミスで生成されたイレギュラーマップではなく正規のＶＲＭＭＯワールドであると思い始めていることを意識しながら、シノンは街の外を目指して歩き続けた。時々ムカデやクモ、サソリ型のモンスターに出くわすが、残りわずかな弾だん丸がんを使うわけにはいかないので懸けん命めいに走って逃げる。こんなことならサブアームをＭＰ７からフォトンソードに交こう換かんしておくんだった……と思うが後の祭りというものだ。

　戦せん闘とうをひたすら回かい避ひしつつ二十分以上も移動すると、目の前に高い石いし壁かべが出現した。明らかに街を囲む城じよう壁へきといった雰ふん囲い気きだが、平らな石ブロックが隙すき間まなく積まれていてよじ登るのは不可能だ。

　足あし許もとから小石を拾い上げ、親指で真上に弾はじく。落下した石が右側に転がったので、塀へいに沿ってそちらに進む。

　一分もしないうちに、行く手に大きな門が見えてきた。扉とびらに鍵かぎが掛かかっていないことを祈いのりつつ近付いていくと、すぐに無用の心配だったことが解わかる。分厚い木製の二に枚まい扉とびらは、片方は健在だがもう片方は鉄の枠わくから外れて地面に倒たおれてしまっている。

　いったん立ち止まり、この街から出ようとしている自分の判断が正しいのか間ま違ちがっているのか考えたが、答えなど出るはずもない。一つだけ確かなのは、ＰＫだという誤解が解けるまではここに転送されてきた他のＧＧＯプレイヤーに近付くわけにはいかないということだ。

　いま必要なのは、ログアウトするための安全な場所。街中の至るところにムカデやらサソリがうろついている以上、シェルターは街の外に求めるしかない。

　ようやく判断を下すと、シノンは門に歩み寄った。倒たおれた扉とびらを踏ふみ、城じよう壁へきをくぐって外に出る。

　途と端たん──。

「…………うわ……」

　かすかな声が口から零こぼれた。

　広い。

　途と轍てつもないスケールのフィールドマップが、眼前に広がっている。

　慣れ親しんだＧＧＯのマップだって決して狭せまくはない。首都ＳＢＣグロッケンを囲む荒こう野やは、徒歩で横断しようとすれば五時間以上もかかる規模を誇ほこっている。だがこの謎めいた世界は、ただ単に広いだけでなく桁けた違ちがいに高精細だ。どんなＶＲワールドでも超遠景はぼんやりと霞かすむものなのに、地平線まで続く乾かわいた大地と、その彼方かなたに横たわる山脈がくっきりと目に映る。これほどのスケール感を味わったのは、かの《真なる異世界》アンダーワールドにダイブして以来のことだ。

　シノンは無意識のうちに右手を持ち上げ、自分の側頭部に触ふれた。もちろんいまは存在しないが、現実世界でベッドに横たわる自分が装着しているのは、一年半近くも使つかい込んだアミュスフィアだ。スペック的にはもう最さい新しん鋭えいとは言えないマシンで、どうやってこんな光景を作り出しているのか。

　やはり、早くログアウトして何が起きているのか確かめなくてはならない。瞬まばたきして意識を切きり替かえると、シノンは改めて夕ゆう陽ひに照らされた荒こう野やを仔し細さいに眺ながめた。

　地面は乾かわいた土が七割、白茶けた植物が三割で、あちこちにサボテンめいた植物が点在する様子はメキシコのソノラ砂さ漠ばくを──もちろん行ったことはないが──連想させる。モンスターもしっかり棲せい息そくしていて、肉眼でも巨きよ大だいサソリ二匹と巨きよ大だいトカゲ一匹を視し認にんできる。捕食者の反はん応のう圏けんを避さけつつ安全地帯を探すのは楽な仕事ではなさそうだ、と考えてからやっと気付く。ヘカートの弾たまは決して無む駄だ遣づかいできないが、相棒にできるのは敵に風穴を開けることだけではない。

　シノンはヘカートを立射姿勢で構えると、スコープを覗のぞき込んだ。倍率調整ダイヤルを回し、最低の五倍に合わせる。そのまま銃じゆうをゆっくりと左から右に動かし、安全そうな場所を探す。普ふ通つうに考えて、地面に近い場所はだめだ。サソリやトカゲが上ってこられないような高所で、完全に身を隠かくせる遮しや蔽へい物ぶつがあるポイントが望ましい。

　とはいえそんな都合のいい隠かくれ場ば所しよが簡単に見つかるとは思えないので、せめて上が平らになった台地のような場所が──

「…………あ」

　シノンは小さく呟つぶやき、一回スコープから目を離はなしたあと、もう一度覗のぞいた。倍率を十倍まで上げる。照準線レテイクルの中央に浮うかび上がるのは、大地からにょきっとそびえ立つ灰色の岩山。上部は鋭するどく尖とがっているが、その少し下に洞どう窟くつのようなものが見える。あそこまでよじ登ることができれば、格好のシェルターになりそうだ。距きよ離りも、長めに見積もって七、八百メートルというところだろう。

　愛あい銃じゆうを下ろすと、シノンは覚かく悟ごを決めて倒たおれた門もん扉ぴの上から降りた。ブーツの底が乾かわいた土を踏ふむと、じゃりっとかすかな音が響ひびく。これで、当分この街に戻もどってくることはないだろう。異常事態が収しゆう拾しゆうされるまで、自分一人の力で生き延びなくてはならない。

　十メートルほど歩いてから、抑おさえたペースで走り始める。前方にモンスターの姿が見えると必要以上に大きく迂う回かいし、灌かん木ぼくの彼方かなたに見みえ隠かくれする尖とがった岩山を目指す。

　幸いサソリにもトカゲにも絡からまれることなく、シノンは目的地まで到とう達たつすることができた。真下から見上げた岩山は、高さ十五メートルほどか。側面はほぼ垂直で、これを登れるのは街中にいたムカデくらいだろうと思われるが、ひび割れや凹おう凸とつなど手がかりホールドはそれなりにある。シノンは両手を何度か開閉しながら、わずかに見える洞どう窟くつ入り口までの登と攀はんルートを頭に思おもい描えがいた。納なつ得とくすると、最初のホールドを右手で摑つかむ。ブーツの爪つま先さきをひび割れにねじ込み、よいしょと体を持ち上げる。

　ＧＧＯでは──もしかしたら現実世界でも──狙そ撃げき手しゆは《いかに高所を確保するか》という職業なので、フリークライミングは日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。ＶＲＭＭＯでの岩登りのコツは、疲ひ労ろう判定される前に思い切りよくガンガン登ること。一度も停てい滞たいせず、スムーズに五メートルばかり登った時だった。

【登と攀はんスキルを獲かく得とくしました。熟練度が１に上じよう昇しようしました】

　というメッセージがいきなり目の前に出現し、シノンは狙ねらっていたホールドを摑つかみ損そこねた。体ががくっと滑すべったが、危あやういところで左手が小さなギャップに引っかかり、落下を免まぬがれる。舌打ちしてウインドウを消すと、クライミングを再開する。

　熟練度１でも登と攀はんスキルにはそれなりの効果があったようで、そこからは危なげなく洞どう窟くつの入り口まで登ることができた。縦横六十センチほどの薄うす暗ぐらい穴に、ヘカートが引っかからないよう気をつけつつ体を滑すべり込ませる。現実世界なら奥おく行ゆきが足りなくて使えないということも有り得るが、ゲーム世界ではこの手の穴が見みかけ倒だおしである例はほぼないだろう。

　予想どおり、洞どう窟くつは広がりながら奥おくへと続いていた。となるとモンスターの巣穴である可能性も考えなくてはならないので、ホルスターからＭＰ７を抜き、右側面のマウントレールに装着してある小型フラッシュライトを点灯する。白い光が暗くら闇やみを押しのける。

　洞どう窟くつは高さ一メートル半、奥おく行ゆき三メートルほどの繭まゆ型がたをしていた。モンスターはいないし、床ゆかに巣材が積もっているわけでもない。代わりに、奥おくの壁かべ際ぎわに金属で補強された木箱が一つ、ぽつんと置かれていた。

「…………宝箱？」

　呟つぶやき、中ちゆう腰ごしで近付く。ＭＰ７の銃じゆう口こうで蓋ふたをつついてみると、ごつごつと重くて硬かたい音が響ひびく。長年放置されていたのだろうに朽くちた様子がまったくないのは、宝箱である証しよう拠こ──だという気がする。ならば開けるしかないでしょう、と左手を伸ばしかけて、前面の金属部分に鍵かぎ穴あながあることに気付く。

　それでも諦あきらめ悪く蓋ふたを持ち上げようとするが、接着されているかのようにびくともしない。ため息をつき、鍵かぎ穴あなを覗のぞき込む。

　ＧＧＯ世界にも宝箱──あちらではトレジャーボックスと呼ぶが──は存在し、たいていは鍵かぎが掛かかっている。しかも電子ロックと物理ロックの二種類があり、箱によっては二重に掛かかっているので、開けるにはピッキングスキルとハッキングスキルが両方必要になる。物理ロックだけなら、鍵かぎ穴あなを銃じゆうで撃うつという荒あら技わざで開けられることもあるのだが成功率は低く、二度と開けられなくなるか、中身ごと破は壊かいしてしまうことのほうが多い。

　シノンは右手のＭＰ７と宝箱の鍵かぎ穴あなを何度か交こう互ごに眺ながめてから、ギャンブルの誘ゆう惑わくを退けた。貴重な弾たまを浪ろう費ひした挙げ句に箱を粉ふん砕さいしてしまったら、しばらく立ち直れないだろう。せめてピッキングを試ためしてみたいが、ストレージの中にストックしてあったピックツールは消しよう滅めつしてしまっている。いま持っているのは不運な男たちの遺品と錆さびた包丁、そしてムカデから取れた素材だけ。

「…………」

　ふと妙みようなことを思いつき、シノンは慣れない手つきでリングメニューを出すとストレージを開いた。寂さびしい所有アイテム一覧から【低質なムカデのハサミ】を選び、一つだけ実体化させる。

　出現したのは、長さ十五センチほどもある赤黒い鋏きよう角かくだった。湾わん曲きよくした鋭するどいトゲが二本、根元で合体している。両手で持つとかぱかぱ動かせるが、いったい何の素材になるのか見当もつかない。だがいまは、先が尖とがっていればそれでいい。

　シノンは、片方のトゲの先せん端たんを宝箱の鍵かぎ穴あなに差さし込んだ。そっと動かすと、何かに引っかかる感かん触しよくが伝わってくる。専用のピックツールほどの解かい錠じよう性能はないだろうが、宝箱のランクが低ければこれでもなんとかなる可能性はある。

　引っかかるものを動かすべく、しつこくトゲを操作していると、またしても眼前にメッセージが現れた。

【解かい錠じようスキルを獲かく得とくしました。熟練度が１に上じよう昇しようしました】

　どうやらこの世界にも、あれやこれやのスキルが山ほど存在しているようだ。いよいよただのシステム障害とは思えなくなってくるが、いまは目の前の鍵かぎ穴あなに集中しなくては。

「く……このっ……」

　小声で毒づきながら、鍵かぎ穴あなをこじり続けること三分。解かい錠じようスキルの熟練度が２に上がったことを知らせるメッセージと同時に、ガチャッという小気味よい音が響ひびいた。ちょうど耐たい久きゆう度ども尽つきたようで、ムカデのハサミが手の中で砕くだけ散ちる。

　シノンは息を詰つめながら、そっと宝箱の蓋ふたを持ち上げた。かすかに軋きしみながら開いた箱の中には──一ひと摑つかみのコインと、古びた革かわ袋ぶくろが一つ、青く錆さびた鍵かぎが一つ。

　まず、一枚しかない銀貨をつまみ出し、仔し細さいに眺ながめる。直径二センチほどの円えん盤ばんは、ＧＧＯ世界で流通しているクレジット硬こう貨かとも、ＡＬＯ世界のユルド硬こう貨かとも違ちがう。片面には１００の数字が刻まれ、その裏には二本の樹きのレリーフ。タップすると、【１００エル銀貨　硬こう貨か　重量０・１】というプロパティ窓がポップアップした。

「エル……？」

　聞き覚えのない通貨名だ。肩かたをすくめ、残りの銅貨ともどもストレージに収納する。続いて取り出したのは錆さびた鍵かぎだ。持ち手部分に花の透すかし彫ぼりが施ほどこされた、なかなか凝こったデザインの鍵かぎだがどこで使うものやらさっぱり解わからない。これも一応タップしてみる。【青銅の鍵かぎ　道具　重量０・72】──情報量はゼロに等しい。

　鍵かぎもストレージに放ほうり込み、最後に革かわ袋ぶくろを取り出す。ずしりと重い手応えが期待感を煽あおる。箱の中には見当たらなかった金貨だろうか、それとも強力なマジックアイテムか。革かわ袋ぶくろの口を広げ、右手を突っ込む。指先に何やら丸いものがいくつも触ふれたので、その一つを取り出す。

「…………何これ」

　掌てのひらの上で鈍にぶく光るのは、パチンコ玉サイズの金属球だった。黒ずんだ質感は鉄、いや鉛なまりか。どう見ても高価なものではない。袋ふくろの中を覗のぞくと、中身は全て同じものだ。がっくりしながら、諦あきらめ悪く金属球をタップする。出現したプロパティ窓には──。

【粗そ雑ざつなマスケット銃じゆうの弾だん丸がん　武器／弾だん丸がん　攻こう撃げき力りよく　貫かん通つう28・42　重量３・67】

「ただの弾たまかぁ……」

　やはり、フィールドの洞どう窟くつに湧わく宝箱は中身もそれなりということなのだろう。がっくりしながら鉄球を放り投げようとして、手を止める。

「……マスケット銃じゆう？」

　そんなカテゴリーの実じつ弾だん銃じゆうが、ＧＧＯに存在しただろうか。

　シノンの知識では、マスケット銃じゆうというのは先さき込ごめ・燧すい発はつ式しきの原始的な長ちよう銃じゆうを指す言葉だ。長ちよう銃じゆうではあってもライフルとは呼ばないのは、銃じゆう身しん内ないにライフリングが切られていないから。技術的には火ひ縄なわ銃じゆうから一歩進んだ程度でしかない。

　ＧＧＯ世界は、最終戦争によって文明レベルが後退し、ことに高度な金属加工技術はほぼ失われたという設定になっている。パーツの大部分がプラスチックの光こう学がく銃じゆうはどうにか製造できるが、金属のプレス加工や削けずり出しが必要な実じつ弾だん銃じゆうはどんな凄すご腕うでＮＰＣにも造れず、大戦前の都市遺い跡せきからサルベージするしかない。シノンが愛用しているヘカートⅡとＭＰ７も、首都の地下に広がる遺い跡せきダンジョンで自力入手したものだ。

　だが、都市遺い跡せきから出土する銃じゆうはどんなに古くても二十世紀初頭のものまでで、十七世紀あたりまで遡さかのぼるマスケット銃じゆうが見つかったという話はついぞ聞かない。そもそも一発撃うつごとに火薬と弾たまを籠こめ直なおさなくてはならないのでは、最弱クラスのモンスター相手でも大いに苦労するだろう。

　つまり……。

「この世界に、マスケット銃じゆうが……？」

　呟つぶやくと、シノンは改めて右手の鉄球を眺ながめた。数秒後、弾たまを革かわ袋ぶくろに戻もどし、口をしっかり閉じてからストレージにしまう。

　──お宝らしいお宝は出てこなかったけど、宝箱を開けられただけでも良しとしよう。

　そう自分に言い聞かせ、緩ゆるく湾わん曲きよくする壁かべに寄より掛かかる。時刻は午後六時。どうやらこの洞どう窟くつにはモンスターが湧わかないようなので、いったんログアウトして何が起きているのか確かめなくては。

　でも、その前に少し休もう。あと五分、いや三分だけこのまま待機し、ダメ押しの安全確かく認にんをしてから落ちる。向こうに戻もどったらまず水分補給して、軽く何か食べて……冷蔵庫には何が入っていただろう。確か、昨夜作った豚とん汁じるが残っていたはずだからあれを温めて、祖母が送ってくれたきび餅もちを一枚焼いて……。

　シノンは、いつのまにか自分が瞼まぶたを閉じていたことにも気付かず、すうっと暗く暖かい闇やみの底に沈しずんでいった。




　ふと、不思議な音が聞こえた気がした。

　無数の鈴すずが遠くで鳴なり響ひびくような、ガラスの欠片かけらが緩ゆるやかに降り積もるような、儚はかなく美しい音色。

　何度か眉み間けんに力を込めてから、どうにか瞼まぶたを持ち上げる。見えたのは、自分の部屋の白い壁かべ紙がみではなく、ごつごつした岩いわ肌はだ。一いつ瞬しゆんどこにいるのか解わからなくなるが、すぐに仮想世界の洞どう窟くつからログアウトせずに眠ねむり込んでしまったのだと気付く。

　視界端の時刻表示は午後九時五分。ここで三時間も眠ねむっていた計算だ。つまりこの世界には、睡すい眠みん状態を検出して自動的にプレイヤーをログアウトさせてくれる自動切断機能は存在しない。いや、もし自動切断していたら体に馴な染じんだ自分のベッドでたっぷり八時間寝てしまった可能性もあるのだから、幸運だったと思わなくては。

　それにしても、まだ聞こえ続けている奇き妙みような音はいったい何だろうと思いながら、シノンは洞どう窟くつの入り口を見た。

　途と端たん、眠ねむ気けが瞬しゆん時じに吹ふき飛とんだ。

　とうに日が暮れたはずのフィールドから、鮮あざやかな紫むらさきの光が洞どう窟くつ内ないに差さし込んできている。夕ゆう陽ひの色ではない。アメジストのような冷たい燐りん光こう……しかも、不規則に揺ゆらいでいる。

　岩いわ壁かべに立たて掛かけてあったヘカートを抱かかえ、床ゆかを這はい進すすむ。入り口に達するとまず伏ふく射しや姿勢になり、次いで慎しん重ちように空を見上げる。

　夜なのは間ま違ちがいない。だが空には星も月もなく、代わりに光のカーテンが幾いく重えにも連なっている。オーロラ……奇き妙みような音は、空全体から降ってくるようだ。

　突とつ然ぜん、オーロラがひときわ強く揺ゆれ動うごき、何者かの声が聞こえた。




『種は芽め吹ぶき、枝葉を広げ、環わとなって門を作る。望み果つる大地に招かれた者たちよ、一つの命を守まもり抜きなさい。数あま多たの苦難を堪たえ忍しのび、幾いく許だの窮きゆう境きようを生き延び、極光の指し示す地へと至った最初の者に、全てを与あたえましょう』




　あどけない少女のようでも、思し慮りよ深ぶかい賢けん者じやのようでもあるその声が何を告げたのかすぐには理解できなかった。頭に残ったのは、「極光の指し示す地」「全てを与あたえる」というフレーズだけだ。

　極光とはオーロラのことだろう。もう一度夜空をじっと見つめると、紫むらさき色いろのカーテンたちは放射状に並んでいるようだ。中心は北、いや北東方向だろうか。正確に向きを判断するには洞どう窟くつから出る必要がある。

　シノンは覚かく悟ごを決めて立ち上がろうとした。

　だが、できなかった。

　空で揺ゆれるオーロラが、スイッチを切られたかのように消え去った瞬しゆん間かん、途と轍てつもない重量が背中にのし掛かかってきたのだ。一いつ瞬しゆん、誰だれかに押さえ込まれたのかと思ったが違ちがった。重いのは、腰こしの後ろに装備したサブアームのＭＰ７だ。一秒前までは仔こ猫ねこ程度の重さしかなかったのが、いまはまるでライオンに踏ふまれているかのようだ。

「うぐ……」

　呻うめき声ごえを上げながら右手を背中に回し、ホルスターから突き出しているＭＰ７のグリップを握にぎって、どうにか床ゆかへと落とす。だが重みはまだ消えない。愛用のコンバットスーツ──正式名めい称しよう《スナイパーズジャケット》そのものが重量オーバーのようだ。

　右手でリングメニューを開き、装備フィギュアを操作してジャケットをストレージに移動させる。ブーツとマフラーも除装すると、ようやく体が軽くなったので、ふうっと息を吐はく。

　恐おそらくこういうことだろう。この世界に強制転移させられた午後五時頃ごろから、謎なぞの声によるワールドアナウンスが行われた午後九時頃ごろまでの四時間は、装備重量オーバーでも動ける猶ゆう予よ期間だったのだ。しかしそれが終しゆう了りようし、シノンの重量限界は現在のレベルである２相当まで低下した。結果、レア装備であるＭＰ７やスナイパーズジャケットの重さに耐たえられなくなってしまったというわけだ。

　シンプルな下着姿で立ち上がり、床ゆかに設置してあるヘカートⅡを見下ろす。

　結果はわかりきっているが、銃じゆう身しんとストックを摑つかんで持ち上げようとしてみる。だが愛あい銃じゆうは、床ゆかにボルト留どめされたかの如ごとくびくともしない。ＧＧＯ世界に数あま多たある銃じゆう器きでも最も重い部類の──ベヒモス愛用のミニガンには負けるが──対たい物ぶつ狙そ撃げき銃じゆうなのだから当然だが、これからは愛あい銃じゆうを担かついで荒こう野やを駆かけ巡めぐることはできないというわけだ。いや、装備ステータスが足りていないのだから、地面に設置しての射しや撃げきも不可能と思うべきか。

　洞どう窟くつの床ゆかに片かた膝ひざを突き、ヘカートの優美なウッドストックをそっと撫なでる。

「……ちょっとだけ休んでて」

　愛あい銃じゆうに囁ささやきかけ、人差し指で軽く叩たたいてポップアップメニューから収納を選ぶ。巨きよ大だいな銃じゆうが光に包まれて消えると、もう一つの相棒ＭＰ７もストレージに入れ、ふうっと深く長いため息。空からになった肺に仮想の空気を満たそうとして、喉のどの渇かわきを意識する。

　無意識の動作でベルトから小型の水すい筒とうを外そうとした左手が空から振ぶった。サバイバルナイフと一いつ緒しよに水すい筒とうも消えてしまったのだ。ならば、どこかで水を補給できるまで我が慢まんするしかない。こんな荒こう野やで水場を見つけるのは簡単ではないだろうが、ＶＲ世界では喉のどが渇かわいても不快なだけで死ぬことは──。

「え……」

　ふと視界左上に不ふ穏おんな気配を感じ、視線をそこにフォーカスさせたシノンは小さく声を漏もらした。

　ＴＰと表示された青いバーがじわじわと減り始めている。その下の黄色いＳＰバーも減少中だが、減る勢いはＴＰのほうが速い。直感的に、バーの減少と喉のどの渇かわきがリンクしていることを悟さとる。

　Ｔは恐おそらく《渇きＴｈｉｒｓｔ》の略……となると、バーが全て消え去った時に何が起きるのかは想像に難かたくない。地面に倒たおれて死に、装備アイテムをドロップしてどこかに転送されるのだ。愛あい銃じゆうをストレージに入れておけば落とさずに済む、というのは希望的観測というものだろう。

　もう一度、青いバーを睨にらむ。減少速度は一分で一パーセントというところか。全損するのに百分かかる計算だが、このスピードは環かん境きようや状態で変化しそうな気がする。洞どう窟くつを出て水を探し始めれば、もっと速く減り始めるに違ちがいない。

　だからといって、動かないという選せん択たく肢しはなさそうだ。オーロラが消え去った夜空は無数の星々に彩いろどられていて、百分以内に雨が降る気配はまったくない。自分で水場を見つけないと、まず間ま違ちがいなく死ぬ。

　だが問題がもう一つ。シノンはいま、上下の下着とベルト一本だけという状態なのだ。武器と呼べるものは、遺い跡せきで見つけた錆さびた包丁だけ。これではムカデはおろかネズミ一匹倒たおせない。

「…………背に腹はかえられないわね」

　小声で呟つぶやき、ストレージを開く。

　ヘカートとＭＰ７を取り出すためではない。短いアイテムリストをスクロールし、五つ並んでいる黒い袋ふくろの立体アイコンのところで手を止める。

　アイコンの右側にはそれぞれ、【エルカミーノの遺品】【スットコスの遺品】【錬レン錬レンの遺品】【ミショカの遺品】【増マス岡オカ一イチ郎ロウの遺品】というアイテム名が記されている。自分の意思で倒たおしたプレイヤーのドロップアイテムなら何とも思わないが、預かっておくだけのつもりで拾った遺品に手を付けるのはいささか気が引ける。

　だがそんな躊ちゆう躇ちよも、喉のどを刺すような渇かわきには勝てなかった。袋ふくろを順にチェックし、レベル２のステータスでも装備できる武器と防具を探す。シノンと一いつ緒しよに転送されてきたプレイヤーたちは皆みなそこそこの手て練だれに見えたのでドロップ品の要求ステータスもそれなりに高いはずだが、死んだ五人の中にＡＧＩ一極型ビルドがいればもしかして……。

　というシノンの期待に応えたのは、スットコスという名のプレイヤーだった。ドロップ品に含ふくまれていた武器の《ベラトリクスＳＬ２》と、防具の《ウィーゼルスーツ》が、両方装備してもぎりぎり重量限界を超こえなかったのだ。

　さっそくその二つを装備フィギュアにドロップすると、ベルトの左に細長いレーザーガンが出現し、体は黄おう褐かつ色しよくの戦せん闘とうスーツに覆おおわれた。ベラトリクスは光こう学がく銃じゆうなのが好みではないし、ウィーゼルスーツもいささか露ろ出しゆつ度どが高いが、下着姿に包丁一本よりは遥はるかにマシだ。愛用のマフラーは超軽量なのでそのまま残す。

　ＧＧＯなら銃じゆうを装備すると視界右下に残ざん弾だん数すうが表示されるが、この世界にはその機能がないのでレーザーガンを抜き、フレームに内蔵されているエネルギーゲージを確かく認にんする。残り六十三パーセント。この銃じゆうには詳くわしくないので、一発で何パーセント減るのかは実際に撃うってみるまで解わからない。
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　レーザーガンをホルスターに戻もどし、リングメニューを消す。途と端たん、喉のどの渇かわきがいっそう強く意識され、思わず咳せき込む。ＴＰバーが尽つきるまでにはまだ時間があるが、その前に感覚的な限界が訪おとずれそうだ。せっかく見つけたシェルターだが、もうここから出て水場を探さなくてはならない。

　蓋ふたが開いたままの宝箱をちらりと見やってから、シノンは狭せまい出入り口から乾かわいた荒こう野やへと飛び出した。




　そして現在──同日午後十時過ぎ。

　洞どう窟くつを出てからすでに一時間近く移動しているのに、シノンはまだ水場を発見できずにいた。ＴＰバーは残り二割を切り、喉のどの渇かわきは耐たえがたいレベルに達している。目指している岩山の周辺で水を見つけられなければ、そこが死に場所になるだろう。死んでもどこかで蘇そ生せいできると思いたいが、不思議な声が告げた「一つの命を守まもり抜きなさい」という言葉が気に掛かかる。プレイヤーの命が一つしかないという意味ならば、猶ゆう予よ期間の終しゆう了りようとともに蘇そ生せいも不可となり、死んだらドロップアイテムをこの世界に残したままＧＧＯに戻もどされるか、最悪の場合はキャラクターロストしてしまうかもしれない。

　いまの危機的状じよう況きように陥おちいるまでに、シノンは三つの大きな判断ミスを犯おかした。一つ目は、仏心を出してムカデの犠ぎ牲せい者しやの遺品を預かろうとしたこと。二つ目は、洞どう窟くつを見つけた時にすぐにログアウトせず、中で眠ねむり込んでしまったこと。そして三つ目は、洞どう窟くつを出た時に遺い跡せきの方向に戻もどるのではなく、より遠ざかる選せん択たくをしたこと──。

　いまにして思えば、遺い跡せきの中の民家を丁てい寧ねいに調べれば、井い戸どか何かが見つかったはずなのだ。フィールドにこうまで水場がないのは、遺い跡せきで飲み水を補ほ充じゆうしてそれが切れるまで荒こう野やを探たん索さくするというマップ設計になっているからだとしか思えない。そうと気付いたのはＴＰバーが半分を割わり込んだ頃ころだったので、引き返して遺い跡せきに戻もどることもできなかった。

　目指す岩山に水場がなかったら……いや、もう信じて前進するしかない。ここまで来てモンスターに絡からまれるというミスだけは犯おかしたくないので、闇やみ夜よに目を凝こらしつつ走る。少し前に《暗視スキル》なるものを獲かく得とくして少しだけ夜目が利きくようになったが、星明かりだけでは物もの陰かげまでは見通せない。いかにもサソリか何かが潜ひそんでいそうな岩などは大きく迂う回かいし、限界まで足音を殺して走り続ける。

　表面に灌かん木ぼくを生やした岩山が、ようやく前方百メートルにまで近付いた、その時。

　シノンの目と耳が、同時に重要な情報をキャッチした。咄とつ嗟さに身を屈かがめる。

　目で見たのは、岩山の根元でちらちらと揺ゆれる小さな光。夜空の星明かりが何かに反射しているのだ。こんな荒こう野やに金属もガラスもないだろう。きっと水面に違ちがいない。

　そして耳で聞いたのは、雷らい鳴めいにも似た咆ほう哮こうだった。轟とどろくような重低音は、トカゲやネズミのものでは有り得ない。ＶＲＭＭＯのお約束で言えば、あれほどの声を出すのは大型の──ことによるとフィールドボス級のモンスターだ。

　シノンは反射的にヘカートⅡの肩掛け紐ストラツプを摑つかもうとしたが、右手は空くうを切る。装備できなくなってしまった相棒はストレージの中なので、いま頼たよれるのは左ひだり腰こしのベラトリクスＳＬ２だけ。しかし軽量だけが取とり柄えの光学ハンドガンでボスモンスターと渡わたり合あえるだろうか。

　真っ赤に染まったＴＰバーは、残り一割に近付きつつある。このまま逡しゆん巡じゆんしていても、十数分後にはゼロになる。いまから他の水場を見つけるのは非現実的すぎるので、選せん択たく肢しはここで渇かわき死じにするか、一か八かで岩山に向かうかしかない。

　──せめてゲームの中でくらい、銃じゆう口こうに向かって死んでみせろ。

　かつてＧＧＯの中で、雇やとい主ぬしである対人スコードロンのリーダーに向けて言い放った台詞せりふがふと耳の奥おくに甦よみがえった。思わず苦く笑しようしてから、すっくと体を起こす。どうせ死ぬなら、脱だつ水すいよりも敵と戦って死にたい。

　再び獰どう猛もうな吼ほえ声ごえが荒こう野やに響ひびき渡わたった。シノンはベラトリクスを抜くと、セーフティを解除した。

　百メートル先の岩山をじっと見つめる。戦うにしてもせめてモンスターの姿形くらいは見み極きわめる必要があるが、この距きよ離りからでは何か大きなものが岩山の根元で動いていること程度しか解わからない。

　ふと気付き、もう一度しゃがんでリングメニューを開く。ストレージのＭＰ７をタップし、サブメニューからオプションパーツであるフラッシュライトだけを実体化させる。ウインドウ上に出現した小型ライトを、ベラトリクスの下部マウントレールに装着。重量は……ぎりぎりクリア。もう石一つ持てないが、リミット内なら素す手でと変わらず身軽に動けるのがＶＲＭＭＯのいいところだ。

　ライトは高性能品だが、さすがに百メートル先までは光が届かない。もう少し近付くべく、シノンは慎しん重ちように前進した。雑魚ざこモンスターにも注意しつつ、岩を迂う回かいし、サボテンをくぐり、五十メートルまで距きよ離りを詰つめる。

　彼方かなたからは小さく感じられた岩山も、近付くと十階建てビルディングほどの大きさはあった。ほぼ垂直に切り立った岩がん壁ぺきの各所からはツタのような植物が垂れ下がり、さらさらという水音が聞こえる。どうやら岩山の表面をわずかばかりの水が流れ落ちて、根元にちょっとした泉を作っているようだ。

　水の存在を確信した瞬しゆん間かん、シノンをひときわ強い渇かわきが襲おそった。首を絞しめられるような感覚に、堪たまらず小さく咳せき込む。ＴＰバーは残り八パーセント……あと八分以内に水を飲めなければ死ぬ。

　岩山から周辺に視線を移すと、すぐに吼ほえ声ごえの主が見つかった。ずんぐりした巨きよ大だいな影かげが、岩山の根元を反時計回りに移動している。まるで縄なわ張ばりを守っているかのような──いや実際そうなのだろう。あのモンスターをどうにかしなくては、水を飲むことはできない。

　決死の特とつ攻こうを仕し掛かける前に、一発撃うってターゲットを取り、遠くまで引っ張って撒まく作戦を試ためしてみようとシノンは考えた。完全に撒まけなくても、せめて一分間だけ岩山から遠ざけられれば水を飲むことくらいはできるはずだ。

　さらに前進し、三十メートルまで距きよ離りを詰つめる。スナイパーのシノンにとっては息苦しくなるほどの近間だが、剣で戦うキリトやアスナたちはここからダッシュして斬きり掛かかっていくのだ。

　みんなは今いま頃ごろ何をしているだろう。現実世界で勉強中か、あるいはＡＬＯでのんびりレベル上げでもしているか。早くＴＰを回復させ、新しいシェルターを見つけてログアウトして連れん絡らくを取りたい。起きたことの一部始終を話したら、キリトあたりは驚おどろくよりも羨うらやむのではないか。その顔を見るためにも──

「……生き残ってやる」

　ひと言呟つぶやくと、シノンは手て頃ごろな岩に上体を預け、両手でベラトリクスを構えた。バレットサークルが出ないうえに、この銃じゆうにはスコープが装着されていないので、原始的な照門と照星で狙ねらいをつけなくてはならない。幸い、光こう学がく銃じゆうの弾だん道どうは実じつ弾だん銃じゆうと違ちがって風や重力の影えい響きようを受けないので、発射されたレーザーは照準をつけた場所に──正確にはその一センチ下に当たる。

　岩山の向こう側から姿を現した大型モンスターが、緩ゆるやかな弧こを描えがいて歩き、シノンに頭を向ける。どこでも一発撃うてばタゲを取れるだろうが、エネルギーを無む駄だ遣づかいしないためにも、急所らしき場所に当てたい。

　左手をわずかに動かし、指先をフラッシュライトのスイッチに当てる。点灯してから三秒で狙ねらいを定め、撃うつ。ふーっと深く息を吐はき、吸って、ライトを照らす──

　その寸前。

　ダダダダダァ──ン！　という炸さく裂れつ音おんが立て続けに響ひびき、シノンはびくっと体を竦すくませた。実じつ弾だん銃じゆうの発射音、しかもかなりの大口径。

　最初に考えたのは、ムカデに襲おそわれたＧＧＯプレイヤーたちがドロップ品を取とり戻もどそうと追ってきたのでは、ということだった。だがシノンは遺い跡せきから一時間以上も移動してきたのだ。発信機でも仕し掛かけていない限り、追つい跡せきは不可能。

　という思考を、大型モンスターの吼ほえ声ごえが追つい認にんした。すこし前に聞いた、縄なわ張ばりを主張するためらしき遠とお吠ぼえとは明らかに異なる怒いかりの咆ほう哮こう。目を凝こらすと、巨きよ体たいの各所から血のように赤いダメージエフェクトが零こぼれている。

　再び、雷らい鳴めいにも似た発射音。今度は見えた。岩山の南東、シノンから見て右側にある小高い丘おかの上で、オレンジ色の閃せん光こうがいくつも瞬またたいたのだ。一いつ瞬しゆんの後、モンスターの胴どう体たい左側を着ちやく弾だんのライトエフェクトが彩いろどり、巨きよ体たいがぐらりと揺ゆれる。

　エフェクトはすぐに消えたが、シノンの目はモンスターの姿をはっきりと捉とらえた。ひと言で表現すれば《恐きよう竜りゆう》。

　文ぶん京きよう区くの湯ゆ島しま四丁目にあるシノンの自宅アパートは上うえ野の恩おん賜し公こう園えんに隣りん接せつしていて、せっかく近いのだからと暇ひまな時は美術館や博物館に行くこともある。お気に入りは国立科学博物館で、今年の夏に開かい催さいされていた恐きよう竜りゆう展てんも、さして興味があるわけではないが気まぐれに覗のぞいてみた。目玉は《デイノケイルス》という恐きよう竜りゆうの全身実物化石で、「恐おそろしい手」という意味の名前が与あたえられたのも納なつ得とくできる巨きよ大だいな腕うでと鉤かぎ爪つめにはしばらく見入ってしまった。

　岩山を守っているモンスターは、そのデイノケイルスによく似ている。小山のように盛り上がった背中と長い首、尖とがった頭、逞たくましい腕うでと脚あし。だが恐きよう竜りゆう展てんで見たデイノケイルスの想像図と違ちがって全身に羽う毛もうは生えておらず、ごつごつした鎧よろいのような皮ひ膚ふに覆おおわれている。体高は五メートル、全長十メートルといったところか。

　大だい口こう径けい銃じゆうに乱らん撃げきされた恐きよう竜りゆうは、いったんよろめいたもののすぐに立ち直った。攻こう撃げき者しやたちが陣じん取どる丘おかに頭を向けると、発達した前まえ脚あしで何度か地面を搔かいてから、猛もう然ぜんと突とつ進しんする。五トンは下らないであろう巨きよ体たいが地面を蹴けるたび、シノンの足あし許もとにまで震しん動どうが伝わってくる。

　丘おかの前面は急角度の崖がけになっていて、さしもの恐きよう竜りゆうも容易には駆かけ上のぼれないだろう。いまのうちに三度目、四度目の一いつ斉せい射しや撃げきを行うべきなのに、丘おか上うえはなぜか沈ちん黙もくしている。そもそも攻こう撃げき者しやたちはいったい何者なのか。シノンを追ってきたスットコスたちではないのだとすれば、先行していた他のＧＧＯプレイヤー？　だが銃じゆうの発射音が全て同じだったのはどういう理由なのか？

　途と惑まどうシノンの視線の先で、恐きよう竜りゆうが突とつ進しんの勢いそのままに、頑がん丈じようそうな頭を崖がけに打ち付けた。ひときわ激しい地じ響ひびき。崖がけに放射状の亀き裂れつが走る。

　恐きよう竜りゆうは頭を下げたまま後ずさり、再び突とつ進しんの構えを見せた。ここでようやく三度目の斉せい射しやが行われ、恐きよう竜りゆうの盛り上がった背中に赤い閃せん光こうがいくつも弾はじける。だが分厚い突とつ起きを生やした背中は防ぼう御ぎよ力りよくが高いのか、今度はよろける気配もない。

「ゴアアアアウッ！」

　激しく吼ほえた恐きよう竜りゆうが、巨きよ木ぼくのような後うしろ脚あしで地面を蹴けった。崖がけの同じ場所に凄すさまじい勢いの頭ず突つきを叩たたき込む。亀き裂れつが崖がけ上うえまで達し、乾かわいた土の塊かたまりが崩くずれ落おちる。

　ふと、かすかな悲鳴を聞いた気がして、シノンは懸けん命めいに目を凝こらした。

　高低差十メートルほどの斜しや面めんを、土つち塊くれと一いつ緒しよに人ひと影かげらしきものが転がり落ちていく。崖がけの縁ふちにいた攻こう撃げき者しやが一人、崩ほう壊かいに巻まき込まれたらしい。

「…………ったく……」

　喉のどの渇かわきも忘れて毒づくと、シノンは隠かくれ場ば所しよから飛び出した。攻こう撃げき者しやたちの素す性じようは解わからないが、恐きよう竜りゆうを排はい除じよして水を飲むには、彼らと協力するのが最善の手だろう。戦せん闘とうが行われているあいだにこっそり泉に近付くことも考えはしたが、恐きよう竜りゆうにターゲットされた挙げ句に攻こう撃げき者しやたちにも敵視されてしまったら最悪だ。

　両手でベラトリクスを握にぎったままダッシュし、南側から崖がけに近付く。落下したプレイヤーは岩の下した敷じきになって起き上がれないようだ。崖がけ上うえから四回目の銃じゆう撃げきが行われたが、弾数が少ない。恐きよう竜りゆうは意にも介かいせず、倒たおれたプレイヤーに向けて凶きよう悪あくな鉤かぎ爪つめの生えた右みぎ腕うでを振り上げる。

「こっちよ！」

　シノンは叫さけぶと、まずフラッシュライトのスイッチを入れた。純白の光が暗くら闇やみを切きり裂さき、恐きよう竜りゆうの頭を直ちよく撃げきする。一いつ瞬しゆん動きが止まったその隙すきを逃のがさず、黄色い目を狙ねらってベラトリクスのトリガーを絞しぼる。

　ピシュッ！　という、実じつ弾だん銃じゆうと比べればいかにも頼たよりない音とともに黄緑色の光こう弾だんが発射され、狙ねらい違たがわず恐きよう竜りゆうの右目を貫つらぬいた。

「ギャオオオオン!!」

　甲かん高だかい咆ほう哮こう。身を捩よじった弾はずみでバランスを崩くずしたのか、恐きよう竜りゆうが斜しや面めんに激げき突とつする。またしても崖がけが崩ほう落らくし、土や岩が大量に降り注ぐ。ワニのような鳥のような頭の上に赤いリングカーソルが出現したが、名前を読んでいる余よ裕ゆうはない。

　銃じゆうを下ろしつつライトを消したシノンは、倒たおれ込んだままのプレイヤーに駆かけ寄よると、左ひだり脚あしにのし掛かかっている大きな岩を体当たりで転がした。

「立って！」

　叫さけび、左手を差し出し──。

　そこで、両目を限界まで見開いた。

　人間ではない。広義ではヒューマノイドなのかもしれないが、少なくともＧＧＯにこんな見た目のアバターは存在しない。

　倒たおれているのは、ずんぐりした体全体に茶色の羽う毛もうを生やし、猛もう禽きん類るいの頭を持った、いわば《鳥人間》だった。ＡＬＯに出現するハーピー系モンスターよりもさらに鳥寄り。だが体には布と革かわでできた防具をまとい、右手で無骨なライフルをしっかり抱かかえている。これは恐おそらくプレイヤーでもモンスターでもなくＮＰＣか。

　思わず引っ込めかけた左手を、シノンは再び突き出した。たとえ見た目が七割がた鳥でも、銃じゆう使つかい同士なら解わかり合あえる……という根こん拠きよのない思おもい込みが、相手にも伝わったのかどうか。

　鳥人間は、鷹たかを思わせる両目を一度瞬まばたかせてから、左手でシノンの手を握にぎった。引っ張って立たせると、身長はシノンのほうが五センチほど高い。

「あんた、走れる!?」

　問いかけたシノンに──。

　鳥人間は、言葉とすら思えない奇き妙みような音で答えた。

「ℵℵℵℵ」

　何を言われたのかまったく解わからないが、聞き返している余よ裕ゆうはない。崖がけに突っ込んだ恐きよう竜りゆうが、激しく身み震ぶるいして体に積もった土ど砂しやを振り落としている。

「こっちよ！」

　叫さけび、丘おかの後方目指して走り始める。鳥人間も、ダチョウのような素す足あしで地面を蹴けって追いかけてくる。左足から赤い光が零こぼれているが、深刻なダメージは受けていないようだ。

　丘おかは直径三十メートル、高さ十五メートルほどの円形で、側面は切り立った崖がけだがどこかに鳥人間たちが登った道があるはずだ。いや、もしかしたら飛んだのかも……と一いつ瞬しゆん思ったが、翼つばさはほぼ退化している、というか進化して腕うでになったらしく、肩かたから肘ひじにかけて伸びている飾かざりのような羽ではとても飛ぶのは無理だろう。

　必死に走っていると、突とつ然ぜん後ろで鳥人間が何やら叫さけんだ。

「ℵℵℵ！」

　振り向くと、鉤かぎ爪つめの生えた左手で崖がけを指さしている。暗くてよく見えないが、どうやら梯はし子ごのようなものが設置されているらしい。体を限界まで倒たおして左にターンし、梯はし子ごに飛びつく。仮設の縄なわ梯ばし子ごなどではなく、ちゃんと壁へき面めんに打ち込んだ杭くいを土台にしてある。ということは、鳥人間たちは今夜たまたまあの恐きよう竜りゆうを狙ねらったわけではなく、いままで何度もこの丘おかから攻こう撃げきを試みてきたわけか。

　そんなことを考えながら、フルスピードで梯はし子ごを上っていく。ベラトリクスはホルスターに戻もどしてしまったので、もし下から鳥人間が攻こう撃げきしてきたら対処が遅おくれるが、いまさら裏切ったりはしないだろう。

　という予測は事実となり、シノンは妨ぼう害がいされることなく十五メートルの梯はし子ごを上り切った。丘おか上うえには低木がまばらに生えているだけで、大部分が岩と砂だ。少しだけ期待していた水場は見当たらない。ＴＰバーは残り四パーセント。

　忘れていた喉のどの渇かわきが数倍になって甦よみがえり、シノンはその場に膝ひざをついてしまった。数秒遅おくれて丘おか上うえに辿たどり着ついた鳥人間に、掠かすれた声で問いかける。

「あんた、水持ってない……？」

　だが鳥人間は困ったように瞬まばたきするばかり。体を見ても、ベルトに道どう具ぐ袋ぶくろらしきものを二つぶら下げているだけで、水すい筒とうは持っていないようだ。ＮＰＣだとすればストレージは使えないはずだから、見えているものが装備の全てということになる。

　つまり、あと四分……いや三分何十秒かで恐きよう竜りゆうを倒たおし、岩山の根元の泉に辿たどり着つけなければシノンは死ぬ。

　──死んでたまるか。

　気力を奮い起こし、シノンは立ち上がった。岩山の西側に向かってよろよろと走る。するとすぐに、崖がけ沿ぞいに並ぶいくつもの人ひと影かげ、いや鳥とり影かげが見えた。こちらに背中を向けて、ライフルで崖がけ下したを狙ねらっている。恐きよう竜りゆうに五度目の斉せい射しやを浴びせるつもりなのだろうが、しかし。

　シノンの視界に表示されている恐きよう竜りゆうのＨＰバーは、まだ八割近くが健在。一度の斉せい射しやで一割も減らせていない計算だ。確かにこの丘おか上うえに陣じん取どれば恐きよう竜りゆうの直接攻こう撃げきは届かないが、狙ねらえるのは分厚い皮ひ膚ふに覆おおわれた背中だけなので、大したダメージは与あたえられない。道どう具ぐ袋ぶくろの大きさからして、残りの弾たまも潤じゆん沢たくではないはずだ。

「待って！」

　シノンが叫さけぶと、横並びに立つ鳥人間たちの背中がびくっと震ふるえ、首筋あたりの羽う毛もうが逆立った。素す早ばやく振り向き、シノンに銃じゆう口こうを向けながら口々に叫さけぶ。

「ℵℵℵ!?」

「ℵℵℵℵℵ!!」

　咄とつ嗟さに両手を持ち上げると、シノンは懸けん命めいに語りかけた。

「私は敵じゃないわ、あの恐きよう竜りゆうを倒たおすのに協力したいのよ！」

「ℵℵℵ!!」

　仲間より頭一つぶん大おお柄がらな鳥人間が何やら叫さけび返かえし、ライフルを構え直す。言葉が通じる気配はまったくない。

　ＴＰバー、残り三パーセント。

　──ここまでか。

　シノンが肩かたの力を抜きかけたその時、爆ばく発はつじみた衝しよう撃げき音おんとともに丘おか全ぜん体たいが激しく揺ゆれた。恐きよう竜りゆうが再び崖がけに頭ず突つきを喰くらわせたのだ。崖がけのへりが派手に崩ほう落らくし、鳥人間たちが悲鳴を上げて飛とび退のく。恐きよう竜りゆうの咆ほう哮こうが夜気をびりびり震ふるわせる。

　その声が、尽つきかけていたシノンの闘とう志しを呼び覚ました。

　絶望するのは死んでからでいい。ＴＰが一ドットでも残っているうちは、生きるために足あ搔がくのだ。鳥人間たちに己おのれの意志を伝え、協力して恐きよう竜りゆうを倒たおす。その方法がきっとあるはず。

　こんな時、キリトならどうするだろうか。きっと言葉には頼たよらないだろう。彼はいつも行動で──圧あつ倒とう的てきな意志力を漲みなぎらせた剣の輝かがやきで皆みなを奮い立たせてきた。シノンに剣はないけれど、相棒ならいる。この状じよう況きようで頼たよれるのは、もう彼女だけだ。

　右手で素す早ばやくリングメニューを開くと、ストレージに移動。数時間前に収納した愛あい銃じゆうの名前を叩たたき、実体化を選ぶ。

　ウインドウ上に出現した巨きよ大だいな対物ライフルを見た瞬しゆん間かん、鳥人間たちが驚おどろきの声を漏もらした。彼らの銃じゆうは、シノンが遺い跡せきで見つけた弾だん丸がんと適合する旧式のマスケット銃じゆうで、現代製せい銃じゆう技術の精せい華かであるヘカートⅡとは何もかもが比ひ較かくにならない。それを言い出したら鳥人間が銃じゆうを使うことがそもそも奇き妙みようだが、いまは彼らが度ど肝ぎもを抜かれているうちにこちらのペースに巻まき込まなくては。

「あんたとあんた！　左右から銃じゆう身しんを支えて！」

　シノンが、リーダー格らしい大おお柄がらな鳥人間とその隣となりに立つ一人を指差しつつ叫さけぶと、彼らは揃そろって首を傾かしげた。その仕草がいかにも鳥っぽくて一いつ瞬しゆん笑いそうになってしまったが、何とか堪こらえて再び叫さけぶ。

「早く！　恐きよう竜りゆうが頭ず突つきでくらくらしてるうちに撃うたないと！」

　だが鳥人間たちは動こうとしない。やはり、言葉がまったく通じていないようだ。ＧＧＯにも謎言語を話すアンドロイドＮＰＣが存在するが、クエストで言語変へん換かんチップを手に入れれば日本語が通じるようになる。似たような手段で鳥人間たちとも話せるようになるのだろうが、いまからクエストを探しにいけるはずもない。

「お願い、支えてくれるだけでいいから！」

　三たび声を上げた、その時。背後から視界に飛とび込んできた小こ柄がらな影かげ──シノンが助けた鳥人間が、ヘカートの長大な銃じゆう身しんの中ほどを右みぎ肩かたに担かついだ。途と端たん、ウインドウによる保持状態が終しゆう了りようし、巨きよ大だいな重量が鳥人間の肩かたにのし掛かかった。

　クワッ、というような苦鳴が漏もれ、シノンも慌あわてて愛あい銃じゆうに手を伸ばした。ウッドグリップを右手で、機関部を左手で支えるが、二人ふたり掛がかりでも地面に落ちないよう堪こらえるのが精せい一いつ杯ぱいで、とても崖がけ際ぎわまでは運べない。

　ＴＰバー、残り二パーセント。

「う……ぐううっ……！」

　呻うめき声ごえを漏もらしながら、シノンは重量制限オーバーの対物ライフルを懸けん命めいに前へ動かそうとした。ＨＰバーの右側で、赤い分銅のマークが激しく点てん滅めつする。目の前に小さなウインドウが開き、【強健スキルを獲かく得とくしました。熟練度が１に上じよう昇しようしました】というメッセージを伝えてくるが、いまはどうでもいい。

　銃じゆう身しんを担かつぐ鳥人間も、力を振ふり絞しぼってくれているようだが逆に少しずつ体が沈しずみ込んでいく。もがくたび肩かたから細かい羽う毛もうが散り、やがてそれにダメージエフェクトも加わる。

　シノンの頑がん張ばりも限界に達し、膝ひざから崩くずれ落おちかけた、その刹せつ那な──。

　大きな手が、銃じゆう身しんの先せん端たん近くをがしっと握にぎった。

　分銅アイコンの点てん滅めつが緩ゆるやかになる。顔を上げると、リーダー格の鳥人間と一いつ瞬しゆんだけ目が合った。

「ℵℵ！」

　リーダーが何やら叫さけび、銃じゆう身しんをぐいっと持ち上げて左ひだり肩かたに載のせる。重量オーバー状態が解消されたわけではないが、これならどうにか運べそうだ。

　三人はふらつきつつも前進し、巨きよ大だいなライフルを崖がけ際ぎわまで移動させた。ヘカートの二脚を展開して地面に設置したいところだが、それでは崖がけ下したの恐きよう竜りゆうは狙ねらえない。

「しゃがんで、そのまま支えてて！」

　言葉が通じたはずはないのだが、二人の鳥人間は素す早ばやく地面に膝ひざをついた。シノンはあらん限りの力でヘカートを頰ほお付づけし、銃じゆう口こうを斜ななめ下したに向けた。

　恐きよう竜りゆうは、しかし、すでに体当たり後のよろめき状態から立ち直っていた。こちらに頑がん丈じようそうな頭を向けたまま、じりじり後退していく。次の体当たりの準備行動……まずい。いま崖がけに突っ込んでこられたら、ヘカートごと下に転がり落ちてしまうかもしれない。

　輪っかと柱を組み合わせた形のＨＰバーには、固有名もカタカナ表示されている。《ステロケファロス》──響ひびきはそれらしいが意味はまったく解わからない。

　恐きよう竜りゆう改めステロケファロスの頭は分厚い甲こう羅ら状じようの装そう甲こうで守られていて、ヘカートでも粉ふん砕さいできないかもしれない。それ以前に、重量オーバーのまま無理やり撃うつのだから頭を狙ねらって当てるのはほぼ不可能だろう。

　ならば巨きよ大だいな胴どう体たい、できれば心臓を狙ねらうしかない。だがステロケファロスは腹どころか体の側面すら晒さらすつもりはなさそうだ。背中から心臓を貫つらぬけるだろうか。

　ＴＰバー残量、一パーセント。シノンの命はあと六十秒で尽つきる。

「……撃うつわ！」

　荒こう野やの砂よりも乾かわいた喉のどから、シノンは短い言葉を押し出した。

　だがトリガーに指を掛かけるよりも早く、銃じゆう口こうを支えるリーダー格がさっと右手を上げ、何やら叫さけんだ。

「ℵℵℵℵℵ!!」

　仲間の鳥人間たちがシノンの左右に並び、改めてマスケット銃じゆうを構える。ライフリングすら持たない旧きゆう式しき銃じゆうでは、恐きよう竜りゆうの表皮を傷つけるのが精せい一いつ杯ぱいでとても心臓は狙ねらえない。だがリーダーの「ℵ!!」という声が響ひびいた瞬しゆん間かん、鳥人間たちは揃そろって引き金を引いた。

　撃げき鉄てつの先に取り付けられた火打ち石フリントが、当たり金フリズンを擦こすって火花を生み、それが火皿の点火薬に着火する。一いつ瞬しゆんの間を置いてから、銃じゆう身しんの中の装薬が炸さく裂れつして、ダァ──ン！　という銃じゆう声せいを響ひびかせる。

　いっせいに発射された弾だん丸がんは、ほぼ全てが恐きよう竜りゆうには命中しなかった。代わりに足あし許もとの地面を抉えぐり、大量のスパークエフェクトを撒まき散ちらす。

「ゴエアアアアッ！」

　吼ほえたステロケファロスが、後ろ足だけで立ち上がり、両りよう腕うでを高々と振りかざした。分厚い皮ひ甲こうに鎧よろわれていない、白っぽい腹部が露あらわになる。

　──ここだ。

　シノンはスコープ越ごしにステロケファロスの心臓があるであろう一点を狙ねらい定め、躊ちゆう躇ちよなくトリガーを絞しぼった。マスケット銃じゆうがおもちゃに思えるほどの轟ごう音おん。銃口制退器マズルブレーキからオレンジ色の炎ほのおが迸ほとばしる。三人がかりでも強きよう烈れつな反動を抑おさえ込めず、シノンと二人の鳥人間はヘカートごと後方に吹ふっ飛とばされた。

　だがそれでも、シノンは確かに見た。発射された[image: ．50]ＢＭＧ弾だんが、ステロケファロスの胸のど真ん中を貫つらぬき、膨ぼう大だいなダメージ光を噴ふん出しゆつさせる様を。

　シノンたちが背中から地面に叩たたき付つけられると同時に、ステロケファロスのＨＰバーが凄すさまじい勢いで減り始めた。減って、減り続け、色が黄色から赤へと変わり──ゼロへ。

　崖がけの下から、巨きよ体たいが崩くずれ落おちる地じ響ひびきが伝わってきた。眼前に、【Ｓｉｎｏｎのレベルが16に上じよう昇しようしました】というメッセージ窓が表示された。16……!?　と驚きよう愕がくしたのも一いつ瞬しゆんのこと、もしかしたらレベルアップでＴＰバーも回復するのではないかとシノンは期待した。だが残念ながら、糸のように細くなってしまったＴＰが右みぎ端はしまで戻もどる気配はない。ゼロになるまであと四十……いや三十秒か。

　シノンは震ふるえる指で、すぐ右側に横たわるヘカートをタップし、ストレージに戻もどした。

　その動きがきっかけになったかのように、鳥人間たちがいっせいにマスケット銃じゆうを高く掲かかげ、甲かん高だかい雄お叫たけびを上げた。近くに尻しり餅もちをついていたリーダーと、シノンが助けた鳥人間も立ち上がり、歓かん喜きの輪に加わる。

　だがそれを眺ながめている余よ裕ゆうはない。もちろん、後方の梯はし子ごを下りる時間も。

　立ち上がったシノンは、前方の崖がけに向かって走った。十五メートルの高さから、恐きよう怖ふを振り切ってジャンプする。レベルが16に上がったことで、単純に落下してもギリギリ耐たえられたかもしれないが、そこまでのギャンブルをするつもりはない。狙ねらったのは、横よこ倒だおしになっているステロケファロスの死体だ。

　比ひ較かく的てき柔やわらかそうな脇わき腹ばらに両足から着地し、膝ひざを曲げつつ斜ななめ前方に転がって可能な限り衝しよう撃げきを吸収する。ザ・シード規格のＶＲＭＭＯでは普ふ通つうに着地するか受け身を取るかで高所落下ダメージの量が変わってくるとキリトに言われて、ＡＬＯでみっちり練習したのだ。その甲か斐いあってＨＰバーは一割ほどしか減らなかったが、ＴＰバーは文字通りあと一ドットしか残っていない。

　恐きよう竜りゆうの脇わき腹ばらを滑すべり降おり、地面に立つ。アドレナリンのせいか、実際にそういうエフェクトが掛かかっているのか、視界が霞かすむ。岩山の根元できらきら光る泉までの距きよ離りは約二百メートル。ダッシュすれば十数秒で到とう着ちやくできるはず。

　歯を食くい縛しばり、シノンは地面を蹴けった。一歩、二歩、三歩目で全力疾しつ走そうに入ろうとした……その時。ＴＰバーが、音もなく消えた。

　これまでで最大の渇かわきが炎ほのおとなって喉のどを焼く。そびえ立つ岩山が二重に霞かすんで、思わず目をつぶる。

　──ここで終わりか。

　死の瞬しゆん間かんに備えながら、シノンはストレージの中のヘカートⅡに語りかけた。

　──もしドロップしても、絶対に取とり戻もどしてあげるからね。

　体の力が抜けていく。前のめりに地面に倒たおれる。砂じや利り混まじりの砂が頰ほおに触ふれる。アバターが青いパーティクルとなって四散………………

　しない。

　その代わりに、視界左上のＨＰバーが減り始めるのをシノンは見た。つまり、ＴＰバーがゼロになっても即そく死しはせず、その時点からＨＰが減少する仕様だったらしい。地面に倒たおれたままぱちっと目を見開き、呟つぶやく。

「……だったら最初からそう言ってよ」

　誰だれも答えないので、むくりと上体を起こす。ひとまず死は免まぬがれたようだが、のんびりしてはいられない。ＨＰバーは目に見えるほどの勢いで減っていくので、新たに与あたえられた猶ゆう予よ時間もせいぜい一分というところだろう。

　視界は相変わらず二重にぶれたままで、これは死亡寸前であることを示すエフェクトらしい。よろよろと立ち上がり、再び岩山を目指して走り始める。小さい岩に何度もつまずきつつ二百メートルの距きよ離りを三十秒かけて走はしり抜いた時には、ＨＰバーも半分を割わり込んでいた。

　岩山の根元には可か憐れんな草花が咲さき乱みだれ、その向こうで清らかな水面みなもが揺ゆれている。これで、実は毒の沼ぬまでしたなどというオチだったらこの謎世界の運営者を必ず探し出して蜂はちの巣すにしてやると誓ちかってから、シノンは花畑を横切って泉のほとりにひざまずいた。

　コップなど持っていないので、ゆらゆら揺ゆれる星空に両手を突っ込む。驚おどろくほど冷たい水をすくい、口くち許もとまで持ち上げると、味見もせずひと息に飲み干す。

「あ…………」

　口から掠かすれた声が漏もれた。急いでもう一度すくい、飲む。もう一度。もう一度。

　ＨＰバーの減少が止まり、ＴＰバーが徐じよ々じよに回復していくが、そんなパラメータ表示なんかどうでもいいと思えるほどの蘇そ生せい感かんが全身に広がる。水を手ですくうのがまだるっこしくなり、口を直接泉につけて、動物のように渇かわきを癒いやす。

　当分この岩山からは離はなれない、いっそここに家を建てて住みたい。そんなことを考えながら、すでにＴＰバーがフル回復していることにも気付かず、シノンはひたすら水を喉のどに送おくり込み続けた。







　　　２




　俺やアスナ、リズベット、シリカが在ざい籍せきする通つう称しよう《帰き還かん者しや学校》は、統とう廃はい合ごうで廃はい校こうとなった公立高校の校舎を改修して使っている。

　そのせいかキャンパス内の構造がやたらと複雑で、存在を知らなければ辿たどり着つけないというＲＰＧ的なスポットがいくつかある。俺がいま立っている小さな緑地もその一つで、部ぶ室しつ棟とうの二階に上がってから廊ろう下かを端はしまで歩き、非常口から外階段を下りて生いけ垣がき沿ぞいにしばらく進み、見落としそうなほど狭せまい隙すき間まを抜けるというルートでしか入れない。

　背の高い生いけ垣がきと部ぶ室しつ棟とう、図と書しよ館かん棟とうに取り囲まれた緑地は縦横十メートルほどの正方形で、少し盛り上がった中央部にはタイワンネムノキとビャクダンが並んでそびえ、その周囲を季節の草花が彩いろどる。地面は柔やわらかな芝しば生ふに覆おおわれ、雑草もほとんど生えていないので誰だれかが手入れしているのは間ま違ちがいないのだが、その誰だれかの姿をここで見たことは一度もない。

　今年の春先に発見してからしばらくは、俺とアスナはここを《秘密の庭》と名付けて情報を秘ひ匿とくしてきたが、その後リズベットに感づかれて現在では彼女とシリカも利用している。そしていま、俺の隣となりに立つ五人目の──いや、正体不明の管理者を含ふくめれば六人目の《知る者》となった人物は、あたりを見回しながら特とく徴ちよう的てきな声で言った。

「へぇー、こりゃあいかにもなデートスポットだナ。いいのか、オレっちを連れてきて？」

「仕方ないだろ、お前があんな派手に登場するから……」

　思わずそう言い返しかけて、小刻みにかぶりを振る。

「いや、別にここデートスポットってわけじゃないし、だからお前を連れてきても何の問題もないし」

「なんだヨー、久しぶりに会ったのにつれないコト言うなよキー坊ぼう。ほら、再会のハグをしてもいーんだゾ？」

　そんな台詞せりふを吐はきつつ両手を広げるのは、黒っぽいセーラー服の上にカーキ色のパーカーを羽織り、小さなデイパックを背負った小こ柄がらな女子生徒だ。小こ柄がらと言ってもアスナより少し低いくらいで、シリカと並べば一、二センチ高いだろう。俺がちょくちょく会っていた頃ころと比べるといくらか身長が伸びている……ということは、かなり年上のように思えた彼女も、当時まだ成長期だったわけだ。もしかしたら現在も。

　《鼠ねずみ》のアルゴ。

　浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドでそう呼ばれた凄すご腕うで情報屋が、いきなり帰き還かん者しや学校の俺の教室に出現したのはほんの十数分前のことだ。男女比がかなり偏かたよっている──もちろん男子のほうが多い──この学校に、見慣れぬ女子が他校の制服姿で現れたとなれば注目されずに済むはずがない。クラスの男連中に取り囲まれる前に、俺はアルゴの腕うでを引っ張って教室から脱だつ出しゆつしたのだが、昼休みになったばかりとあって廊ろう下かも生徒でごった返していて、この緑地に避ひ難なんせざるを得なかった。だが二人きりになったらなったで、別種の緊きん張ちよう感かんが湧わき上がってくる。

　笑え顔がおで両手を広げるアルゴから、俺はじりりと距きよ離りを取った。

「そ……それは次の機会に取っておくよ」

「相変わらず意い気く地じがないなァ、キー坊ぼう」

「なくて結構！　それよりだなぁ……そもそも、お前、なんでここにいるんだよ」

　俺がやっと最初の問いを口にすると、アルゴは広げていた両手をパーカーのポケットに突っ込み、にやっと笑った。その顔を、思わずまじまじと眺ながめてしまう。

　色の抜けた巻き毛の下の顔は、確かにアインクラッドで見慣れた《鼠ねずみ》の顔と同じ造作だ。しかし両りよう頰ほほのヒゲペイントがないせいか、あるいは二年近く……いやデスゲームの開始時から数えれば四年もの時間が過ぎたせいか、かなり大人っぽさが増している。正直、俺はアインクラッドで初めてアルゴと接せつ触しよくした時「男かな？　女かな？」などと考えてしまったものだが、いま目の前にいる人物はセーラー服を抜きにしても明らかに女子であり、以前と同じく「お前」と呼ぶことすら少々躊躇ためらわれるほどなのだ。

　そんな俺の気き後おくれを見み抜ぬいているのかいないのか、アルゴはからかうような笑えみを浮うかべたまま再び距きよ離りを詰つめ、言った。

「なんでって、そりゃあもちろん転校してきたからだヨ」

「は……はあぁぁ!?」

　と叫さけんでしまい、慌あわてて口を閉じる。音量を抑おさえ、さらに問とい質ただす。

「転校って……ＳＡＯ解放から二年も経たってるのに、なんでいまごろ？　それ以前に、どうして連れん絡らくの一つもしてくれなかったんだよ？　俺はてっきりお前が……」

　その先は言葉にできなかったが、アルゴは笑えみを浮うかべたまま小さな両りよう肩かたを上下させた。

「オレっちがくたばるワケないダロ。だいたい、連れん絡らくしなかったのはそっちも同じじゃないカ。キー坊のコネがあれば、オレっちのリアル情報くらい簡単に入手できたはずだゾ」

「…………」

　確かにそのとおりだ。

　ＳＡＯ時代は、俺はアルゴの本名も住所も電話番号も知らなかったが、《Ａｒｇｏ》というキャラクターネームは知っていた。それを総務省仮想課の菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうに伝えれば、ユーザー登録データからあらゆる情報を引っ張り出してくれたはずだ。

　しかし俺はアルゴに限らず、ＳＡＯで知り合ったものの生死が定さだかでないプレイヤーたちについて積極的に調べようとはしなかった。七十五層ボス戦を生き延びた攻こう略りやく組ぐみの面々は無事にログアウトしたはずだが、それ以外の──たとえばニシダさん、あるいはキバオウ、ネズハ、マホークルといった人々の生死を俺はいまも知らない。調べようとしなかったのは、怖こわかったからだ。菊岡の口から、そのプレイヤーは生せい還かんできなかったと聞かされるのが。

　同じ理由で、俺はアルゴのリアル情報を調べる気になれなかった。自分の怯きよう懦だを詫わびるべく、頭を下げようとした──のだが。

　ＳＡＯ時代と変わらないほどの素す早ばやさで距きよ離りを詰つめたアルゴが、俺の額に右手の人差し指と中指を突き立て、ぐぐぐと押し戻した。

「オイオイ、謝あやまってくれなんて言ってないダロ？　連れん絡らくしなかったのはお互たがい様さまって言いたいだけサ。キー坊ぼうはＡＬＯやＧＧＯで名前も変えずに大暴れしてたんだカラ、オレっちだってコンタクトしようと思えばできたんダ」

　指を離はなしたアルゴが一歩下がる。おでこを撫なでながら、俺はどう応じたものかしばし迷い、結局ストレートに訊たずねた。

「それだよ……どうしてＡＬＯに来なかったんだ？　お前はフルダイブマシンにビビるようなタマじゃないだろ？」

「オレっちを何だと思ってるんダ」

　苦く笑しようしつつそんなことを言ってから、アルゴは再び両手をポケットに入れ、細い体を前後にゆらゆらさせた。

「ン～～、まあ理由は色々あるんだけどナ。まったく興味がなかったワケじゃないゾ。ＡＬＯに旧ＳＡＯのキャラを復活させられるって聞いた時は、さすがにぐらっときたサ。……けどナ、もっかいＡＬＯで情報屋の看板上げても、あの頃ころみたいなモチベーションは湧わいてこない気がしたんだよナ……」

「……それは、解わからんでもないけど……」

　そんな言い方をしたが、実際には解わかりすぎるほど解わかる。

　ソードアート・オンラインは、狂きよう気きの天才茅かや場ば晶あき彦ひこが生みだした真なる異世界であり、石と鋼鉄の浮ふ遊ゆう城じように閉じ込められたプレイヤーたちは《ＨＰがゼロになったら本当に死ぬ》という恐おそるべきルールのもと、ゲームクリアを目指すことを強しいられた。

　恐きよう怖ふや絶望、焦しよう燥そう、悲ひ嘆たんを感じなかった日はほとんどない。しかしそれが全てではなかった。レベルアップした時の歓かん喜き、レアアイテムを獲かく得とくした時の興奮、ボスモンスターを倒たおした時の快かい哉さいは、ＳＡＯ以前にプレイしていたゲームとはまったく異なる本物の感情だった。認めがたいことだが、俺はいまメインで遊んでいるＡＬＯを掛かけ値ね無なしに楽しいと思いつつも、ＳＡＯと同じレベルでは本気になれずにいるのだ……。

　刹せつ那なの感傷を振り払い、俺は改めて問とい質ただした。

「……だったら、お前はこの二年、どこで何をしてたんだよ？」

「そんなの、地元で学生してたに決まってるじゃないカ」

「…………あー……」

　言われてみればごもっともだ。俺だってＳＡＯクリア以後、色々とありはしたが基本的には《地元で学生》をしていた。

「地元ってどこなの？　それと何年生なんだ？」

　その質問に、アルゴはひょいっと右手を突き出してきた。

「質問二個で千コルだナ」

「ああ……」

　制服のポケットから千コル金貨をつまみ出そうとして、動きを止める俺の前でアルゴが愉ゆ快かいそうに笑う。

「ニャハハハ……冗じよう談だんだヨ。地元は神か奈な川がわの左下のほう、学年は高三サ」

「左下……」

　呟つぶやきつつ、脳のう裏りに神奈川県の地図を展開する。南西部にあるのは小お田だ原わら、箱はこ根ね、熱海あたみ……はもう静しず岡おかだったか。いずれにせよ、東とう京きように近いとは言えない。そして高校三年生ということは俺の一学年上で、アスナやリズと同じく半年後にはもう卒業だ。

「……なんでいまごろ、ここに転校してくるんだ？」

「ンン～～」

　短く唸うなってから、アルゴは「まあいっカ」と肩かたをすくめ、背負っていた小型のデイパックに手を伸ばした。後ろ手で器用にポケットを開け、四角いケースを取り出す。黄色い革かわ製せいのそれから灰色のカードを一枚出し、俺に差し出す。

　受け取ったそれは、いわゆる名めい刺しだった。真ん中に印刷された名前に目が吸い寄せられる。

「帆ほ坂さか……朋とも。……これ、本名？」

「悪かったナ、本名っぽくない名前デ」

「い、いや、そういう意味じゃなくて……お前がこんなにあっさり本名教えてくれると思わなかったから……」

「転校してきちまった以上、いつまでも隠かくせやしないサ」

　軽く口を尖とがらせるアルゴこと帆坂朋の顔から、再び名めい刺しに視線を戻もどす。

　名前の右下には、メールアドレスと携けい帯たい端たん末まつの番号。そして左上には肩かた書がき。目を凝こらすと──【ＭＭＯトゥデイ　ライター／リサーチャー】とある。

「えっ、マジで!?」

　という驚きよう声せいだけで、俺が何に反応したのか察したらしく、アルゴはこくりと頷うなずいた。

「まあナ」

「Ｍトデのライターって……じゃあ、俺が読んできた記事のいくつかはお前が書いてたってことか……？」

「そうかもナ」

「いや、でも、Ｍトデって基本、ザ・シード関係のニュースがメインだろ？　プレイしなくて記事が書けるのか？」

「オレっちが担当してんのは個別タイトルじゃなくて、ザ・シード連結体ネクサスの総合ニュースとか、ハードウェア方面とかだからナー。まあ、たまにはキャラ作ってダイブすることもあるケド、取材が終わったらすぐに消すナア」

「はー……」

　長く息を吐はき、再びアルゴの顔を見る。一つ年上だったことにはさしたる衝しよう撃げきは受けなかったが、いまやＶＲＭＭＯ界かい隈わいで最大のネットメディアであるＭＭＯトゥデイのライターをしていると聞くと、アルバイトすらしていない一学生としては隔へだたりを感じずにはいられない。

「……こりゃあもう、お前なんて呼べないな……。これからは帆ほ坂さかさんと……」

「やめロ！　いいヨ、お前で」

　真顔でそう言い切ると、アルゴは俺に向けてあごを突き出した。

「んで？　オレっちにだけ名乗らせといて、そっちは教えてくれないのカ？」

「え？　あ、ああ……」

　そこでようやく、俺もまだリアルネームを告げていないのだと気付く。改まって名乗るのは気き恥はずかしいが、名めい刺しなぞ持っていないので仕方がない。

「えーっと……俺は桐きりヶが谷や和かず人と。今後ともよろしく」

「うん、よろしくナ」

　にかっと笑うと、アルゴが右手を差し出してくる。今度は掌てのひらが縦になっているので、情報代を要求されているわけではあるまい。恐おそる恐おそるこちらも手を伸ばし、握あく手しゆを交かわす。

　ぎゅっと力強く握にぎられた手を通して、俺のものではない脈動を感じた、その瞬しゆん間かん。

「……生きてたんだな」

　どうしても口に出せなかった言葉が、ぽろりと零こぼれた。

　するとアルゴも、いままでとはニュアンスの異なる柔やわらかな微び笑しようを浮うかべ、言った。

「キー坊ぼうのおかげサ。本当は何となく、百層までは生き残れない気がしてたからナ。キー坊が七十五層でクリアしてくれなけりゃ、どっかでくたばってただろうサ」

「俺一人の力じゃないよ……」

　不意に胸が詰つまるような感覚に襲おそわれ、どうにかそう答える。実際、アインクラッド七十五層でヒースクリフ──茅かや場ば晶あき彦ひこを倒たおせたのは、多くのプレイヤーが俺を支え、励はげまし、導いてくれたがゆえのことだった。その中にはもちろん目の前のアルゴも含ふくまれる。

　──本当に、生きていてくれてよかった。

　その思いを嚙かみ締しめつつ、手を離はなす。森の匂においがする空気を深く吸い込み、胸に残る感かん慨がいとともにふうっと吐はき出してから、話題を本筋に戻もどす。

「それで……アルゴがここに転校してきた理由と、Ｍトデのライターをしてるって件が、どう絡からむんだ？」

「あー、それはだナ……」

　しかしアルゴはそこで口を閉じ、《秘密の庭》唯ゆい一いつの出入り口である生いけ垣がきの切れ間を見た。ほぼ同時に、俺も軽快な足音を聞き付ける。

　数秒後、緑地に飛とび込んできたのは、右手に携けい帯たい端たん末まつを握にぎり締しめたアスナだった。ここへの移動中、俺がメッセージを飛ばしておいたのだ。芝しば生ふの上で立ち止まったアスナは、まず俺を見てから、隣となりに立っているアルゴに視線を移し──。

「……うそ……」

　と呟つぶやいた。見開かれたはしばみ色の瞳ひとみが、木こ漏もれ日びを受けてキラキラと輝かがやく。アルゴも一度瞬まばたきしてから、右手を持ち上げて一度開閉した。

「よっ、元気だったカ、アーちゃ……」

　だがその言葉も最後まで発せられることはなかった。ＳＡＯ時代の《閃せん光こう》が憑ひよう依いしたかの如ごときスピードで突とつ進しんしてきたアスナが、自分よりいくらか背の低いアルゴを思い切り抱だき締しめたのだ。アスナの右手から滑すべり落おちた携けい帯たい端たん末まつを、俺はかろうじて空中でキャッチする。

　アルゴの肩かた口ぐちに顔を埋うめながら、アスナはかすかな声を零こぼした。

「絶対……絶対また会えるって信じてた」

「……長い間連れん絡らくしなくて悪かったナ、アーちゃん」

　アスナにもそう囁ささやき返かえしたアルゴが、ブラウスの背中をぽんぽんと優やさしく叩たたく。それでようやく体を離はなすと、アスナはまじまじとアルゴの顔を眺ながめてから、十数分前の俺とまったく同じ問いを口にした。

「それで……どうしてここにいるの、アルゴさん？」




　帰き還かん者しや学校の昼休みは、十二時四十分から一時三十分までの五十分間。高校としては長い方だと思うが、思い出話に花を咲さかせられるほどの余よ裕ゆうはない。それにいちおうまだ成長期の身としては、昼食を抜くのはいささか苦行すぎる。

　というわけで、俺はアスナに【学食で何か三人分仕入れて、秘密の庭に来られたし】というメッセージを送っておいたのだった。アスナが買ってきたのはバゲットサンドで、具材は一つがカマンベールチーズ＆ハム＆ルッコラ、一つがクリームチーズ＆スモークサーモン＆トマト、最後の一つがシュリンプ＆アボカド＆バジルだった。ビャクダンの木の下に極ごく薄うすポリエチレンシートを敷しいて座すわると、アスナはまずアルゴに選せん択たく権けんを与あたえた。

「アルゴさん、どれでも好きなの選んで。今日はわたしがご馳ち走そうするから」

「いやぁ、それは悪いヨ……」

　遠えん慮りよするアルゴに、アスナは三つのバゲットサンドを笑え顔がおで突き付ける。

「悪くないわよ。アルゴさん、わたしとキリトくんが二十二層の森の家を買った時、クエスト手伝ってくれたでしょ。あの時のお礼！」

「……あー、そんなこともあったナァ」

　懐なつかしそうに目を細めると、アルゴはにかっと笑った。

「んじゃ、遠えん慮りよなくご馳ち走そうになるヨ。オレっちは……コレにするヨ」

　そう言って手を伸ばしたのは、スモークサーモンの入ったバゲットサンドだった。振り向いたアスナが、「キリトくんはどっちにする？」と訊きいてくるので、この二つならアスナはアボカドのほうを選ぶだろうと考えて「ハムチーズ！」と答える。

　これは俺の悪あく癖へきなのだが、ＳＡＯから解放されてもう二年も経たつのに──そしてあの世界でアスナと暮らしたのはほんの二週間だけだったのに、ストレージが共有されていた頃ころの習慣が抜けず、こういう時にアスナが立たて替かえてくれたぶんを払はらうのを忘れそうになってしまうのだ。いまもバゲットサンドを受け取ってからようやく気付き、急いで携けい帯たい端たん末まつを取り出す。アスナはアイスティーも三人分買ってきてくれていたので、そのぶんも足して二で割った金額を決済アプリに入力し、表示されたコードをアスナの端たん末まつで読み取ってもらう。オーグマーを使えばもっと簡単に個人間送金できるのだが、慌あわてていて教室のバッグの中に置いてきてしまった。

　と、そこまで考えた瞬しゆん間かん。

「……あ!!」

　俺は右手に携けい帯たい端たん末まつ、左手にバゲットサンドを持ったまま声を上げた。

　この昼休みは、学食でリズとシリカも交えて、昨日からザ・シード連結体ネクサスを震しん撼かんさせている異常事態について話し合うことになっていたのだ。しかもそのミーティングには、大おお宮みやの高校に通う直すぐ葉はと上うえ野のの高校に通うシノンもオーグマーを使って参加する予定であり、いまごろ彼女たちは俺とアスナが来るのを待ちくたびれているのではないか。

　フリーズする俺に、アルゴは怪け訝げんな表情を向けてきたが、アスナは「しょうがないなあ」という顔で言った。

「やっぱり忘れてたのね。大だい丈じよう夫ぶよ、わたしからみんなに、ミーティングを放課後に延期してほしいって連れん絡らくしておいたから」

「そ、そっか……すみません……」

　謝あやまる俺に続いて、アルゴもひょいと首を縮めた。

「ありゃ、二人とも予定あったのカ？　そりゃ悪かったナ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、どうせ昼休みだけじゃ時間がぜんぜん足りないと思ってたし」

　そう答えたアスナが、俺たちにアイスティーのカップを回してくれる。

「それより、早く食べましょ。もうお腹なかぺこぺこ」

　無論こちらに否いなやはない。いそいそと包み紙を開け、具材がはみ出した端はしっこにかぶりつく。食堂内の軽食スタンドは地元のデリカテッセンが運営していて、出来立てとまでは言えないがバゲットの皮は香こうばしいし野菜も新しん鮮せんだ。二口、三口と無言で食べ進め、アイスティーで飲み下す。

　アルゴもあっという間に半分食べ終えると、満足顔でコメントした。

「こりゃー学食パンってレベルじゃないナ。転校してきて正解だったヨ」

「食堂のメニューもたいてい美味うまいぞ。……じゃなくて……」

　軽く咳せき払ばらいして、サスペンドされたままの質問をもう一度投なげ掛かける。

「そろそろ教えてくれよ。アルゴがこんな時期に転校してきた理由」

「時期は別におかしくないダロ。この学校は前期と後期に分けて編入を受け入れてて、今日が後期の入学日なんだヨ」

「えっ、そうなの？　……だったら、三学期制じゃなくて二学期制にすればいいのに……」

「冬休みがなくなるゾ」

「やっぱいまのなしで」

　即そく答とうする俺に、アスナはくすっと笑えみを漏もらしつつ解説してくれた。

「この学校に編入制度ができたのは今年の八月なのよ。だから夏休み明けに間に合わなくて、急きゆう遽きよ九月末からってことになったみたい。アルゴさんは編入生第一号ってことね。ちなみに、編入は元ＳＡＯプレイヤーじゃなくてもできるんだって」

「へえ……。──でも、わざわざ普ふ通つうの学校からここに転校してくる生徒なんているのか？　世間的には隔かく離り施し設せつ扱あつかいだと思うけど……」

「それが、ここは専修学校っていうだけあって実じつ践せん的てきなカリキュラムがたくさんあるでしょ？　単位制で、本当に興味がある授業を選んで受けられるし……そういうことがメディアで紹しよう介かいされたりして、興味を持つ人も増えてきたみたいなの。わたしのクラスにも転校生が来たけど、その子もそんなこと言ってたよ」

「ふうん……じゃあ、アルゴも同じ理由で……」

　そこまで口にした時、俺はふと気付いた。

　リズたちと話し合う予定になっていた異常事態──無数のザ・シード規格ゲームから大量のプレイヤーが同一世界に強制的にコンバートされるという《ユナイタル・リング》事件が起きたのが昨日、九月二十七日。

　そして、ＭＭＯトゥデイでザ・シード連結体ネクサスに関連する記事を書いているというアルゴが、突とつ然ぜん転校してきたのが今日、九月二十八日。

　偶ぐう然ぜんなのだろうか。アルゴはさっき「後期の入学日だから」と言っていたが、それだけが理由だとは思えない。

「アルゴ、お前もしかして、ユナイタル・リング絡がらみの理由で……」

　そこまで言いかけた俺の口くち許もとに、アルゴがぐいっと左手の人差し指を突き付けてきた。

「ま、そう急ぐなヨ、キー坊ぼう。ちゃんと説明するケド、それにはちょっと時間が足りないナ。さっき言ってた放課後のミーティングとやら、オレっちも交ぜてくれないカ？」

「え……ええ？」

　思わずアスナと顔を見合わせてしまう。

　ＳＡＯ時代、アルゴは情報屋としてデスゲーム攻こう略りやくに多大な貢こう献けんを果たしたが、中層以降は裏方に徹てつしていて俺でさえ顔を見る機会は急減していた。シリカやリズは、名前くらいは知っていたかもしれないが情報を売り買いしたことはなさそうだし、リーファとシノンに至っては接点皆かい無むだろう。

　しかし考えてみれば、リズたちとリーファが知り合ったのは一年半前、シノンはわずか九ヶ月前だ。なのにいまではずっと昔から友達だったかのように仲がいいのだから、アルゴとだって打ち解けられるはずだ。俺はアスナと頷うなずき交かわし、アルゴに向き直った。

「構わないよ。……けど、その、なんだ、あんま妙みようなこと言うなよな」

「妙みようなことってなんダ？」

「そこは良識に照らして判断していただきたい」

　真顔でそう要よう請せいすると、バゲットサンドの残りに取りかかる。アルゴはリズベットたちともいい友達になってくれるはず……と信じつつも、何やら不ふ穏おんな予感に襲おそわれてしまう俺だった。




　午後三時三十分にショートホームルームが終わると、俺は教室をすみやかに離り脱だつし、第二校舎の三階北ほく端たんにある電算機室へと急いだ。

　厳いかめしい名前の教室だが、この建物が都立高校だった時代に情報関係の授業が行われていたというだけで、別に巨きよ大だいなメインフレームが鎮ちん座ざしているわけではない。しかも現在では当時設置されていたデスクトップＰＣもほとんど撤てつ去きよされているので、看かん板ばん倒だおれの感すらある。

　メカトロニクスコースを受講している俺は、同門の男子生徒二人と研究チームを組み、電算機室をラボとして学校から正式に借り出している。ドアの鍵かぎは三人が一つずつ持っているが、今日は他の二人は秋あき葉は原ばらまで部品を仕入れにいくと言っていたので、これ幸いとミーティングをここで行うことにしたのだ。

　渡わたり廊ろう下かを駆かけ抜ぬけ、階段を上って三階へ。俺が一番乗りだと思ったのだが、電算機室の前にはすでにリズベットこと篠しの崎ざき里り香かの姿があった。

「おっそーい！」

　俺を見るやそう叫さけぶリズに、右手を立てて謝罪の意を示しつつも言い返す。

「いやいや、そっちが早すぎるんだって……俺、ホームルームが終わった瞬しゆん間かんにダッシュしてきたんだぞ」

「だってあたしのクラス、担任の先生が出張中で今日はホームルームなしだったんだもん」

「だったら教室で時間潰つぶしてから来ればいいじゃん……」

「ゆっくり歩けばちょうどいい時間になると思ったの！」

　などとＡＬＯ内と同じタメ口でやりとりしつつも、この学校では俺は二年生、リズは三年生なのでほんの少し気き後おくれしてしまう。ずっと年上のクラインやエギルとは現実世界でも気安く話せるのだから、学校という場の持つ力は恐おそるべきものだ。ザ・シードで巨きよ大だいな学校を舞ぶ台たいにしたゲームを作れば人気が出るのでは、いやすでにあるのかも、などと考えていると。

「なにボーっとしてんのよ、とっととドア開けてよ」

　リズに背中を叩たたかれ、「あ、うん」と頷うなずく。ポケットから色いろ褪あせたプラスチックタグつきの鍵かぎを取り出し、鍵かぎ穴あなに差さし込む。動きが渋しぶいシリンダー錠じようを回し、引き戸を開けると、右手を胸に当てて一礼。

「どうぞ、リズベットお嬢じよう様さま」

「くるしゅーない」

　澄すまし顔で応じるリズに続いて、電算機室に入る。日ひ頃ごろ、なるべくこまめに掃除機を掛かけているのだが、古い教室特有の日なたっぽい匂においは消せない。白いカーテン越ごしに差さし込む午後の光が教室に強いコントラストを作り出していて、明かりを点つける必要はないと判断する。

「へーっ、いい感じじゃん。あたしこういう雰ふん囲い気き、けっこう好き」

　電算機室初訪問のリズはそんなコメントを口にするが、俺はもう見慣れてしまって特に何も思わない。いっそ建物が木造ならばそれなりにフォトジェニックだったりもするのだろうが、第二校舎もさすがにそこまでは古くなく、壁かべは少々ひび割れたコンクリート、床ゆかは擦すり切きれたリノリウム、並んでいる机も安っぽいメラミン天板である。しかしリズはもの珍めずらしそうにあちこち見回しながら教室を横切り、奥おくの窓まど際ぎわで振り向くと何やら意味深な笑えみを浮うかべた。

「これってなんだか、学園もののアニメみたいじゃない？　放課後の旧校舎で男子と女子が二人きりになって……」

　いきなり何を言い出すのかと仰のけ反ぞる俺に、右手の人差し指を向けながら、

「ど派手な能力でバトルすんの」

「バトルかよ……」

　俺が肩かたの力を抜くと、リズは右手を下ろしてけたけたと笑う。

「他に何すると思ったのよ」

「いや、別に何も。……そんなことより、みんな遅おそいなあ」

　と言った瞬しゆん間かん、前のドアががらっと引き開けられた。

「お待たせー」「お待たせしました！」

　言葉をシンクロさせながら入ってきたのは、アスナとシリカだ。二人の後ろに三人目の姿は……ない。

　自分でミーティングに交ぜてくれと言っておきながら、アルゴの奴やつはばっくれたのだろうか。一応連れん絡らくしてみるかと携けい帯たい端たん末まつに手を伸ばしかけたが、まだ連れん絡らく先さきを交こう換かんしていない。たった二時間前に秘密の庭で別れたばかりの《鼠ねずみ》の姿が、木こ漏もれ日びに滲にじんでいく。まるであの時間が、俺とアスナが見た幻まぼろしだったかのような……。

「おいーッス」

　そんな気の抜けた挨あい拶さつとともに、開けっ放しの出入り口から当のアルゴが入ってきて、俺はずっこけそうになった。アスナは笑え顔がおで手を振るが、リズとシリカはきょとんとしている。

　相変わらずパーカー姿のアルゴは、そんな二人に気付くと軽く会え釈しやくし、俺を見た。

「おい、早く紹しよう介かいしてくれヨ」

「あ、ああ……。リズ、シリカ、こいつはアルゴ。今日付でこの学校に転校してきたんだけど、俺たちと同じＳＡＯ生還者サバイバーで、アインクラッドでは……」

　そこまで説明した瞬しゆん間かん、アルゴが割わり込んできた。

「アインクラッドでは、キー坊ぼうのオネーサンをしてたんダ」

「キー坊!?」とリズが、

「オネーサン!?」とシリカが叫さけぶ。
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　俺はスライドダッシュでアルゴの隣となりまで移動すると、パーカーのフードを持って吊つるし上げ……たいのを我が慢まんして強めに囁ささやいた。

「あのなあ、妙みようなこと言うなって言ったろ！」

「なんだヨ、事実じゃないカ」

「どこが事実だ！　客と商売人以上の関係なんてなかっただろ！」

「あー、その言い方ひどいナー。キー坊には特別対応してやったことが何度も……」

　そんな言い合いをしていると、背後でアスナが呆あきれ声ごえを出した。

「それくらいにして、本題に入らない？　アルゴさんの紹しよう介かいは、ミーティングを始めてからのほうがいいと思うわ。直すぐ葉はちゃんとしののんも初対面なんだし」

「あ、ああ、そうだな……。というわけで……」

　いまなお目を丸くしているリズとシリカを見て言う。

「こいつが何者なのかはすぐに説明するから、まずはミーティングの準備をしてくれたまえないか」

「日本語おかしくなってますよ」

　シリカにじとっとした目を向けられ、俺はバックダッシュで自分のカバンのところまで退たい避ひした。




　電算機室にある机は、教室のものとは違ちがって三人掛がけのロングタイプなので、部屋の中央でそれを二つ合体させて即そく席せきの会議テーブルを作ると俺たちはその周囲に腰こし掛かけた。長辺の上かみ手てにアスナとアルゴ、下しも手てにリズとシリカが並び、俺は廊ろう下か側がわの端はしに陣じん取どる。

　一同揃そろってオーグマーを装着し──アルゴのそれはマスタードイエローに塗と装そうされたうえに後頭部のバッテリー部分にネズミマークがペイントされていた──、起動が完かん了りようすると、卓たく上じように妖よう精せいサイズのユイが出現する。

「パパ、ママ、リズさん、シリカさん、こんにちはです！」

　可愛かわいらしい声で挨あい拶さつしたユイが、アルゴに目を留とめる。

「あれ、そちらの方は……」

「あー、えっとだな、すぐに説明するからまずは会議を……」

　俺はそう言いかけたのだが、ユイは一度瞬まばたきするとにっこり笑い、言った。

「アルゴさんですね！　ＳＡＯではパパとママがたいへんお世話になりました。私はユイと言います」

　ぺこりと一礼するユイを、アルゴはあんぐり口を開けつつまじまじと眺ながめた。

「えーっと……どうしてオレっちがアルゴだと……？」

「ＳＡＯのアバターデータとバイオメトリクスが九十八パーセント一いつ致ちしました！」

「……オレっち、この二年でそこそこ身長伸びたんだけどナ……」

「成長予測シミュレーションを加えて識別しています！」

　はきはき答えるユイが本物の子供ではなくＡＩであることに、アルゴもやっと気付いたようだった。三秒ばかり沈ちん黙もくしてから、卓たく上じように右手を差し出す。

「ま、まあ、これからよろしくナ」

「はい、よろしくお願いします！」

　ユイが小さな両手でアルゴの指先を摑つかんだ。考えてみれば、生身の人間など及およびもつかないユイの情報収集能力は、現実世界でも情報屋的な仕事をしているらしいアルゴにとっては垂すい涎ぜんものなのではあるまいか。怪あやしいアルバイトに誘さそわれたりしないよう気をつけておかなければ……と考える俺の視線の先で、ユイは会議テーブルの中央に戻もどると両手を広げた。

「それでは、シノンさんとリーファさんに接続します！」

　ぱりぱり、と空中に青白いスパークのようなエフェクトが描びよう画がされ、テーブルの窓側にシノンと直すぐ葉はが現れた。二人とも制服姿で、それぞれデザインの違ちがう椅い子すに座すわっている。

　ユイが構築してくれたこの《ＡＲ会議システム》を使うのは今日が初めてなのだが、まるで生身の二人が目の前にいるかのようなリアリティには驚おどろくしかない。それはシノンたちも同様らしく、目を丸くしながら電算機室を見回している。

「……へええ、ここが帰き還かん者しや学校なのね……」

　呟つぶやいたシノンが椅い子すから立ち上がろうとしたので、俺は慌あわてて両手で押しとどめた。

「おい、動いちゃダメだって。いまシノンとスグの視界はオーグマーに上書きされてるんだから、そっちにある物にぶつかって転ぶぞ」

「ああ……そっか。ちなみに私はＬＬ教室にいるんだけど、もし他の生徒が入ってきたら、一人で誰だれもいない空間に向けて喋しやべってるように見えるわけね？」

　シノンの問いにユイが「そのとおりです！」と答えると、隣となりの直葉も顔をしかめた。

「うわー、あたし保健室から接続してるんだよ。絶対そのうち誰だれか来るよー」

「あれ、スグお前、部活は？」

　俺が訊たずねると、剣けん道どう部ぶ員いんはちろりと舌を出す。

「今日は休養日にしてもらっちゃった」

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶなのかよ。あとで三年にシゴかれたりしないか？」

「平気ですよーだ！　ていうか三年生は八月のインターハイで引退して、あたしいま副部長だもん」

「えっ、マジで？　早く言えよ、お祝いとか何にもしてないじゃん」

「副部長就任なんて祝うほどのことでもないでしょ。そのかわり、十一月の新人戦でいい成績だったら盛せい大だいに祝ってもらうからね！」

　兄妹きようだいで気安い会話を繰くり広ひろげていると、シリカが驚おどろいたような顔で直葉に訊たずねた。

「リーファさんが副部長ってことは、リーファさんより強い人がいるんですか？」

「そりゃいるよぉ。稽けい古こじゃ勝ったり負けたりだけど、あたしはちょっと我が流りゆう剣けん法ぽうっぽいとこあるから……やっぱ部長は正統派な人じゃないとね」

　そんな話を聞くとまたイジメを心配してしまうが、人望のない部員が副部長に選ばれたりはしないだろう。インターハイが開かい催さいされた八月上じよう旬じゆんは、俺はまだ入院中だったので応おう援えんには行けなかったのだが、新人戦は必ず見にいこう……と決意しつつ声を張り上げる。

「そんじゃ、時間もないことだしそろそろ会議を始めようぜ。まずは、こいつ……じゃなくてこのヒトの紹しよう介かいからさせてくれ」

　俺に指さされたアルゴが、腰こしを浮うかせてひょいと会え釈しやくする。

「このヒトは、今日付で帰き還かん者しや学校に転校してきた帆ほ坂さか朋ともさん……ＳＡＯでの通り名は《鼠ねずみ》のアルゴ、職業は情報屋」

　それを聞いた途と端たん、リズとシリカが口を揃そろえて「あーっ！　攻こう略りやく本ぼんの！」と叫さけび、シノンと直すぐ葉はは「攻こう略りやく本ぼんって？」と怪け訝げんな顔をし、当のアルゴは少し照れたように「にしし」と笑ってから立ち上がって俺とアスナ、ユイを除く四人と握あく手しゆを──遠えん隔かく参加の二人は当たり判定がないので握にぎるふりをしただけだが──交かわした。その様子を見ながら、俺はこれでまたチームの男女比不ふ均きん衡こうが進行してしまうのだろうか、と思わずにいられなかった。

　この学校の男子生徒にもＶＲＭＭＯプレイヤーは山ほどいるのだから、リクルートしようと思えばいつでもできるのだが、なかなかその気になれない。その理由はきっと、二年もの時を過ごしたアンダーワールドで、生しよう涯がい最高の友と出で遭あってしまったからだろう。彼のように心を許せる同性、同年代の親友が今後できるとは思わないし、また作りたいとも思えないのだ。彼が激げき闘とうの果てに命を落とした時、俺の心の一部もまた死んだ。その傷は恐らく、生しよう涯がい癒いえることはない。

　ワックスの匂においがする空気を深々と吸い込み、胸の疼とう痛つうを押おし殺ころして、俺は発言した。

「紹しよう介かいが終わったところで、さっそく本題に入ろう。まず知りたいのは、ＡＬＯ以外のプレイヤーの状じよう況きようだけど……ＧＧＯのシノンも《ユナイタル・リング》に強制コンバートさせられたんだよな？」

「うん」

　頷うなずくシノンに、全員の視線が集まる。

「念のため訊きくけど、ログアウト中もアバターが中に残ることは知ってるよな？　安全は確保できてるのか？」

「まあ……たぶん、大だい丈じよう夫ぶだと思う。鳥人間が守ってくれてるから」

　俺を含ふくむ全員が頭からハテナマークを出すと、シノンは自分でもわけが解わからない、と言うかのように肩かたをすくめた。
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　吉きち祥じよう寺じ駅えき北口行きのバスは珍めずらしく空すいていた。降車口近くのシートに座すわった明日あす奈なは、鞄かばんを膝ひざに載のせ、ふうっと息を吐はいた。

　胸むねの奥おくには、アルゴとの予期せぬ再会がもたらした温ぬくもりがまだ留まり続けている。しかし同時に、少しだけざらつくものも存在する。それを明日奈に与あたえたのは、もう一人の転校生、神か邑むら樒しきみとの邂かい逅こうだ。

　樒に敵意を向けられたわけではまったくない。会話したのはほんの数分だったが物もの腰ごしは終始穏おだやかだった。配属されたのは隣となりのクラスだったのにわざわざ明日奈に挨あい拶さつしに来た理由は、幼い頃ころにエレクトロニクス業界団体のパーティーで会ったことがあるからだという。明日奈は憶おぼえていなかったが、神邑樒はレクトのライバル企き業ぎようでありオーグマーの開発メーカーでもある《カムラ》の創業家の娘むすめらしいのだ。

　だが明日奈の心をかき乱したのは、樒の出自ではなかった。

　彼女が着ていた制服──あれは、港みなと区くにある小中高一いつ貫かんの私立校、エテルナ女じよ子し学がく院いん高等科のものだ。ソードアート・オンラインの虜りよ囚しゆうとなる以前に明日奈が通っていた学校。

　明日奈は中等科までしか在ざい籍せきできなかったが、同じ学年に神邑姓の生徒がいたという記き憶おくはない。珍めずらしい苗みよう字じだし目立つ容姿なので、三年間まったく気付かなかったということは有り得ないだろう。

　つまり樒はエテルナ女子学院の高等科に外部から編入し、卒業の半年前になって今度は帰き還かん者しや学校に転校してきたということになる。

　受験に悪あく影えい響きようはないのかと訊たずねたところ、樒は海外進学する予定で、すでに国際バカロレアの認定証書デイプロマとＳＡＴの公式スコアレポートを取得済みらしい。アメリカの大学はスコアと同じくらいエッセイを重視すると聞くので、独自色のある内容にするために帰き還かん者しや学校での生活を体験するという選せん択たくも理解はできるが、いささか突とつ飛ぴな感じは否いなめないし、援えん助じよ対象と見られているようで正直愉ゆ快かいな気持ちにはなれない。

　そんなふうに感じてしまうのも、樒が着ていた制服のせいだろうか。ＳＡＯ事件が起きなければ明日奈も着ていたかもしれない、灰色のブレザー。エテルナ女子学院中等科の制服は特とく徴ちようのないジャンパースカートだったので、襟えりが紺こん色いろの切り返しになっている高等科のブレザーはやたらとお洒落しやれに見えたものだ。実際には、母親に外部の高校を受験するよう言われていたので着るチャンスはなかったかもしれないが、いきなり目の前に現れるとやはりあれこれ考えてしまう。

　帰き還かん者しや学校に通っていることにコンプレックスなどないし、人生を四年前からやり直したいとも思わない。ただ、あの制服を着た神邑樒は、まるで……まるでＳＡＯに囚とらわれず、そのままエテルナ女じよ子し学がく院いんに通い続けていた場合の自分自身のようで……。

「……バカみたい」

　小声で呟つぶやき、明日あす奈なは目をつぶった。吉きち祥じよう寺じ駅えきまではあとバス停九つ。今夜も夜よ更ふかしすることになりそうだから、眠ねむれる時に寝ておかなくては。

　バスの内うち壁かべに頭を預けても、しかし眠ねむ気けはなかなか訪おとずれてくれなかった。脳のう裏りに、神か邑むら樒しきみの完かん璧ぺきなまでに整った、なのになぜかかすかな不安を搔かき立たてられる怜れい悧りな美び貌ぼうが焼き付いてしまっている。

　いまの境きよう遇ぐうに不満などない。心の底から愛し、信しん頼らいしている和かず人ととユイ、そして最高の仲間である里り香かや珪けい子こ、詩し乃の、直すぐ葉はたちと出で遭あうことができたのだから。わずかな蹉さ跌てつとも無む縁えんなエリートコースを歩んでいるのだろう樒にどんな目で見られようと、自分は幸せだと断言できる。

　──こんなことを考えてしまっている時点で、心を乱されているのだ。

　明日奈はゆっくり、長く息を吐はくと、楽しみなことだけを考えようとした。

　ユナイタル・リングなる謎なぞめいたＶＲＭＭＯ世界への強制コンバートは、ザ・シード連結体ネクサスに大混乱を巻き起こしたが、いまの明日奈は不安や恐きよう怖ふよりも未知のゲームに挑いどむ高こう揚ようを強く感じている。たったの一度でも死ねば二度とログインできないという過激なルールも、ＳＡＯ生せい還かん者しやである明日奈を怯おびえさせるほどのハードルではない。

　現在、ＡＬＯの運営体ユーミルを含ふくむ多くの企き業ぎようが協力して事態の収しゆう拾しゆうに当たっている──とアルゴが言っていたので、いずれ事件は終息するのだろう。それまで、何としても森の家と仲間たちを守まもり抜き、そのうえで余よ裕ゆうがあれば世界の謎なぞを解き明かすのだ。

　残念ながらアルゴはしばらくユナイタル・リングに参戦するつもりはないと言っていたが、しかし転校してきた理由はＵＲとまったく関係がないわけでもないようだ。なんでも、彼女はしばらく前からＵＲ事件の予兆を摑つかんでいて、事件の裏に隠されているものを探り出すために帰き還かん者しや学校への転校を決断したのだという。

　裏付けのない情報は口にしないという主義は相変わらずらしく、またミーティングの時間も限られていたのでそれ以上のことは教えてもらえなかったが、アルゴはユナイタル・リングの秘密を外側から調べるつもりのようだった。学校での別れ際、彼女はニヤッと笑って言った。内側から調べるのはアーちゃんたちに任せるヨ、と。そう言われたら頑張るしかない。

　長い通学時間を苦にしたことはないが、今日ばかりはもっと家と学校が近ければいいのに、と明日奈は思った。いつの間にか、胸むねの奥おくのざらつく感じは消えていた。
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「ただいまー」

　と言いつつ玄げん関かんのガラス戸を引き開けた途と端たん、「お帰り！　遅おそいよお兄ちゃん！」という声が飛んできた。

　見れば、上あがり框がまちに陣じん取どったジャージ姿の直すぐ葉はが、両手を胸の前で握にぎってぴょんぴょん垂すい直ちよく跳とびしている。

「仕方ないだろ、通学時間、お前の倍もあるんだから。これでも駅からフルスピードで飛ばしてきたんだぞ」

　実際、もう九月も終わりだというのに、俺の額には汗あせが珠たまのように浮ういている。本ほん川かわ越ごえ駅えきから桐きりヶが谷や家けまでの約二キロを自転車で六分というのはほぼ自己ベストのタイムなのだが、直葉は五分を切るらしいので大きい顔はできない。しかし我わが賢けん妹まいは兄の貧ひん脚きやくを責めようとはせず、代わりに後ろ手に持っていたタオルを差し出してきた。

「はいこれ！」

「お、サンキュー」

　受け取って汗あせを拭ふくと、今度はミネラルウォーターのボトルが現れる。

「ほら、これも！」

　キャップを外してから手て渡わたされたそれにも礼を言い、ごくごくと一気に半分飲み干す。

「はー、生き返る……」

「じゃあ、そこからまたダッシュ！」

　背中を押されるように二階に上がり、自分の部屋へ。Ｔシャツとハーフパンツに着き替かえた途と端たん、直葉がノックもせず飛とび込んでくる。

「準備できた!?　じゃあ、早く行くよ！」

　そうまくし立てる妹の右手には使つかい込まれたアミュスフィア。

「行くって、お前、どこからダイブする気なんだよ」

「ここからに決まってるでしょ！　時間合わせないと、中で一人きりになって危険な目に遭あうかもしれないじゃん」

「んな大げさな……時間加速中のアンダーワールドじゃあるまいし、ずれたって一分二分だろ。それに、もうリズやシリカがダイブしてるはずだぞ」

「いいから、早く早く！」

　俺の頭にアミュスフィアをがぽっと被かぶせると、直葉は底板のウッドスプリングが軋きしむほどの勢いでベッドに飛び乗った。やむなく、俺も隣となりに横たわる。直葉が右手を持ち上げ、指を三本立てる。

「スリーカウントで行くよ！　三、二、一……リンク・スタート！」

　声を合わせてコマンドを唱えながら、俺は「これ、直すぐ葉はの手が落っこちてきて俺の脇わき腹ばらあたりにヒットするのでは」と考えた。だがもちろん、その結果を見届けることはできなかった。




　瞼まぶたを持ち上げると、真新しい板張りの天てん井じようが見えた。

　今朝の午前四時あたりまでは空が見えるほどの大穴が開いていたのだが、いまは痕こん跡せきすらも残っていない。アインクラッドから土台ごと分ぶん離り、墜つい落らくした時に著いちじるしい損傷を負ってしまったログハウス──我わが愛いとしの《森の家》は、合流したリズベットとシリカの協力もあって無事に修復されたのだ。

　本当に良かった良かった……と寝ね転ころがったまま感かん慨がいに浸ひたっていると、いきなり脇わき腹ばらをどつかれる。

「早く起きてよキリト君！　やることがい────っぱいあるんだからね！」

「へいへい……」

　リズベットが作ってくれた鉄の鎧よろいをがしゃっと鳴らして起き上がり、横を見る。同時にダイブした直葉──リーファは、簡素な生き成なりのワンピース姿のままだ。

　続けて室内を見回す。全ての家具が消えてしまったのでがらんとしているリビングルームに、他のプレイヤーの姿はない。アスナはまだ帰宅途と中ちゆうだろうが、リズとシリカ、そして俺たちが学校に行っているあいだ交代でこの家を見守ってくれていたはずのアリスとユイはどこにいるのか。

　と考えた途と端たん、窓の外からキィン！　と甲かん高だかい金属音が聞こえてきた。金鎚ハンマーが鉄床アンビルを叩たたく音……ではなく、剣けん戟げきの音。

「なんだ!?」

　慌あわてて立ち、ドアを開けて外に飛び出す。

　見えたのは、さまざまな生産施し設せつに囲まれた前庭の真ん中で、剣を打ち合う二つの人ひと影かげだった。このユナイタル・リング世界は時間が現実と同期しているので、赤い夕ゆう陽ひが逆光になっていて姿がよく見えない。片方の人ひと影かげは俺と同じくらいの背せ丈たけだが、もう片方はやけに小さく、まるで子供のようだ。

「やああっ！」

　と、子供のほうが幼くも勇ましい叫さけび声ごえとともに両手で握にぎった剣を振り下ろした。なかなかのスピードだったが、大人は右手に握にぎった剣で悠ゆう然ぜんと受け止める。再び、キィンという音が響ひびく。太めのお下げに編んだ金きん髪ぱつが、夕ゆう陽ひを反射して美しく輝かがやく。

　ここでようやく、俺は大人のほうがアリスであることに気付いた。そして、最強の整せい合ごう騎き士し相手に臆おくせず斬きり掛かかっている黒くろ髪かみの少女は、俺とアスナの愛まな娘むすめにして最さい高こう峰ほうのトップダウン型ＡＩ、ユイだ。
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「お……おい、二人とも何して……」

　反射的に割わり込もうとした俺の肩かたを、リーファが摑つかんだ。

「待って、あれ稽けい古こしてるだけじゃない？」

「け、稽けい古こぉ……？」

　妹の顔を一いち瞥べつしてから、再び庭の中央を見る。

　確かに、アリスはユイの撃うち込みを捌さばいてもまったく反はん撃げきしようとはしない。それどころか、一回撃うち合あうたびにあれこれアドバイスしているようだ。

「ね、大だい丈じよう夫ぶでしょ？」

「う、うむ……」

　と妹に頷うなずきはしたものの、俺はいままでユイが剣を持って戦うところなどただの一度も……正確には、アインクラッド一層の地下迷めい宮きゆうで、最強クラスのボスモンスター《ザ・フェイタルサイズ》をＧＭ武器で消去した時以外見たことがないのだ。いまのユイはプレイヤー扱あつかいなので俺たちと同じくＨＰバーを与あたえられていて、アリスが反はん撃げきせずとも自分の剣で自分を傷つけたりすればダメージを受けてしまう。

　はらはらしながら見守っていると、アリスの助言を真しん剣けんな顔で聞き終えたユイが、再び距きよ離りを取った。どこかエキゾチックな意い匠しようのショートソードを、基本の中段に構え──。

「やあっ！」

　幼くも凜りんと響ひびく掛かけ声ごえとともに地面を蹴けった。途と端たん、俺は低く「おっ」と声を漏もらした。

　ＶＲＭＭＯ初心者は、剣で攻こう撃げきする場面で、《振りかぶって》《振り下ろす》という二段階のアクションをしてしまいがちだ。状じよう況きようによってはそれも間ま違ちがいではないが、ほとんどの場合は振り始めから振り終わりまでをワンアクションとして滑なめらかに繫つなげるほうがスピードも威い力りよくも上がる。ユイが繰くり出したのはそのメソッドにしっかり則のつとった斬ざん撃げきで、実際アリスも防ぼう御ぎよする時に左足を半歩引かなくてはならなかった。

　再びキィン！　と澄すんだ金属音が鳴る。一いつ瞬しゆん静止した二人が、ふわりと距きよ離りを取る。

「いまのはなかなか良かったですよ、ユイ」

　アリスがそう講評するや、俺は両手を打ち鳴らした。二人同時にこちらを見ると、アリスは少し照れたような、ユイは開けっぴろげな笑えみを浮うかべる。

「パパ！　お帰りなさい！」

　右手にショートソードを握にぎったまま走ってくるユイを、俺は慌あわてて制した。

「おいおい、まずはその剣を仕し舞まってくれ」

「あっ、そうでした！」

　急ブレーキを掛かけたユイが、左ひだり腰こしの鞘さやに納刀する。改めて飛びついてくる愛まな娘むすめを抱だき上げ、高い高いをしてから左腕に座すわらせる。

「ただいま、ユイ。その……なんでいきなり剣の練習を……？」

「もちろん戦うためですよ！　片手剣スキルの熟練度、いまので７になりました！」

「おお、ずいぶん頑がん張ばったな」

　右手で頭を撫なでると、ユイは嬉うれしそうにエヘヘと笑う。

　ＡＬＯから持もち越こした俺の片手剣スキル熟練度はマックスの１０００に達しているが、それ以外の新規獲かく得とくスキルは軒のき並なみ２や３程度なので、熟練度７というのは一日で上げたにしてはかなりのものだ。

「そこまで上がったなら、何かソードスキルも使えるんじゃないか？」

「えーと……」

　右手でさっとリングメニューを開いたユイが、スキルウインドウに移動して覗のぞき込んだ。

「あっ、《バーチカル》と《ホリゾンタル》と《スラント》を使えるようです！」

「おお、その三つは全部の技わざの基本だぞ。もっと熟練度が上がったらヴォーパル・ストライクとかハウリング・オクターブとか、かっちょいい技わざを教えてやるからな」

「はい！」

　朗ほがらかなユイの返事に、

「その件なのですが、キリト」

　という声が重なり、俺は視線を動かした。白ワンピース姿のアリスが、何やら浮うかない表情で歩み寄ってくる。

「やあアリス、家の監かん視しとユイの指導ありがとう。……で、その件って？」

「お前も自分のスキルウインドウを見てみなさい」

「へ？　う……うん」

　頷うなずき右手の指先で空中に円を描えがく。しゃららん、というようなサウンドとともに開いたリングメニューから、右上のスキルアイコンを選せん択たく。開いたウインドウには、獲かく得とく済ずみスキルの一覧が表示されている。熟練度順に並べているので、一番上はもちろん片手剣スキル……

「……えっ」

　俺は両目を見開き、熟練度の数値を凝ぎよう視しした。昨日見た時は確かに上限値の１０００だったはずなのに、いまはゼロが一つ足りない。

「ひ……百!?　なんで……」

「どうやら昨日の夜、猶ゆう予よ期間が終わった時に持もち越こしスキルの熟練度も下がったようです。それに伴ともない、上級ソードスキルも全て使用不可となっています」

「マジか……」

　呻うめく俺の隣となりで、リーファもウインドウを開いて「あーっ、あたしもだー！」と叫さけんだ。兄妹きようだい揃そろってがっくり項うな垂だれかけたが、俺は寸前で踏ふみ留とどまる。

「い、いや、待てよ……昨夜、猶ゆう予よ期間が終わった後にＰＫ連中と戦ったろ？　あの時、確かヴォーパル・ストライクは使えたぞ。あれ、結構な上級スキルのはずだけど」

「ソードスキル一覧も見てみなさい」

　アリスに促うながされ、俺は片手剣スキルをタップした。開いたサブウインドウには、使用可能なソードスキルが列挙されている。一番上に基本単たん発ぱつ技わざの《バーチカル》と《ホリゾンタル》、《スラント》、二に連れん撃げきの《バーチカル・アーク》と《ホリゾンタル・アーク》が続き、下段突とつ進しん技わざ《レイジ・スパイク》、上段跳ちよう躍やく技わざ《ソニック・リープ》、三さん連れん撃げき技わざ《シャープ・ネイル》……文字が明るくなっているのはそこまでだ。その下の《バーチカル・スクエア》はグレーアウトしていて、タップすると【使用可能熟練度：１５０】という小窓が開く。数値がＳＡＯやＡＬＯと違ちがっているのはまあいいとして、これだと上級技のヴォーパル・ストライクが使えたことに説明がつかない。

　リストをスクロールしていくと、かなり先にあったヴォーパル・ストライクの名前はやはりグレーアウトしている。使用可能熟練度は……７００。現在値の１００とは天と地ほどの開きがある。

「どういうこっちゃ……単に動きを再現しただけだったのか……？」

　呟つぶやく俺の腕うでの中で、ユイも小さく首を傾かしげた。

「昨日の戦せん闘とうでパパが使用したサベージ・フルクラムやヴォーパル・ストライクは、ちゃんとライトエフェクトが発生していました。モーションを模も倣ほうしただけというわけではないと思います」

「だよなあ……」

　頷うなずき、ユイをリーファに預けると、俺は庭の真ん中へと移動した。無骨な造りだが頼たのもしい重みのある《上質な鉄の長剣》を抜き、腰こしを落とす。左手を前に伸ばし、右手の剣を肩かたの上で引ひき絞しぼっていくが、ソードスキルの前プ駆レエフェクトは訪おとずれない。

「うりゃっ！」

　それでも諦あきらめ悪く長剣を繰くり出してみたが、単なる片手突きになっただけで、ヴォーパル・ストライクの血のように赤い輝かがやきやジェットエンジンめいた轟ごう音おんはカケラも発生しなかった。もう一度……さらにもう一度。結果は同じ。

「キリト、いささか格好悪いですよ」

「わ、わかってらい！」

　アリスの呆あきれ声ごえに子供のような言葉を返すと、おまけの四度目を──。

　シュゴオオオオジャキイイ────ン!!

「うおわああああ!?」

　深しん紅くに輝かがやきながら撃うち出された剣に体を引っ張られ、俺は三メートルばかり空中を飛ひ翔しようすると胸から落下した。

「ぐえっ！」

　視界左上でＨＰバーがわずかに減る。そのままカエルのような格好で呻うめいていると、アリスが駆かけ寄よってきて手を差し出した。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「ああ……なんとか……」

　助け起こしてもらってから、右手の剣をまじまじと眺ながめる。アリスと顔を見合わせ、恐おそる恐おそる訊たずねる。

「いま、発動したよな？　ヴォースト……」

「お前たちリアルワールドの若者の、何でも適当に略す慣習は好きになれません」

　妙みような怒おこられかたをしてしまったので「マジサーセン」と謝あやまると、アリスは氷のような目つきで俺を睨にらんでから真顔に戻もどった。

「発動……していましたね。どういうことなのでしょう……」

「アリスさんも試ためしてみてください！」

　と発言したのはリーファに抱だっこされたユイだ。ちらりとそちらを見たアリスは、「では……」と頷うなずいて腰こしの剣を抜いた。俺の剣と同じデザインなので、いまは姿が見えないリズが作ったのだろう。

　俺がリーファの隣となりまで下がると、アリスは長剣を八相に構えた。

　彼女が生まれたアンダーワールドにもＳＡＯ由来のソードスキルが《秘ひ奥おう義ぎ》という名めい称しようで存在していたので、ＡＬＯでもすぐに数あま多たの剣けん技ぎを自由自在に繰くり出せるようになった。だがやはり高速連続技よりは一撃必殺系が好みのようで、いま発動させようとしているのも片手剣上位単発技《ジェリッド・ブレード》だろう。

　左足を踏ふみ出しながら、剣を右後方にガッと突き上げる。本来ならこのタイミングで青あお紫むらさき色いろのライトエフェクトが発生するはずだが、剣は光らない。それでもアリスは、

「やあっ！」

　と鋭するどい掛かけ声ごえを放ちつつ剣を突き込むように猛もう然ぜんと振り下ろした。見事な斬ざん撃げきではあるが、ジェリッド・ブレードは発動しなかった。アリスは剣を引き戻すと、まったく同じモーションをなぞる。二度、三度、四度……やはりさっきのヴォーパル・ストライクはシステムバグの類たぐいだったのだろうかと思い始めてきた、その時だった。

　恐おそらく七度目か八度目に突き上げたアリスの剣が、青い炎ほのおにも似た輝かがやきを垂直に迸ほとばしらせた。踏ふみ込んで斬ざん撃げき。氷河の崩ほう壊かいを思わせる重々しいサウンドが轟とどろき、空中に青あお紫むらさき色いろの軌き跡せきが揺ゆらめく。間ま違ちがいなくジェリッド・ブレードのエフェクトだ。

「あれっ、発動したよ!?」

　リーファの叫さけび声ごえに、俺はこくこく頷うなずいた。バグなのか仕様なのかはまだ不明だが、スキル熟練度が足りない上位ソードスキルでも、しつこく試ためしていれば発動するようだ。だが確率は一、二割といったところか。実戦であてにするにはいささか心こころ許もとないし、理由が解わからないのも気持ち悪い。

　思わずリーファに抱だかれたままのユイを見てしまうが、いまの彼女はシステムアクセス権を持たない一プレイヤーだ。たまには自分の頭で考えなくては……と思ったのだが。

「パパ、もしかしたら、この現象の原因はプレイヤーやアイテムではなく場所にあるのではないでしょうか」

　ユイが真しん剣けんな顔でそう言ったので、俺は自分の足あし許もとを指差しながら訊たずねた。

「ば、場所？　この空き地になんかの特とく殊しゆ効果があるってのか？」

「いえ、空き地ではなく……」

　ユイの視線が動いた先を見やると、修復されたログハウスが夕ゆう陽ひに赤々と照らされている。俺もようやくユイが何を言わんとしているのかを悟さとり、小走りに家の傍そばまで戻もどると、壁かべを指先でタップする。開いたプロパティ窓の一行目には【イトスギの丸太小屋】という建物名があり、その下に所有者である俺とアスナの名前、その下には耐たい久きゆう力りよくのカラーバー。今朝フル回復したはずなのに、バーに重ねて表示されている数字は【１２４３３／１２５００】となっていて、ユナイタル・リング世界の建築物は耐たい久きゆう力りよくが自然減少していくことを示している。厄やつ介かいな仕様だが、減少ペースは一日あたり１２０程度と思われるので、完全放置しても百日は保つ計算だ。

　ウインドウの下部には、四つのボタンが並んでいる。左から【情報】、【取引】、【修復】そして【分解】。取引ボタンと分解ボタンは永遠に押すことはないだろう、と確信しながら情報ボタンを押す。左右から、アリスとリーファ、ユイも覗のぞき込んでくる。

　軽かろやかな音とともに開いたサブウインドウには、家の簡単な説明と床ゆか面積やストレージ容量、各属性に対する防ぼう御ぎよ力りよくといった数値データが列挙され、その下に【特とく殊しゆ効果】という欄らんがあった。

　これだ、と思いながら食い入るように読む。表記されている効果は一つだけ。【レベル１／森の加護：建築物の中心部から半径三十メートル以内では、所有者とそのフレンドプレイヤー及およびパーティーメンバーは、使用条件を満たさない攻こう撃げきスキルを低確率で使用できる】──とある。

「……はー、なるほどね……」

　呟つぶやくと、俺は再びユイの頭を撫なでた。

「ユイの推測が大当たりだな。この《森の加護》って、ＡＬＯの時にもあったのかな……？」

「いえ、ＡＬＯにこんなシステムは存在しませんでした」

　ユイがかぶりを振ると、リーファが口を挟はさんだ。

「ねえ、ここ、レベル１って書いてあるよね。ってことは、レベル２とか３の特とく殊しゆ効果もあるのかな？」

「ある……んだろうな。どうすれば解放できるのかは想像もつかないけど」

　首を傾かしげる俺に、アリスがちらりと目を向けてくる。

「育てればいいのではないですか？　私たちと同じように」

「育てるって……家をか？　どうやって？」

「部屋を増やすとか、構造を強化するとかです。私がルーリッド近くの森に家を建てた時も、最初は簡単な屋根と壁かべがあるだけの掘ほっ立たて小ご屋やから始めて、少しずつ大きくしていったのですよ」

「へ、へえー、なるほどなー」

　返事が多少ぎこちなくなってしまったがこれはやむを得ない。アリスはその家で、心しん神しん喪そう失しつ状態の俺を何ヶ月も世話してくれたらしいのだ。当時のことはほぼ憶おぼえていないが、スプーンでご飯を食べさせてもらったり、ベッドに寝かしつけてもらったりした記き憶おくがうっすらと残っていないこともないので、感謝の念と同じくらいの気き恥はずかしさが湧わいてきてしまう。

「ま……まあ、ともかく、上位ソードスキルを出せたり出せなかったりする件はこれが原因で間ま違ちがいないな。昨夜の戦せん闘とうでヴォーパル・ストライクをミスらず発動できたのは相当運が良かったってわけだ」

「これでまた一つ、やることが増えちゃったねー」

　リーファの言葉に俺が眉まゆ根ねを寄せると、妹は当然とばかりに言った。

「お家うちのレベルアップだよ！　レベル２とか３の特とく殊しゆ効果が何なのか気になるもん！」

「あ……ああ、まあ、そうだな……」

　頷うなずきはしたものの、ログハウスを増改築することにはいくらかの抵てい抗こう感かんもある。ＳＡＯ時代からアスナがこの家に絶え間なく愛情を注ぎ続けてきたことを、俺は誰だれよりも知っているからだ。

　しかしそんな躊躇ためらいを見み抜ぬいたかのように、ユイがきっぱりと言った。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、パパ！　ママは外見にこだわらない人ですから、本質さえ残っていればお家うちの形が変わってもぜんぜん気にしないと思います！」

「本質……って何だ？」

「もちろん、パパとママと私とリーファさんやアリスさん、リズさん、シリカさん、シノンさんが心から安らげる場所であるということです！」

「……そっか、そうだな」

　俺はゆっくり頷うなずくと、ユイの頭をもう一度撫なでた。

「けど……増築はだいぶ先の話になりそうだなあ。まずは敷しき地ち全体の守りを固めないと……」

　改めて広場を見回す。深い森の中にぽっかりと開けた直径十五メートルの空間は、東半分がログハウスに占しめられ、西半分には製鉄炉や鋳造台、素す焼やき窯がまといった大型の生産設備が並んでいる。これらの設備は素材アイテムさえあれば簡単に造れるのだが、その素材を集めるのも楽ではないので、可能なら広場全体を防ぼう御ぎよしたい。今日、俺たちが学校に行っているあいだはユイとアリス、それにアスナがテイムしたナガハシオオアガマのアガーが見張っていてくれたのだが、昨日大苦戦させられたトゲバリホラアナグマや、新手の敵対的プレイヤー集団が襲おそってきたら二人と一匹だけでは守り切れないだろう。

　誇ほこり高たかい騎士様もそこは理解しているらしく、アリスは俺と同じように視線を巡めぐらせながら言った。

「まずはこの草地の外周部にぐるりと壁かべを築きたいですね。可能なら木ではなく石で」

「そうだな……でも全体を囲むとなると、石がどんだけ必要になるか見当もつかないよ。ここにアドミニストレータ猊げい下かがいてくれたらなぁ……指パッチン一発で鋼鉄の壁かべを作ってくれるだろうに……」

　直径千五百キロメートルにも達する人界を四等分する《不ふ朽きゆうの壁かべ》を、神聖術だけで出現させたという現あら人ひと神がみの名前を出すと、アリスはじろりと俺を睨にらんだ。

「最高司祭様にそんな地味な仕事を頼たのんでみなさい、コオロギか何かに変えられてしまいますよ」

「そうかなあ、高めのケーキでも二つ三つ食べさせればやってくれそうな気がするけどなあ」

　──だよなあユージオ。

　と亡なき友に心の中で呼びかけ、小さくかぶりを振ったところでふと思い出す。昨日アリスが、ラースの神こう代じろ凛りん子こ博士からの伝言を届けてくれたのだ。曰いわく、『二十九日十五時、高いケーキの店』……その暗号めいたメッセージの、真の発信者は恐おそらく神代博士ではない。事実を確かく認にんするためには二十九日、つまり明日の午後三時に銀ぎん座ざの喫きつ茶さ店てんまで行かなくてはならないが、考えてみれば明日はバリバリの平日だ。帰き還かん者しや学校がある西にし東とう京きよう市しからは、西せい武ぶ新しん宿じゆく線せんで高たか田だの馬ば場ばまで行って地下鉄東とう西ざい線せんに乗のり換かえ、さらに日に本ほん橋ばし駅で銀ぎん座ざ線に乗のり換かえて銀座駅下車というルートで、所要時間は八十分といったところだ。午後の授業をサボらなければ絶対に間に合わない。

　なんでそんな時間を指定してくるんだ──という文句はひとまず吞のみ込んでおいて、意識を目下の課題に戻もどす。最高司祭猊げい下かのようなスーパーパワーを持っていない以上、地道に材料を集めて壁かべを築かなくてはならない。

　幸い、壁かべを作るのに石を一つ一つ積まなくていいことはすでに解わかっている。初級大工スキルの製作メニュー内に、《粗そ雑ざつな石の壁かべ》が存在しているのだ。粗そ雑ざつという形容詞にはいささか食傷気味だが、スキル熟練度が上がるまでは我が慢まんしなくてはなるまい。

「……そんじゃ、まずはみんなで河原に石を拾いに行くか」

　ログハウスのプロパティ窓を消しながら俺がそう言うと、アリスとリーファ、ユイが揃そろって頷うなずいた。

「留守は、ちょっと心配だけどアガーに……って、あれ？　あいつどこに行ったんだ？」

　広場の中を見回すが、家を守っているはずのナガハシオオアガマのアガーが見当たらない。まさかテイム状態が解除されて野生に戻もどってしまったのか、そうならアスナががっかりするぞと慌あわてたが、まさにその時、後方で「クワーッ！」という特とく徴ちよう的てきな鳴き声が聞こえた。急いで振り向くと、南の河原に続く道を、当のアガーがぴょんぴょん歩いてくる。しかもその後方には、シリカとリズベットの姿もある。

　二人は俺とリーファに気付くと、小走りに駆かけ寄よってきた。

「キリト、おっそーい！　帰りに買い食いでもしてたんじゃないの!?」

　じとっと睨にらんでくるリズの隣となりで、シリカが苦く笑しようする。

「キリトさんは遠えん距きよ離り通学なんだから、これくらいはかかっちゃいますよー」

　アガーがくちばしを開けて「クワッ」と鳴き、その頭に乗ったピナも「きゅいっ」と鳴いたが、リズとシリカのどちらに同意したのかは解わからない。ともあれ、アガーは別にテイムが解けてしまったわけではなさそうだ。

「君たち、どこに行ってたの？」

　とりあえずそう訊たずねると、リズはアガーの首筋を撫なでながら答えた。

「この子、どうやら一日に何回か水浴びしないとＨＰが減っちゃうみたいなのよ。んで、川に連れてくついでに、石を集めてきたわけ」

「おお、そりゃお疲つかれ。でも、トカゲのくせに面めん倒どうな体質だなあ……」

「パパ、現実世界にも半はん水すい棲せいのトカゲがけっこういるんですよ。メルテンスオオトカゲやスラウェシクロコダイルスキンクなどが有名です」

　すかさずユイが注ちゆう釈しやくしてくれるので、「へええ……」と頷うなずく。考えてみれば、アガーは初はつ遭そう遇ぐうの時、川の中から現れた。アヒルのようなクチバシは、水すい棲せい種しゆの証あかしだったというわけだ。

「こりゃあ、早めに井い戸ども掘ほらないとな。やることいっぱいあるなあ！」

　かぶりを振り、視界右下の時計を確かく認にん。午後五時五十分──さすがに今日は明け方近くまでダイブしていられないだろうから、深夜零れい時じ、いや午前二時で切り上げるとしても使えるのは八時間と少しだ。丸一日ゲーム攻こう略りやくにどっぷり浸つかっていられたＳＡＯ時代が、ほんの少しだけ懐なつかしくなってしまう。

　ため息ひとつで気分を切きり替かえ、俺も石を集めるべく河原に向かおうとしたのだが、ユイを抱だいたままのリーファが行く手を遮さえぎった。

「ねえお兄ちゃん、そういうことならシノンさんとの合流を優先したほうがいいんじゃない？　長い目で見たら、人手が多いほうが作業も捗はかどるだろうし戦力的にも安心できると思うけど」

「うーん、まあ、そうなんだけどな……」

　リーファの意見に、微び妙みような角度をつけて頷うなずく。

　放課後に行われたミーティングで、シノンは俺たちを何度も驚おどろかせた。彼女のホームである《ガンゲイル・オンライン》からも多数のプレイヤーがこの世界に強制コンバートされた──それは予想していたのだが、シノンたちはこの世界に銃じゆうを持もち込むことを許されたらしい。

　もちろん、俺たちＡＬＯプレイヤーが剣や槍やりを持もち込めたのだからＧＧＯプレイヤーも武器を持もち込めなければ不公平というものだが、モノが銃じゆうである。しかもＧＧＯ世界には火薬式の実じつ弾だん銃じゆうだけではなく、レーザーを発射する光こう学がく銃じゆうも存在するのだ。この事件を引き起こした誰だれかは、いったいどうやって世界観の整合性を維い持じするつもりなのか。

　とは言え、それはいま心配することではない。シノンの愛あい銃じゆうヘカートⅡは、ＡＬＯで喩たとえればスペルワード三十クラスの最上位攻こう撃げき魔ま法ほうにも匹ひつ敵てきする超ちよう攻こう撃げき力りよくを持っている。予備の弾だん丸がんがほぼ全て消えてしまったらしいが、銃じゆうを持もち込めたからにはどこかで補給できるだろうし、彼女と合流できれば拠きよ点てんの防衛がかなり楽になるだろう。

　しかし最大の問題は──。

「……けど、シノンがいるっていう鳥人間の村が、どっちの方角にあるのかさえ解わからないんだよな……」

　俺が肩かたをすくめると、シリカも心配そうに頷うなずいた。

「シノンさん、アインクラッドが墜つい落らくした時の衝しよう撃げき音おんとかぜんぜん気付かなかったって言ってましたよね。だとすると、ＧＧＯプレイヤーのスタート位置は、あたしたちのスタート位置と相当離はなれてると思うんです」

「うーむ……」

　俺が唸うなっていると、リズベットがリングメニューを出し、左下のマップアイコンを叩たたいた。展開したマップは、俺やリーファのものと比べるとかなりの範はん囲いに色がついている。

「えーと、ここがＡＬＯプレイヤーのスタート地点になってる遺い跡せきでしょ。アインクラッドの落下地点がここで、その北にバシン族の村があって、そっからずっと北東にこのログハウス……。あたしとシリカは村からここまで歩いてきたけど、シノンが言ってたでっかい恐きよう竜りゆうとか、ムカデ型のモンスターとかは見なかったわよね……」

　シリカもこくりと頷うなずいたが、ふと何かに気付いたように地図に指を走らせる。

「でも、バシン族の村からここまで歩いてる時、最初は砂っぽい荒こう野やだったのがだんだん草原になって、この大きい川を渡わたったら森になりましたよね。シノンさんがいるエリアはほとんど砂さ漠ばくで、水がぜんぜん見つからなくて大変だったって言ってましたから、方角としては森の反対側のほうが可能性が高いんじゃないでしょうか」

「ふむふむ……」

　俺とリーファ、アリスが揃そろって頷うなずく。シリカの意見には説得力があるが、仮に方角が合っていても、だいたいの距きよ離りが解わからなければおいそれと探しにはいけない。ＨＰの他にＳＰスターブポイント、ＴＰサーストポイントが存在するこのゲームでは、長ちよう距きよ離りを移動する時は充じゆう分ぶんな水と食料を用意しておく必要があるからだ。

　と考えた途と端たん、空腹と喉のどの渇かわきをほんのり意識する。さすがにログアウト中は維い持じされる仕様なのでＳＰバーは二割、ＴＰバーも三割ほどしか減っていないが、作業を始めたらがんがん減るだろう。水は川が近くにあるし、食料もまだクマの肉がいくらか残っているはずだが、早めに安定供給の仕組みを作っておくべきだ。

「……森を切きり拓ひらいて、畑を作らないとな……作れるのか知らんけど……」

　俺が呟つぶやくと、ユイが真顔で応じた。

「それもやることリストに追加しておきますね！」

「さ、サンキュー……ちなみに、いまリストはどんな感じなの？」

「優先順位はつけていませんが、《防ぼう壁へきの建築》《ログハウスの増築》《全員の武器防具作製》《レベル上げ》《テイムドモンスターの増強》《井い戸ど掘ほり》《畑の開かい墾こん》《シノンさんとの合流》そして《極光の指し示す地への到とう達たつ》となっています！」

「………………」

　全員、無言で顔を見合わせてしまう。最後のは最終目標なので棚たな上あげしておくしかないが、それ以外は全て優先度高めだ。

「……まずは防ぼう壁へきから取りかかろう」

　気を取り直してそう言うと、リズベットがこっくり頷うなずいた。

「そのつもりで、石をたっぷり拾ってきたわよ。試ためしに壁かべ、作ってみるわね」

「うん、よろしく頼たのむ」

　俺に向けて親指を立てたリズが、開いたままのマップを閉じ、スキルウインドウを開いた。初級大工スキルの製作可能アイテム一覧から《石積みの壁かべ》を選せん択たくすると、薄うす紫むらさき色いろに透とう過かするゴースト・オブジェクトが出現。リズは慣れない手つきでゴーストを滑すべらせ、広場と森の境界で止める。

「ここに作っていい？」

「ちょっと待った」

　俺は透すき通とおる石いし壁かべの真横まで走ると、慎しん重ちように位置と角度を見定めた。

「あと十五センチ奥おくに……そんで、ちょこっと右回転」

「こ、こう？」

　リズが指を微び妙みように動かすと、ゴーストもじりじりと移動する。ジャストの位置に来た瞬しゆん間かん、叫さけぶ。

「そこ！」

　リズが右手を握にぎった瞬しゆん間かん、空中から灰色の石がいくつも落下してきて、ゴーストとぴったり重なる位置で実体化した。出現した壁かべは高さと幅はばが一・五メートル、厚さは三十センチほどか。大小の石が隙すき間まなくきっちり積み上げられていて、思っていたほど急きゆう拵ごしらえ感かんはない。念のために軽く押してみたが、ぐらついたり石が抜け落ちるようなこともなさそうだ。

「これなら、ちょっとしたモンスターくらいは防げそうだな」

　ぽんぽん壁かべを叩たたきながら俺がそう言うと、アリスが難しい顔で応じた。

「そうですね……。ただ、トゲバリホラアナグマの突とつ進しんは止められそうにないですし、プレイヤーなら乗のり越こえてくるでしょうね」

「あのクマっころは、しばらく近付いてこないよう祈いのるしかないな。プレイヤー対策は……」

　リズベットに顔を向け、続ける。

「リズ、この壁かべ一ブロックで、石をどれくらい使った？」

「んーと、河原でいちばん多く拾える《灰かい崩ほう岩がん》を三十個と、《粗あらい灰色粘ねん土ど》が五個」

「残りの灰かい崩ほう岩がんと粘ねん土どの数は？」

「石が百二十ちょいと、粘ねん土どが二十だねー」

　リズがそう答えると、隣となりのシリカも右手を挙げた。

「あたしも石を百個と粘ねん土どを十五個取ってきました！」

「サンキュー、シリカ。つうことは、二人の手持ちだけであと壁かべを七ブロック造れるわけか。リズ、この壁かべの上にもいっこ重ねられるか試ためしてみてくれ」

「はーい」

　頷うなずいたリズベットが、再びウインドウを操作。出現したゴースト壁かべをスライドさせて最初の壁かべに近付けると、スナップ機能が働き、まず右側にくっついた。そこから左にずらそうとすると、ゴーストがぴょこっと動いて縦にスタックする。

「あっ、いけそう」

「よし、頼たのむ」

　再びゴドドン！　と重い音が響ひびき、新たな壁かべが降ってきて最初の壁かべに重なった。これで高さ三メートル。万ばん全ぜんの守りとまでは言えないが、よほど身の軽いプレイヤー以外はよじ登ることを躊躇ためらうだろう。

　もちろん、現状は壁かべというより薄うすべったい柱でしかない。直径十五メートルの広場の円周は約四十七メートル。幅はば一・五メートルの壁かべで全体を囲もうとしたら三十二ブロック、縦に積むからその倍の六十四ブロックが必要となる。灰かい崩ほう岩がんを何個拾えばいいのかはもう計算したくない……と思ったその時。

　ログハウスのドアが勢いよく開き、白ワンピース姿のアスナが飛び出してきた。

「みんな、ごめーん！　遅おそくなっちゃった！」

「アスナ、グッドタイミング！　六十四かける三十は!?」

　俺がすかさず指さすと、アスナは一いつ瞬しゆんきょとんとしてから「千九百二十」と答えた。怪け訝げんな顔になりつつ、質問を付け足す。

「……それがどうしたの？」

「あの壁かべで広場をぐるっと囲むのに必要な石の数だよ」

　アスナに向けていた右手の人差し指を、製鉄炉の近くに屹きつ立りつしている灰色の石いし壁かべに移動させる。

「ああ……」

　アスナが納なつ得とくしたように頷うなずき、

「お兄ちゃん、いまの暗算できないってヤバくない？」

　とリーファが心配そうに言った。




　一同総出で河原に移動し、沈しずみかけた夕ゆう陽ひを頼たよりに灰かい崩ほう岩がんと粘ねん土どを拾えるだけ拾って広場に戻もどり、初級大工スキルを習得している俺とリズが壁かべを作る……という工程を繰くり返かえすこと一時間。どうにか広場全体を高さ三メートルの壁かべで囲い終えた時には、完全に日が暮れてしまっていた。

　実際には、南北に一箇か所しよずつ木製の門を設置したので必要な石の数はアスナの計算より少しだけ減ったが、それでも大変な作業だったことに変わりはない。そのぶん、壁かべが完成した時の達成感もひとしおで、アリスも含ふくめた全員で何度もハイタッチしてしまった。

「やっぱり、壁かべがあると安心できますねえ！」

　騒さわぎが一段落してからシリカがそうコメントしたので、俺も深々と頷うなずく。

「そうだなー。古代ギリシャ人とかも、城じよう壁へきが完成した時はこんな気持ちだったのかなー」

「アテナイやコリントと比べるとだいぶちっちゃいけどね」

　アスナがそんな突っ込みを入れてくるので、ニヤリと笑えみを返す。

「いやいや、ここからガンガン大きくして、いつかはアテナイ、いやセントリア並みの大都市にしてみせるさ」

　途と端たん、今度はアリスに突っ込まれる。

「ほう、言いましたね。期待していますよ」

「ま……任せておきたまえ」

　どんと胸を叩たたき、すみやかに話を切きり替かえる。

「さて、これでやることリストを一つ片付けたわけだ。次は……」

「はい、はいはいはい！」

　と右手を振り回したのはリーファだった。

「あたしも剣と鎧よろい欲ほしい！」

「……まあ、そうだよな……」

　俺一人だけ全身を鉄の鎧よろいで固めている手前、無下に却きやつ下かもできない。リズとシリカはバシン族に貰もらったという革かわ鎧よろいと金属武器を装備しているし、ユイとアリスは防具こそないものの鉄の剣を持っているが、リーファとアスナはまだアマネ草の繊せん維いで作ったワンピースに石ナイフや石斧装備なのだ。

　幸い、ＡＬＯから鍛か冶じスキルを引ひき継ついだリズがいるので、技術面に不安はない。問題は、大量に必要となるであろう鉄鉱石だ。昨日、トゲバリホラアナグマの巣穴から入手した鉱石と、ＰＫ連中がドロップしていった鉄装備は、ログハウスを修復するためにほぼ全て使い切ってしまった。新たな鉄鉱石を手に入れるためには再びクマの巣穴に入らなくてはならないが、家主もとっくにリポップしているだろう。昨日はログハウスの屋根から大量の丸太を落下させるという荒あら技わざでどうにか仕留められたが、同じ手が二度使えるとは思えない。

「なあユイ、バシン族たちは鉄鉱石をどこで入手してるのか言ってなかったか？」

　七人の中でただ一人、ＮＰＣの謎なぞ言げん語ごを理解できるユイに訊たずねたが、少女は小さくかぶりを振った。

「すみませんパパ、その情報は得られませんでした……」

「謝あやまることないよ、珪けい砂さと亜あ麻まが取れる場所を教わった時、ついでに鉄鉱石のありかも教えてもらえばよかったのに訊きき忘わすれたのは俺なんだからさ。大だい丈じよう夫ぶ、なんとかなるさ」

「そうだよユイちゃん、キリトくんがなんとかしてくれるわよ」

　アスナがユイを抱だき上げて優やさしく微ほほ笑えみかける。ユイはこくりと頷うなずいたが、心配そうな顔で再び俺を見る。

「……具体的にはどうするんですか、パパ？」

「もちろん、正せい攻こう法ほうでトゲバリホラアナグマを倒たおすのさ。……いや、待てよ」

　体を右に回し、頭にピナを乗せたシリカを見る。

「倒たおすんじゃなくて、テイムできればベリーベストだな。たぶん、それでリポップも停止するはずだ」

「ええぇ!?　クマをですか!?」

　仰のけ反ぞるシリカに、にやりと笑いかける。

「テイムスキルなしのアスナだってそこのカモ恐きよう竜りゆうをペットにできたんだぜ。ＡＬＯからテイムスキルを引ひき継ついでるシリカなら、クマぐらい楽勝で……」

「残念ですがキリトさん、あたしが引ひき継ついだの短剣スキルなんです」

「えっ、そうなの？　熟練度、短剣スキルのほうが高かったのか？」

　素す直なおな驚おどろきを表現すると、シリカは拗すねたように口を尖とがらせた。

「キリトさん、テイムスキルの熟練度を１０００まで上げるの、めちゃくちゃ大変なんですよ。ＡＬＯでも、あたしが知ってる限りじゃ、熟練度カンストしてるのは猫妖精族ケツトシー領主のアリシャさんくらいのもんですよ」

「それは失礼しました……。てことは現状だと、アスナのほうがテイムスキル高いわけか……」

　視線を向けると、アスナは二、三度瞬まばたきしてから、ふるふると首を左右に振る。

「む、無理だからねわたしも、あのクマをテイムするなんて」

　倒とう置ち法ほうを駆く使しした言辞に、さてどうやって丸まるめ込む……ではなく説得したものか、と考えていると。

「あ、アスナさんに無茶させるくらいなら、あたしがやりますから！」

　バシン族産の防具を装備しているからか、あるいはテイマーとしてのプライドゆえか、シリカが一歩前に出てそう宣言した。アスナが何かを言おうとするが、ずばっと両手を突き出して押しとどめる。

「大だい丈じよう夫ぶですアスナさん、あたしはそのクマさんを見てないですけど、動物型モンスターなら虫型とか悪あく魔ま型がたとかより難易度低いはずですから。がんばってテイムスキルの熟練度上げして、ばしっと飼い慣らしてみせます！」

　──たぶん、シリカが想像してるクマとはだいぶ違ちがうと思うなぁ。

　と俺のみならずアスナもリーファもアリスも思った気がするが、三人が何かを言う前に俺も前に出て、シリカの肩かたをがしっと摑つかむ。

「さすが、ＳＡＯでアイドルテイマーの名を轟とどろかせたシリカだ。そう言ってくれると心強いよ、よろしく頼たのむ！」

「えへへ……がんばります」

　照れたように笑うシリカの右みぎ斜ななめ後方でアスナがため息をつくのが見えたが、俺は勢いのままに言葉を続けた。

「アスナ、シリカにテイムスキルの取り方を教えてやってくれ。さっき河原から帰ってくる時、森の中にキツネっぽいモンスターがいたから練習台はあれがいいと思う。俺とリズ、アリスとリーファは、またＴＰバーが危なくなる前に井い戸どを掘ほろう」

「それはいいけど……このゲーム、好き勝手に地面掘ほれるワケ？」

　リズベットの質問に、一いつ瞬しゆん静止してしまう。

　ＡＬＯを含ふくむほとんどのＶＲＭＭＯでは、フィールドそのものの改変は不可能となっている。それを許すとマップデザインの意味がなくなるし、道に大穴を掘ほりまくるといった嫌いやがらせが横行することは明らかだからだ。

　このユナイタル・リングは多くの面で普ふ通つうのゲームではないが、さすがにフィールド改変が可能だとは思えない……というようなことを昨日も考えた記き憶おくがある。しかしそのいっぽうで、初級大工スキルの製作メニューには確か──。

「……ほら、井い戸どあるよ」

　開いたウインドウを、俺はリズベットたちに示した。指さした箇か所しよには記き憶おくどおり、《石積みの小型井い戸ど》なる文字列が存在する。

「製鉄炉みたいに、それを設置するだけで井い戸どが使えるようになるんじゃないの？」

　リーファがそんなことを言うので、思わず反論してしまう。

「えぇー、そんなに簡単でいいのか？　材料さえ持ってれば一いつ瞬しゆんで井い戸どが設置できるんなら、ＴＰバーの意味なくなるだろ」

「あたしに言わないでよ。ていうか、いま試ためしてみればいいじゃない」

　言われてみればそのとおりだ。俺は井い戸どを作るのに必要な素材の数と種類を確かめた。石が三百個、製材された丸太が二十個、粘ねん土どが十個、鉄の釘くぎ五十本、鉄の鎖くさり一本。

「うへ、素材がぜんぜん足りない。石や丸太は取りにいけばいいけど、鉄はなぁ……」

「そう甘あまくはないですね」

　アリスが肩かたをすくめ、ちらりと製鉄炉を見やる。

「やはり、何をするにも鉄の確保が先決ですね。シリカのテイミングはまだまだ時間がかかるでしょうし、あと一度はホラアナグマと戦わなくてはならないのでは？」

「んん～……これが普ふ通つうのゲームなら全ぜん滅めつ覚かく悟ごで挑ちよう戦せんするのもいいけど……」

　俺が唸うなり声ごえを上げると、アリスたちも難しい顔になる。

　ユナイタル・リングは、一度でも死ねば二度とログインできない。と言ってＡＬＯに戻もどれるわけでもない。事件に巻まき込まれたＶＲＭＭＯワールドはサーバー内のゲームデータそのものが書かき換かえられてしまい、サービス停止状態だからだ。いくつかのタイトルは巻き戻しロールバツクに挑ちよう戦せんしたらしいが、ザ・シード・プログラムを再インストールしても正常に起動しなかったらしい……とアルゴが言っていた。こんな状じよう況きようで超強敵のトゲバリホラアナグマに一か八かの勝負を挑いどむのは、無理無茶無む謀ぼうの三さん冠かん王おうと呼ばれた俺も尻しり込ごみせざるを得ない。

「鉄……鉄か～～～」

　腕うで組ぐみをして夜空を振ふり仰あおぐ。ＳＡＯでもＡＬＯでも、鉄製の武具や道具は最初の街でさえいくらでも売っていたので稀き少しようと感じることはなかった。モンスターからも鉄製のアイテムが大量にドロップしたので持ち切れないぶんは捨てたりしていたのだが、それをいまから拾いにいきたいほどだ。

　近くのフィールドを一いつ生しよう懸けん命めい探せば、クマの巣穴以外の場所でも鉄鉱石は見つかるだろう。しかしゲームの文法に沿って考えると、このあたりの鉄入手難易度は《トゲバリホラアナグマを安定して倒たおせるレベル》に設定されているわけで、野外の露ろ頭とう鉱石だけで安定供給するのは不可能と判断するべきだ。やはりあのクマをなんとかできない限り、この地に真の鉄器文明は訪おとずれない。

「……シノンを探しに行こう」

　俺が呟つぶやくと、アリスたちのみならず、少し離はなれたところでテイムスキルの話をしていたアスナとシリカ、ユイもこちらを見た。張はり詰つめた静せい寂じやくを、アスナの真しん剣けんな声が破る。

「わたしも早くしののんと合流したいけど……居場所どころか方角さえ解わからないんだよ。どうやって探すの？」

「シリカたちが出で遭あったバシン族なら、シノンが一いつ緒しよにいるっていう鳥人間のことを知ってるかもしれない。鉄鉱石の情報も欲ほしいし、まずはバシン族の村に行って話を聞こう」

　仲間たちの顔を順じゆん繰ぐりに見て、方針を決める。

「アスナとシリカ、アリスはログハウスの防衛に残ってほしい。村には俺とリーファ、リズ、ユイで行く……のでどうかな」

「アスナとシリカはテイムスキルの件があるから解わかりますが、なぜ私を残すのです？」

　少々不満そうなアリスにそう問われ、俺は正直な気持ちを答えた。

「きみがこの家を守ってくれてると安心できるから、さ」

「……そう言われては拒きよ否ひもできませんね。いいでしょう……でも、次の遠えん征せいには絶対参加しますからね」

　きっぱり宣言すると、アリスは身を翻ひるがえし、アスナ、シリカの隣となりに並んだ。アスナがアリスの背中に右手を触ふれさせながら、血盟騎士団副団長時代を思い起こさせる、よく通る声で言う。

「お家うちはわたしたちがしっかり守るから、キリトくんたちも無事に帰ってきてね。約束だよ」

「……ああ」

　俺が頷うなずくと、リズが「絶対シノンを見つけてくるからね！」と応じ、ユイはアスナに駆かけ寄よるとしっかり抱だきついた。その様子を見ながら、俺は以前から考えていたことを実行するべくストレージを開いた。

　ホームストレージから移動させておいた、長剣《ブラークヴェルト》をオブジェクト化する。ＡＬＯから引ひき継ついだこの愛剣は、要求ステータスが高すぎてレベル13に上がった現在でも装備できない。ウインドウ上に浮うかべたまま、リズベットの前まで移動する。

「リズ……せっかく作ってくれたのに悪いけど、この剣、溶とかしていいか？」

「ええ？」

　ブラークヴェルトの製作者である鍛か冶じ師しは、ぱちくりと両目を瞬しばたたかせた。

「そ、そりゃ、持ち主のあんたが決めることだけど……でも、この世界であたしがそれと同じランクの剣を作れるようになるっていう保証はないよ？」

「解わかってる。でもコイツを装備できるようになるのは、たぶんレベル40とか50とかだと思うんだ。それまでストレージに死蔵しとくくらいなら、いまみんなのために活いかしたい」

「……ん、解わかった」

　リズベットはにこっと笑うと、ウインドウ上の黒い長剣に右手を伸ばそうとした。

「おっと待った！　触さわると地面に落っこちて運べなくなるぞ」

「あっ、そうだった」

「待ってくれ、製鉄炉に直接入れるから」

　俺はストレージを開いたまま広場の西側へと歩き、製鉄炉の操作ウインドウを出すと、ブラークヴェルトをドロップした。空中に浮ういていた愛剣が、光の粒つぶを散らして消しよう滅めつする。炉の燃ねん焼しよう室しつに薪まきをセットし、操作をリズベットに引ひき継つぐ。

　鍛か冶じ師しは、自らが鍛きたえた剣を悼いたむかのように一いつ瞬しゆん両手を合わせてから、火打ち石で薪まきに点火した。すぐに赤々とした炎ほのおが揺ゆらめき、やがてごおおっという音を立てて激しく燃ねん焼しようし始はじめる。

　昨夜、鉄鉱石をセットした時はほんの数十秒で溶とけ始はじめたのだが、ブラークヴェルトは二分近くも炎ほのおに耐たえ続つづけた。それでもついに湯口から白く輝かがやく溶よう鉄てつが流れ出し、長方形の鋳い型がたに溜たまっていく。いっぱいになるとフラッシュして消え、また溜たまり始はじめる。

　セットしたのが片手剣一本だけなので、インゴットは十個取れればいいほうかと思っていたのだが、どうやらユナイタル・リングではハイランク装備は材料の個数も増えるらしい。溶よう鉄てつは延々と流れ出し続け、俺が製造されたインゴットを数えるのを諦あきらめた頃ころ、ようやく途と絶だえた。

「……終わったわ」

　呟つぶやいたリズベットが、製鉄炉のウインドウを開く。

「えーと、できた素材は……《高級な鋼はがねのインゴット》が六十二個、《上質な銀のインゴット》が十八個、《上質な隕いん鉄てつのインゴット》が九個、《ミスリルのインゴット》が六個、《黒こく竜りゆう鋼こうのインゴット》が二個ね」

「うわー……なんかレアっぽい金属がいっぱいできたね……」

　リーファの畏い怖ふするような囁ささやき声ごえを聞きながら、俺はブラークヴェルトがこうなるのなら、もう一本の引ひき継つぎ武器、《聖せい剣けんエクスキャリバー》を溶とかしたらどうなってしまうのか……と一いつ瞬しゆん考えた。だが、大変な苦労をして手に入れた伝説級武器を鋳い潰つぶすのは最終手段ということにしておいて、リズに話しかける。

「その金属から、アリスとアスナとリーファの装備を作れるか？」

「うーん……あたしの鍛か冶じスキルも、熟練度が１００まで下がっちゃったからね。高級すぎる金属は扱あつかえないかも……」

　不安の滲にじむ声で答えたリズベットは、インゴットを全て自分のストレージに移動させると、鉄かな床とこの前の小さな椅い子すに座すわった。《高級な鋼はがねのインゴット》を鉄かな床とこのウインドウにドロップし、製作メニューを開く。

「あっ、鋼はがねの武器がギリギリいけるみたい。まずアリスの剣を作るわね。バスタードソードでいいよね？」

「お願いします、リズ」

「おっけー」

　騎士に向けて親指を立て、リズベットは鍛か冶じハンマーを握にぎった。鉄かな床とこの上に出現した銀ぎん褐かつ色しよくのインゴットを、勢いよく叩たたく。

　カァーン、カァーンという澄すんだ金属音を聞きながら、俺は新たに生まれる剣たちも、亡なき愛剣ブラークヴェルトのように強きよう靱じんであれかしと祈いのった。







　　　５




　──何も食べずにダイブしてよかった。

　目の前でじゅうじゅうと音を立てる肉にく塊かいを見つめながら、シノンはそんなことを考えた。

　レアに焼かれたステーキは厚さ八センチ、直径は三十センチもある。現実世界なら相撲すもう取とりでも食べきれないであろうサイズだ。しかし巨きよ大だいなテーブルを囲んで座すわる鳥人間たちは、同じ大きさの肉に豪ごう快かいにナイフを入れ、がつがつと咀そ嚼しやくしている。

　もちろんここは仮想世界なので、何をどれだけ食べようと生身の胃には何も入らないのだが、フルダイブ技術の奇き妙みようなところで、満腹感はしっかり発生するしそれはログアウト後もしばらく持続する。もともと小食なうえに肉好きというわけでもないシノンにとって、このサイズの生焼けステーキは相当な試練だ。しかも牛肉でも豚ぶた肉にくでもないとくればなおさら。

　シノンは左右の鳥人間たちがステーキに夢中なことを確かく認にんすると、肉にく塊かいを素す早ばやくタップした。浮うかんだプロパティ窓には【ステロケファロスの尻尾しつぽ肉にくのステーキ】と表記されている。これは、シノンがヘカートⅡで心臓を撃うち抜いて倒たおした恐きよう竜りゆうの肉なのだ。




　昨夜、飢うえ死じにならぬ渇かわき死じに寸前で辛からくも水を飲むことができたシノンは、ステロケファロスを倒たおして大喜びの鳥人間たちに促うながされ、彼らの村を訪おとずれた。

　相変わらず言葉はまったく解わからなかったが、まるで救世主のような歓かん迎げいを受けたシノンは、村の中心部にある小こ綺ぎ麗れいな家に案内され、そこでログアウトすることができた。今日の夕方、帰宅するやいなや水だけ飲んでダイブしたところ、この宴うたげに半ば強制的に参加させられた……というわけだ。

　少し、いやかなり意外だったのは鳥人間たちの文明レベルが相当に高いことだ。村の家々は形が綺き麗れいに揃そろった焼しよう成せいレンガで建てられ、ほぼ真円を描えがく外周部も堅けん牢ろうな石いし壁かべで囲まれている。タイル敷じきの道路は中心部にある大きな集会場に繫つながっていて、その周囲には商店街まで存在する。

　考えてみれば、鳥人間たちはマスケット銃じゆうを運用しているのだから文明もそれに即そくした段階まで進歩していて不思議はない。なら、シノンが恐きよう竜りゆうステーキの大部分を残しても、無礼を咎とがめられたりはしないのではないか……と考えた、その時だった。

「ℵℵℵℵ？」

　傍かたわらにやってきた子供と思おぼしき鳥人間が、シノンの前のグラスに酒らしき赤い液体を注ぎながら何かを言った。質問されたようだが、内容は相変わらず理解できない。

「ごめんなさい、あなたが何を言っているのか解わからないの」

　そう答えると、子供は黄色いクチバシを怪け訝げんそうに少し開いた。シノンは謝罪を繰くり返かえそうとしたが、それより早く。

「その子供は、食べないのかと訊きいておるのじゃ」

　左のほうからそんな声が聞こえ、シノンは仰ぎよう天てんしつつそちらを見た。

　発言者は、灰色の羽う毛もうをクチバシの両側に長く垂らした、老人と思おぼしき鳥人間だった。

「わ……私の言葉が解わかるんですか？」

　掠かすれ声ごえで訊たずねると、老人はにやりと口角を上げる。

「まあな、ワシは若い頃ころ、人族と一いつ緒しよに大陸のあちこちを冒ぼう険けんしておったからな。それで……ダイノーの肉は口に合わんか、人族の娘むすめよ？」

　ダイノーとは恐おそらく、ステロケファロスを含ふくむ恐きよう竜りゆう型がたモンスター全ぜん般ぱんのことだろう。

「あ、いえ……いただきます」

　シノンは覚かく悟ごを決めると、右手にナイフ、左手にフォークを持った。切り株のようなステーキの、少し焦こげた端はしっこを切り取って口に運ぶ。

　カリッと焼けた表面を嚙かむと、予想以上の弾だん力りよくが歯を押し返した。しかし力を入れると心ここ地ち好よく切断され、脂あぶらの甘あまさが口いっぱいに広がる。牛のバラ肉に繊せん維い感かんと野性味を足したような味わいだ。ソースはかかっていないが香こう辛しん料りようが効いていて、案外悪くない。

「あの……美味おいしいって、あなたがたの言葉で何て言うんですか？」

　老人に訊たずねると、「ヒュフォル」というような答えが返った。子供に向き直り、教えてもらった単語を繰くり返かえす。だが子供は首を傾かしげるばかり。

「違ちがう、ヒュフォルじゃ」

「ヒュフォル」

「惜おしい、ヒュフォル」

「ヒュフォル！」

　何度も繰くり返かえしていると、やっと伝わったのか子供が大きな笑えみを浮うかべ、「ヒュフォル！」と叫さけんだ。嬉うれしそうに何度も頷うなずき、離はなれていく。

　途と端たん、眼前に──。

【オルニト語スキルを獲かく得とくしました。熟練度が１に上じよう昇しようしました】

　というメッセージ窓が浮うかんだ。ぱちくりと瞬まばたきしてから、大部屋のあちこちで交かわされている会話に耳を澄すませる。大半はいままでどおり奇き妙みようなさえずりにしか聞こえないが、たまに「これで南の牧場が……」とか「ワインのお代わりを……」とか断だん片ぺん的てきに理解できるフレーズが混ざる。

　放課後のミーティングで、ユイが言っていた。ユナイタル・リング世界のＮＰＣが話す謎なぞの言葉は、実際にはザ・シード規格ＪＡ言語セットつまり日本語であり、何重にもフィルターがかけられているせいで聞き取れないだけなのだ、と。恐おそらく、オルニト語スキルとやらを獲かく得とくしたせいでそのフィルターが部分的にデコードされ、日本語として聞き取れるようになったのだろう。スキルの熟練度を上げていけば、いずれはフィルターが完全に解除されるものと思われる。

　だとしても、いったいどうやって熟練度を上げればいいのか。

　恐きよう竜りゆうステーキをもう一口頰ほお張ばり、もぐもぐ咀そ嚼しやくしながらシノンはスキル獲かく得とく前まえの会話を脳内で再生した。肉を吞のみ込むや、再び老人に向き直る。

「あの、オルニト語でナイフは何て言うんですか？」

「ん？　フェトゥじゃな」

「フェトゥ」

「違ちがう、フェトゥ」

「フェトゥ」

「フェトゥだと言っとろうが」

「フェトゥって言ってるでしょ！」

　シノンが思わず声を荒あららげると、目の前に【オルニト語スキルの熟練度が２に上じよう昇しようしました】というメッセージが浮うかび、さっきの子供が走ってきてシノンに新しいナイフを差し出した。これで確定──オルニト語スキルの熟練度を上げるには、デコード前の単語を完かん璧ぺきに再現する必要があるらしい。なんでこんな面めん倒どうな仕組みなのと考えながら、シノンはみたび老人に質問した。

「……オルニト語でありがとうは何て言うの？」




　四十分後。

　宴えん会かい場じようから宿に戻もどったシノンは、前のめりにベッドへと転ころがり込んだ。

　幸い、鳥人間改めオルニト族には、ご馳ち走そうを完食できない客は火あぶりにして食べるなどという野や蛮ばんな風習はなかった。シノンは老人に言葉を教わりながら懸けん命めいに恐きよう竜りゆうステーキを仮想の胃に送おくり込み続けたのだが、半分食べたところで満腹中ちゆう枢すうがギブアップしてしまった。それでも恐おそらく１キロは消しよう滅めつさせただろう。ゲーム世界はもちろん現実世界でも、当分肉は食べたくない。

　しかし宴えん会かいに参加した意義は大いにあり、オルニト語スキルの熟練度は10まで上がったし、もっと貴重な情報を得ることもできた。体を反転させて仰あお向むけになり、リングメニューを開いてマップアイコンをフリックする。

　開いた地図には、スタート位置の廃はい墟きよ都市、その東に広がる荒こう野や、巨きよ獣じゆうステロケファロスを倒たおした岩山、そこからしばらく北上したところにあるオルニト族の村だけが表示されている。かなり広こう範はん囲いを移動したつもりだったが、二本指で地図をピンチインしていくと明るい部分がどんどん縮小されて、最終的には砂すな粒つぶのように小さくなってしまう。もしこの状態でワールドマップが等倍表示されているなら、シノンが死ぬほどの思いで歩き抜いた距きよ離りなど世界全体の一パーセントにも満たない。

　だがいま問題なのは、世界の果てまでの距きよ離りではなく、キリトやアスナたちの現在位置とどれくらい離はなれているかだ。

　宴えん会かいの終しゆう盤ばん、シノンは列席者のほとんど全員に、バシン族という名前を知っているか訊きいて回った。オルニト語を教えてくれた、かつて世界中を旅したという老人が「聞いたこともないわい」と答えた時はがっくりきたが、一人だけ聞き覚えがあるという列席者がいて、シノンは熟練度10のオルニト語スキルを駆く使ししてその鳥人間に根ね掘ほり葉は掘ほり訊たずねた。

　彼自じ身しんがバシン族と会ったことがあるわけではなく祖父から話を聞いただけらしかったが、それでも「バシン族の村は遥はるか南東に広がる《ギヨル平原》を越こえた先にある」という値あたい千せん金きんの情報を得られただけでも苦労の甲か斐いはあった。アスナたちのログハウスはバシン族が暮らす土地の近くに落下したらしいので、南東に向かえば合流できる──かもしれない。もちろん、バシン族の村がワールドマップのあちこちに存在していればまったく見けん当とう違ちがいの方角に進んでしまう可能性はあるが、いまは会えると信じて進むしかない。

「……よし！」

　シノンはマップを閉じると、ベッドから勢いよく起き上がった。

　すでにオルニト族たちには、今夜中に出発すると告げてある。彼らが強敵ステロケファロスに無む謀ぼうな戦いを挑いどんだのは、あの恐きよう竜りゆうがたびたび村の南にある牧場を襲おそって貴重な《プシタコ》を食くい荒あらしてしまうかららしい。

　プシタコというのがいかなる家か畜ちくなのかは不明だが、いままで何度挑ちよう戦せんしてもまったく歯が立たなかったステロケファロスを倒たおしたシノンが早くも村を去ると知り、鳥人間たちは大いに残念がった。シノンもできればここを拠きよ点てんにしばらくレベル上げしたい──何せ宿代も食事代もタダなのだ──ところだが、一刻も早く仲間と合流したいという気持ちのほうが強い。墜つい落らくしたログハウスはシノンにとっても愛着のある場所だし、ユナイタル・リング世界の謎なぞに挑いどむにもアスナやキリトたちと一いつ緒しよでなければ意味がない気がするのだ。

　ベラトリクスＳＬ２とウィーゼルスーツを装備し直し、宿を出たシノンは、ぐるりと周囲を見回した。向かいにある宴えん会かい場じようはすでに明かりが落とされ、円形の広場にもほとんど人ひと影かげがない。まだ時刻は十九時を回ったばかりだが、オルニト族には夜遊びの文化はないようだ……と、そんなことを考えた瞬しゆん間かんにシノンは「しまった」と呟つぶやいた。なけなしの百エル銀貨で携けい行こう食しよくと飲み水を仕入れていくつもりだったのに、広場南側に並ぶ商店は軒のき並なみ鎧よろい戸どを閉ざしている。ＡＬＯでもＧＧＯでもＮＰＣショップは二十四時間営業が普ふ通つうなので油断してしまったが、この世界ではＶＲＭＭＯの常識など通用しないのだ。

「……となると、この村でエル銀貨を使える保証もないわけよね……」

　再び呟つぶやき、がくりと肩かたを落とす。精神力の限界まで飲み食いした直後なのでＴＰバーもＳＰバーもフル回復しているが、食べ物はともかく水を持たずに荒こう野やに出る愚ぐ行こうは二度と繰くり返かえしたくない。これは、明朝再び店が開くまで足止めだろうか、それとも村のどこかでタダで水を汲くめるのか……などと考えつつ立たち尽つくしていると。

「シノンさん！」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれ、シノンは素す早ばやく右を向いた。小走りに近付いてくるのは、オルニト族の若者と子供。最初の頃ころは全員同じ顔に見えたものだが、いまでは羽う毛もうの色や模様、両目やクチバシの形からある程度識別できるようになっている。

　若者は、ステロケファロス戦でシノンが助けた銃じゆう士し。そして子供は、宴えん会かいで給きゆう仕じしてくれた少女だ。目の前で立ち止まった若者が、両目の上に生えている飾かざり羽ばねを伏ふせながら問いかけてくる。

「シノンさん、もうℵℵℵのですか？」

　オルニト語スキルの熟練度がようやく10になったばかりなので一部分聞き取れなかったが、出発するのかと訊きかれたのだろうと推測し、頷うなずく。

「ええ、バシン族の村に行かなきゃいけないの」

　シノンの返事は通じたらしく、若者は難しい顔で頷うなずいた。

「そうですか……。僕はバシン族にℵℵℵことはありませんが、南東のギヨル平原を横断するならℵℵな準備が必要です。シノンさん、これを持っていってください」

　そう言って若者が差し出したのは、黒光りするマスケット銃じゆうだった。思わず瞬まばたきしてから、シノンは大きくかぶりを振った。

「だめよ、それはあなたの大事な銃じゆうでしょう？」

「違ちがうよ！」

　と答えたのは、明るい薄うす茶ちや色いろの羽う毛もうを持つ少女だ。若者が両手で持つマスケット銃じゆうを見上げながら続ける。

「それはお兄ちゃんのじゃなくて、死んだお祖父じいちゃんの銃じゆうなんだよ。お父さんも、もうℵℵ人がいないから、村の恩人のシノンさんにℵℵしなさいって」

「そうなんです。古い銃じゆうですが品質はℵℵですよ。もちろんシノンさんの銃じゆうには遠く及およびませんが、あの凄すさまじい威い力りよくの銃じゆうを小型の獣けものや虫相手に使うのももったいないでしょう？」

　それは確かにそのとおりだ。ヘカートの[image: ．50]ＢＭＧ弾だんは残り六発しかないので、もう余よ程ほどのことがなければ使えないし、ベラトリクスのエネルギーゲージも残り六割程度。どちらも今後補ほ充じゆうできる見み込こみは低い。

「……じゃあ、ありがたく使わせてもらうわ」

　シノンがそう答えると、若者は嬉うれしそうにマスケット銃じゆうを差し出してきた。受け取ると頼たのもしい重みが両手に伝わる。若者はさらに、肩かたに掛かけていた革かわ鞄かばんもシノンに持たせた。

「それは弾たまと炸さく薬やくです。もし使い切ったら、弾たまは鉄からℵℵできますし、炸さく薬やくはハジケコガネの分ぶん泌ぴつ液えきと炭の粉を混ぜて乾かわかせば作れます」

「は……ハジケコガネ？」

　眉まゆを寄せるシノンに、若者の妹だったらしい少女が両手で大きな丸を作ってみせる。

「ℵℵℵℵサボテンの根元にいるんだよ！　うっかり踏ふむと爆ばく発はつして大おお怪け我がしちゃうから気をつけてね！」

「う……うん、気をつけるね」

　残念ながらサボテンの固有名を聞き取れなかったが、もとよりどんなサボテンだろうと近付く予定はない。

　シノンが銃じゆうを背負い、弾だん薬やく鞄かばんを肩かたに掛かけると、今度は少女が足あし許もとから大きな布ぬの袋ぶくろを持ち上げた。

「これ、お水とバターと堅かた焼やきパンだよ！　あたしとお母さんとお祖ば母あちゃんで作ったの！　それに、毛皮のマントも入ってるからℵℵが来たら使ってね！」

　この期に及およんで遠えん慮りよするのは逆に非礼というものだろう。「ℵℵが来たら」の中身が気になるが聞き返すわけにもいかないので丁てい寧ねいに礼を言い、布ぬの袋ぶくろも受け取る。すると少女はにっこり笑い、付け加えた。

「堅かた焼やきパン、あんまり美味おいしくないけど、すっごく長持ちするからね！　ℵℵℵ時は、炭火で炙あぶってバターを塗ぬるといくらかℵℵになるよ！」

「……うん、試ためしてみるね。本当にありがとう」

　腰こしを屈かがめ、もう一度礼を言ってから、シノンは少女の両手を自分の手で包つつみ込んだ。

「ね、あなたの名前を教えて？」

「いいよ！　あたしはフィッキ、お兄ちゃんはウフェルムだよ！」

「フィッキ……それにウフェルム。私はいつか、必ずこの村に戻もどってくるからね。その時は、たくさんお土産みやげを持ってくるよ」

「うん！」

　勢いよく頷うなずくフィッキを見つめながら、この約束は必ず守らなくてはならないとシノンは心に決めた。




　夜七時三十分。オルニト族の村を後にしたシノンは、まずマップウインドウを出し、南東に向かうための目印を探した。幸い夜空には大きな月が青白く輝かがやいていて、暗視スキルの補正を加えれば地形くらいは見分けられる。南東方向を凝ぎよう視しすると、まるでゲートのような形の岩山が彼方かなたに存在することに気付く。

「……よし！」

　掛かけ声ごえで自分を鼓こ舞ぶすると、シノンは乾かわいた大地に右足を踏ふみ出した。ギヨル平原とやらが差さし渡わたし何キロあるのか知らないが、必ず今夜中に突とつ破ぱしてバシン族の村に辿たどり着ついてみせる。フィールドボスであるステロケファロスを倒たおしたことでレベルは一気に16まで上がったし、武器も背中にマスケット銃じゆう、左ひだり腰こしにベラトリクスＳＬ２がある。さすがに大型恐きよう竜りゆうとは二度と戦いたくないが、ムカデやサソリ相手なら負ける気がしない。ＨＰも上がったし、ステータスだって……と考えてから、このユナイタル・リングにはＳＴＲやＡＧＩといったステータスは存在しないことを思い出す。

　代わりに設定されているのが、スキルとは別べつ枠わくの多種多様なアビリティだ。レベルアップによってアビリティポイントが15も溜たまっているので、危険なフィールドを単身突とつ破ぱしようとするなら、ポイントを死蔵しておくわけにもいかない。

「……私、苦手なのよねこういうの……」

　呟つぶやき、マップ画面をアビリティ取得画面に切きり替かえる。放課後のミーティングで、キリトは一度アビリティを取ったら多分二度と取り直しリスペツクはできなそうだと言っていた。それはＧＧＯも同じだが、ユナイタル・リングはアビリティの選せん択たく肢しが多すぎる。

　いったんオルニト族の村に戻もどり、安全な場所でログアウトして、ネットでアビリティの情報を探すべきだろうか。いや……ユナイタル・リング事件が発生してからまだ二十四時間と少ししか経たっていないのだから、現在ネットに上がっている情報を鵜う吞のみにするわけにもいかない。自分をどう成長させるのかは自分で考えて自分で決めるべし──というのが、死銃デスガンに殺されたＧＧＯプレイヤー《ゼクシード》が残した教訓だ。

「……とりあえず、10ポイントだけ使おっと」

　そう呟つぶやくと、シノンは四つの初期アビリティ名の上で右手の人差し指を彷徨さまよわせた。
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「……俺、苦手なんだよなこういうの……」

　アビリティ取得画面を睨にらみながらそう呟つぶやくと、隣となりで水を飲んでいたリズベットが呆あきれたように言った。

「そんなの、フィーリングで決めればいいじゃないの。あたしとリーファはさくっと取っちゃったわよ」

「そのフィーリングが苦手なんだって……」

　もごもご言い返しながら、ウインドウを睨にらみ付つける。

　中央には四つのアイコンが十字に並んでいる。上から時計回りに《剛ごう力りき》、《頑がん強きよう》、《才知》、《俊しゆん敏びん》。更さらにそれぞれのアイコンからラインが二本ずつ延びて、新たなアイコンに繫つながる。《剛ごう力りき》からは《骨ほね砕くだき》と《堅けん守しゆ》。《頑がん強きよう》からは《忍にん耐たい》と《耐毒》。《才知》からは《集中》と《博学》。《俊しゆん敏びん》からは《遠とお駆がけ》と《巧こう手しゆ》。

　アイコンをタップすると説明文が表示される。それによると、《剛ごう力りき》は近接中型大型武器ダメージと装備重量、運うん搬ぱん重量にボーナスがあるらしい。同様に《頑がん強きよう》はＨＰ値、ＴＰ値、ＳＰ値、状態異常耐たい性せいにボーナス。《才知》はＭＰ値と魔ま法ほう威い力りよくにボーナス。《俊しゆん敏びん》は遠えん隔かく武器ダメージと近接小型武器ダメージ、跳ちよう躍やく距きよ離りにボーナス。

　つまり、アタッカーは剛ごう力りきから始まるツリー、タンクは頑がん強きようツリー、メイジは才知ツリー、スカウトは俊しゆん敏びんツリーを取得していくことになるわけで、中型近接武器である片手剣メインの俺は何も考えず剛ごう力りきアビリティを選べばいいように思えるが、ことはそう単純ではない。サバイバルＲＰＧであるユナイタル・リングで生き残るには何を措おいてもＨＰ、ＳＰ、ＴＰの値あたいが重要となるはずだ。今後、飢うえや渇かわきで死にかけて、「《頑がん強きよう》をマックスまで取っておけば……！」などと考えるシーンが一度や二度、もしかしたら十回くらいあるかもしれない。

　ため息をつき、仲間たちに訊たずねる。

「んで……君らはフィーリングに従って何を取ったの？」

　するとリズベットが「あたし《頑がん強きよう》」と答え、リーファが「あたし《剛ごう力りき》～」と答え、俺の隣となりに座すわるユイが「私は《才知》です！」と笑え顔がおで答えた。瞬まばたきしてから、愛まな娘むすめに確かく認にんする。

「《才知》って……ユイは魔ま法ほう職しよくになるのか？」

「そうですよ！　ママみたいな殴なぐりメイジを目指します！」

「そ……そうか。頼たのもしいなあ」

　ＡＬＯでバーサクヒーラーと恐おそれられたアスナの戦せん闘とうスタイルが成立するのは、彼女の凄すさまじいまでの防ぼう御ぎよ／回かい避ひテクニックがあるからなのだが、子供の夢を壊こわしてならないと自制し、ユイの小さな頭を撫なでる。無理だと決まったわけではないし、どんな能力構成ビルドを選ぼうと俺がしっかり守ればいいだけだ。

　そのためにもやはりタンクを選ぶべきなのか……と再びの迷いに囚とらわれながら、俺は上空を振ふり仰あおいだ。ログハウスを旅立った時は西の空に夕焼けの色が残っていたのだが、それもとうに消え去り、霞かすんだ星空を真っ黒い雲が次々に流れていく。

「んん～、せめて派生アビリティの内容も解わかればなあ……」

　説明文を読めるのは現在取得可能なアビリティだけなので、俺がそんな繰くり言ごとを口にすると、正面で小さな木の実を囓かじっていたリーファが呆あきれたように言った。

「だったらあたしたちに訊きけばいいでしょー？」

「え……あ、そ、そうか……」

　確かに三人はもう最初のアビリティを取っているのだから、派生アビリティの説明文も読めるわけだ。照てれ隠かくしに咳せき払ばらいしてから、三人を順に見る。

「じゃあ、お手数ですがご教示願えませんでしょうか」

「仕方ないなあ……」

　肩かたをすくめたリズが、手早くリングメニューを開く。

「えっと、《頑がん強きよう》の派生アビリティは、《忍にん耐たい》がガード時のダメージ減少効果にボーナス、《耐毒》は名前のとおり毒ダメージ減少効果にボーナスね」

「ふむふむ」

　続いてリーファがウインドウを覗のぞき込んだ。

「《剛ごう力りき》の派生アビは、《骨ほね砕くだき》がガード貫かん通つうダメージにボーナス、《堅けん守しゆ》がガード時のノックバック減少効果にボーナスだってさ」

「ふむ……？」

　さらにユイも、ウインドウを一いつ切さい見ずに解説する。

「《才知》の派生アビリティですが、《集中》がＭＰバー回復速度にボーナス、《博学》が言語スキルの熟練度上じよう昇しようにボーナスだそうです」

「ふむう～～～」

[image: ]

　言語スキルとは恐おそらくＮＰＣと話せるようになるスキルだろうが、ユイがいれば当面は必要ない。さすがに魔ま法ほう使つかいになるつもりはないので《才知》ツリーは候補から外せるが、《剛ごう力りき》と《頑がん強きよう》は派生先の中身を知ってもなお悩なやましい。

「うーん、なんか《堅けん守しゆ》と《忍にん耐たい》が似たような性能だなあ。ノックバック減少とダメージ減少が別ツリーなのはなんでなんだ……？」

「たぶん、《堅けん守しゆ》は盾たてじゃなくて武器ガードに主眼を置いてるんじゃない？　ブロックした時とかに体勢が崩くずれなければ、そのぶん早く反はん撃げきできるもん」

　リーファの指し摘てきに、なるほどと頷うなずく。

「《剛ごう力りき》ツリーも攻せめ一いつ辺ぺん倒とうじゃないってことか……。じゃあ、やっぱり俺もそっち取るかな……」

「二系統取るってのはないわけ？」

　リズベットにそう訊きかれ、俺は再び唸うなった。

「ん～、なくはないだろうけど、こういうのって一系統を極きわめたほうが結果的に強くなるのがお約束だからなあ」

「だったら、キリトは完全攻こう撃げき特化でいいでしょ。それがいちばんあんたらしいわよ」

　リズの言葉に、リーファはにやにや、ユイはにこにこしながら頷うなずく。ＳＡＯでもＡＬＯでも純アタッカーってわけじゃなかったんだけどなあ……と思うが、三人とも同じ意見のようだし、恐おそらくここにアスナやシリカ、アリスがいても異論は出るまい。

「……解わかったよ、そのかわりにサポートは任せたからな」

「はいはい、背中は守ってあげるわよ」

　リズの答えを聞きながら、俺は再び《剛ごう力りき》のアイコンに触ふれ、説明ウインドウの最下部にある《取得》のボタンを押した。アビリティポイントが１消費されるという確かく認にんダイアログのイエスボタンを押すと、爽そう快かい感かんのあるサウンドとともにウインドウが発光し、モノクロだった《剛ごう力りき》アイコンに赤い色がつく。

　これで《骨ほね砕くだき》と《堅けん守しゆ》も取得できるようになったが、それらはアビリティポイントを２消費するらしい。それぞれのアビリティには十段階ものランクがあるので、まず《剛ごう力りき》をランク10まで上げてしまうか、あるいは先に《骨ほね砕くだき》を取るかも考えどころだ。残りポイントは11あるが、全て消費してしまうのも躊躇ためらわれる。

　しばし迷ってから、俺はまず《骨ほね砕くだき》を取ることにした。するとその先に、さらに二つの派生アビリティが出現する。

　片方が《乱らん撃げき》、効果は連続攻こう撃げきの二撃目以降にダメージボーナス。もう片方が《遠えん撃げき》、範はん囲い攻こう撃げきの間合いにボーナス。予想はしていたが、どちらも取得に３ポイントが必要となる。つまり、《剛ごう力りき》《骨ほね砕くだき》《乱らん撃げき》を全てランク10にしようと思ったら、60ものアビリティポイントを注つぎ込まねばならないのだ。しかも恐おそらく、アビリティツリーはその先にまだまだ延びている。

「気の長い話だな……」

　思わずそう呟つぶやきつつ、俺は《剛ごう力りき》をランク５まで上げた。これで７ポイントを消費したので、残りは５ポイント。ステータス画面に戻もどると、さっそく《剛ごう力りき》の効果が現れたらしく、装備重量メーターと運うん搬ぱん重量メーターの使用率がかなり減っている。このゲームは大量の水と食料、素材を持ち運ばなければならないので、地味だがありがたいボーナスだ。

「……よし、アビリティ取ったぞ」

　宣言してウインドウを消すと、リズが何気ない口調で訊きいてきた。

「何ポイント残したの？」

「５かな？」

「ほら、５ポイント以上残したでしょ！　賭かけはあたしの勝ちね！」

「……は？」

　啞あ然ぜんとする俺の目の前で、リズはリーファに向けて右手を突き出した。その掌てのひらに、リーファが木の実をざらざらと落とす。どうやら、俺が何ポイント保留するかどうかで賭かけをしていたらしい。

「んもー、お兄ちゃん！　そんなに残したってしょうがないでしょ、男らしくばーんと使ってよね！」

　妹に理り不ふ尽じんな叱しかられかたをした俺の頭を、ユイが慰なぐさめるように撫なでた。




　食事休きゆう憩けいを終えた俺たちは、即そく席せきの安全地帯である大きな岩の上から地面に下りると、再び南西方向へと歩き始めた。明かりを点つけずとも、星明かりだけでどうにか足あし許もとくらいは視し認にんできる。

　森はとっくに抜けて、周囲には乾かん燥そうした草原が広がっている。夜だからか、出現するモンスターはハイエナやコウモリのような夜行性の獣けものがメインで、楽勝というわけではないがさして苦戦もしない。もちろんそれはリズが作ってくれた鉄の武具があったればこそで、石ナイフに草の服のままだったら森を出ることも覚おぼ束つかなかっただろう。

　飲み水はアスナが作ってくれた素す焼やきの水すい筒とうを川で満タンにしてきたが、食べ物は非常用のクマジャーキーを少しばかり持ってきただけで、基本的には道中で調達しなくてはならない。ハイエナの肉は焼いても食えたものではなかったが、時々見つかるずんぐりした木にはクルミのような実が生なっていて、割るのに苦労するもののこちらはそこそこ美味うまい。出発してから二時間が経たつが、いまのところＴＰバーとＳＰバーは八割ラインを維い持じできている。

「リズ、バシン族の村まであとどれくらい？」

　マップウインドウを出したまま前方を歩くリズベットに呼びかけると、鍛か冶じ屋やは振り向かずに答えた。

「まだやっと三分の一ってとこだよ。この先にすっごい大きい樹きが二本並んで生えてて、そこが中間地点かな？」

「大きいって、アルヴヘイムの世せ界かい樹じゆくらいですか？」

　リーファの質問に、リズベットは苦く笑しようしつつかぶりを振った。

「さすがにあそこまでじゃないよ。昨日見た時も夜中だったから正確には解わかんないけど、まあ百メートルくらいかな？」

「そう言えば……バシン族さんたち、あの大きな樹きが見える丘おかを通った時、足を止めてお祈いのりしてましたね」

　と付け加えたのは、俺と手を繫つないで歩くユイだ。リズベットも「あー、してたしてた！」と頷うなずく。

「……でかい樹きにお祈いのり、か……」

　そう呟つぶやいた途と端たん、俺は記き憶おくの奥おく底そこがちくちく刺し激げきされるのを感じたが、何を連想しかけたのかまでは自分でも解わからなかった。ユイにＶＲＭＭＯ関連のデータベースを検けん索さくしてもらおうかと口を開きかけたが、思い直す。いまのユイはナビゲーションピクシーではなく俺と同じプレイヤーアカウントを与あたえられていて、しかもそれを嬉うれしく思っているようだ。ならば可能な限り便利なＡＩ扱あつかいはしたくない。

　代わりに、ユイたちも一いつ緒しよにお祈いのりしたのかと訊たずねようとしたのだが、北から冷たく湿しめった風が吹ふき寄せてきて俺は反射的に首を縮めた。

「サバンナっぽい風景なのに夜は冷えるなあ……。ユイ、寒くないか？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです。リズさんが鎧よろいを作ってくれましたから」

　その言葉どおり、昨日再会した時からずっと白ワンピース一枚きりだったユイは、いまは胸に薄うす手でのブレストプレート、両手両足にも共通デザインのグローブとブーツを装備している。鎧よろいの下はワンピースのままなのでそれほど温かそうな格好には見えないのだが、リズベットの鍛か冶じスキル熟練度は１００もあるし──下がったとはいえ現状では充じゆう分ぶんに高い──防寒効果にボーナスがついているのかもしれない。

　そのリズベットは、バシン族に貰もらったという革かわ鎧よろいと片手用メイスをそのまま使用していて、ブラークヴェルトを溶とかしたインゴットから自分用に作ったのは小型のラウンドシールドだけだ。いっぽうリーファは俺と同じ四点セットの金きん属ぞく鎧よろいと片手／両手兼けん用ようの長刀を作ってもらったので、石ナイフ一本の頃ころと比べれば見み違ちがえるほどの重装戦士に生まれ変わっている。しかし俺の前を歩いていたリーファは、北風に晒さらされた途と端たんに全身をすぼめ、「さぶっ！」と叫さけんだ。

　金色のポニーテールをなびかせて振り向くと、器用に後ろ歩きしながら言う。

「ねえキリト君、ハイエナの毛皮でマントか何か作れないの？」

「無茶言うなよ、裁さい縫ほうスキルなんか持ってないし」

「だったら走ろ！　時間短縮にもなるし！」

「ええー……そりゃお前は部活でいつも走ってるだろうけど、俺は帰宅部だし……」

「あのねえ、仮想世界にそんなの関係ないでしょ！」

　リーファの指し摘てきに、そりゃそうだと気付くが咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かす。

「そ、それにだなあ、走るとＴＰとＳＰが無む駄だに減るし……地面がよく見えないから危ないし……」

「パパ、松明たいまつだったらありますよ！」

　突とつ然ぜんそう叫さけんだユイが、ストレージを開いて棒のようなものを取り出した。じっと見ると、木の枝の先に枯かれ草くさをきつく巻き付けたもののようだ。ログハウスで使っていた明かりは単なる枯かれ枝えだだったので、それよりは一段階進化している。

「それ、ユイが作ったのか？」

「そうですが、作り方を思いついたのはリズさんです」

「ほー、さすが職人クラス」

「褒ほめても何も出ないわよ」

　歩きながらこちらを見たリズベットが、少し間を置いてから続ける。

「でも、走る用意だけはしといたほうがいいかもね。昨夜、バシン族の人たちが言ってたの。この……ギヨル平原、だったかな？　にはたまに氷の嵐あらしが吹ふくことがあって、その時は毛皮にくるまるか、近くの洞どう窟くつに避ひ難なんしないと死ぬぞって」

「はぁ!?　なんでもっと早く言わないんだよ」

「だって、何年かに一回って話だったんだもん」

「あのなあ、ゲーム世界じゃそういうのは何日に一回くらいのペースで……」

　俺がそこまで言いかけた時、隣となりのユイが悄しよう然ぜんとした声を出した。

「すみませんパパ、その話は私も聞いたのですが、重要な情報には分類していませんでした」

「い……いや、ユイは悪くないよ。だいたいサバンナに氷の嵐あらしなんか吹ふくわけないしさ」

「ちょっと！　あたしと対応が違ちがいすぎるんじゃないの!?」

　リズベットが頰ほおを膨ふくらませた、その時だった。

　再び北から突とつ風ぷうが襲おそいかかってきて、俺たちは四人同時に上体を屈かがめた。先刻より冷たさが増している気がするし、わずかな水気も感じる。空を見上げると、真っ黒いちぎれ雲が北から南に猛もう烈れつな勢いで流れていく。

「……なんか、嫌いやな予感するんだけど」

　リーファの言葉に「賛成票一」と応じ、俺はユイを見下ろした。

「ユイ、その松明たいまつに火を点つけさせてくれ」

「了りよう解かいです」

　真顔で頷うなずくと、ユイは枯かれ草くさが巻かれた先せん端たんをこちらに向けた。腰こしの道どう具ぐ袋ぶくろから火打ち石を取り出し、強く打ち合わせる。現実世界の火打ち石は、火打ち金という鉄てつ片ぺんと打ち合わせなければ火花が出ないが、この世界では石同士でも使えるには使える。才知ツリーは取らないにせよ火属性魔ま法ほうスキルはいつか習得するぞ……と思いながら懸けん命めいに叩たたいていると、七回目で点火に成功して枯かれ草くさが赤く燃え始めた。

　火打ち石を袋ふくろに戻もどし、ユイが渡わたしてくれた松明たいまつを高く掲かかげる。風が強いので炎ほのおが激しく揺ゆらめくが、簡単に消えることはなさそうだ。

　素す早ばやく四方を見回し、洞どう窟くつがありそうな場所を探すが、残念ながら光量が足りないので遠くまでは見通せない。それでも東に岩山らしき細長いシルエット、西にはなだらかな丘おかの稜りよう線せんを見み出いだせたので、そのどちらに向かうべきかと考える。

　まだ本当に氷の嵐あらしとやらが来ると決まったわけではないのだが、来てから避ひ難なん場所を探しても手て遅おくれだろう。洞どう窟くつがあるとすれば丘おかより岩山だろうか、しかし塔とうのような岩山では洞どう窟くつがあっても奥おく行ゆきが足りないのではないか……などと逡しゆん巡じゆんする俺の右側で。

　突とつ然ぜん、ユイが鋭するどく叫さけんだ。

「パパ、北から何か来ます！」

「なぬ……」

　俺が急いで松明たいまつを風上に向けたのと、その光の中に音もなく巨きよ大だいな影かげが入はいり込んできたのはほぼ同時だった。

　わずか五メートルほど先で停止した影かげが、姿勢を低くして「グルル……」と唸うなる。いままで何度も戦ってきたハイエナではない。黒い毛皮に包まれた胴どう体たいはほっそりしているがハイエナより遥はるかに大きく、前まえ脚あしもずっと逞たくましい。イヌ科ではなくネコ科……丸い耳からして豹ひようの類たぐいだろう。

「ガルオッ!!」

　ひときわ獰どう猛もうな声を上げた黒くろ豹ひようが、薄うす青あおく光る両目で俺たち四人を見み据すえた。こんな時に！　と思うが走って逃げられる相手ではなさそうだし、明らかに敵意を向けられている。やむなく松明たいまつを左手に移動させ、右手で剣の柄つかを握にぎって叫さけぶ。

「戦うぞ！」

　リーファと同時に抜ばつ剣けんし、一歩前に出る。ベルトの留め具からメイスを外したリズに「ユイを頼たのむ」と囁ささやくと、「任せて」と頼たのもしい答えが返る。

　俺の長剣とリーファの長刀を見た黒くろ豹ひようが、鋭するどい牙きばを剝むいた。サーベルタイガーというほどではないが、現実の豹ひようの牙きばより三倍は長い。毛皮は夜や闇あんよりも濃こい漆しつ黒こくで、首筋から背中にかけてが青っぽい光こう沢たくを帯びている。

　黒くろ豹ひようがいっそう体を低くし、跳ちよう躍やく体勢に入った。狙ねらっているのは俺だ。ソードスキルで迎げい撃げきするべく、こちらも剣を右みぎ肩かたに構える。

　突とつ然ぜん、耳をつんざくような咆ほう哮こうが轟とどろいた。豹ひようではない。風の音──。

　これまでの風が可愛かわいく思えるほどの猛もう烈れつな突とつ風ぷうが押し寄せてきて、俺は両足を踏ふん張ばった。いままで頑がん張ばっていた松明たいまつもついに吹ふき消けされてしまい、視界が闇やみに沈しずむ。剝むき出しの顔や手にびしびしと硬かたい粒つぶが当たる。これは氷……雹ひようだ。

　豹ひようと雹ひようじゃん！　と思ったが口に出すチャンスはなかった。地面に伏ふせていた黒くろ豹ひようが大きく跳ちよう躍やくしたのだ。反射的にソードスキル《バーチカル》を発動させかけたが、俺は足を踏ふみ込む寸前で技わざを止め、振り向いた。

　黒くろ豹ひようは、恐おそるべき跳ちよう躍やく力りよくで俺たちを四人まとめて飛とび越こえ、後方に着地した。もうこちらをターゲットしようとはせず、そのまま南に走っていく。

「ねえ……あれ、もしかして嵐あらしから逃げてるんじゃ……」

　リズの言葉とまったく同じことを俺も考えた。推測が当たっているなら、氷混じりの突とつ風ぷうはモンスターですら避ひ難なんしなくてはならないほどの嵐あらしの前まえ触ぶれであり、あの黒くろ豹ひようには避ひ難なん場所のあてがあるということだ。

「……追いかけるぞ！」

　叫さけぶと、俺は剣を鞘さやに収め、その手でユイの手を握にぎって走り始めた。リズベットとリーファもすぐ後ろをついてくる。黒くろ豹ひようのシルエットは闇やみに溶とけ込み、あと数メートル引ひき離はなされたら見失ってしまうだろう。

　松明たいまつが消えたので、足あし許もとを確かめることはできない。四人の誰だれかが段差や石につまずいて転んだらそこで追つい跡せきは終わりだ。リアルラックの加護を祈いのりつつ、懸けん命めいに走る。ユイを抱だき上げようかと思ったが、同じプレイヤーである以上は敏びん捷しよう力りよくにそれほどの差はないようで、遅おくれることなくついてくる。

　しなやかに疾しつ駆くする黒くろ豹ひようを追いかけること二分。前方に小さな丘おかが現れた。豹ひようは丘おかのふもと目め掛がけて大きく跳ちよう躍やくすると、そのまま吸い込まれるように姿を消す。わずかに遅おくれて俺たちも辿たどり着つくと、ふもとには高さ一メートルほどの洞ほら穴あなが黒々と口を開けている。

　立ち止まった瞬しゆん間かん、後ろから降り注いできた雹ひようが俺の鉄てつ鎧よろいに当たってカンカンと音を立てる。いまは直径一センチもないが、このままで済むはずがない。気温も急低下しているのだろう、吐はき出す息が白く染まる。

　ＨＰバーを見ると、すでにじりじりと減り始めている。バーの右側で点てん滅めつする、氷の結けつ晶しようを描えがいたデバフアイコンの意味は考えずとも解わかる。

「パパ、中に入りましょう！」

　ユイの張はり詰つめた声に、俺は頷うなずいた。洞ほら穴あながずっと深くまで続いていて、黒くろ豹ひようは奥おくに行ってしまったことを祈いのるしかない。

　ユイの手を離はなし、念のために剣を抜いてから入り口に近付く。中を覗のぞき込むが、真っ暗で何も見えない。松明たいまつを点つけても、この強風では一秒と保たずに消えてしまうだろう。腹を括くくり、前まえ屈かがみになって進入する。

　洞ほら穴あなは緩ゆるやかな下り坂で、進むにつれ天てん井じようも高くなっていった。地上の丘おかは小さかったが、洞ほら穴あなの本体は地面の下にまで広がっているようだ。少しばかりほっとしつつ、慎しん重ちように前へ進む。

　十メートルばかり潜もぐったところで地面の傾けい斜しやがなくなり、俺は足を止めた。屈かがめていた体を起こし、右手の剣を真上に伸ばしても天てん井じように触ふれない。どうやらかなり広い空間に出たようだ。黒くろ豹ひようの気配もしない。

　ＨＰバーを確かく認にんすると、減少は止まったし冷気アイコンも消えている。ふうっと息を吐はき、後ろを見る。洞ほら穴あなの中は真っ暗で、視界はゼロに等しい。

「みんな、いるか？」

　囁ささやくと、「はい、パパ」「いるわよ」「いるよ～」という答えが返った。とりあえず左手の松明たいまつを再点火するべく、俺は剣を戻もどそうとした。が、その時。

「あっ、あれ……」

　リーファが掠かすれ声ごえを出し、俺は素す早ばやく体を反転させた。

　相変わらず何も見えない。懸けん命めいに目を凝こらしていると、【暗視スキルを獲かく得とくしました。熟練度が１に上じよう昇しようしました】という表示が出て、ごくわずかに闇やみが薄うすれた。直後、俺もそれに気付いた。

　洞ほら穴あなの奥おくに、青い光が二つ浮うかんでいる。いったい何だ、と見つめていると、光が一いつ瞬しゆん消え、再び灯ともった。まるで瞬まばたきのような……いや、のようなではなく瞬まばたきだ。あれは先に洞ほら穴あなに入った黒くろ豹ひようの目なのだ。

　俺たちが気付いたのを察したかのように、

「グルルル……」

　という唸うなり声ごえが響ひびいた。青い双そう眸ぼうがふわりと浮うく。横たわっていた豹ひようが立ち上がったらしい。夜目は向こうのほうが何倍も利きくだろうから、この状じよう況きようで戦せん闘とうになったら勝ち目はない。

「ユイ、松明たいまつを点つけてくれ」

　そう囁ささやくと、俺は左手の松明たいまつを後ろに突き出した。

「はい」

　答えたユイが、松明たいまつを受け取る。続けて火打ち石を渡わたそうとしたのだが、それより早く、奇き妙みような音が聞こえた。

　きん、きんという甲かん高だかい軋きしみ音おん。黒くろ豹ひようが出しているとは思えない。前方を警けい戒かいしつつ素す早ばやく振り向くと、洞ほら穴あなの入り口方向から、白く光る極小の粒りゆう子しが舞まい降おりてくる。

　最さい後こう尾びにいたリズベットが、粒りゆう子しに触ふれた途と端たんに「へっくしゅ！」とくしゃみをし、続いてリーファが「さぶうっ！」と叫さけび、ユイが「はう……」と声を漏もらし、最後に俺も激しく身み震ぶるいした。寒いなどというものではない。冷気デバフアイコンも再び点灯し、ＨＰが目に見えて減り始める。この場所では、入り口から入はいり込んでくる冷気を遮しや断だんできないのだ。耳を澄すませると悲鳴じみた木こ枯がらしがかすかに聞こえる。外がどんな有あり様さまになっているのかは想像もしたくない。

「お兄ちゃん、もっと奥おくにいかないと！」

　リーファの引きつった声に、俺は「解わかってるけど豹ひようが！」と叫さけび返かえした。洞ほら穴あなの奥おくに陣じん取どった黒くろ豹ひようは、攻こう撃げきこそしてこないが相変わらず低く唸うなり続つづけている。少しでも近付いたら飛びかかってくるであろうことは想像に難かたくない。

　ＨＰバーの減少量が一割を超こえた。このペースだと、ゼロになるのにあと三分もかかるまい。不利を承知で黒くろ豹ひようと戦うしかないのか……と唇くちびるを嚙かんでから、その前に一つだけ試ためせることがあると気付く。

　俺はそっと剣を鞘さやに落とすと、道どう具ぐ袋ぶくろに手を突っ込み、薄うすい板状のアイテムを取り出した。アスナが作ってくれたクマの干し肉だ。貴重な非常食ではあるが、ここで凍とう死しあるいは戦死したら食べるチャンスは二度と来ない。

「ほら、うまいぞー、ご馳ち走そうだぞー」

　俺は青く光る目に向けてそう呼びかけながら、干し肉をそっと投げた。軽い音を立てて地面に落ちたそれに、豹ひようの視線が向けられる。瞬まばたき……もう一度。

　青い双そう眸ぼうが音もなく移動し、干し肉に近付いた。ふんふん匂においを嗅かいでいる気配。緊きん迫ぱくした数秒間が経過し、みしっというような音が聞こえる。黒くろ豹ひようが干し肉を嚙かみ裂さいたのだ。途と端たん、暗くら闇やみの中に光るリングが表示される。まるで車のスピードメーターのようなそれは、左下から三割ほどが赤く色づき、先せん端たんが小刻みに上下している。アスナがアガーをテイムした時に見たと言っていた飼い慣らしテイミングメーターだ。

　俺は袋ふくろから新たな、そして最後の干し肉を出すとそれも投げた。黒くろ豹ひようがすぐにかじりつき、メーターが一割ほど上じよう昇しようする。

「みんなの干し肉もくれ」

　俺が後ろに右手を伸ばすと、すかさずユイが肉を載のせてくれた。豹ひようが食べ終わるタイミングを見計らって、三枚目のジャーキーを放る。メーターがさらに上がって、やっと五割に達する。最初の一枚で三割、そこからは一枚で一割上がるのなら、ユイがあと一枚、リズとリーファが二枚ずつ持っているはずだから、ぎりぎり足りる。

　その計算を信じ、俺は干し肉を黒くろ豹ひように投なげ与あたえ続けた。テイミングメーターの上じよう昇しようと反比例するように、こちらのＨＰが減っていく。レベル13の俺は、レベル４～５のユイたちよりＨＰの総量が多いので、視界左上に並んで表示されている三人のＨＰバーはすでに五割を下回っている。

　早く、早く……と焦あせるが、このゲームのテイミングは恐おそらく餌えさを与あたえるタイミングが肝きもだ。一つの餌えさを食べ終え、メーターが上じよう昇しようしている間に次の餌えさを与あたえる……そのタイミングが遅おそすぎても早すぎても失敗する。

　ユイから貰もらった二枚目の干し肉、さらにリズから貰もらった干し肉を両方投げると、テイミングメーターは八割まで上じよう昇しようした。アスナがアガーをテイムした時はクマ肉三つで満タンになっていたはずだから、この豹ひようは相当に上がりかたが渋しぶい。生肉ではなく干し肉だからか、あるいはモンスターのレベルが高いのか。

「リーファ」

「おっけ」

　右手に載のせられた九枚目の肉を投げる。豹ひようがぺろりと食べ、メーターが九割まで上がる。

「リーファ」

「もうないよ」

「…………は？」

　俺は振り向き、暗くら闇やみの中でぎりぎりシルエットだけ見える妹を問とい詰つめた。

「ないって、アスナが一人に三枚ずつくれたろ!?　さっきの休きゆう憩けいで一枚ずつ食べたんだから、あと二枚……」

「あたしさっき二枚食べちゃったの」

「はぁ!?」

「しょーがないでしょ、お腹なか空すいてたんだもん！」

「んな……」

　愕がく然ぜんとするが、ないものは出てこない。ハイエナの肉を捨てずに取っておくんだったと思っても手て遅おくれだし、あの絶望的に臭くさい肉は豹ひようも食べない気がする。

　前を向くと、黒くろ豹ひようの前に浮うかぶテイミングメーターは九割ラインで上下している。このまま放置したら下がり始めて、いままでの努力が無む駄だになる。

　固まる俺の耳に、ユイのか細い声が届いた。

「パパ……私、もうＨＰが……」

「ユイ」

　俺は左手の松明たいまつを落とすと愛まな娘むすめを引き寄せ、両りよう腕うででしっかり抱だいた。小さな体は鎧よろい越ごしでも解わかるほど冷え切り、小刻みに震ふるえている。ＨＰバーを確かく認にんすると、残量はもう一割強。ここで凍とう死しさせてしまうわけにはいかない。

　俺は覚かく悟ごを決め、ユイを抱だいたままじりじりと前進した。洞どう窟くつの奥おくに近付くにつれて寒さが和やわらぐが、黒くろ豹ひようが再び低く唸うなり始はじめる。テイミングメーターが、揺ゆれ動うごきつつも減少に転じる。

　与あたえられる餌えさはもうない。だが、メーターを上げる方法が餌えさやりだけとも限らない。

「怖こわがらなくていい……俺は敵じゃないよ……」

　囁ささやきかけながら、さらに近付く。黒くろ豹ひようの唸うなり声ごえが大きくなるが、逃げる様子も、襲おそってくる様子もいまのところない。

　残り距きよ離り二メートル……一メートル……五十センチ。ここまで近付くと、ようやく豹ひようの姿が視し認にんできた。頭を低く下げ、いまにも飛びかかってきそうだ。テイミングメーターは八割まで下がっている。

　食いちぎられる覚かく悟ごを決めて、俺は右手を伸ばした。逞たくましい首筋に触ふれると、豹ひようがびくっと体を震ふるわせる。
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「いい子だ、怖こわくないよ……」

　指先で、艶あでやかな毛皮をそっと撫なでる。グルルル……という唸うなり声ごえは消えない。メーターもじり、じりと下がり続ける。だが、ここで恐おそれを見せたりすれば即そく座ざに襲おそわれるだろう。左手でユイを抱だいたまま、右手を一心に動かす。豹ひようの筋肉が強こわ張ばり、緩ゆるみ、また強こわ張ばる。

「グルル……ルルルル……」

　唸うなり声ごえが低くなるにつれ、豹ひようの頭も下がっていく。これは攻こう撃げきの前兆なのか、それとも。

「ルルル……ゴルルルル……」

　絶え間なく響ひびく唸うなり声ごえが、いつの間にか調子を変えていることにふと気付く。ゴロロロ……という野太い低音は、まるでネコが喉のどを鳴らしているかのような。

　逞たくましい筋肉が完全に緩ゆるむと同時に、テイミングメーターの減少が止まり、再び上じよう昇しようし始めた。黒くろ豹ひようは地面にごろりと横たわると、俺に撫なでられるままになった。メーターが八割に到とう達たつし、すぐ九割を超こえる。

「よしよし……いい子だ……」

　囁ささやきながら、俺は左手を後方に伸ばした。アガーのテイム成功シーンを見ていたリーファが、すかさずアマネ草のロープを渡わたしてくれる。

　焦じらすようにゆっくりと増えるテイミングメーターが、とうとう十割に到とう達たつした瞬しゆん間かん、俺はロープの片かた端はしを黒くろ豹ひようの首に回して輪っかを作った。強こわ張ばる指先でどうにか縛しばると、豹ひようの大きな体がぴかっとフラッシュし、頭の上に緑色の立体カーソルが出現した。リング状のＨＰバーの下には、カタカナで種族名が表示されている。曰いわく、【セルリヤミヒョウ】。続けて視界中央に、【馴じゆん致ちスキルを獲かく得とくしました。熟練度が１に上じよう昇しようしました】というメッセージが浮うかぶ。

　──黒くろ豹ひようならぬ闇やみ豹ひようはいいとして、セルリって何？

　という疑問を追究している余よ裕ゆうはなかった。俺はリーファとリズベットに向けて、

「豹ひようにくっつけ！」

　と叫さけぶや自分もユイを豹ひようの首筋に押しつけるように抱だきついた。リーファたちも、柔やわらかい毛が生えた腹に覆おおい被かぶさる。

　豹ひようの体温は高く、凍こごえる寸前だった体にじんわりと熱が伝わってきて、俺は細く息を吐はいた。ＨＰの減少もようやく止まり、冷気アイコンが消える。入り口からはまだ氷の粒つぶが吹ふき込んできているが、それも洞ほら穴あなの奥おくまでは届かない。

　ようやく人ひと心ごこ地ちがつくと、俺は誰だれにともなく訊たずねた。

「……セルリって何だろ？　セロリのこと？」

　するとリーファが、豹ひようの青みがかった背中を撫なでながら答えた。

「背中の毛が瑠る璃り色いろって意味じゃない？」

「あー……背せ瑠る璃りね……」

　呟つぶやく俺に、リズベットが問いかけてくる。

「んで、この子の名前どうするのよ？」

「んー？　うーん……《クロ》だな」

　二秒考えてそう答えると、リーファとリズが口を揃そろえて「安直！」と叫さけんだ。しかしユイは「シンプルでいいと思います」と言ってくれたので、当人にも訊きいてみる。

「いい名前だよなあ、クロ？」

　すると黒くろ豹ひようは、短く「ガウッ！」と吼ほえた。
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「……やっぱり、ちゃんと聞いとくんだった……」

　そう呟つぶやくと、シノンは体にしっかり巻き付けた毛皮の端はしを持ち上げ、外を覗のぞき見みた。

　数分前までは乾かん燥そうした草原だったフィールドが、白一色に染まっている。手を伸ばして白いものを掬すくうと、指の間から細かい粒つぶがさらさらと流れ落ちる。雪ではなく氷の粒つぶが積もっているのだ。

　オルニト族の少女フィッキは、この毛皮のマントをくれた時、「ℵℵが来たら使ってね」と言っていた。言語スキルの熟練度が足りずに聞き取れなかった単語は、《氷ひよう嵐らん》か何かだったのだろう。もしかしたら《地じ獄ごくの極ごつ寒かんブリザード》だったかもしれない。そんなことを考えてしまうくらいの、途と轍てつもない嵐あらしだった。岩の下の窪くぼみに潜もぐり込み、分厚い毛皮のマントに全身くるまってもＨＰバーが五割近く削けずれたほどだ。

　マントを開いても冷気デバフのアイコンが点つかないことを確かく認にんして、岩の下から這はい出す。月光に照らされる白銀の世界を見み渡わたし、しばし放心する。

　オルニト族の村を出発してから一時間、可能な限り走り続けたので氷ひよう嵐らんに巻まき込まれる前に二十キロは移動できただろうが、地平線まで氷に覆おおわれているさまを見ると村は無事なのかと心配になる。だが戻もどるわけにはいかない。バシン族の村まであと何キロあるのか解わからないが、今夜中に辿たどり着つけないと、ギヨル平原の真まっ只ただ中なかでログアウトするはめになる。ＶＲゲーム界かい隈わいではユナイタル・リング事件は二〇二二年のＳＡＯ事件以来の非常事態だが、それを理由に学校をサボれるほどの胆たん力りよくはシノンにはない。

　いますぐ移動を再開したい気持ちを抑おさえ、再び岩いわ陰かげに座すわる。毛皮マントをストレージに入れ、フィッキがくれた堅かた焼やきパンを取り出して、少しずつ囓かじる。歯が欠けそうなほど硬かたいし風味も薄うすいが、火を熾おこしている時間が惜おしいので我が慢まんして食べていると、ＨＰとＳＰが少しずつ回復し始める。どうにかＨＰを八割まで戻もどしてから、水すい筒とうの水を飲む。走っているあいだにかなり消費してしまったので、そろそろ水場を探さなくては……。

「……あ、もしかして……」

　呟つぶやき、近くにいくらでも積もっている氷の粒つぶを両手で掬すくって水すい筒とうに流ながし込む。少し待つと氷が溶とけ、内容量が回復する。同じ作業を繰くり返かえすとすぐに水すい筒とうは満タンになった。気温が上じよう昇しようしているので地面の氷はすぐに溶とけてしまうだろう。容いれ物ものさえあれば、いまなら水をいくらでも補給できるのに……と歯は嚙がみしながら周囲を見回す。もちろん水すい筒とうなど落ちていないし、作れそうな素材もないし、作るスキルもシノンにはない。

　オルニト族の水すい筒とうを仔し細さいに眺ながめると、防水加工した革かわでできているようだ。いままで気にもしなかったが、中身の水よりも、軽量で丈じよう夫ぶなこの水すい筒とうのほうがよほど貴重品かもしれない。マスケット銃じゆうといい近代的な建物といい、どうしてあれほど高度な技術を持っているのか気になるが、再訪できるのはかなり先のことになりそうだ。

　とりあえず、作りたての冷水をごくごく飲んでＴＰバーをフル回復させてから、再び氷粒を水すい筒とうに流ながし込む。急いで走り始めれば、氷が全て消えるまでにもう一回くらいは補給できるだろう。

　岩に立たて掛かけていたマスケット銃じゆうを背負い、左ひだり腰こしにレーザーガンがあることを確かく認にんすると、シノンは白銀の平原を猛もう然ぜんと走り始めた。




　15ポイント貯たまっているアビリティポイントのうち10ポイント消費してシノンが取得したのは、《俊しゆん敏びん》アビリティとそこから派生する《遠とお駆がけ》と《巧こう手しゆ》だった。効果は、《俊しゆん敏びん》が遠えん隔かく武器ダメージと近接小型武器ダメージ、跳ちよう躍やく距きよ離りにボーナス。《遠とお駆がけ》が走行中のＴＰ、ＳＰバー減少緩かん和わ。《巧こう手しゆ》が遠えん隔かく武器命中率と鍵かぎ開あけ成功率にボーナス。《遠とお駆がけ》の派生アビリティである《早はや駆がけ》と《軽かる業わざ》、《巧こう手しゆ》派生の《急きゆう所しよ狙ねらい》と《手しゆ練れん》あたりも気になるが、階層テイア３のアビリティは取るのに３ポイントも必要なので我が慢まんした。５ポイントも残したのは我ながら慎しん重ちようすぎるかと思うが、《俊しゆん敏びん》ツリー以外のアビリティが──ことに《頑がん強きよう》ツリーが必要になる場面が今後訪おとずれそうな気がする。

　とりあえず、《遠とお駆がけ》のＴＰ・ＳＰ減少緩かん和わはかなり効果が大きく、ランク２にしただけでバーの減りが目に見えて緩ゆるやかになった。これを取らなければ、とても一時間で二十キロは走れなかっただろう。

　嵐あらしのせいで足止めされてしまった時間を取とり戻もどすべく、シノンは懸けん命めいに走った。いままではモンスターそのものはもちろん、隠かくれていそうな地形も回かい避ひする必要があったが、嵐あらしを避さけるために地面に潜もぐりでもしたのか動くものがまったく見えないのでひたすら南東へと突き進む。二十センチほど積もった氷の粒つぶは、踏ふむとざくざく音がするものの、雪と違ちがって固く締しまっているおかげで思ったより邪じや魔まにはならない。

　十五分ほど走ると、徐じよ々じよに足あし許もとの氷が薄うすくなり始めた。気温の上じよう昇しように伴ともなって氷が溶とけてきたのだ。立ち止まって水すい筒とうの水を飲み、ＴＰを回復させてから近くに残っている氷を補ほ充じゆうする。その作業をしているあいだにもどんどん氷が蒸発していくので、次は水場を探さねばならないだろう。できればその前にギヨル平原を横断してしまいたいものだ……と考えながら、シノンは前方を見やった。

　そして気付く。星明かりが戻もどってきた夜空の地平線近くに、黒々とした稜りよう線せんが浮うかんでいる。山脈……いや崖がけか。ここまで三十キロ近くにわたって茫ぼう漠ばくたる草原が続いていたフィールドを、壁かべの如ごとき断だん崖がいが分断しているのだ。

　あそこでギヨル平原は終わっているのだろうか？　ならばバシン族の村はあの壁かべの近くにある？

　そう期待しつつ、シノンは断だん崖がいの根元を北から南にじっと眺ながめた。だが人工の光らしきものは見当たらない。現在時刻は夜九時少し前。村の明かりが全て消えるには早い気がするが、そうと信じて進むしかない。

　いったん溶とけ始はじめた氷はみるみるうちに蒸発してしまい、草原は本来の姿を取とり戻もどしている。冷気を避さけて隠かくれていた獣けものや虫も活動を再開しているだろう。ここからはモンスターの気配に注意しなければ──と自分に言い聞かせつつも、シノンは小走りになる足を止められなかった。

　近付いていくと、断だん崖がいは予想以上の規模だった。

　高さは軽く五十メートルを超こえていて、ほぼ完全な垂直なので登るのは無理そうだ。北か南に迂う回かいしようにも、見通せる範はん囲いの外まで続いていてどちらに向かえばいいのか判断できない。

　シノンは直接目にする機会がなかったが、アンダーワールドの人界は《不ふ朽きゆうの壁かべ》と称しようする境きよう界かい壁へきで四つの帝てい国こくに分断されていて、その壁かべを越こえることは貴族はおろか皇こう帝ていにも許されていなかったのだという。そんな無茶がまかり通るのもあの世界がゲームではなかったからで、このユナイタル・リングはいちおうゲームである以上、どこかに壁かべを抜ける道があるはずだ。

　周囲を見回し、上が平らな岩を見つけるとその上に登る。近くにモンスターがいないことを確かく認にんし、ストレージを開くと、愛銃ヘカートⅡを実体化させる。

　岩の上にずしりと鎮ちん座ざした対物ライフルを、無む駄だと知りつつ持ち上げようとするがびくともしない。レベル16になっても装備重量がまだまだオーバーしているのだ。ため息を吞のみ込み、伏ふく射しや姿勢でスコープを覗のぞく。もちろんヘカートから取り外してミニ望遠鏡代わりに使うこともできるのだが、それをすると再度装着した時に、軸じく線せんからゼロインまで調整をし直さなくてはならない。現実世界のライフルに比べれば調整作業はずっと簡略化されているという話だが、試ためし撃うちが必要なのでいまはとてもできない。

　ゆえにシノンは苦労してヘカートの向きを変えつつ、五百メートル先の崖がけを仔し細さいにチェックしていった。黒っぽい壁へき面めんは天然地形と思えないほど凹おう凸とつが少なく、フリークライミングするのはやはり自殺行こう為いだろう。ところどころに小さな樹きが生えていたりするが、摑つかんで登るには圧あつ倒とう的てきに数が足りない。北側の観察では何も見つからなかったので、ヘカートの二脚を支点によいしょと向きを戻もどし、南側を眺ながめていく。すると──。

「……あ……」

　小さな声を漏もらしてから、シノンはスコープの倍率を上げた。断だん崖がいの一部に、階段のような斜しや路ろが刻まれている。どきどきしながら視線で追いかけていくと、斜しや路ろの最上部は黒々とした横穴に吞のみ込まれているようだ。

　断だん崖がいを通とおり抜ける通路を見つけたという興奮と、スナイパーとして狭せまい穴には潜もぐりたくないという不安が同時に湧わき起おこる。しかしどうあれ、あそこに入っていく以外の選せん択たく肢しはない。ヘカートをストレージに戻もどし、立ち上がる。ＨＰは堅かたパンで回復できたし、ＴＰとＳＰも九割近い。ずっと満タンなのに使い道のないＭＰを有効活用したいところだが、魔ま法ほうスキルを習得する方法は現状まったく解わからない。

　せっかく狙そ撃げき銃じゆうスキルを引ひき継ついだのだから、魔ま法ほう剣士ならぬ魔ま法ほう銃じゆう士しになるのもいいな……と考えながら、シノンは巨きよ大だいな断だん崖がい目指して走り始めた。
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　純白の氷に覆おおい尽つくされた平原に青い月光がしんしんと降り注ぐさまは、それが仮想の光景だと解わかっていても無言で見入ってしまうほどの美しさだったが、パーティーに加わったばかりのセルリヤミヒョウのクロが俺の腰こしを頭で小こ突づいて我に返らせてくれた。

「ルルル……」

　という喉のど声ごえは、早く行こうと言っているようだ。首筋を搔かいてやりながら答える。

「そうだな。バシン族の村までもう少しだもんな」

　実際は村が最終目的地ではない。そこでシノンが出で遭あったという鳥人間について情報収集し、改めて移動しなくてはならないのだ。今夜の零れい時じまでにシノンと合流できれば御おんの字じ、くらいに思っておいたほうがいいだろう。

　氷ひよう嵐らんのおかげで雑魚ざこモンスターが姿を消しているので、いまのうちに走れるだけ走ろうと考えながら、俺は出発の号令を掛かけようとした。だが一いつ瞬しゆん早く、リズベットが何やら不安そうな声を発した。

「キリト、それなんだけど」

「それって……バシン族？」

「うん。あたしとシリカとユイちゃんは、バシン族の天幕でご飯食べさせてもらったんだけど……床ゆかに毛皮のラグがいっぱい敷しいてあったのね」

「それが……？」

「その中に、黒と青が混ざった色のラグもあったような……」

「…………」

　俺はリズの顔からクロの背中に視線を移した。艶あでやかな黒毛を、種名のとおり綺き麗れいな瑠る璃り色いろの毛が彩いろどっている。早くもクロと仲良くなったユイが、その背中を撫なでながら真しん剣けんな顔で注ちゆう釈しやくする。

「確かに、天幕の隅すみにそういう配色のラグが敷しかれていました。色成分は、クロさんの毛皮と九十七パーセント一いつ致ちしています」

　ユイに限っては記き憶おく違ちがいということは有り得ない。バシン族が、平原でセルリヤミヒョウを狩かっていることは確定だろう。

　たとえそうであっても、普ふ通つうのゲームならプレイヤーのテイムドモンスターをＮＰＣが攻こう撃げきすることなど有り得ないが、ユナイタル・リングでその普ふ通つうが通用するという保証はない。

「うーん、だったらお兄ちゃんとクロには村の近くで待っててもらって、あたしたちだけで情報収集してくる？」

　リーファの提案は合理的だと思えたので、俺は「もし村でご飯もらえたら俺にも持ってきてくれよな」と言おうとした。しかしそれより早く、ユイが再び口を開いた。

「パパ、もしかしたら、村に行く必要はないかもしれません」

「え、どういうことだ？」

「先刻の嵐あらしはかなりの規模でした。もしシノンさんも嵐あらしに遭そう遇ぐうしていたら、現在位置はこのギヨル平原の反対側である可能性が高いです」

「……なるほど、確かにそうだな……。でも、どうやってシノンと連れん絡らくを取るんだ？　フレンドでもパーティーメンバーでもないんだから、メッセージは送れないぞ」

　俺の返事に、ユイはにこっと笑った。

「ユナイタル・リング内ではなく、現実世界で連れん絡らくしてはどうでしょうか？」




　愛まな娘むすめのアドバイスに従い、俺はいったんログアウトするや上体を跳はね起おこした。白銀の平原から無機質な自室への瞬しゆん間かん移動に軽い眩暈めまいを感じながら、隣となりを見下ろす。ベッドの左側では、アミュスフィアを被かぶった直すぐ葉はが無防備な寝ね顔がおを見せている……が、もちろん本当に眠ねむっているわけではない。いまこの瞬しゆん間かん、直葉は遥はるか遠とおい仮想世界で、俺のアバターを守ってくれているのだ。周囲に敵がいないことは確かめたが、危険なモンスターが湧出ポツプする危険は常にあるので、ぼんやりしている暇ひまはない。

　自分の頭に載のっているアミュスフィアのバイザーを跳はね上げ、ヘッドボードから携けい帯たい端たん末まつを摑つかみ取とる。オーグマーの登場で時じ代だい遅おくれのガジェットとなりつつある機械を操作し、シノンに電話をかける。

　恐おそらく彼女もＵＲ世界にダイブ中だろうが、アミュスフィアには携けい帯たい端たん末まつと連動して着信を知らせる機能があり、それをオンにしていれば──そして戦せん闘とう中ちゆうかそれに準ずる状態でなければ応答してくれるはずだ。辛しん抱ぼう強づよくコール音を鳴らし続けること、三十秒。

『簡潔にお願い！』

　という、色々すっ飛ばした声が端たん末まつから響ひびいた。間ま違ちがいなくシノンの声なので、リクエストに応えてこちらもいきなり本題から入る。

「氷の嵐あらしに出くわしたか!?」

『二十分くらい前に凍とう死ししかけたわ』

「だったらシノンがいるのもギヨル平原だな？」

『そうよ、北西から南東に向かってる』

「了りよう解かい、俺たちは南東から北西を目指す！　何か目印になる地形はないか？」

『あるわ、平原のたぶん真ん中を、でっかい天然の壁かべが南北に横切ってるの。私はいま、壁かべに開いた洞どう窟くつに入って少し進んだとこ』

「壁かべの洞どう窟くつ……モンスターは？」

『うじゃうじゃいる。できるだけ安全そうなとこでログアウトしたけど、いつ隣となりにポップしてもおかしくない』

　数十秒前にまったく同じことを考えたが、仲間とペットに守られている俺と違ちがって、シノンは一人きりなのだ。ログアウト中に攻こう撃げきされたらあっという間に死んでしまう。

「解わかった、俺たちも東側から壁かべに入るから、もうちょっと頑がん張ばってくれ」

『了りよう解かい、よろしく』

　という声を最後に通話が切れた。俺は水を一口だけ飲むと、再びベッドに横たわり、アミュスフィアのバイザーを下げた。




　月夜の平原に戻もどると、ログアウトしていた数分のうちに、地面の氷が溶とけ始はじめていた。リズベットたちは残っている氷を両手でかき集め、素す焼やきの水すい筒とうに流ながし込んでいる。モンスターが隣となりに湧わいたりはしなかったようだ。

「ただいま！」

　叫さけびながら立ち上がると、クロが再び頭を擦こすりつけてきた。猛たけ々だけしい見た目だが、いったん馴なれると人なつこい性格のようだ。クマジャーキーは全て食べさせてしまったので、こいつの餌えさも早めに調達しなくてはならない。

　集まってきたリズベットとリーファ、ユイに俺はシノンの言葉をそのまま伝えた。

「天然の壁かべ……？」

　呟つぶやいたリーファが、北西方向をじっと見つめる。俺も倣ならうが、地平線は深い闇やみに沈しずんでいて見通せない。何か巨きよ大だいな勘かん違ちがいをしていたら……と不安になるが、シノンが頓とん死しの危険を冒おかして伝えてくれた情報を信じるしかない。

「急ごう」

　短く言うと、女子三人が同時に頷うなずき、クロも「がうっ」と吼ほえた。

　平原をすたこら走るうち、お馴な染じみのハイエナに二回、バイソンのような牛型モンスターに一回エンカウントした。牛には少々手こずらされたが、クロがプレイヤーでは不可能な機動で攪かく乱らんしてくれているところにソードスキルを叩たたき込むという戦法でどうにかＨＰを削けずり切り、リーファたちは揃そろって一つずつレベルを上げた。

　牛からは大量の生肉を獲かく得とくでき、それをクロが旨うまそうに食べてくれたのも助かった。これでしばらくは、空腹によるテイム解除を恐おそれずに済む。

　その後はモンスターに絡からまれることもなく、移動時間が三十分を超こえた時。ユイがさっと前方を指差し、叫さけんだ。

「見えました、壁かべです！」

　立ち止まり、目を凝こらすと、確かに平原から垂直に立ち上がる断だん崖がいが見えた。北から南へと走る巨きよ大だいな崖がけは、アンダーワールドの不ふ朽きゆうの壁かべを思い起こさせるスケールだ。

「あのどこかに、シノンが潜もぐってる洞どう窟くつがあるのよね？」

　リズベットの言葉に頷うなずくが、よくよく考えれば、南北に数十キロ規模で連なっている断だん崖がいから小さな洞どう窟くつを探すのは容易ではないし、もし見つけてもそれが唯ゆい一いつの入り口だという保証もない。

　焦あせる気持ちを抑おさえながら、どうしたものかと考えていると。

「……パパ、ちょっと反則ですが、視覚情報をエンハンスして洞どう窟くつを探します」

　そう宣言したユイが、つぶらな瞳ひとみをいっぱいに見開いた。

　四人のうち、俺とリズベット、リーファはアミュスフィアから与あたえられる視覚情報を自前の脳で《視みて》いるので加工は不可能だが、ＡＩであるユイだけは自由自在に視界の明度やコントラストを調整できるわけだ。できれば便利なツールのように扱あつかいたくはないが、シノンとの合流はどうしても果たさなくてはならないし、最初の計画どおりバシン族の村に行っていたら通訳を頼たのまねばならなかったわけで、いまさら止めるのも筋が通らない。

「ごめんな……」

　呟つぶやくと、ユイは一いつ瞬しゆんこちらを見上げて微ほほ笑えみ、すぐに顔を戻もどした。数秒後、前方の一点を指差し──。

「見つけました！　この方向に階段と洞どう窟くつの入り口があります！」

「ありがと、ユイちゃん！」

　リーファがユイをぎゅっと抱だき締しめ、リズも小さな頭を撫なでた。

　断だん崖がいの奥おく行ゆきはこの位置からは解わからないが、何キロもあるということはないだろう。内部がダンジョンになっているとしても、規模はそう大きくないはず。

　──シノン、もうちょっとだけ頑がん張ばれ！

　そう念じかけると、俺たちはユイが指さした方向へと一直線に走った。




　地平線にうっすらと浮うかんでいた崖がけは、近付くほどに存在感を増し、根元に辿たどり着ついた時はその威い容ように四人とも言葉を失った。高さは五十メートルほどで、アルヴヘイムにはもっと落差の大きい地形などいくらでもあるが、南北の長さが途と轍てつもない。視界の果てから果てまで一直線に続く断だん崖がいは、これが他のゲームならデザイナーの手て抜ぬきと思ってしまうかもしれないが、ユナイタル・リング世界ではなぜか素す直なおに大自然の驚きよう異いだと感じられる。

　黒ずんだ岩いわ肌はだは硬かたく滑なめらかで、素す手ででよじ登るのはどう考えても無理だ。クラフトで梯はし子ごを設置することは可能かもしれないが、素材となる樹きやツル草が近くにまったくないのでそれも大変な作業になるだろう。やはり、ユイが見つけてくれた階段を使うしかない。

　その階段は、岩いわ肌はだをほんの三十センチばかり削けずり込んで作られたもので、手すりも何もない。洞どう窟くつの入り口までは二十五メートルほどもあり、足を踏ふみ外はずして落っこちたら即そく死しも有り得る。できれば壁かべにガイドロープを設置したいが、シノンに連れん絡らくしてから一時間近く経たっていることを思うとこれ以上は待たせられない。

「クロ、お前、この階段上れるか？」

　そう訊たずねると、黒くろ豹ひようは「がうっ」と答え、臆おくすることなくあっという間に三メートルほども上ってみせた。どんなもんだとばかりに長い尻尾しつぽを振られては、飼い主が怖おじ気けづいてはいられない。

「よし……行くぞ」

　そう宣言すると、後ろでリズベットが「早く行きなさいよ」と呆あきれ声ごえを出した。

　落下事故を起こすことなく階段を上り切った俺たちは、壁へき面めんにぽっかりと口を開けた洞どう窟くつに入り、揃そろって息を吐はいた。階段が人工物だったので、洞どう窟くつもそうなのだろうと思っていたが、こちらは天然モノらしい。つまり断だん崖がいの中腹に開いた穴のところまで、誰だれかが階段を彫ほったというわけだ。もちろんプレイヤーではなくＮＰＣだろうが、それが噂うわさのバシン族なのか、あるいは他の種族なのかは解わからない。

　ともあれ、昨日の強制コンバート以来初の本格的ダンジョン探たん索さくだ。俺たちに先行しているプレイヤーがいるとは思えないから、素材や宝箱は──もしあれば、だが──全て手つかずのはず。そう考えると隅すみから隅すみまで調べたくなるが、いまはシノンとの合流が最優先だ。

　ここまでかなり走ったので、ＳＰバーは残り六割、ＴＰバーは五割を下回っている。飲み水は充じゆう分ぶんにあるが、食料が生のバイソン肉しかない。とりあえず水だけ飲み、クロには水と生肉を与あたえて、食事はシノンとの合流後ということにする。

「ねえキリト君、だいぶ変則なパーティーだけど隊列はどうするの？」

　水すい筒とうを仕し舞まったリーファにそう訊きかれ、俺は小考してから答えた。

「先頭は俺とクロ、中にリズとユイ、しんがりはリーファに頼たのむ。松明たいまつは俺とユイが持つ」

　途と端たん、リズベットが何か言いたそうな顔をした。盾たてを持っているのは彼女だけなのだから、タンクとして前衛に立ちたいのだろうが、俺としてはユイを守ることを優先してほしいのだ。その意思を汲くんでくれたらしく、反論せずに頷うなずく。

「了りよう解かい、危なくなったらすぐスイッチしてね」

「おう、頼たよりにしてる」

　頷うなずき合あい、素す早ばやく２ー２ー１の隊列を作る。

　ＶＲＭＭＯプレイヤーの中には、フォーメーションを組むのは戦せん闘とうが始まってからでも充じゆう分ぶん間に合うのだから、移動中にいちいち並ぶのは馬ば鹿か馬ば鹿かしいし格好悪いと考える向きも少なくない。俺も戦せん闘とう百回のうち九十九回はそうだろうと思うが、アインクラッドでは一度の緩ゆるみが取り返しのつかない悲劇に直結したので──ことに混戦になりやすいダンジョン内では──、デスゲームから解放されたいまでも、隊列を疎おろそかにする気にはなかなかなれない。

「モンスターに気付いたら教えてくれよ」

　クロの首筋を搔かきながらそう囁ささやくと、豹ひようは「がう」と短く吼ほえた。

　シノンは電話で『モンスターがうじゃうじゃいる』と言っていたが、それは誇こ張ちようではなかった。じめじめした洞どう窟くつ内ないには、ぬめぬめした両生類感のあるモンスターが次から次へと出現し、俺たちを辟へき易えきとさせた。幸運だったのはクロの索さく敵てき能力の高さで、敵が姿を見せる前から唸うなり声ごえで警告してくれたので、余よ裕ゆうを持って迎むかえ撃うつことができた。ユイもアリスとの特訓の成果を発揮し、ショートソードで勇ゆう敢かんに戦って、俺が心配しすぎであることを実力で証明してみせた。

　巨きよ大だいイモリや巨きよ大だいアシナシイモリ、巨きよ大だいアホロートルなどをぶった切りつつ、俺たちは奥おくへ奥おくへと進んだ。残念ながら宝箱とは巡めぐり合あえなかったが、代わりに鉄や銅の鉱石を少なからず発見できたので、片かたっ端ぱしからストレージに放ほうり込みつつ進むこと、二十分。

　そろそろＳＰが不安になってきたな、でもイモリ肉を生食する気にはなれないな……と考えながら歩いていると、最さい後こう尾びでリーファが言った。

「でもさぁ、ヘンだよねー」

「ヘンって何がだよ？」

「両生類ばっか出るのは百歩譲ゆずっていいとしても、イモリやサンショウウオがこんなにいるのに、肝かん心じんのアレが……」

　タァ────ン。

　という乾かわいた音がどこか遠くから反はん響きようしながら届いてきて、リーファがぴたりと言葉を止めた。

　このダンジョンで、というよりユナイタル・リング世界で似たような音を聞いたことは一度もない。クロがぴくりと体を強こわ張ばらせ、唸うなり声ごえを上げる。いまのは恐おそらく、火薬の炸さく裂れつ音おん──つまり銃じゆう声せい。

「シノンだ！」

　押おし殺ころした声で叫さけぶと、俺は振り向いた。

「ユイ、聞こえてきた方向が解わかるか!?」

「反はん響きよう音おんを解かい析せきします……前方右側の通路からです！」

　きっぱり断言したユイに「サンキュー！」と礼を言い、移動速度を上げる。二ふた叉または右を選び、大きく湾わん曲きよくしつつ下っていく通路を小走りに進むと。

　突とつ然ぜん、視界が一気に開けた。巨きよ大だいなドーム状の空間の上部に出たのだ。直径は五十メートル近いだろう。松明たいまつが照らせる距きよ離りを遥はるかに超こえているが、反対側まで見通せるのは、ドームの壁へき面めんでヒカリゴケのような地衣類が仄ほの白じろく発光しているからだ。

　俺たちがいる場所からドームの底までは、壁かべに沿って細い斜しや路ろがぐるりと延びている。底は濡ぬれた岩と青黒い水が半々で、真ん中あたりの岩の上に、人間らしきシルエットがあった。

　ぴったりしたスーツタイプの防具に、白いマフラー。両りよう腕うでで、細長い棒のようなもの──銃じゆうを構えている。こんな場所に、偶ぐう然ぜん他の銃じゆう使つかいがいるはずがない。ついに合流できたのだ。

「シ……」

　名前を呼ぼうとして、俺は口をつぐんだ。

　銃じゆう使つかいの背後にも、複数の人ひと影かげがある。いや、直立しているが人間ではない。尖とがった鼻はな面づらと丸くて大きな耳……頭はネズミそのものだ。両手にはピッチフォークのような武器。細い尻尾しつぽを揺ゆらしながら、じりじりと銃じゆう使つかいに近付いていく。数は二……いや三。

「シノン、後ろだ!!」

　改めてそう呼びかけながら、俺はドームの壁へき面めんに貼はり付つく斜しや路ろを、出せる限りのスピードで駆かけ下おり始めた。後ろからクロとリズベットたちもついてくる。

　銃じゆう使つかい──シノンがさっとこちらを見上げ、次いで後ろを見た。ネズミ人間たちとの距きよ離りはもう五メートルもない。一人を撃うっても、他の二人のフォークに突き刺されてしまう。

「りゃあっ！」

　俺は斜しや路ろの途と中ちゆうからジャンプすると、浅い水たまりを狙ねらって着地した。盛せい大だいな水しぶきが上がり、ＨＰバーがわずかに減ったが気にしていられない。シノンに最も近いネズミ人間に向けて、まずは左手の松明たいまつを投げつけようと──。

「キリト、違ちがう！　彼らは敵じゃない！」

　そんな叫さけび声ごえが聞こえて、俺は反射的に松明たいまつを握にぎり直なおした。別のネズミ人間に飛びかかろうとしていた黒くろ豹ひようにも、慌あわてて指示を出す。

「クロ、止まれ！」

　豹ひようが急ブレーキを掛かけると、三人のネズミ人間たちは「ℵℵℵℵ！」と甲かん高だかい悲鳴を上げて壁かべ際ぎわまで飛とび退のいた。その近くには、俺たちが通ってきたのとは別の通路が口を開けている。

　横を見ると、岩の上に陣じん取どる銃じゆう使つかいと目が合った。毛先がつんつん突き出た水色のショートヘア、猫ねこを思わせるつり目は間ま違ちがいなくシノン当人だ。しかし、両手で構えているライフルはやたらと古めかしいデザインで、彼女の相棒である《ＰＧＭウルティマラティオ・ヘカートⅡ》とは似ても似つかない。俺のブラークヴェルトやエクスキャリバーと同じく、ヘカートも重量制限で装備できないのだとしても、あのライフルはいったいどこで……と悩なやんでしまってから、そんなこといまはどうでもいいと気付く。

「シノン、ネズミ人間が敵じゃないなら、じゃあ誰だれと戦ってるんだ!?」

　俺がそう訊たずねた時、リズベットとユイ、リーファもドームの底に到とう着ちやくした。水たまりを蹴け立たてて走ってくる三人を見て、シノンの表情が一いつ瞬しゆん緩ゆるんだ。だがすぐに引ひき締しめ直し、叫さけぶ。

「みんな、水から上がって！　なるべく高い岩の上に！」

　有う無むを言いわせぬ口調に、俺は質問を後回しにして、手近な岩によじ登ろうとした。だが一いつ瞬しゆん早く、ぴしゅっというような水音が聞こえた。

　水面のすぐ下を、何かが凄すさまじいスピードで近付いてくる。避よける間もなく右足首を衝しよう撃げきが襲おそう。嚙かまれた……のではなく、何かに絡からみつかれたようだ。

　突とつ然ぜん、とんでもない力で右足を引っ張られ、俺は水たまりに倒たおれ込んだ。松明たいまつが吹ふっ飛とび、じゅっと音を立てて消える。右手の剣で、足首に巻き付いたロープのようなものを切断しようとするが届かない。このままだと深みに引きずり込まれる──。

「ガルオッ！」

　短く吼ほえたクロが、水中に頭を突っ込み、俺を引っ張るものを咥くわえて水から引きずり出した。ロープではない。ぬらぬら光る、ピンク色の触しよく手しゆめいた何かだ。

「お兄ちゃん！」

　リーファが長刀を振り上げ、ソードスキル《ソニックリープ》を発動させた。しゅばっ！　と水面が二つに裂さける。我わが妹ながら、限界までブーストされた完かん璧ぺきな一いち撃げきだ。緑色に輝かがやく刃やいばは、クロが咥くわえる触しよく手しゆを痛つう撃げきし、そのまま切断──できなかった。

　リズベットが鍛きたえた鋼はがねの長刀は、ピンクの触しよく手しゆに数センチ斬きり込みはしたもののそこで止まった。ゴムのように張はり詰つめた触しよく手しゆが、びぃーんと音を立てて跳はね戻もどる。

「きゃあっ！」「ガウッ！」

　リーファとクロが同時に弾はじき飛とばされ、水しぶきを上げた。だが二人の攻こう撃げきは無む駄だにはならず、触しよく手しゆは俺の右足を解放すると、再び深みへと消えた。

　急いでリーファを助け起こし、今度こそ近くの岩に登る。ユイとリズベットもそれぞれ別の岩に退たい避ひし、起き上がったクロは俺の隣となりまでひとっ飛びで移動してくる。

「シノン、いまのは……!?」

　改めて問とい質ただすと、銃じゆう使つかいは旧式ライフルを構えたまま答えた。

「すぐに水から出てくるわ！　跳とび回まわるから見失わないで！」

　その言葉が終わらないうちに。

　ばしゃあっ！　と派手な水音が響ひびき、かなり離はなれた水面から黒い影かげが飛び出した。大きい。全長二メートル……異様に長く逞たくましい後ろ足を伸ばせばその倍にもなるだろう。いっぽう前足は貧ひん弱じやくで、頭は胴どう体たいと一体化している。

　巨きよ大だいな生物は、水たまりから水たまりへと目まぐるしく跳とび回まわってから、ドームの壁へき面めんに貼はり付ついて静止した。俺とリズベット、ユイ、リーファが異口同音に叫さけんだ。

「カエル!!」

　サイズを別にすれば、完かん膚ぷなきまでにカエルだ。大きく突き出した両目と、ひし形の胴どう体たい。折おり畳たたまれた四し肢しから伸びる指は、先せん端たんが吸きゆう盤ばんのように膨ふくらんでいる。

　ここで俺はようやく、銃じゆう声せいを耳にする前にリーファが何を言おうとしていたのかを悟さとった。イモリやサンショウウオが山ほど出てくるのに、カエルがいないではないか。

「よかったな、いたじゃんカエル」

　壁かべに貼はり付つく両生類の代表格を見上げながらそう囁ささやくと、リーファは渋しぶい声で応じた。

「別にいてほしかったわけじゃないよ……特にあんなでっかいのは……」

「間ま違ちがいなく、この洞どう窟くつのボスだろうな……」

　そう呟つぶやいたのは決して当てずっぽうではない。右足に触しよく手しゆ攻こう撃げきを食らったので、巨きよ大だいガエルの頭上にはリングカーソルが表示されている。固有名は【ゴライアスラーナ】。いままで遭そう遇ぐうしたモンスターは、クロも含ふくめてみんな名前が日本語だったのに、あのカエルは英語名であることに何か意味があるのかないのか。そもそも本当に英語なのか。

「……ゴライアスは巨きよ人じんだよな？　ラーナって何だ？」

　俺の呟つぶやきに、ユイがすかさず「アカガエルのことだと思われます」と教えてくれた。確かに、巨きよ大だいガエルの胴どう体たいは暗い赤色で、両目が熾おき火びのように光っている。

　ゴライアスラーナは、突き出た目を一度瞬しばたたかせてから、壁へき面めんをゆっくり登り始めた。牛ほどもある巨きよ体たいがオーバーハングをするする移動していく様子には奇き妙みような無重力感がある。

「シノン、撃うつならいまじゃないか？」

　ライフルを腰こしだめに保持したまま動こうとしない銃じゆう使つかいに、俺は差し出口と知りつつ訊たずねた。するとシノンはカエルを見上げたまま、腹立たしげに答えた。

「もう何度も撃うったのよ。でもあいつ、背中の皮が頑がん丈じようすぎてこのマスケット銃じゆうじゃ貫かん通つうできない」

　マスケット銃じゆうというのは確か、『三さん銃じゆう士し』の時代あたりまで使われていた旧きゆう式しき銃じゆうのことだ。銃じゆう身しんに施条ライフリングはなかったはずなので、ライフルとは呼べないわけだ。そんなものをどこで手に入れたのか改めて気になるが、戦せん闘とうに無関係な質問をしている余よ裕ゆうはない。

「……ヘカートを、何人かで支えて無理やり撃うてないか？」

　新たな提案も、しかし即そく座ざに却きやつ下かされた。

「無理、天てん井じようにいるときは射角が取れないし、下りてくると動きが速すぎて狙ねらえない」

「なるほどね……」

　後方に固まっているネズミ人間たちが何者なのかも気になるが、敵でないのなら詮せん索さくは後でいい。いまはゴライアスラーナをどうにかする方法を考えなくては。

「キリト、アインクラッドにいたカエルモンスターはたいていお腹なかが弱点だったわよ」

　メイスを構えたリズベットの指し摘てきに、素す早ばやく頷うなずく。

「確かに。なんとか腹を露ろ出しゆつさせて、そこを攻せめよう」

「どうやって？」とリーファ。

「えーと……」と俺が唸うなった、その時だった。高さ三十メートルはありそうなドームの最上部まで到とう達たつした巨きよ大だいガエルが、完全に逆さ向きの状態で赤い双そう眸ぼうをぎょろりと動かした。

「来るわよ！」

　シノンの叫さけび声ごえと、ほぼ同時に。カエルが逞たくましい両りよう脚あしで岩を蹴けり、想像を絶するスピードで俺めがけて落下してきた。

「うおわ！」

　本能的な後方宙返りでどうにか直ちよく撃げきは避さけたが、寸前まで俺が立っていた岩場は跡あと形かたもなく粉ふん砕さいされ、飛び散った破は片へんが俺の全身を叩たたいた。ＨＰは三パーセントほどしか減らなかったが、金きん属ぞく鎧よろいを着ていなければこんなダメージでは済まなかっただろう。いや、ポーションの一本も持っていない現状では、わずかなダメージでも積み重なれば命取りになる。

　ユイたちのＨＰバーが減っていないことを確かく認にんしてから、大事なことを忘れていたと気付く。さらに後退しつつリングメニューを出し、コミュニケーションタブにあるインバイトボタンを叩たたいてシノンのほうに滑すべらせる。即そく座ざに受じゆ諾だくされ、新たな縮小バーが視界左上に出現する。

　隕いん石せきじみたダイビング攻こう撃げきを行ったゴライアスラーナは、三秒ほどその場にうずくまっていたがすぐに動き始めた。ジャンプして近くの水面に飛とび込み、姿を消す。

「岩の上に！」

　シノンの指示で、俺たちは再び手近な岩に飛びついた。一いつ緒しよにいるユイとクロも岩に登れたことを視界の端はしで捉とらえつつ、シノンに確かく認にんする。

「あいつの攻こう撃げきパターン、水に潜もぐって触しよく手しゆ攻こう撃げき、天てん井じように登ってダイブ攻こう撃げきの繰くり返かえしだな？」

「いまのところはそう。あと、触しよく手しゆじゃなくて舌」

「あ……なるほどね」

　つまり先刻、俺の右足を絡からめ取ったゴライアスラーナは、単に溺おぼれさせようとしたわけではなく食おうとしたわけだ。一度も死ねないユナイタル・リングだが、そんな最さい期ごは全力で拒きよ否ひしたい。

　岩の上でじっとしていると、やがてカエルが水から飛び出してきて、再び壁へき面めんを登り始めた。こちらも攻せめ手てがないが、ダイブ攻こう撃げきさえ回かい避ひできればそうそう大ダメージは喰くらわない……いや、違ちがう。ダイブしてくるたびに岩場を一つ破は壊かいされてしまうのだから、いずれは舌した攻こう撃げきの安全地帯がなくなる。

「リズ、リーファ、次のダイブを回かい避ひしたら、あいつが動く前にソードスキルを入れるぞ。なるべく体の下側を狙ねらってひっくり返すんだ」

「うん」「解わかった」

　二人の返事を聞き、さらに指示する。

「シノン、ユイ、カエルの腹が露ろ出しゆつしたら追つい撃げきしてくれ。クロはユイを守れ」

「ラジャー」「了りよう解かいです！」「ガウッ」

　二人はともかく豹ひようにどこまで指示が伝わったのか不明だが、いまは信じるしかない。

　ゴライアスラーナは巨きよ大だいな吸きゆう盤ばんのついた四し肢しで岩いわ肌はだをぺたぺた登っていく。天てつ辺ぺんに到とう達たつするまで、あと十秒はかかりそうだ。手持ちの素材で、カエルの落下地点に何かワナを仕し掛かけられないだろうか。丸太で槍やり衾ぶすまを作るとか……木工スキルの作製メニューにそんな代しろ物ものがあればだが……。

「キリト！」

　シノンの叫さけび声ごえに、俺はハッと両目を見開いた。ゴライアスラーナが、まだドームの最上部に達していないのに、両りよう脚あしをぐぐっと膨ふくらませている。

「くおっ」

　俺が懸けん命めいにバックジャンプするのと、カエルが壁かべを蹴けったのはほぼ同時だった。砲ほう弾だんの如ごとき勢いで突っ込んできた巨きよ体たいが目の前で岩場を粉ふん砕さいし、拳こぶし大だいの石つぶてが俺の右みぎ肩かたと腹、左ひだり脚あしを痛つう撃げきする。鉄の鎧よろいが凹へこみ、目に見えてＨＰが減る。

　──こんにゃろう！

　俺は失態をリカバリーするべく、空中で下げ段だん突とつ進しん技わざ《レイジスパイク》の発動体勢に入った。本来は床ゆか面めんで限界まで体を前ぜん傾けいさせる必要があるので、ジャンプ中にモーションを入力するのはかなりの高等技術なのだ。

　浅い水たまりに着地すると同時に、俺の剣がペールブルーの燐りん光こうを放つ。スキル発動の瞬しゆん間かん、地面を蹴けって威い力りよくをブースト。左右に白波を立てながら、弱スタン状態のゴライアスラーナの喉こう頸けいめがけて突とつ進しんする。

　ほとんど遅おくれずに、リーファが右から、リズベットが左から突っ込んできた。二人とも作戦どおり下段ソードスキルを発動させている。これだけ攻こう撃げきを重ねれば、さしもの巨きよ大だいガエルもひっくり返るはず。

　そんな俺の確信は──

　コンマ一秒後、戦せん慄りつへと変わった。

　突とつ如じよ、小山めいたゴライアスラーナの巨きよ体たいが、骨が抜けてしまったかのように沈しずみ込んだ。平べったくなった体は地面にべたりと貼はり付つき、首も腹も見えなくなる。だがソードスキルは止められない。俺の剣はカエルの鼻はな面づらに、リーファの長刀とリズベットのメイスは左右の肩かたあたりに命中し、暗赤色の皮ひ膚ふを大きく凹へこませた。

　まるでゴムの塊かたまりに斬きりつけたかのような感かん触しよく。剣の切っ先は沈しずんでいくのに、切きり裂さく感覚は伝わってこない。反発力が急激に上じよう昇しようし、ソードスキルの突とつ進しん力りよくを上回った、その瞬しゆん間かん。

　俺とリズベット、リーファは三者三様の驚きよう声せいを漏もらしながら勢いよく弾はじき飛とばされた。体が浮うかされて防ぼう御ぎよ態勢を取れない。ゴライアスラーナが大きく口を開ける。毒々しい桃もも色いろの舌がいったん奥おくに引っ込み、槍やりのように射出される──その寸前。

　ダアァァ──ン！　という轟ごう音おんが俺の耳を叩たたいた。シノンがマスケット銃じゆうを発射したのだ。弾だん丸がんはカエルの舌を貫つらぬき、深しん紅くのダメージエフェクトを迸ほとばしらせた。ＨＰバーの減へり幅はばは一割弱だが、カエルは「グエッ」と鳴きながら仰のけ反ぞり、柔やわらかそうな喉のどを露あらわにする。

「やああっ！」「ガウッ！」

　ユイがソードスキル《バーチカル》を発動させ、クロも巨きよ大だいな牙きばを剝むき出して突っ込んだ。カエルの喉のどを、剣と牙きばが左右から切きり裂さく。ＨＰがさらに一割減る。

　ユイとクロの同時攻こう撃げきは、ダメージ量こそ控ひかえめだったが崩くずし効果を重ねられたのがファインプレーだった。カエルはそのまま仰のけ反ぞっていくと、背中から水に落ちた。

　ここで畳たたみかけなければ！　と思うが、俺とリズ、リーファはまだノックバックから立ち直れない。カエルは短い前まえ脚あしと逞たくましい後うしろ脚あしをじたばたさせ、すぐに起き上がってしまいそうだ。シノンもまだ弾たま込こめ中ちゆうで二発目を撃うてない。

　いまの連れん携けいはほとんど偶ぐう然ぜんの産物なので、確実に再現するのは不可能だろう。ここで追つい撃げきのチャンスを逃のがせば、勝利は大きく遠ざかる。俺は歯は嚙がみをしながら必死に踏ふみ留とどまろうとした。左手を前に伸ばし、指で空気を搔かくが、アバターは無情にも仰あお向むけに倒たおれていく──。

「キイイッ！」

　と甲かん高だかい雄お叫たけびが響ひびいたのはその時だった。

　カエルの鳴き声ではないし、仲間の誰だれかの声とも思えない。まさか新手のモンスターが湧わいたのかと焦あせったが、後方から飛とび込んできたのは両生類ではなかった。小こ柄がらな体を粗そ末まつな服で包み、両手に錆さびたピッチフォークを握にぎっているのは、すっかり脳のう裏りから消え去っていた三人のネズミ人間たちだ。

　彼らはひっくり返ったゴライアスラーナに駆かけ寄よると、生白い腹にピッチフォークを深々と突き立てた。

「ゲコオッ！」

　怒いかりの咆ほう哮こうを上げたカエルが、全身を激しく収縮させてから一直線に反り返り、バネ仕じ掛かけのような動きで起き上がった。ネズミ人間たちが「ℵℵ！」と叫さけび、ドーム外周に逃にげ戻もどっていく。

　本格的に参戦してくれるわけではなさそうだが、追つい撃げきを入れてくれただけでもありがたい。カエルのＨＰバーは合計で四割減少し、最初は白かったのがかなり黄色っぽく変わってきている。

　起き上がったゴライアスラーナは、水しぶきを上げてジャンプすると壁へき面めんに貼はり付つき、登り始めた。尻しり餅もちをついてしまった俺とリズ、リーファは急いで立ち上がり、カエルのダイブ攻こう撃げきに備える。

　どうやらゴライアスラーナは、《弱点を狙ねらうのは難しいが成功すればガツッとＨＰを削けずれる》タイプのモンスターらしい。あと二回、運が良ければ一回ひっくり返すだけで勝てる。そのためにはどうやら、まず口の中にダメージを与あたえなくてはならない。

「シノン、あいつの口を狙ねらってくれ！」

　俺の指示に、マスケット銃じゆうの装そう塡てんを終えたシノンが「了りよう解かい」と応じた。続けてリズベットにも呼びかける。

「リズは、あいつがダイブ攻こう撃げきしてきたら構わず頭をメイスで叩たたいてくれ！　弾はじかれるけど、それで舌した攻こう撃げきを誘ゆう発はつできる……と思う！」

「思うぅ～～？」

　リズベットは渋じゆう面めんを作ったが、それも一いつ瞬しゆんだった。鋼鉄のメイスを握にぎり直なおし、威い勢せい良よく叫さけぶ。

「しゃーない、いっちょやったるわよ！」

　こういう神経を使う戦せん闘とうでは、ムードメーカーであるリズベットの存在がありがたい。こればっかりは真ま似ねできないな、と思いながら三つ目の指示を出す。

「リーファ、ユイ、クロはカエルがひっくり返ったら最大威い力りよくのソードスキルを撃うち込んでくれ！　後ろ足で蹴けられないように注意！」

「任せて！」「はいです！」「ガウッ！」

　二人と一匹ぴきからも歯切れのいい応答が戻もどり、俺はちらりと壁かべ際ぎわを見やって最後の呼びかけを行った。

「あんたらも、さっきと同じ攻こう撃げきを頼たのむ！」

　対象は三人のネズミ人間だ。返事はないが、伝わったと信じて視線をドームの上部に戻もどす。ゴライアスラーナは、すでに壁かべを七割ほども登っている。もういつダイブ攻こう撃げきが来ても不思議はない。

　次はきっちり避よけるぞ、と決意しつつ俺はカエルを睨にらんだ。四し肢しの動きが止まる。突き出た目が赤く光る。

　だが、次の瞬しゆん間かん。予想もしなかった現象が発生した。

　ゴライアスラーナの背中に、フジツボめいた突とつ起きが五、六個も盛り上がり、そこから赤々とした炎ほのおが噴ふき出したのだ。火はすぐに小さくなったが、消えずに揺ゆらめいている。何なんだ、と思う間もなくカエルはドームの底に向けてがばっと口を開いた。

　距きよ離りは二十五メートル以上ある。いくらカエルの舌が長くとも届くはずがない……と思ったその時、いっぱいに開かれた口の前に、赤く光るサークルが出現した。円の中には何やら複雑な模様が描えがかれている。

「魔ま法ほう陣じん……？」

　俺の呟つぶやきを、リーファの張はり詰つめた声が搔かき消けした。

「みんな、避よけて！」

　その言葉が終わらないうちに、カエルの口から巨きよ大だいな火球が発射された。俺は本能的に右へジャンプし、ユイを抱だきかかえると近くの水面にダイブした。

　轟ごう音おん。視界が赤く染まる。背中が熱波に炙あぶられ、ＨＰがじわりと減少する。

　爆ばく発はつが収まるやいなや、俺はユイを抱だいたまま立ち上がった。

「みんな、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　すると、シノン、リズベット、リーファから同時に肯こう定ていの声が返り、クロも力強く吼ほえる。カエルが放った火球はドーム底面の中央に着ちやく弾だんし、そこにあった水たまりを一つ蒸発させたが、直ちよく撃げきされた仲間はいなかったようだ。壁かべ際ぎわに下がっていたネズミ人間たちも無事だが、三人とも尻しり餅もちをついてしまっている。

　見上げれば、ゴライアスラーナは岩に貼はり付ついたまま喉のどを膨ふくらませたり凹へこませたりしていて、当分下りてくるつもりはないらしい。

「……カエルに火って、ナメクジに塩みたいなもんだろ……」

　俺が毒づくと、リズベットが「まーたいいかげんな慣用句を……あれ、合ってるか」などと言った。我わが国語力の評価は保たれたが、戦せん況きようは相当厳しい。こちらの遠えん隔かく攻こう撃げき力りよくはシノンの単発マスケット銃じゆうだけなので、天てん井じようからさっきの爆ばく発はつ火球を撃うち続つづけられたらジリ貧ひんになってしまう。

　何が何でもカエルを倒たおす必要があるわけではなく、シノンと一いつ緒しよにギヨル平原の東側に脱だつ出しゆつできればそれでいいのだが、俺たちが通ってきた洞どう窟くつの入り口はドームのかなり上部にあってそこまで壁へき面めんの斜しや路ろを登っていかなくてはならない。カエルが素す通どおりさせてくれる可能性は低いだろう。

　斜しや路ろ……。

「……みんな、俺が壁かべの坂道を登って跳ちよう躍やくソードスキルでカエルを叩たたき落おとすから、さっきの手順どおり追つい撃げきを入れてくれ！」

　頭に浮うかんだアイデアをそのまま口に出すと、仲間たちは一様に不安な表情を浮うかべた。

「そんなことしたらお兄ちゃんも落っこちちゃうよ。あの高さから墜つい落らくしたら死んじゃうかも……」

　リーファの懸け念ねんを、きっぱりと否定する。

「大だい丈じよう夫ぶ、水が深くなってるとこに落ちればダメージは受けない。もうこれしかないんだ」

「…………」

　リーファは口を閉じたが、緑色の瞳ひとみに滲にじむ危き惧ぐの色は消えない。実際、俺にも充じゆう分ぶんな水深がある場所に落下できるという確信があるわけではない。

　いちかばちかの作戦を実行するために、右みぎ腕うでに抱だいていたユイを下ろそうとした時──。

「パパ、その役目は私がやります！」

　突とつ然ぜんユイがそう宣言したので、俺は両目を見開いた。

「い、いや、でも……」

「パパはパーティーでいちばん攻こう撃げき力りよくが高いのですから、初しよ撃げきではなく追つい撃げきを行うべきです」

「けど、ユイはまだソニック・リープは……」

「いったん洞どう窟くつに入って助走すれば、バーチカルでも届きます！」

「でも……」

　逆接の接続詞を連発する俺の顔をじっと見つめ、ユイは言った。

「パパ、私、守られるだけなのはいやです」

「…………」

　ユイの表情は真しん剣けんで、俺はふと、アスナによく似ていると思った。自分では解わからないが、たぶん少しは俺にも似ているのだろう。

「……解わかった。頼たのむ」

　そう語りかけ、小さな体を床ゆかに下ろしたのと同時に、少し離はなれたところでシノンが叫さけんだ。

「動き始めた！」

　ドームの天てん蓋がいを見上げると、ゴライアスラーナがのそのそと水平方向に移動している。もうすぐ二回目の火球攻こう撃げきが来るだろう。斜しや路ろを登っている途と中ちゆうのユイが狙ねらわれる可能性もある。

　俺の危き惧ぐを、リズベットの声が吹ふき散ちらした。

「あたしがタゲを取るから、ユイちゃんを行かせて！」

　そう言い切るや、メイスでラウンドシールドを叩たたく。シールドから波は紋もんのようなエフェクトがうっすらと発生しているのは、俺が知らないうちに獲かく得とくしていたらしい挑ちよう発はつ系けいスキルの効果だろう。

　動いていたゴライアスラーナが停止し、体の向きを変え始めた。

「行きます！」

　叫さけんだユイが、ショートソード片手に走り始める。俺も驚おどろくほどのスピードで岩や水たまりを跳とび越こえ、壁かべの斜しや路ろに辿たどり着つくや躊ちゆう躇ちよなく駆かけ上のぼる。

　カエルがぐいっと上体をもたげると、口を大きく開けた。明らかにリズベットを狙ねらっている。

「みんな、離はなれて！」

　リズベットの指示に従って後退しながら、俺は叫さけんだ。

「リズ、ちゃんと避よけろよ！」

「あたし作の盾たてを信じなさい！」

　それってまさか……と思ったその瞬しゆん間かん、ゴライアスラーナの口に赤い魔ま法ほう陣じんが出現し、眩まばゆく輝かがやいた。

　ゴアッ！　と空気を震ふるわせて、燃えさかる火球が撃うち出される。だがリズベットは動かない。左手でラウンドシールドを高く掲かかげ、右手のメイスをその後ろに添そえる。

　あのシールドは、ブラークヴェルトを溶とかした《高級な鋼はがねのインゴット》を素材としている。製作者であるリズベットの鍛か冶じスキル熟練度と相まって、かなりの防ぼう御ぎよ力りよくを備えているはずだ。それでも、フィールドボスのたぐいであろうゴライアスラーナの火球を無傷で防げるとは思えない。

　俺の右足が震ふるえ、勝手に地面を蹴けろうとした。しかし俺は右手で膝ひざのあたりを摑つかみ、懸けん命めいに押さえ込んだ。ここで飛び出し、爆ばく発はつに巻まき込まれたら、追つい撃げきすべき時に起き上がれないかもしれない。リズと、そしてユイの決意を信じて耐たえねばならない。

　直径五十センチはあろうかという火球が、ラウンドシールドを直ちよく撃げきし、たわみながら強きよう烈れつな光を放った。赤い炎ほのおと黒い煙けむりが膨ふくれ上がり、リズの姿を搔かき消けした。爆ばく発はつの衝しよう撃げき波はが襲おそってきて、俺は両りよう腕うでで顔を覆おおった。

　視界左上で、リズベットのＨＰバーが減っていく。七割、六割、あっという間に半分を下回り……残り四割で止まる。

「リズ！」

　顔を上げて叫さけぶと、爆ばく心しん地ちでうずくまっていたリズベットが右手を持ち上げ、親指を立ててみせた。ダッシュで避よけることも可能だったのに敢あえて防ぼう御ぎよを選んだのは、万が一にも火球がユイに向かわないようにするためだろう。

　そのユイは、ドーム外がい壁へきで螺ら旋せんを描えがく斜しや路ろをすでにほとんど上り終えていた。手すりもない狭きよう隘あいな通路を、まったく怯ひるまずにダッシュするのは俺でも難しい。なのにあれほどのスピードで上れたのは、ユイがＡＩだからではなく、時間をかけて育て上げた本物の心、本物の勇気があるからだ。

　斜しや路ろの最上部まで到とう達たつしたユイは、助走距きよ離りを稼かせぐために壁へき面めんの洞どう窟くつに飛とび込んだ。

「ゲコォ……」

　低く鳴いたゴライアスラーナが、体を回転させて洞どう窟くつのほうを向こうとした。まずい……舌で迎げい撃げきされたら、空中で叩たたき落おとされてしまう。

「こっちよ！」

　叫さけんだのはシノンだった。装そう塡てんしたマスケット銃じゆうを、天てん蓋がいに貼はり付つくカエルに向けて即そく座ざに引き金を引く。火打ち石が火花を飛ばし、一いつ拍ぱく置いてから轟ごう音おんを響ひびかせる。

　発射された弾だん丸がんは、ゴライアスラーナの右目に命中した。

「ゲゴゴオッ！」

　悲鳴を上げたカエルが、再び体の向きを変え始める。

　直後、洞どう窟くつから、純白の人ひと影かげが飛び出した。

　長い黒くろ髪かみをなびかせながら、ショートソードを右みぎ肩かたに構える。刀身が青い輝かがやきを帯びるが、それは小刻みに明めい滅めつしている。姿勢が安定しないソードスキルの空中発動は、練習していないユイにはかなりの高難度のはずだが、エフェクト光はぎりぎりのところで保たれている。

「やああっ！」
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　勇ましい掛かけ声ごえが、地上にまで届いた。右足で空気を踏ふみ、ユイは《バーチカル》を発動させた。システムアシストが小さな体を加速させ、ショートソードが薄うす闇やみに鮮あざやかな軌き跡せきを描えがく。剣けん尖せんはカエルの脇わき腹ばらに吸い込まれ、皮ひ膚ふを切きり裂さくことはできなかったものの、衝しよう撃げきによって四し肢しの吸きゆう盤ばんを岩いわ肌はだから引ひき剝はがした。

　カエルの皮ひ膚ふのゴムじみた反発力で、ユイが大きく弾はじき飛とばされる。カエルもまた、手足をじたばたさせながら落下してくる。

　ユイが水中に落ちればいいが、もし岩の上に落ちたら死んでしまう。受け止めに行ったら、カエルへの追つい撃げきが間に合わない。

　戦せん闘とうが始まって以来最大の焦しよう慮りよに襲おそわれた俺の耳に、聞き慣れない──いや妙みように馴な染じみのある声が届いた。

「ユイッペはオレに任せろォ！」

　──誰だれだか知らんが任せた！

　心の中でそう叫さけび返かえし、俺は現在使用可能な最大威い力りよくのソードスキル、三さん連れん撃げき技わざ《シャープ・ネイル》のモーションに入った。隣となりではリーファが同じ技わざを準備し、爆ばく発はつダメージから立ち直ったリズベットもメイスを振り上げ、シノンはマスケット銃じゆうではなく小型のレーザーガンを構え、クロも鋭するどい牙きばを剝むき出す。

　落下してきたゴライアスラーナは、石柱の一つに背中から激げき突とつし、大きくバウンドした。再び地面に落ちた瞬しゆん間かん、俺は叫さけんだ。

「──いまだ！」

　俺、リーファ、リズベット、クロが、無防備なカエルの腹に四方から剣とメイス、牙きばを叩たたき込んだ。ＨＰバーが瞬しゆん時じに大きく削けずれ、二割を切る。四人が離はなれるや、ネズミ人間たちが甲かん高だかい雄お叫たけびとともに突っ込んできて、ピッチフォークを突き刺す。

　残り一割。

　俺はソードスキル発動後の行デ動イ遅レ延イに抗あらがい、とどめの通常攻こう撃げきを打ち込もうとした。だが、一いつ瞬しゆん早く、カエルがひっくり返ったままがばっと口を開けた。

「ゲコココオォォ────ッ！」

　怒いかりの咆ほう哮こうが、大型の魔ま法ほう陣じんを生み出す。まずい、この至し近きん距きよ離りで火球を吐はかれたら避よけようが……。

「させないッ！」

　シノンが恐おそるべき蛮ばん勇ゆうを発揮し、カエルの正面へと飛び出した。右手のレーザーガンを魔ま法ほう陣じんに突き入れ、トリガーを引く。

　ビュビュビュビュビュン！　というＳＦチックな発射音とともに、黄緑色のエネルギー弾だんがゴライアスラーナの口に次々と撃うち込まれた。ＨＰバーが少しずつ削けずれていく。シノンの腕うでを包む魔ま法ほう陣じんがひときわ強く輝かがやく。カエルの口中で炎ほのおが揺ゆらめき、渦うずを巻き、火球ではなくトルネードとなって……。

　ＨＰがゼロになった。

「ゲゴゴッ！」

　短い断だん末まつ魔まが響ひびくと同時に、深しん紅くの魔ま法ほう陣じんが黒い煙けむりとなって霧む散さんした。ＡＬＯで、魔ま法ほう詠えい唱しようを失敗フアンブルした時とよく似た現象。

　巨きよ体たいがびくびくと痙けい攣れんし、徐じよ々じよに脱だつ力りよくし……動かなくなった。




　ＳＡＯやＡＬＯなら、死んだモンスターは青いパーティクルとなって爆ばく散さんするが、この世界では死体がそのまま残るので即そく座ざに警けい戒かいを解くわけにはいかない。ユイが心配だが、まずはカエルが完全に死んだことを確かく認にんしようと、俺は剣を構えたまま一歩前に出た。

　その時、奇き妙みような現象が発生した。

　ひっくり返ったまま動かないカエルの巨きよ体たいの心臓あたりから、何やら赤い光が浮うき上がり、薄うす闇やみの中をふわふわと上じよう昇しようしていく。いままで、同じくらい強かったトゲバリホラアナグマを含ふくめて多くのモンスターを倒たおしてきたが、こんな現象を見たことはない。

「キリト、あれ……！」

　シノンの声に背中を押されるように、俺は二歩走ってから思い切りジャンプし、赤い光に手を伸ばした。しかし、指先が触ふれた途と端たん、光はしゃぼん玉のように弾はじけて消えてしまう。着地してから左手を見るが、掌てのひらには何もない。

　不意に、パーティーメンバー全員が青いリング状の光に包まれた。一いつ瞬しゆん、何かの罠わなだったかと焦あせったが、すぐに単なるレベルアップの演出だと気付く。どうやらカエルはちゃんと死んだらしい。目の前にレベルが16に上がったことを伝えるメッセージが浮うかんだが、俺はそれを急いで消すと上空を仰あおぎ見みた。

　薄うす闇やみの中でも目立つ白ワンピース姿のユイは、洞どう窟くつ入り口の真下にぶら下がっていた。華きや奢しやな左腕を、逆さまになった何者かが摑つかんでいる。そのプレイヤーの右足にはロープが結ばれ、それは洞どう窟くつ入り口で仁に王おう立だちになった別のプレイヤーに保持されている。

　宙ちゆう吊づりになったユイと未み詳しようの闖ちん入にゆう者しやは左右にゆっくり揺ゆれていて、かすかに聞こえるミシ、ミシッという音は──ロープが二人分の重さを支えきれずに千切れつつある音だ。

　洞どう窟くつ入り口に立つ大おお柄がらな男が、少しずつロープを引き上げ始めた。俺は慌あわててユイの真下へとダッシュしながら、上空に向けて叫さけんだ。

「おい、無理するな！」

　途と端たん、ロープを引く男の野太い声が降ってくる。

「地面まで下ろすにはロープの長さが足りねぇし、このままでも耐たい久きゆう度どがあと二十秒しか保たねぇ！」

　それに反応したのは、ユイの手を摑つかんでいるもう一人の男だった。

「ここまで来てそりゃねーよダンナ！　なんとか引き上げてくれぇ！」

　──なんか、どっちの声も聞き覚えがあるような。

　という既き視し感かんならぬ既き聴ちよう感かんを脇わきに押しやり、俺は両足で急ブレーキを掛かけた。真下で待っていてもユイと男を二人とも受け止めるのは無理だ。ならばクッションを用意するしかないが、ストレージに入っているハイエナの毛皮程度では、あの高さからの落下ダメージは吸収できないだろう。

　この場に存在する、クッションたり得るオブジェクトはたった一つ。振り向くと全速力で駆かけ戻もどり、リズベットたちに呼びかける。

「みんな、運ぶのを手伝ってくれ！」

　そう叫さけぶや俺が摑つかんだのは、地面に横たわるゴライアスラーナの右足だった。即そく座ざに全員が俺の意図を察したらしく、シノンが俺の前に入り、リズベットとリーファが左足に飛びつき、巨きよ大だいな死体を四人で引っ張り始める。

　クロもひと声吼ほえるとカエルの脇わき腹ばらに嚙かみ付ついて移動を助け、三人のネズミ人間たちまでがピッチフォークを放り投げて頭を押してくれた。いったん勢いがつくと、カエルの巨きよ体たいは予想以上のスピードで濡ぬれた岩いわ肌はだを滑すべっていく。全力で引っ張りつつ後方を見ると、ユイたちは洞どう窟くつまでの約十メートルを半分ほど上じよう昇しようしているが、ロープもまた目に見えて損そん耗もうが進んでいる。

　二人の真下までもう少し……というところで、ブツッ！　という無情な音が聞こえた。

「キリト、済まねぇ！　なんとかしてくれ！」

　と叫さけんだのは、ロープを引き上げようとしていた巨きよ漢かんだ。名前を呼ばれたことを不思議がっている暇ひまはない。

「おわああああ！」

　もう一人の男が、いささか情けない悲鳴を上げて落ちてくる。だが落下中にユイの体を引き寄せ、自分が下になるよう抱かかえたのはなかなかの男気だ。ならばこちらも応えなくてはなるまい。

「おりゃあああ！」

　と叫さけびながら最後のパワーを絞しぼり出す。眼前に【強きよう健けんスキルの熟練度が４に上じよう昇しようしました】というメッセージが浮うかび、カエルの死体がほんの少しだけ宙に浮ういた。水たまりに着水し、止まる。

　一秒後、男とユイが落下してきて、ゴライアスラーナの腹部に埋うまった。ゴムのような弾だん力りよくは死体になっても保たれていて、二人はぼよーんと一メートル以上も跳はね返かえってから再び落下し、静止した。

「パパ！」

　宙ちゆう吊づりになっている時も落下中でさえもまったく声を上げなかったユイが、両りよう腕うでを伸ばして飛びついてくる。俺は小さな体を受け止めると、金きん属ぞく鎧よろいで圧あつ迫ぱくしてしまわないよう加減しつつしっかりと抱だき締しめる。

「よく頑がん張ばったな。《バーチカル》の空中発動、見事だったよ」

　囁ささやきかけると、ゴライアスラーナとの戦せん闘とうが始まって以来初めてユイの声が揺ゆれた。

「……はい、私、頑がん張ばりました！」

　いままで戦せん闘とうをしたことがないユイにとって、フィールドボス戦の恐きよう怖ふや重圧は俺の想像を超こえるものだったはずだ。それは決して、ＡＩであるユイが学習によって模も倣ほうした擬ぎ似じ的てきな感情表現などではない。いまのユイはトップダウン型ＡＩの限界域を超こえ、真の感情を獲かく得とくしている……と俺は信じている。そうでなければ、どうして自分を犠ぎ牲せいにするような作戦を実行できようか。

　そんな感かん慨がいに打たれながら、繰くり返かえしユイの髪かみを撫なでていると。

「やれやれ、九十九死に一生だぜぇ……」

　怪あやしげなことわざを口にしながら、カエルの腹で大の字になっていた男が起き上がった。

　短めな茶色の髪かみを、あずき色のバンダナで逆立てている。その下の顔はやや面おも長ながで、顎あごにはちょぼちょぼした不ぶ精しよう髭ひげ。防具は革かわ製せい、左ひだり腰こしに曲刀。

　最初に声を聞いた時から、俺は心の中で「もしかして」と「いやまさか」を繰くり返かえしていたのだが、どうやら事実は「もしかして」のほうだったようだ。

「……クライン、こんなとこで何やってんだ？」

　とりあえずそう問いかけると、ＳＡＯ時代からの付き合いであるカタナ使いもとい曲刀使いは、両手を広げて抗こう弁べんした。

「おいおいそりゃねーぜキリの字！　おめーらが苦労してると思ってスタコラ駆かけつけてやったのによぉ！」

「そりゃ有あり難がたいけどさぁ」

　とリズベットが口を挟はさむ。

「どうしてあたしたちがここにいるって解わかったわけ？　誰だれもリアルで連れん絡らくなんかしてないでしょ？」

「そいつはオレから説明してやるよ」

　という声が上から降ってきて、俺たちは揃そろって顔を上げた。

　ドーム外がい壁へきに貼はり付つく斜しや路ろを慎しん重ちように下りてくるのは、堂々とした体たい軀くにスキンヘッドという強面こわもての男性プレイヤーだった。同じく古ふる馴な染じみの斧おの使つかい兼けん商人、エギル。だが背中にトレードマークの両手用大おお斧おのはなく、代わりにやや小こ振ぶりの──と言っても俺の剣よりずっと大きいが──両りよう刃ば斧おのを左ひだり腰こしに差している。防具はクラインと同じようなレザーアーマーだ。

「おっす、エギル」

　地面に着いた巨きよ漢かんと拳こぶしを軽くぶつけ合い、ついでにクラインとも同じ挨あい拶さつをしてから、俺は改めて訊たずねた。

「で……どうやってここまで来られたんだ？　二人とも、他のＡＬＯプレイヤーと同じく南の遺い跡せきスタートだろ？」

「ああ。しかも、オレもクラインも一日出で遅おくれてな。今日の夕方にようやくダイブしてみりゃ、とっくに猶ゆう予よ期間は終わってるわ、あたりのフィールドは狩かり尽つくされてるわでさ……なんとかクラインと合流して、おめぇのログハウスを目指そうと思ったら……」

「え、ログハウスの位置も解わからないだろ？」

「アスナが手描きのマップを送ってくれたんだよ」

「へえ、そうだったのか……」

　さすが元ＫｏＢの副団長様はまめだなあ……と感心していると。

「キリの字はどうせオレらのことなんか忘れてたんだろ」

　カエルの腹に座すわったままのクラインが、恨うらみがましい声を出した。まったくもってそのとおりだが、頷うなずくわけにもいかない。

「い……いや、そんなことはないぞ。ほら、クラインもエギルも平日は仕事だからさ……状じよう況きようが落ち着いたら連れん絡らくしようと……」

　途と端たん、エギルが腕うで組ぐみをしながら言う。

「ウチの店は今日休みだぞ」

　続けてクラインも、

「オレも、今日は午後半休取っちゃったもんね」

「ダイシーカフェは不定休だし、クラインが休み取ることまで解わかるわけないだろ！」

　そんな言い合いをしていると。

　マスケット銃じゆうの装そう塡てん作業をしていたシノンが、こほんと軽く咳せき払ばらいをした。

「早く先に進んでくれない？　私も色々やることがあるのよ」

「おう、悪い悪い」

　エギルが謝罪し、話題を引き戻す。

「で、最低限の装備を調ととのえて遺い跡せきから森へと旅立ったら、いきなりＰＫ三人組に襲おそわれてな。こっちは石武器で向こうは鉄武器、防具にも差があったからやばいかと思ったんだけどな」

「そこはオレとダンナの磨みがきあげられたコンビネーションでよォ、襲おそってくるＰＫ連中を右に左にバッサバッサと……」

　クラインの威い勢せいのいい台詞せりふを、エギルがドスの利いた声で遮さえぎる。

「おい、お前は後ろに隠かくれてばっかりだったじゃねぇか」

「しょーがねェだろ、オレ様の引ひき継つぎスキルは……」

　しかしそこでクラインは不自然に言葉を途と切ぎれさせた。熟練度マックスのカタナスキルを引ひき継ついだから曲刀には適用できなかった、みたいなことだろうかと想像しながらエギルに視線を移す。

「じゃあ、ＰＫは撃げき退たいできたんだな？」

「ああ……連中は急造のトリオだったみたいで、連れん携けいがまるでなってなかったからどうにかな。ただ、猶ゆう予よ期間が終わってるってことが意識から抜けてて、三人まとめて範はん囲いソードスキルでとどめ刺しちまったんだよな……」

　エギルが渋しぶい顔になる。心優やさしい巨きよ人じんを地でいく彼は、もしＰＫトリオが逃げようとしたら見み逃のがすつもりだったのだろう。近付いたリーファが、太い腕うでをぽんと叩たたく。

「気に病やむことないよ、エギルさん。ＰＫたちだって、自分たちが返かえり討うちに遭あう覚かく悟ごくらいあったはずだよ。あたしたちも昨日ＰＫ集団に襲おそわれたけど、キリト君は容よう赦しやなく全ぜん滅めつさせてたよ！」

「お……おいおい、俺が一人で全員倒たおしたわけじゃないぞ」

　慌あわてて注ちゆう釈しやくしてから、「それで？」と先を促うながす。ニヤリとしたエギルが、黒光りする革かわ鎧よろいを軽く叩たたく。

「ＰＫ連中がこのレザーアーマーと、都合よく鉄の斧と曲刀もドロップしてったから有あり難がたく使わせてもらって、地図を頼たよりにどうにかログハウスに辿たどり着ついたら、アスナにキリトたちが心配だから助けに行ってくれって頼たのまれてな」

「そうだったのか……」

　心の中で我わがパートナーに感謝してから、軽く首を傾かしげる。

「いや、でも、俺たちの移動ルートはアスナたちにも解わからないはずだろ？　エギルとクラインはどうやってこの洞どう窟くつに……？」

　改めて疑問を口にすると、エギルは再びニヤリと笑い、クラインに向けてあごをしゃくった。カタナ使い、ではなく曲刀使いはバンダナ越ごしに頭をがりがり搔かいてから、腹を括くくったように話し始めた。

「そこはまぁ、その、オレの引ひき継つぎスキルでだな……」

「は？　アンタの引ひき継つぎスキルってカタナでしょ？　どういう関係があるわけ？」

　リズベットが口にした疑問とまったく同じことを俺も考えたし、リーファもシノンも恐おそらくユイも考えただろう。全員の視線を一身に集めたクラインは、何とも表現しがたい表情を浮うかべて言った。

「カタナじゃねーの」

「はぁ？」

「オレ、《追つい跡せき》引ひき継ついだの」

「はあぁ!?」

　全員、声を揃そろえて叫さけぶ。

　ＡＬＯの追つい跡せきスキルは、プレイヤーやモンスターの足あし跡あとを浮うかび上がらせたり、任意の素材アイテムを見つけやすくしたりできる便利な代しろ物ものだが、修しゆ業ぎように大変な根気が必要なのでわざわざ鍛きたえているプレイヤーはそうそういない。しかしクラインは確か、カタナスキルの熟練度を最高の１０００まで上げていたはずなので、引ひき継つぎスキルがカタナではなかったからには、追つい跡せきスキルの熟練度もカンストしていたということに……。

「アンタ、どうしてそんなスキルの熟練度を……」

　呆あきれたように呟つぶやいたリズベットが、何かに気付いたように叫さけんだ。

「あっ、まさか、それで可愛かわいい女の子を追いかけたりしてたんじゃないでしょーね！」

「ちっ、ちげーよ！　オレはだなぁ、スクルドさんがくれた追いかけっこクエストをクリアするためにだなぁ……」

「…………は？」

　再び、エギルを除く全員の口からそんな声が漏もれる。

　スクルドというのは、アルヴヘイムの地下に広がるヨツンヘイムで出で遭あったＮＰＣの名前だ。北ほく欧おう神話の戦女神ワルキユーレを思わせる凜りんとした美人だったが、そう言えばクラインは別わかれ際ぎわに彼かの女じよから何やら受け取っていた記き憶おくがある。あれがクエストの開始アイテムで、それをクリアするために追つい跡せきスキルを熟練度マックスまで鍛きたえ上げた……ということだろうか。

「……それで、そのクエストはクリアできたのか？」

　俺の質問に、クラインは悲しみに満ちた顔を左右に振った。

「もうちょっとで終わりそうだったんだよ……。なのに、こんなことになっちまってさ……。スクルドさんは無事かなァ……」

　その追いかけっこクエストとやらをクリアできたら何がどうなるというのか……という疑問は吞のみ込んでおいて、俺は話を本線に引き戻した。

「つまり、クラインが引ひき継ついだ追つい跡せきスキルで俺たちを追いかけてきたってことか。でも、熟練度は１００まで下がったんだろ？　よくここまで追つい跡せきできたなぁ」

「あー、まぁな……。熟練度１００じゃ特定プレイヤーの足あし跡あとだけを選せん択たく的てきに追いかけるのは無理なんだけど、この平原に残ってる足あし跡あとはパーティーいっこぶんしかなかったからな。これがキリの字たちだろうと思って、ここまで追ってきたってワケよ」

「なるほどな……」

　ようやく納なつ得とくした俺は、改めてエギルとクラインに向けて頭を下げた。

「本当に助かった。エギルとクラインがキャッチしてくれなかったら、ユイはカエルと一いつ緒しよに墜つい落らくしてたよ」

「エギルさん、クラインさん、ありがとうございます！」

　ユイもぺこりと一礼すると、二人の好漢は揃そろって照れくさそうな笑えみを浮うかべた。

「戦せん闘とうに間に合えばなお良かったんだけどな」

　エギルがそう言うと、

「いやぁ、オレぁあの手のヌメってるモブが苦手だからよォ」

　とクラインが冗じよう談だんでもなさそうな顔で受けたので、俺は曲刀使いがあぐらをかいている代用クッションを指さした。

「それ、カエルの死体だけどな」

「へ？　……うりょわああああ!!」

　悲鳴を上げ、あぐらのまま器用に垂直ジャンプをするクラインを見て、シノンまでもが声に出して笑った。







　　　９




　シノンと共きよう闘とうしていた三人のネズミ人間は、《パッテル族》というユナイタル・リング世界の少数民族で、この境きよう界かい壁へき内部の洞どう窟くつにわずか百人ほどが住んでいるだけなのだという。

　シノンは洞どう窟くつで彼らと遭そう遇ぐうし、人族の言葉（つまり日本語）を話せる長老からパッテル族の歴史を聞かされたらしい。それによると、ずっとずっと昔はパッテル族もギヨル平原の北部に立派な都を築いていたのだが、恐おそろしい天変地異によって一夜にして滅ほろび、生き残った者たちも平原に跋ばつ扈こする巨きよ大だいな肉食恐きよう竜りゆうに追い立てられて、壁かべの中の洞どう窟くつで暮らすようになったのだそうだ。

　パッテル族には、壁かべを越こえた先、遥はるか東の地には肥ひ沃よくな森が広がっているという伝承があり、一部の若者たちはその森に移り住みたいと願っているのだが、壁かべの東側に出るためには獰どう猛もうな大ガエルが潜ひそむドームを通とおり抜けなくてはならない。かつて勇ゆう猛もうな戦士が何度もカエルに挑いどみ、ことごとく殺されてしまったことで、長老を含ふくむ年寄りのパッテル族は壁かべを越こえるという夢を捨ててしまった。だがシノンは、俺たちと合流するためにはどのみち壁かべの東側に抜けなくてはならないので、勇ゆう敢かんな──と言ってもパッテル族基準で、だが──若者三人と一いつ緒しよにカエルを倒たおそうとしたのだという。

　大ガエルことゴライアスラーナは聞いた話以上の強さで、頼たのみのマスケット銃じゆうも効果が薄うすく、さしものシノンも撤てつ退たいを考えた。そこに俺たち四人とクロが飛とび込んできて、どうにかカエルを倒たおせた……というのがことの顚てん末まつなのだとシノンは語った。

　ともあれこうして今夜の最大にして最終の目標である《シノンとの合流》というミッションはクリアできたし、おまけと言っては何だがクライン、エギルとも合流できたので、あとは来た道を引き返してログハウスに戻もどるだけだと思ったのだが、俺たちを待っていたのは予想外の展開だった。ゴライアスラーナ戦に参加した三人のみならず、実に二十人ものパッテル族が同行を望んだのだ。




「……ねえキリト、これって何かのクエストなわけ？」

　もはやパーティーとは呼べなくなってしまった大集団の先頭を歩く俺に、リズベットが囁ささやきかけてきた。

　少し考え、かぶりを振る。

「いや……違ちがうんじゃないかな……。さっきメニューのクエストタブを見たけど、何も書いてなかったし……」

「これ、森に着いたらそこでさよならってなると思う？」

「…………うんう」

「それ以前に、森まで全員無事に辿たどり着つけると思う？」

「…………うんう」

「その《うんう》って否定なの、肯こう定ていなの？」

「両方」

　はああーっと大きくため息をつくと、リズベットは隣となりを歩くリーファに言った。

「ちょっとリーファ、あんたのお兄さん大だい丈じよう夫ぶなの？」

「アハハ……お兄ちゃん、たまに幼児退行するから……」

　酷ひどい言われようだが、いまは抗こう弁べんする時間も惜おしい。パッテル族二十人が同行したいと言い出した時から、俺はずっとどうすれば全てが上手うまいこと収まるのか一心不乱に考え続けているのだ。

　リズの質問にはイエスともノーとも答えられなかったが、俺はパッテル族たちがログハウスのある森──彼らは《ゼルエテリオ大森林》と呼んでいた──で生き延びられるとは思えない。確かに水も食料も豊富だが、そのぶんモンスターも多く、とくにゴライアスラーナよりも強いであろうトゲバリホラアナグマに出くわしたら二十人が全ぜん滅めつしてしまいかねない。

　この世界のＮＰＣが死んだらどうなるのかはまだ未検証で、あるいは一定時間経過後に蘇そ生せいするのかもしれないが、だからと言って見捨てるわけにもいくまい。ピッチフォークだけで頑がん張ばってくれた三人がいなければゴライアスラーナは倒たおせず、こうしてシノンと合流することもできなかったはずだ。

　しかしいっぽうで、二十人のパッテル族を全員ログハウスに受け入れるのも難しい。面積的にはぎりぎり入れるかもしれないが、俺たちの人数も増えているので、横になって寝るスペースもないほどの過密状態になってしまう。どうすりゃいいのさ……と悩なやみながらちらりと後ろを見ると、シノンと並んで歩いているユイの姿が目に入った。

　再会できたのがよほど嬉うれしかったようで、シノンの左手をしっかり握にぎり、笑え顔がおで何やら話はなし込んでいる。そんなはずはないのだが、身長が少し大きくなったように感じられるのは、今日一日で剣士として目覚ましい成長を見せてくれたからか。当人は魔ま法ほう使つかい志望と言っていたが、アビリティは《才知》より《剛ごう力りき》か《俊しゆん敏びん》を取ったほうが良かったのではという気もする。そもそも、ゲーム開始から一日半が経たとうとしているのに、いまだに魔ま法ほうスキルの習得方法すら解わからないのだ。

　と、そこまで考えた時、俺はふとあることを思いついて急ぎリングメニューを出した。

　ストレージタブに移動し、中身を入手順にソートすると、一番上に見慣れないアイテム名が出現した。

　《火の魔ま晶しよう石せき》。

　なかなかワクワクさせてくれるその名前をタップし、プロパティ窓を引き出す。アイテム名と耐たい久きゆう度どの下には、短い説明文が表示されている。【火の魔ま力りよくが凝こり固かたまって生まれた結けつ晶しよう石せき。火ひ魔ま法ほうスキルを習得できる。すでに習得している場合は熟練度が少し上じよう昇しようする】──。

　きたあああ！

　と叫さけびたい気もしたが、神経質なパッテル族たちを仰ぎよう天てんさせてしまいそうなので我が慢まんする。ただでさえ、俺の前を歩くクロに多少怯おびえているようなのだ。

　火の魔ま晶しよう石せきが、いつ俺のストレージに入ったのかはもう明らかだ。ゴライアスラーナの死体から浮うき上がった赤い光……あれを摑つかんだ瞬しゆん間かん、直接ストレージに収納されたのだろう。

　トゲバリホラアナグマの死体からは光が出現せず、ゴライアスラーナの死体からは出た理由。それは、あのカエルが魔ま法ほうを使っていたから。つまり、この世界で魔ま法ほうスキルを習得するためには、その属性の魔ま法ほうを操あやつるモンスターを倒たおす必要があるわけだ。それが雑魚ざこモンスターでもいいのか、ある程度ボスっぽい奴やつでなくてはならないのかはまだ不明だが。

　出しっぱなしのプロパティ窓をさらにタップすると、ちりりんという音とともにＴｉｐｓ窓が開いた。

【このアイテムを使用するには、オブジェクト化してから口で嚙かみ砕くだく必要があります】

「…………」

　なかなかワイルドな使用法だが、モンスターの体から出てきたことを思えば納なつ得とくできなくもない。Ｔｉｐｓを消し、プロパティ窓下部のオブジェクト化ボタンを押す。

　実体化した魔ま晶しよう石せきは、キャッチした時のような実体なき光ではなく、直径一・五センチほどの透とう明めいな宝石だった。色は鮮あざやかな真しん紅くで、中心部に小さな炎ほのおが封ふうじ込められている。これを飴あめ玉だまのようにガリッとやれば火ひ魔ま法ほうスキルを習得できるはずだが、俺はもちろん自分の口には入れず、振り向くとユイに差し出した。

「ほら、ユイ。これ」

「……？　何でしょう？」

　首を傾かしげながら受け取ったユイは、魔ま晶しよう石せきをまじまじと見み詰つめてから破顔した。

「わあ、とっても綺き麗れいですね！　私にくれるんですか？」

「うん」

「ありがとうございます、パパ！　大切にしますね！」

「いや、そうじゃなくて……それ、食べてみ？」

「…………はい？」

　ユイのみならず、シノンやリズベット、リーファまで怪け訝げんな顔になる。一から事情を説明すべき場面だろうが、魔ま法ほうスキルをサプライズ・プレゼントしてやりたいという欲求に負けて、説明抜きで促うながす。

「食べてみれば解わかるから、ガリッとやってみ？」

「…………」

　ユイは、俺の言動を怪あやしむ時のアスナとまったく同じ表情を浮うかべたものの、素す直なおに宝石を頰ほお張ばった。頰ほおを膨ふくらませてしばしコロコロしてから、不ふ明めい瞭りような声で言う。

「パパ、なんの味もしません」

「ちょっとキリト、本当に大だい丈じよう夫ぶなんでしょうね」

　俺を睨にらむシノンに「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ」と請うけ合あってから、ユイに視線を戻もどす。

「ユイ、舐なめるんじゃなくて嚙かみ砕くだくんだ」

「……は、はい」

　覚かく悟ごを決めた顔で頷うなずいたユイは、右側の歯で魔ま晶しよう石せきを挟はさむと、目をつぶって勢いよく嚙かんだ。俺が予想していたガリッという音の代わりに、パキィィィンという高く澄すんだ音が響ひびき──。

　突とつ然ぜん、ユイの口から真っ赤な炎ほのおが噴ふき出した。

「ほわああああ！」

　悲鳴を上げるユイの半分くらいは俺も驚おどろいたが、ＨＰは減っていない。「火事火事火事！」とリズベットが叫さけび、ユイに水を飲ませようとしたが、その時にはもう火は消えていた。

「ちょっとお兄ちゃん！　悪戯いたずらにしちゃ度が過ぎてるよ！」

　拳こぶしを振り上げるリーファに、俺はぶんぶんかぶりを振ってみせた。

「ち、違ちがう違ちがう！　ユイ、習得メッセージ出ただろ!?」

「ほわあ……あ、出ました……。火ひ魔ま法ほうスキルを習得しました、って……えっ!?」

　両目を丸くしたユイが、目にも留まらぬスピードでリングメニューを開き、スキルタブに移動する。習得済みスキル一覧の最上部を叩たたき、開いた窓を一いち瞥べつするや──。

「わあ、《炎ほのおの矢》っていう魔ま法ほうを使えるみたいです！」

　はしゃいだ声を出すユイを、シノンたちが啞あ然ぜんとした顔で見み詰つめる。俺はにんまり笑うと、愛まな娘むすめを促うながした。

「さっそく使ってみろよ」

「はい！　この世界の魔ま法ほうは、ＡＬＯと違ちがってジェスチャー入力で発動するようです。ええと……」

　ウインドウから顔を上げたユイが、小さな両手を体の前で構える。

「まずこれが、火属性魔ま法ほうの基本ジェスチャーです」

　握にぎった左拳に、五指を揃そろえてぴんと伸ばした右手を斜ななめ上から当てる。すると両手に薄赤いオーラが宿る。

「次のジェスチャーで発動する魔ま法ほうを指定します」

　左手を開きながらまっすぐ前に突き出し、弓を引くモーションで右手を肩かたの上まで動かす。すると両手を繫つなぐように、赤い光のラインがうっすらと輝かがやく。ユイはさっと周囲を見回すと、左手を前方二十メートルほどの距きよ離りにある岩に向けた。

「そしてこれが発動のジェスチャーです。三つのジェスチャーの動作とテンポが正確なほど、魔ま法ほうの威い力りよくと命中精度が上じよう昇しようするようです」

　開かれていた両手を同時に強く握にぎる。左手の前に小さな魔ま法ほう陣じんが展開し、赤いラインが炎ほのおの矢に変化して、シュボッ！　という音とともに撃うち出される。わずかに山なりの軌き道どうを描えがいて飛んだ矢は、狙ねらい違たがわず岩に命中し、ささやかな爆ばく発はつを引き起こした。俺たちは「おおー」と感かん嘆たんの声を上げつつ拍はく手しゆする。パッテル族たちが怯おびえるかと思ったが、さすがにそこまで臆おく病びようではなかったようで、キイキイと何やら言いい交かわしている。

　ＡＬＯでマスタークラスのメイジたちが使っていた高位魔ま法ほうとは威い力りよくも派手さも比ぶべくもないが、それでもこの世界で、ゴライアスラーナの火球を除けば初めて見る魔ま法ほうは俺を大いに勇気づけてくれた。しかもどうやら魔ま法ほうスキルは反復使用だけでなく魔ま晶しよう石せきの摂せつ取しゆによっても熟練度を上げられるわけで、武器スキルよりも楽しめる部分が多そうだ。俺もいつかは魔ま法ほうを習得したいが、当面はユイの成長をサポートするべきだろう。

「ユイ、いまのでＭＰはどれくらい減ったんだ？」

「ええと、私の最大ＭＰが１５７で、15減りましたから一割弱ですね」

「ふむふむ……自然回復のスピードは？」

「《集中》アビリティがランク１の状態で、１ポイント回復するのに六・二秒かかっています。《炎ほのおの矢》一発ぶんのＭＰが回復するのに九十三秒かかる計算ですから、あまり連発はできませんね……」

　睫まつ毛げを伏ふせるユイの頭を、俺はぐりぐり撫なでた。

「しょんぼりする必要ないよ、自然回復だけなら大たい抵ていのゲームはそんなもんだと思うぞ。多分、すぐにＭＰ回復ポーションが手に入ったり、素材から調合できたりするようになるはずだ」

「だといいんですが……」

「そっちは俺が必ずなんとかするから、ユイは心配しなくていいさ。とりあえず、ＭＰがフル回復するたびにいまの魔ま法ほうを使って、スキル熟練度を上げていこう」

「はい！　頑がん張ばります！」

　やっと笑え顔がおになったユイを見て、リーファも元気よく言った。

「よーし、あたしも早く風かぜ魔ま法ほうスキル習得しよっと！　キリト君、風かぜ魔ま法ほうの石を手に入れたらあたしにちょうだいよね！」

「へいへい。風の石は食べると口から何が出るんだろうなー」

　純じゆん粋すいな疑問を投なげ掛かけただけなのに、リーファに装そう甲こうのない左脇を強めにどつかれ、俺は「うぐっ」と大げさに苦く悶もんした。途と端たん、エギルと一いつ緒しよに大パーティーのしんがりを守っているクラインのぼやき声が後方から飛んできた。

「あーあ、ユナリンでも結局こんな感じかよォー」




　ギヨル平原を東に戻もどる行程は、往路に比べると噓うそのように平へい穏おんだった。進むべき道が解わかっていることと、その先に楽しき我わが家やが待っていることの安心感ゆえか、風景を楽しむ余よ裕ゆうすらあった。

　相変わらずハイエナやコウモリがたびたび襲おそってきたが、戦力が遥はるかに増強されているので危なげなく撃げき退たいできたし、あの恐おそろしい氷ひよう嵐らんに再び襲おそわれることもなかった。最大の懸け念ねん事じ項こうだった水と食料も、ゴライアスラーナの解体で入手できた大量のカエル肉と、洞どう窟くつでしこたま汲くんできた湧水で充じゆう分ぶんにまかなえた──女性陣はカエルの炙あぶり肉にくにはあまりそそられない様子ではあったが。

　ラッキーだったのは、洞どう窟くつで水と食料のみならずかなりの量の鉄鉱石、銅鉱石を採取できたことだった。それらはストレージにカエル肉を詰つめ込むのを遠えん慮りよした女性陣と、小さいザックを背負っているパッテル族たちに持ってもらったが、拠きよ点てんで溶とかせば当面必要なインゴットは充じゆう分ぶんにまかなえるはずだ。

　時刻が二十二時三十分を回った頃ころ、俺たちはついにギヨル平原の再横断を果たし、ゼルエテリオ大森林のとば口に至った。あとはしばらく森の中を歩き、川を渡わたればログハウスに帰き還かんできる。

　前方に巨きよ大だいな木々が見えてきた途と端たん、二十人のパッテル族たちは飛とび跳はねたり抱だき合あったり、中には泣き出す者すらいた。彼らにしてみれば、ゼルエテリオ大森林は代々語かたり継つがれてきた《約束の地》なのだから大おお騒さわぎするのは当然かもしれないが、森も決して安全快適な理想郷というわけではない。

　ただ一人パッテル語スキルを習得しているシノンに、まだ気を緩ゆるめることなかれ、と伝えてもらってから森に踏ふみ込む。がらりと種類が変わるモンスターを倒たおしつつひたすら東に進むと、やがて前方にちらちらと揺ゆれる光が見えてくる。

「あっ、川だよ！　お家うちまであとちょっと！」

　歓かん声せいを上げたリーファが、勢いよく駆かけ出した。

「走るなって！　川の中にもモンスターが……」

　そう呼びかけながら、俺もクロと一いつ緒しよに追いかけようとしたのだが、いきなりリーファが急停止したので慌あわてて立ち止まる。

「おい、どうしたん……」

「お兄ちゃん、あれ!!」

　リーファが指さすほうを、俺も見上げる。途と端たん、心臓が縮こまるような感覚に襲おそわれる。

　川の対岸に立ち並ぶ木々の向こうの夜空が赤く燃えている。反射的にマップを出し、位置を確かめる。あの方角にあるのは……俺たちのログハウスだ。耳を澄すませると、炎ほのおが爆はぜる音に混じってかすかな金属音も聞こえる。夜風に含まれる焦こげ臭くさい匂においを嗅かいだクロが、「ぐるるる……」と低く唸うなる。

「アスナ……シリカ……アリス！」

　留守番しているはずの三人の名前を口走りながら、俺は無む我が夢む中ちゆうで走り始めた。リーファやリズベットたちもすぐ後ろをついてくる。

　大小の石に覆おおわれた河原を突っ切り、浅あさ瀬せになっている場所を選んで川を渡わたる。東岸の木立には、アインクラッドの断だん片ぺんが落下した痕こん跡せきである一直線の裸ら地ちが残っていて、ログハウスはそのすぐ先。

　ここまで来ると、木々の奥おくで燃もえ盛さかる炎ほのおがはっきりと見えた。金属音──剣けん戟げきの響ひびきも明めい瞭りように届いてくる。何者かに、恐おそらくは昨夜のモクリたちと同じようなＰＫ集団に襲しゆう撃げきされているとしか思えない。

　いますぐ駆かけつけたいが、二十人のパッテル族たちをどうするのか決めなくてはならない。彼らの防具は粗そ末まつな布の服、武器はピッチフォークや草くさ刈かり鎌がまといった半分道具のようなものばかりで、ゴライアスラーナ戦を見ても総合的ステータスはレベル２か３相当だろう。ソードスキルが飛とび交かう混戦に巻まき込まれたら死者が出てしまいかねない。

「シノン、パッテル族たちに、このあたりに隠かくれてるように言ってくれ！」

　頷うなずいたシノンが俺の言葉を伝えたが、パッテル族たちはほんの二秒ばかり話し合い、揃そろって首を左右に振った。くりくりと丸い黒目からは感情を読み取りにくいが、「ℵℵℵ！」という叫さけび声ごえには憤ふん慨がいの響ひびきが感じられる。

「……アタイたちも戦う、って言ってる」

　シノンの通訳に、思わず「アタイ？」と訊きき返してしまってから、委細はあとでいいと思い直す。不安は消えないが、言葉を尽つくして翻ほん意いさせるための時間がない。

「解わかった、ならせめて二十人しっかり固まって分散しないように伝えてくれ」

　頷うなずいたシノンが通訳するのを待ち、俺はリーファ、リズベット、クライン、エギル、そしてユイの顔を見た。

「襲しゆう撃げき者しやの正体も規模も解わからないけど、悠ゆう長ちように偵てい察さつしてたらアスナたちが危ない。突っ込んで敵の不意をついたら、そのまま臨機応変に戦うしかない」

「出たとこ勝負なら任せとけって！」

　クラインが革かわの胸当てをドンと叩たたく。お前さん、引ひき継つぎスキルは《追つい跡せき》だろ……などと指し摘てきするのは野や暮ぼというものだ。

　素す早ばやく頷うなずき合あい、俺たちは同時に走り始めた。

　河原から北東に延びる裸ら地ちを、フルスピードで突とつ進しんする。たちまち行く手に赤々とした炎ほのおが見えてくる。幸いなことに燃えているのはログハウスではなく、円形の敷しき地ちを囲むメグリマツの古こ樹じゆだ。ギヨル平原に旅立つ前に皆みなで築いた高さ三メートルの石いし壁かべと木製ゲートも健在。

　その石いし壁かべの上で、銀色の光が不規則に瞬またたく。剣けん戟げきの輝かがやき──幅はば三十センチしかない壁かべの上で、アスナたちと襲しゆう撃げき者しやが剣を交えているのだ。燃える木立の下では、十人、いや二十人以上ものプレイヤーと思おぼしき人ひと影かげが次々と石いし壁かべに飛びつき、よじ登っていく。メグリマツに火を放ったのは、照明の代わりにするためか。

　ギィン！　とひときわ激しい金属音が響ひびき、壁かべの上から襲しゆう撃げき者しやが一人地面に転がり落ちた。栗くり色いろの長い髪かみをなびかせたアスナが、素す早ばやく反転して壁かべを登ってきた別の襲しゆう撃げき者しやにレイピアを突き込む。少し離はなれた場所で、アリスとシリカも奮ふん闘とうしている。どうやら三人は、敵を壁かべの外に落とすことだけに専念しているらしい。

　アスナたちの意図は明らかだ。時じ間かん稼かせぎ──俺たちがシノンと一いつ緒しよに救きゆう援えんに来ると信じて、それまで敵の侵しん入にゆうだけは何が何でも防ごうと頑がん張ばり続つづけたのだ。

　メグリマツの燃え方からして、戦せん闘とうが始まったのは三十分以上も前だろう。襲しゆう撃げき者しやは地面で休めるが、狭せまい足場で戦い続けているアスナたちは、ＨＰはもちろん精神力も限界のはずだ。懸けん命めいに走りながらそう考えた矢先、アスナの背後に新手の敵が迫せまった。シリカもアリスも眼前の相手と戦せん闘とう中ちゆうで気付いていない。木々を包む炎ほのおが轟ごう音おんを発しているので、ここから叫さけんでもとても届くまい。

　それでも俺は、アスナに警告しようと胸いっぱいに空気を吸い込んだ。

　だが声を張り上げるよりも一いつ瞬しゆん早く、後ろで銃じゆう声せいが響ひびいた。

　アスナに忍しのび寄よろうとしていた敵が弾はじかれたように仰のけ反ぞり、数歩ふらついてから壁かべの内側に落ちた。シノンがマスケット銃じゆうで狙そ撃げきしたのだ。相変わらず見事な腕うでだが、中に落としたらゲートのかんぬきを開けられてしまう。

　という俺の危き惧ぐを、「クワァーッ！」という獰どう猛もうな雄お叫たけびが払ふつ拭しよくした。あれはアガーの声だ。石いし壁かべの中に落ちた敵は、アスナのペットであるナガハシオオアガマが処理しているらしい。

　マスケット銃じゆうの発射音は、メグリマツが爆はぜる音にカバーされて気付かれなかったようだ。俺はシノンに手て振ぶりで停止と再さい装そう塡てんを促うながすと、走るスピードを上げた。

　敵集団との距きよ離り、十メートル。

「クロ、ユイを守れ！」

「ガウッ！」

　頼たのもしい吠ほえ声ごえを聞くや、俺は右手の長剣を肩かたの上で構えた。

　昨日の戦せん闘とうでは、武器は石ナイフ一本、防具はパンツ一枚という格好だったのでＰＫ相手に大苦戦してしまったが今日はそうはいかない。剣がかすかに振しん動どうし、黄緑色の輝かがやきを帯びる。ソードスキルの発動を感じた刹せつ那な、フルパワーで地面を蹴ける。ソニック・リープ。

　ここでとうとう、襲しゆう撃げき者しやの一人が俺たちの接近に気付いた。

「おい、うし……」

　だがコンマ一秒後、その男の左肩を俺の剣が深々と切きり裂さいた。襲しゆう撃げき者しやたちは全員がレイドパーティーで連結されているのだろう、敵全員の頭上に赤いＨＰバーが表示される。

　俺が攻こう撃げきした男の防具は革かわ製せい、武器は鉄の片かた手て斧おの。ＡＬＯからの引ひき継つぎ武器なのかこの世界で入手したのかは不明だが、昨夜のモクリたちと同様にレベルは決して低くないはずだ。

　それでも、《剛ごう力りき》ランク５と《骨ほね砕くだき》ランク１の効果だろうか、俺の一いち撃げきは男のＨＰを八割以上も奪うばい去さった。地面に叩たたき付つけられ、反動で少し浮うき上がった男の左胸を、後ろから飛来したオレンジ色の火線が貫つらぬく。シノンの銃じゆう撃げき──ではなくユイの《炎ほのおの矢》だ。わずかに残っていたＨＰが吹ふき飛とび、男は再び地面に倒たおれる。リング状のカーソルが高速回転しながら巨きよ大だい化かし、ＨＰバーがあった箇か所しよに数字が刻まれる。【０００１：０１：４１：２６】。

　一日と一時間四十一分二十六秒。それが、この男がユナイタル・リング世界で生き延びられた時間だ。

　回転する数字が消えると同時に、カーソルの中心軸じくとなる鋭えい利りな紡ぼう錘すい形けいが真下に射出され、男の体を貫つらぬいた。魂たましいなきアバターは装備ごと無数のリングへとモーフィングし、それらはすぐに極ごく薄うすのリボンへと解ほどけて夜空へ上っていく。

　あたかもその現象がきっかけになったかのように。

「敵てき襲しゆう！　敵てき襲しゆう────！」

「後ろから来たぞ！　挟はさみ込んで潰つぶせ！」

　近くにいた盾たて持もちプレイヤーと、リーダー格らしい槍やり使つかいが立て続けに叫さけんだ。

　敵てき襲しゆう呼ばわりされるのは実に心外だが、言葉をやりとりする段階はとっくに過ぎ去っている。弧こを描えがく石いし壁かべの左右から、襲しゆう撃げき者しやたちが剣や槍やりを振りかざして押し寄せてくる。鉄武器持ちは半分ほどで、残りは石武器だ。鉄を生産できるなら全員分作ってから攻せめてくるだろうから、モクリたちのように引ひき継つぎ武器が重量制限に引っかからなかったか、どこかで買うか拾うか奪うばうかしたのだと思われる。

　だとしても、いったいどこでログハウスの情報を手に入れたのか。モクリたちと同じく川に沿って北上していて偶ぐう然ぜん見つけたという雰ふん囲い気きではない。確証はないが、ここに拠きよ点てんが築かれていることを知り、できる限りの準備をしてから攻せめ込んできたように感じられる。全ぜん滅めつしたモクリかその仲間が腹いせに情報を流した？　そんな一いち文もんにもならないようなことをする連中とは思えなかったが──。

　圧縮された時間の中、耳の奥おくにモクリの軽けい薄はくな声が甦よみがえった。

　──それが先生の教えなんすよ。相手のどこか一部分じゃなくて、全体を摑つかめ。そうすりゃ何を狙ねらってるか、何を嫌いやがってるか解わかるようになるってね。

　一対一の戦せん闘とうでいっとき俺を追い詰めたモクリが、確かにそう言っていた。先生……つまりモクリたちに対人戦の心得を指南をした何者かが、まだユナイタル・リング世界に生き残っている。この襲しゆう撃げきも先生とやらが裏で糸を引いているのだとしたら、二十人以上の敵が全員それなりにＰｖＰ馴なれしていると思わなくてはならない。

　問題は、先生の指導が一対一の斬きり合あいだけでなく、集団戦にまで及およんでいるのかどうかだ。いや、及およんでいると考えるべきだ。

　一秒に満たない時間でそこまで考えた俺は、仲間たちに指示した。

「森に飛とび込め！　奴やつらに連れん携けいさせるな！」

　だがエギルが即そく座ざに叫さけび返かえしてくる。

「無理だ、森の中は地面まで火が回ってるぞ！」

「…………！」

　息を詰つめながらさっと左右を見ると、メグリマツを焼く炎ほのおがすでに下生えにまで燃え移っていて、あんなところに飛とび込んだらあっという間に焼しよう死ししてしまう。

　ここで俺はやっと、襲しゆう撃げき者しやたちがログハウス周辺の森を燃やしたのは、照明の代わりにするためではなくゲリラ戦法を封ふうじるためだと悟さとった。その推測を裏付けるように、左右から押し寄せてくる敵集団は、最前面に大おお盾たて持もちのタンク二人、その左右に剣や斧装備のアタッカー、後方に長なが柄え武器を持ったデバッファーというお手本のようなフォーメーションを組んでいる。魔ま法ほう使つかいがいないらしいのが不幸中の幸いだが、それで状じよう況きようが好転するわけではまったくない。

　石いし壁かべの上では、まだアスナたちが奮戦を続けている。その姿を見上げた俺に、アスナが一いつ瞬しゆんだけ顔を向けてきて、ぶつかった視線が火花のように弾はじける。

　アスナにも一発逆転の秘策はないようだが、それでも俺たちの家を絶対に守るという意志はひしひしと伝わってきた。ログハウスに残った三人は、俺たちが救きゆう援えんに来ると信じて、壁かべを上ってくる敵をひたすら叩たたき落おとし続けたのだ。その頑がん張ばりに応えなくては。

　こちらのアドバンテージは、リズベットが作ってくれた高品質な鉄武器と、ユイが習得した火属性魔ま法ほう、二十人のパッテル族、そしてシノンの相棒ヘカートⅡ。この中で圧あつ倒とう的てき人数差をひっくり返せるほどのポテンシャルを持っているのはヘカートだけだと思われるが、シノンは専用の弾だん丸がんがあと六発しか残っていないと言っていた。急所に当たればドラゴンですら倒たおせる──実際にシノンは巨きよ大だいな恐きよう竜りゆうを倒たおしたらしい──であろうヘカートⅡだが、二十人を超こえるプレイヤーを撃げき退たいしようと思ったら恐おそらく六発では足りるまい。ユナイタル・リング世界でも最強クラスであろう火力をここで使い果たしてしまうわけにはいかない。

「おい、どうするよキリの字！」

　隣となりに立ったクラインが、細身のシミターを構えながら、さすがに焦あせりの感じられる声を響ひびかせた。

「一か八かでぶっ込むならついてくぜ！」

「ヤケを起こすのはまだ早いよ、何か逆転の手があるはずだ」

「そう言ってもよぉ、あそこまでガッチガチに固められたら正せい攻こう法ほうじゃ崩くずせねーぜ」

　クラインの言うとおり、敵集団は浮うき足あし立だつこともなく、盾たて持もちを真ん中に据すえてじりじり距きよ離りを詰つめてくる。こちらが焦あせってソードスキルを使ったら、それをタンクがしっかりガードしてからカウンター攻こう撃げきで一気に勝負を決めるつもりだろう。俺たちの陣じん容ようがアタッカー偏へん重ちようなのを最初から知っていると思えてくる攻せめ方かただ。

　河原まで撤てつ退たいするべきか。いや、そうすれば襲しゆう撃げき者しやはログハウスへの攻こう撃げきを続けるだけだ。敵のプレッシャーを感じたのか、後方でユイを守っているクロが「グルル……」と低く唸うなる。さらにその後ろで、ひとかたまりになっているパッテル族たちも不安そうな声を漏もらす。

　もし俺がとことん非情になれるリーダーなら、彼らを敵集団に突とつ撃げきさせて混乱状態を作り、その隙すきにタンクを排はい除じよするという作戦を立てるかもしれない。だがもちろんそんな真ま似ねはできない。彼らはゴライアスラーナという長年の仇きゆう敵てきを打だ倒とうし、約束の地たるゼルエテリオ大森林にやっと到とう着ちやくしたばかりなのだ。このエリアにだって恐おそろしいモンスターは棲せい息そくしているが、プレイヤー同士の争いに巻まき込んで死者を出させてしまうのは寝ね覚ざめが悪いどころの話ではない……

「…………あっ」

　俺は低く声を上げた。

　アドバンテージと言えるかどうかは微び妙みようだが、この森には巨きよ大だいな不確定要素がもう一つだけ存在する。それを呼び寄せることができれば、襲しゆう撃げき者しやたちも余よ裕ゆうを見せてはいられないだろう。

「クライン、エギル」

　俺は左右に陣じん取どる二人に小声で指示した。

「持ってるカエル肉を全部近くの火に投なげ込め」

　返事を待たずに素す早ばやくリングメニューを出し、ストレージにしこたま詰つめ込んであるゴライアスラーナの肉をオブジェクト化する。ウインドウ上に次々実体化する鮮せん紅こう色しよくの塊かたまりを摑つかんでは、左側で燃えさかる炎ほのおの中へぽいぽい投じる。

　俺に少し遅おくれただけで、クラインたちも同じ作業を始めた。この絶体絶命の状じよう況きようで、なんでこんな意味不明な真ま似ねを──と訊きいてこないところが長い付き合いの賜たま物ものだ。もっとも、この作戦が失敗したら俺の信用度もかなり下がるだろうが。

「……あいつら何やってんだ？　この状じよう況きようでゴミ整理か？」

　敵てき陣じんの一人がそんな疑問を口にすると、違ちがうプレイヤーが答えた。

「肉焼いてんぞ。オレらを食いもんで釣つろうってのかぁ？」

「まさかＮＰＣだと思われてんじゃねーだろうな」

　そんな言葉が飛とび交かうあいだにも、ゴライアスラーナの肉は炎ほのおの中でみるみる焼けていき、香こうばしい匂においが漂ただよい始はじめた。色合いこそちょっとピンクが鮮あざやかすぎるが、カエル肉はかなり高ランクの食材で、ただ炙あぶるだけでコショウとローズマリーを混ぜたような強い香かおりが立つ。

　だがもちろん、その匂においだけで襲しゆう撃げき者しやたちの戦意が失うせるはずもなかった。リーダー格の槍やり使つかいが、後方で冷静な声を響ひびかせる。

「……これ以上妙みような真ま似ねを始める前に片付けるぞ。プラン２だ！」

　その指示を受けて、集団が口々に「おう！」と叫さけぶ。

　だが、プラン２がいかなる作戦なのかを知ることはできなかった。森の奥おくから、巨きよ大だいな石いし臼うすを回すような音が届いてきたのだ。

「ゴルルルル……」

　──来た。

　地面が小刻みに震ふるえる。新たな戦せん慄りつが背中を冷やす。カエル肉のおかげで《不確定要素》を呼び寄せることには成功したようだが、これは諸もろ刃はの剣つるぎだ。

　二手に分かれている敵集団の左側が、目に見えて動どう揺ようした。

「おい、後ろから何か……」

「ゴルアアアアアッ！」

　雷らい鳴めいのような雄お叫たけびが轟とどろき、燃えさかるメグリマツが一本、根元からへし折れた。炎ほのおの中から飛び出してきたのは、前まえ脚あしを地面に着けていても頭までの高さが二メートルを超こえる巨きよ大だいな四し足そく獣じゆう。昨夜、俺たちを恐きよう怖ふのどん底に突き落とした森の支配者、トゲバリホラアナグマだ。カエル焼き肉の匂においで空腹を刺し激げきされたのか、太い牙きばの間からはだらだらと唾だ液えきが流れ、赤い目には餓うえた光が宿っている。

「うわあああっ！」

　悲鳴を上げた敵アタッカーが、鉄の剣を闇やみ雲くもに突き出した。しかしクマは恐おそれる様子もなく、巨きよ体たいにそぐわぬ俊しゆん敏びんさで飛びかかると、右手でアタッカーを無造作に薙なぎ払はらった。

「ぐあっ！」

　ぼろ切れの如ごとく吹ふき飛とばされたアタッカーは、ログハウスの石いし壁かべに嫌いやな音を立てて激げき突とつし、三メートルほども跳はね返かえって地面に転がった。カーソルの芯しんが射出され、分解したアバターが絡からみ合あうリボンとなって夜空に吸い込まれていく。

　重武装とは言えないが、それなりにまともな防具を着き込こんだプレイヤーを一いち撃げきで殺すとは、トゲバリホラアナグマのステータスは俺が思っていた以上に高い。さすがに魔ま法ほうは使わないだろうが、物理攻撃力だけならゴライアスラーナを確実に上回っている。

　昨夜、《屋根から丸太転がし作戦》で倒たおせたのは正しよう真しん正しよう銘めいのミラクルだったのだ……という認にん識しきを新たにしながら、俺はクライン、エギルと一いつ緒しよにじりじり後退した。

　仲間が瞬しゆん殺さつされるところを目もく撃げきした襲しゆう撃げき者しやたちが、パニックを起こして散り散りに逃にげ惑まどう展開を予想したのだが、しかしそうはならなかった。いち早く衝しよう撃げきから立ち直った槍やり使つかいが、明らかに引ひき継つぎ武器と思われる凝こったデザインの鉤付き長槍フオチヤードを掲かかげて、野太い声で大だい喝かつしたのだ。

「慌あわてるな！　Ａ隊Ｂ隊合流、対ボス陣じん形けい！」

　槍やり使つかいの髪かみは黒ずんだ赤、肌はだは赤しやく銅どう色いろ。ＡＬＯでは火妖精族サラマンダーだったに違ちがいない。顔に見覚えはないが、恐おそらくユージーン将軍の下で種族戦争に専従していた槍そう兵へい部隊の一員ではないだろうか。

　だとすれば、そんなコアプレイヤーまでをも動かす《先生》とはいったい何者なのか……。

　再びの疑問にとらわれる俺の視線の先で、二隊に分かれていた襲しゆう撃げき者しやたちは素す早ばやく合流し、巨きよ大だいなレイドパーティーを作った。タンク、アタッカー、デバッファーの並びは今回もお手本どおり。石いし壁かべの上でアスナたちと戦っていた三人までもが地面に飛び降り、フォーメーションに加わる。

「ゴルルオオオッ!!」

　再び吼ほえたトゲバリホラアナグマが、鉤かぎ爪づめで数回地面を搔かいてから、猛もう然ぜんと突とつ進しんした。ログハウスの壁かべすら破は壊かいしかけた体当たり攻こう撃げき──。

　ガシィィィン！　という衝しよう撃げき音おんが空気を震ふるわせた。四人のタンクが横一列に盾たてを連ね、クマの猛もう突とつ進しんを辛からくも受け止めたのだ。思わず「おお……」と声を漏もらしてしまう。

　だが感心してばかりもいられない。この混乱した状じよう況きようで、俺たちも最適な行動を選せん択たくしなくては。

「ちょっとキリト、どうするのよ！」

　リズベットに左腕を引っ張られながら、懸けん命めいに頭を回転させる。敵集団はこちらに横っ腹を見せているのでそこを攻せめたいところだが、無む闇やみに近付いて俺たちがクマにターゲットされては元も子もない。

　気は進まないが、このままトゲバリホラアナグマと襲しゆう撃げき者しやたちの戦せん闘とうを見守り、クマが勝つようならそれでよし、負けても敵プレイヤーたちは大損害をこうむっているだろうから囲んで殲せん滅めつする……。

　合理的かつ冷れい酷こくな方針を口にしようとした、その時だった。

「キリトさん」

　右側から呼びかけられ、俺はそちらを見た。いつの間にかエギルの背後に立っていたのは、石いし壁かべの上にいたはずのシリカだ。長時間の奮ふん闘とうをねぎらおうとした俺を、シリカはさっと右手で押しとどめた。

「キリトさん、あのでっかいクマ、あたしにテイムしてほしいって言ってたトゲバリホラアナグマですよね」

「あ……ああ、そうだけど、でもそれは将来的な希望で……」

「だとしても、いつかペットにしようと思ってるコを、いま見捨てるのは嫌いやなんです」

　真しん剣けんな表情でそう言ったシリカの頭上で、小しよう竜りゆうのピナも「きゅう……」と短く鳴いた。

　──あのクマが勝っても負けても、将来テイムに挑ちよう戦せんするのはリポップした別の個体だぞ。

　という言葉を俺は吞のみ込んだ。ＳＡＯ時代からずっとビーストテイマーを続けてきたシリカにとっては、理り屈くつで片付く問題ではないのだろう。いまここでトゲバリホラアナグマを捨て石にしたら、もし別個体のテイムに成功しても、真に心を通わせることはできない……その感覚は理解できるし尊重したい。

　俺はシリカのまっすぐな視線を受け止めてから、遠く離はなれた石いし壁かべの上に並んで立つアスナとアリスを見た。レイピアとロングソードを携たずさえ、長い髪かみをなびかせる二人は、まるで俺の決断を後あと押おしするかのように揃そろって頷うなずいてみせた。

「……解わかった。前面はクマに任せて、俺たちは後ろから攻せめよう」

　顔を戻もどしてそう告げると、シリカは「はい！」と頷うなずき、クラインが「そうこなくっちゃな！」と俺の背中を叩たたいた。

　前方では、トゲバリホラアナグマと襲しゆう撃げき者しやたちが激戦を繰くり広ひろげている。クマの主たる攻こう撃げき手段である両手の薙なぎ払はらいと突とつ進しんを四人の盾たて持もちが懸けん命めいに捌さばき、左右から剣けん使つかいが、後方から槍やり使つかいがダメージを与あたえる。急造レイドとは思えない統制の取れた連れん携けいだが、俺はまだクマと接せつ触しよくしていないので、どれほどＨＰが削けずれているのかは解わからない。こちらの参戦タイミングによっては元気いっぱい怒いかり絶頂なトゲバリホラアナグマの相手をすることになるが、その時はその時だ。

　仲間たちとアイコンタクトで意い思し疎そ通つうしてから、俺はゆっくり右手の剣を持ち上げ、クマが何度目かの突とつ進しん攻こう撃げきを開始した瞬しゆん間かんに勢いよく振り下ろした。

　俺とエギル、クラインが横一列に並んでダッシュ。狙ねらうのは敵てき陣じんの後列中央で指揮を執とっているリーダーの槍やり使つかい。まずエギルが両りよう手て斧おのの範はん囲い攻こう撃げきスキル《ワールウインド》を発動させ、リーダーを守っている二人を薙なぎ払はらう。

「うおっ……」

「来やがった！」

　打うち倒たおされつつも二人が口々に叫さけび、後列の敵全員がこちらを見た。さすがの反応速度で、技ぎ後ご硬こう直ちよく中ちゆうのエギルを別の二人が狙ねらう。

「させねぇよ！」

　クラインが片手曲刀の基本技《リーバー》を発動させ、俺も《バーチカル》で飛とび込んだ。完かん璧ぺきに同期した斬ざん撃げきが、敵二人を斬きり倒たおす。

　これで四人の敵が転倒タンブル状態に陥おちいったが、エギルに続いて俺とクラインも硬こう直ちよくを課せられる。敵リーダーがフォチャードを大きくテイクバックしながら叫さけぶ。

「ここで仕し掛かけるのは悪手だろキリトォ！」

　──どいつもこいつも、なんで俺を知ってるんだ。

　と心の中で毒づきながら、俺はフォチャードの鋭するどい刃やいばが青緑色の輝かがやきを帯びるのを睨にらんだ。両手用長なが槍やりの範はん囲い攻こう撃げきスキル、《ワールプール》だ。両りよう手て斧おのの《ワールウインド》より威い力りよくは低いが、眩惑デイズのデバフがついている。

　このタイミングで俺はようやく、敵リーダーのＨＰバーに記されている【Ｓｃｈｕｌｚ】という名前を視し認にんした。シュルツ……だろうか。見覚えはないが、モクリと同様に忘れられない名前になるだろう。

　《ワールプール》に三人まとめて薙なぎ払はらわれる、その寸前。

　後方で二種類の炸さく裂れつ音おんが轟とどろき、二条の火線がシュルツの胸むな元もとと右肩を直ちよく撃げきした。ユイの魔ま法ほうとシノンの銃じゆう弾だん。シュルツの範はん囲い技わざがファンブルし、ぐらりと仰のけ反ぞる。リズベットとシリカが飛とび込み、メイスとダガーの通常技で追い打ちを決め、地面に倒たおす。

　ここでやっと技ぎ後ご硬こう直ちよくから解放された俺は、体を限界まで前ぜん傾けいさせつつ剣を振り上げた。

　三さん連れん撃げき技わざ《シャープ・ネイル》を全ぜん弾だんヒットさせれば、恐おそらくシュルツのＨＰを削けずり切きれる。だが普ふ通つうに発動しても、地面に倒たおれている敵には斬ざん撃げきが届かない。そんな時は体を深く沈しずめて技わざを出すのだが、やりすぎるとイレギュラーな体勢と判定され、ソードスキルが発動しない。

　両足の爪つま先さきを地面に抉えぐり込むようにして体を支え、許容される限界の低さでモーションを入力。鉄の剣が高周波を発しながら赤く輝かがやく。

　地面を蹴ける瞬しゆん間かん、倒たおれたシュルツと目が合った。

　そこにあったのは、驚おどろき、悔くやしさ、そしてもう一つ別の何か。疑念……？　何に対して？

　ふと、いまさらのように話を聞きたいと思う。ログハウスがある場所を誰だれから聞いたのか。どうやってこれほどの大部隊を組織したのか。なぜ問答無用で攻こう撃げきしてきたのか。しかしもう遅おそい。発動したソードスキルを止めるわけにはいかない。
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　システムアシストとブーストによって、俺は五メートルの距きよ離りを一いつ瞬しゆんで跳とんだ。シュルツは無理に立ち上がろうとせず、仰あお向むけのままフォチャードを両手で掲かかげてガードしようとしたが、俺の斬ざん撃げきの軌き道どうを高く見積もりすぎた。地を這はうようなダッシュから放ったシャープ・ネイルの初しよ撃げきが、長なが槍やりの柄えを搔かい潜くぐってシュルツの首筋に吸い込まれた。

　跳はね返かえった剣は、慣性を無視して二撃目、三撃目を繰くり出す。空中に真しん紅くの爪つめ痕あとが刻まれ、血の色のダメージエフェクトと混ざり合う。シュルツのＨＰバーが急減し、呆あつ気けなく消える。

「キリト……お前、本当に……」

　そう囁ささやいたシュルツの体が、ＨＰバーから射出された紡ぼう錘すいに貫つらぬかれ、無数のリングに分解した。

　──本当に、何なんだよ！

　と叫さけびたかったが、奮ふん闘とうの果てにこの世界から永遠に去った男を送る言葉としては相応ふさわしくないと考えて我が慢まんする。それに、まだ戦いが終わったわけではない。

　体を起こし、周囲の敵プレイヤーたちを見回しつつ大呼する。

「お前たちのリーダーは死んだぞ！　逃げるなら追わない！」

　アンダーワールドのルーリッド村近くの洞どう窟くつでゴブリンの集団と戦った時は、これで残った敵は一目散に逃げ出したものだが、俺のすぐ近くにいたプレイヤーは一いつ瞬しゆん怪け訝げんな顔をしてから叫さけび返かえしてきた。

「うるせぇ！　いまさら逃げられっか！」

　ショートスピアを振り回しながら突っ込んでくるので、慌あわててガードする。まあそれもそうだろうと意識を切きり替かえ、渾こん身しんの力で押し戻してから《バーチカル》で吹ふき飛とばす。

　そこからはもう、統制も連れん携けいも存在しないカオス極きわまる混戦が繰くり広ひろげられた。

　敵の半分はトゲバリホラアナグマと戦っているので、そちらに近付かないよう気をつけつつもう半分をひたすら斬きり伏ふせていく。心強かったのはシノンのマスケット銃じゆうとユイの火ひ魔ま法ほうで、敵の誰だれかが一発逆転を狙ねらって繰くり出そうとする大おお技わざソードスキルをきっちり潰つぶしてくれるので目の前の相手だけに集中できる。もちろん敵も馬ば鹿かではないので、シノンとユイを無力化しようとする者もいたのだが、それはクロとパッテル族たちがしっかり防いでくれた。

　戦せん況きようを決定づけたのは、もうログハウスを狙ねらう者はいないと判断して壁かべの上から飛び降りてきたアスナとアリスで、長時間の防戦を強しいられたフラストレーションをぶつけるかのように暴れまくり、敵集団の後衛八人は五分とかからず戦場から消え去った。

　ふうっとひと息つき、アスナとアリスの奮ふん闘とうをねぎらうべく口を開く。

「二人ともお疲つかれ様さま、遅おそくなって悪かっ……」

「ゴガオオオオッ！」

　という、いままでとは音量も獰どう猛もうさも一段上の咆ほう哮こうが、俺の言葉を遮さえぎった。

　左を見ると、残る八人の敵プレイヤーの向こう側で、トゲバリホラアナグマが両りよう腕うでを大きく広げている。あのモーションは昨日も見た。次に繰くり出される攻こう撃げきは──。

「まずい……全員伏ふせろ!!」

　叫さけぶや否いなや、地面に体を投げ出す。仲間たちも半秒と遅おくれず追つい随ずいする。

　次の瞬しゆん間かん、クマの胸に浮うかぶ稲いな妻ずま模様が白く輝かがやいた。

　放射状に発射された無数の針が、敵八人を吞のみ込んだ。

　昨夜、引ひき継つぎ装備のプレートメイルを着たアリスですらＨＰを半減させられた、恐おそるべき範はん囲い攻こう撃げきの結果を見届けることはできなかった。頭の天てつ辺ぺんを流ながれ弾だまならぬ流れ針が掠かすめ、慌あわてて地面に顔を押しつけたからだ。

　周囲の土や木、岩に金属質の針が突き刺さる音が立て続けに響ひびく。この姿勢でもパーティーメンバーのＨＰだけは確かく認にんできるので、誰だれも死なないことを祈いのりつつ攻こう撃げきが終わるのを待つ。

　左後方で「いでっ！」という悲鳴が聞こえ、クラインのＨＰが大きく削けずれた。直後、エギルもダメージを受け、俺も左肩を貫つらぬかれる。地面にべったり伏ふせていても針が飛んでくるなら、この攻こう撃げきを回かい避ひする方法は地面に潜もぐるか空を飛ぶことくらいだ。バランス崩ほう壊かいしてるだろ……と言いたくなるが、レベル１でスタート地点から二十五キロも離はなれた場所に落ちてきてしまった俺たちが悪いと言えば悪い。そこは認めるから真面目にレベル上げをするチャンスをくれ、と必死に念じていると。

　ビシッ！　と俺の鼻先数センチに突き刺さったのを最後に、ようやく針の雨が途と絶だえた。

　恐おそる恐おそる顔を上げると、トゲバリホラアナグマは前まえ脚あしを地面に下ろして静止し、その前では八人の敵プレイヤーが固まって立っていた。タンク四人が並んで盾たてを掲かかげ、背後にアタッカー四人をかばっている。あの至近距きよ離りから発射された針はり攻こう撃げきを凌しのぎ切きるとは、敵ながら天あつ晴ぱれな判断力と防ぼう御ぎよ力りよく…………

　彼らの頭上に表示されているリングカーソルから、鋭えい利りな紡ぼう錘すいが真下に撃うち出された。八つのアバターが同時に分解され、無数のリボンとなって夜空に吸い込まれていった。

　リボンが消えると、黒い遺品袋がどさどさ降ってきて一箇所に積み上がったが、そんなものに気を取られている余よ裕ゆうはなかった。俺は腹ばいになったまま、「うっそ……」と呻うめいた。

　トゲバリホラアナグマが「ゴル……」と短く唸うなる。赤く光る両目が、俺たちをじろりと睨にらむ。明らかにこちらをターゲットしているが、逃げるべきか戦うべきか咄とつ嗟さに判断できない。

　針を一発食らったので、俺の視界にもクマのカーソルが表示されている。残りＨＰは六割と少し。襲しゆう撃げき者しやたちは大いに健けん闘とうしたと思うが、危き惧ぐしたとおりクマはまだまだ元気いっぱいだ。このメンバーで戦って勝てる可能性はゼロではないと思うが、誰だれも死なずに、となると確信は持てない。

　──いや、待てよ。確か、クマと戦うという話ではなく……。

　腹ばいになったままの俺やクライン、エギルの後方から、小こ柄がらな影かげが飛び出したのはその時だった。シリカだ。右肩にピナを乗せ、短たん剣けんも構えずに、トゲバリホラアナグマへと近付いていく。

「お、おい、シリカ！」

　慌あわてて起き上がりつつ呼びかけると、シリカはこちらに背を向けたまま抑おさえた声で言った。

「やらせてください！」

　やる、とはもちろん「殺やる」ではなく「テイムする」の意だろう。だが正直、戦って倒たおすより難しいのではないか。俺がセルリヤミヒョウのクロをテイムできたのも万に一つの奇き跡せきだと思うが、あの時は俺たちもクロも氷ひよう嵐らんに巻まき込まれて凍とう死し寸前で、その状じよう況きようが成功判定に影えい響きようした可能性は否定できない。

　いっぽう眼前のトゲバリホラアナグマは、長時間しつこく攻こう撃げきされたせいか憤ふん怒ぬのオーラに満ち満ちていて、それは襲しゆう撃げき者しや八人を即そく死しさせてもまったく収まる気配もない。状じよう況きようとしてはクロの時とまったく逆で、テイムスキルを引ひき継ついでいないシリカに手なずけられる相手とは残念ながら思えない。

　だが、シリカは臆おくする様子もなく、牙きばを剝むき出して唸うなるクマに近付いていく。その両手には、何やら大きな塊かたまりが握にぎられている。あれは……火の中でほどよく焼けたカエルの肉だ。

　そうと気付いた途と端たん、俺はやっと自分がすべきことを思いついた。

「クライン、エギル、森の中から肉を集めるんだ」

「お、おうさ」

「解わかった」

　視界の端はしにシリカの姿を捉とらえつつ、クマを刺し激げきしないよう身を屈かがめて動く。シュルツたちが放った火は、いつのまにかログハウス周辺のメグリマツを残らず燃もやし尽つくして、ほぼ鎮ちん火かしている。黒く焦こげた地面から、じゅうじゅう音を立てるカエル肉を拾ってはストレージに放ほうり込んでいく。

　かたやシリカは、唸うなり続つづけるトゲバリホラアナグマから二メートルのところまで近付くと、左手の肉にく塊かいをそっと投げた。

「ご飯だよ、クマさん」

　その言葉への反応は、

「グゴルアアアアアッ！」

　という怒ど号ごうだった。

　トゲバリホラアナグマが後うしろ脚あしで立ち上がり、ナイフの如ごとき鉤かぎ爪つめの生えた腕うでを振りかざす。直立すると三メートルを軽く超こえるクマと、仲間の中ではユイの次に小こ柄がらなシリカの体格差は絶望的なほどで、もちろんＶＲＭＭＯではアバターのサイズと戦闘力に相関関係はないのだが、それでも俺はクマの腕うでに薙なぎ払はらわれたシリカが襲しゆう撃げき者しやたちと同じように分解するシーンを幻げん視ししてしまった。

　だが。

　クマは、一度は振り上げた両りよう腕うでをゆっくり下ろすと、そのまま四足歩行状態に戻もどった。すぐ前に落ちているカエル肉の匂においをしばらく嗅かいでからガブッと咥くわえ、数回嚙かんだだけで丸まる吞のみにする。

「…………」

　俺は思わず肉を拾う手を止め、クマとシリカの様子に見入った。すでにシリカの視界には、円形のテイミングメーターが表示されているはずだ。シリカはタイミングを見計らって右手の肉も投げる。クマがすかさず齧かぶり付つく。

　両手が空からになったシリカがストレージを開くのを見て、俺は慌あわててエギルたちに小声で頼たのんだ。

「拾った肉を俺にトレードしてくれ」

　すぐに、エギルとクラインだけでなくリズやリーファ、アスナ、アリスからもトレード窓が飛んでくる。イエスボタンを連打して全て承しよう諾だくし、トレードの射程距離である二・五メートルまで忍しのび足あしでシリカに近付く。俺が飛ばしたトレード窓も即そく座ざに承しよう諾だくされ、これでカエル焼き肉は一つ残らずシリカのストレージに入ったことになる。

　あとはもう、俺たちにできるのは天に祈いのることだけだ。

　シリカは彼女にだけ見えるメーターに従い、次々とカエル肉を投げていった。クマもそれを飽あきる気配もなく囓かじり、吞のみ込む。シリカにトレードした肉は三十個以上もあったはずだが、このペースで与あたえていったら三分と待たずになくなってしまう。それまでにテイミングが成功しなければ、逃げるか戦うかを選ぶ必要に迫せまられる。

　俺はシリカの背後から、彼女のストレージ窓に表示される【ゴライアスラーナの炙あぶり肉にく】の残り個数を凝ぎよう視しした。十個が五個になり、三個になり、二個、一個……ゼロ。

　最後の焼き肉を投じたシリカが、張はり詰つめた声で囁ささやいた。

「メーター、さっきから九十九パーセントで止まってます」

「……わかった、拾ひろい損そこねた肉が一個くらいあるだろうから探してくる」

　俺はそう応じ、急ぎ森に戻もどろうとした。だがシリカはさっとかぶりを振った。

「いえ、同じ肉じゃ最後の一パーセントは上がらないと思います。この状態でテイムに挑ちよう戦せんします」

　いつの間にかシリカの左手には長いロープが用意されている。あれをトゲバリホラアナグマの首に掛かけ、縛しばることができればテイム成功だが、足りない一パーセントが成否を分けると思えてならない。

「待ってくれ、何か他の食い物が……」

　俺はストレージを開き、闇やみ雲くもにスクロールした。まだこの世界に来てから一日半しか経たっていないのに雑多な素材アイテムがごちゃごちゃ詰つめ込まれているが、食材はろくなものがない。ハイエナの肉、サンショウウオの尻尾しつぽ、コウモリの羽……どれもクマが満足する味だとは思えない。だいたいクマの好物って何だ。鮭さけ？　リンゴ？　タケノコ？　どれもこの世界では一度も見かけていない。

　九十九パーセントのまま縄なわを掛かけるしかないのか……と諦あきらめかけた、その時だった。

「シリカ、これを」

　いつの間にかすぐ後ろまで近付いてきたシノンが、そう言って拳こぶし大だいの青い壺つぼを差し出した。中身は見当もつかない。だがもう、俺たちとは違ちがう場所からスタートし、広大なギヨル平原を越こえてきたシノンを信じるしかない。

　壺つぼを受け取ったシリカは、躊ちゆう躇ちよなく右手を突っ込んで中身をすくい取った。出てきたのは、何やら白っぽい半固形の塊かたまり。柔やわらかいので投げるわけにもいかず、そのままクマに近付いていく。

「ほら、美味おいしいよ」

　そう囁ささやきながらシリカが差し出した右手を、トゲバリホラアナグマはじろりと睨にらんだ。

「ゴルゥ……」

　短く唸うなり、ふんふん匂においを嗅かぐ。だがそれ以上の反応を示す気配はない。シノンが掠かすれ声ごえで呟つぶやく。

「ナマの素材のままじゃだめなのかも……」

　それは考えられる。トゲバリホラアナグマは、フィールドボスとまでは言えずとも明らかな希少種モンスターであり、テイミングのための餌えさは加工品しか受け付けないのかもしれない。だがあの白い塊かたまりをどう加工すればいいのか。

　突とつ然ぜん、俺とシノンの間を小さな影かげが駆かけ抜けた。大きさからしてユイか、と思ったが違ちがう。茶色の毛皮をまとい、細長い尻尾しつぽを生やしたパッテル族の一人。自分を「アタイ」と称しようしていたリーダー格だ。

　さすがネズミ人間と思えるスピードでシリカに駆かけ寄よったパッテル族は、両手で抱かかえていた黄色い壺つぼをシリカの右手の上で傾かたむけた。粘ねん度どのある金色の液体がとろりと零こぼれ、白い塊かたまりを覆おおう。作業を終えると、再び猛もうスピードで後方に駆かけ戻もどっていく。

「………………？」

　俺とシノンは同時にぽかんと口を開けた。直後──。

　トゲバリホラアナグマが再びふんふん匂においを嗅かいでから、シリカの手に載のった名状しがたい物体をべろりと一ひと舐なめで消しよう滅めつさせた。

　刹せつ那な、シリカの左手が動いた。長いロープをクマの太い首に掛かけ、輪っかにすると、両手できゅっと結ぶ。トゲバリホラアナグマの巨きよ体たいがぴかっとフラッシュし──。

　真しん紅くに輝かがやいていたリングカーソルが、緑色に変わった。

　静せい寂じやくの中、シリカはその場にへなへなと座すわり込んだ。

「がうっ」

　短く吠ほえたクマが、巨きよ大だいな舌でシリカのほっぺたをべろべろ舐なめた。

　その様子を呆ぼう然ぜんと眺ながめていると、すぐ後ろで声がした。

「……成功した、のですか？」

　立っていたのはアリスだ。夜でも青さを失わないサファイア色の瞳ひとみには、まだ懐かい疑ぎ的てきな光が浮うかんでいる。俺だってすぐには信じられないが、クマのリングカーソルが赤から緑に変わったのは事実だ。

「成功した……んじゃないか？」

「正直、無理だと思っていましたよ。シリカだったら、西帝国の野生の飛ひ竜りゆうも手なずけられるかもしれませんね」

「いつかアンダーワールドに連れてって試ためしてみよう」

　そう答え、シノンに視線を移す。

「……で、あの白いの、何だったんだ？」

「バターよ」

「ば、バター!?　どこでそんなものを!?」

「オルニト族の子供がくれたの」

「…………そっすか……」

　小さく首を振り、後方で固まっているパッテル族たちを見やる。

「……で、あのネズミっ子がバターにかけたのは何だったんだ？」

「さあ……」

　肩かたをすくめるシノンに代わって答えたのは、アスナと手を繫つないだユイだった。

「あれは蜂はち蜜みつらしいです、パパ」

「は、蜂はち蜜みつ!?　どこでそんな……」

「パッテル族さんはずっとずっと昔、ギヨル平原で蜂はちを育てていたんだそうです。あの蜂はち蜜みつは、一族に何百年も受うけ継つがれてきた宝物なんだと言ってました」

「何百年モノのビンテージ蜂はち蜜みつってことか？　そんな貴重なものをどうして……？」

　もう一度パッテル族たちに目を向けつつそう呟つぶやくと、ユイも小さく首を傾かしげた。

「そこまでは訊ききませんでした。質問しましょうか？」

「それは訊きかないほうがいいと思うわ」

　俺が答える前に、アスナが微ほほ笑えみながらそう言った。

「キリトくんだって、誰だれかを助けた理由なんか訊きかれたら困っちゃうでしょ？」

「……まあ、そうかも……」

　──実際には誰だれかに助けられるばっかりだけどな、と思いながら頷うなずいた俺の右みぎ腰こしに、クロが頭を擦なすりつけて含ふくみ笑わらいにも似た鳴き声を上げた。

「でもま、そういうことなら、クマちゃんがテイムされたのも納なつ得とくだよね！」

　リーファの発言に、リズベットが怪け訝げんな顔をする。

「なんで納なつ得とくなの？」

「だってハチミツバターだよ！　そんなの抵てい抗こうできないでしょ！」

「そりゃお前だけ……」

　と突っ込もうとした俺の腹が、ぐううぅぅ～～と鳴った。エギルとクラインがガッハッハと遠えん慮りよのない声で笑い、女性陣もそれに続いた。




　結局、シュルツたちがなぜログハウスを攻こう撃げきしてきたのかを訊きく機会はなかった。

　だが、二度あることは三度あると思わねばならない。そして三度目はもっと大規模な攻こう撃げきになるだろう、というのが皆みなの共通見解だった。

　ゆえに俺たちは、シノン、エギル、クラインとの合流を喜ぶのもそこそこに、ログハウスの前庭で焚たき火びを囲みながら防ぼう御ぎよのための話し合いを始めた。

　高い石いし壁かべに囲まれた庭の南西の端はしでは、トゲバリホラアナグマのミーシャ（シリカ命名）が巨きよ体たいを横よこ倒だおしにして眠ねむり、意外に柔やわらかそうな腹部の毛皮に埋うまるようにしてクロとアガーも熟じゆく睡すいしている。壁かべの外で繰くり広ひろげられた激げき闘とうが噓うそのような微笑ほほえましい光景だが、万が一餌えさ不足でミーシャのテイムが解除されてしまったらその瞬しゆん間かんに地じ獄ごく絵図が復活してしまうので、会議が終わり次し第だいクマが好きそうなものを探しに行かなくてはならない。

　二十人のパッテル族たちは、ひとまずログハウスのリビングで休んでもらっている。しかしこのゲームではログアウトする前に俺たちも安全な場所で寝なくてはならないので、いずれはパッテル族たちのために新たな建物を作る必要があるだろう。相変わらずやるべきことが山積みだが、いまの課題は──。

「やっぱ、壁かべを強化するしかねーんじゃねーの？　高さも二倍くらいにしてさ」

　クラインが両手を広げてそう言うと、アリスも小さく頷うなずいた。

「先ほどの敵は、この壁かべを臆おくさず登ってきましたからね……落ちたら大きなダメージを受けるくらいの高さは必要でしょうね。それと、表面の凹おう凸とつも可能な限り平らにしたい」

　理想はセントラル・カセドラルの白はく亜あの壁かべ、と言わんがばかりの台詞せりふに思わず微ほほ笑えみそうになり、危あやうく堪こらえる。だが騎士様の鋭えい敏びんな感覚は誤ご魔ま化かせなかったようで、ジロリと睨にらまれてしまう。

「キリト、ずっと黙だまっていますが何か意見はないのですか？」

「悪い悪い、色々考えててさ」

　小さく頭を動かしてから、咳せき払ばらいして続ける。

「えっと……守りを固めるのに異論はないけど、その方向はいずれ限界が来ると思うんだよな。壁かべを高くしてもハシゴを掛かけられたらアウトだし、今後プレイヤーのレベルが上がってくれば遠えん隔かく攻こう撃げきの手段も増えるだろうし……」

「だったらどうやってここを守ろうってのよ？」

　リズベットのせっかちな問いに、俺はパッテル族たちの同行を受け入れた時から暖めていたアイデアを口にした。

「何度も襲おそわれるのは、プレイヤーハウスが一軒ぽつんと孤こ立りつしてるからだと思わないか？」

「はあ？　家を増やすつもり？」

「まあな。でも一軒や二軒じゃない。ここに町を作るんだ」

「………………」

　ユイを含ふくめた九人の仲間たちが、揃そろって啞あ然ぜんとした顔になる。

　最初に口を開いたのはアスナだった。

「キリトくん、建物をいっぱい作ってもそれだけじゃ町にはならないよ。住人がいないと」

「どうせパッテル族たちには家が必要だろ？　彼らの家が五、六軒もあればかなりそれっぽくなるんじゃないか？」

「パッテル族を盾たてにしようっての？」

　シノンの尖とがった声に、急いでかぶりを振る。

「違ちがう違ちがう、彼らもちゃんと守るよ。ただ、プレイヤーがここを襲おそいにくくするって意味じゃ利用することにはなるかもしれないけど……」

　難しい表情になる仲間たちを、ぐるりと見回しながら俺は説明を続けた。

「ギヨル平原を半分渡わたってみて思ったけど、この場所は資源的な意味で相当恵めぐまれてる。家を建てるのに必要な石と木がほとんど無む尽じん蔵ぞうにあるんだからな。鉄鉱石が最大の懸けん案あんだったけど、シリカがトゲバリホラアナグマをテイムしてくれたからそれも解決できるはずだ」

　そこまで話したところで、リーファが割わり込んでくる。

「え……クマってリポップしないの？」

「倒たおされたらするけど、テイムされた場合はしないと思う。だってもしするなら、あの強さのＭｏｂを無限にペットにできるんだぜ。十匹集めてクマ軍団を作ったらもうやりたい放題だよ」

「あたしはもう二度と挑ちよう戦せんしたくないですけどね」

　シリカがぶるっと体を震ふるわせると、頭上で眠ねむっていたピナが片目を開け、まったくだと言うかのように「きゅう」と鳴いた。和なごやかな笑いが生まれ、収まる。

「まあ、リポップの件はあとで巣穴を確かく認にんしに行くとして……ともかく、建物を増やすことはそんなに苦労しないと思うんだ。ただ、パッテル族だけじゃ町を作るには住人が足りないから、いずれ他のＮＰＣをスカウトにいかないとだけどな」

「バシン族さんたちが引ひっ越こしてきてくれれば心強いですね！」

　ユイがそう言うと、リズベットが深々と頷うなずいた。ＮＰＣを引ひっ越こしさせるなどという真ま似ねは、他のＶＲＭＭＯでは絶対に不可能だが、この世界でなら交こう渉しよう次し第だいでできそうな気がしてくる。バシン族も頼たのもしいが、できればシノンがギヨル平原の西部で出で遭あった鳥人間ことオルニト族に移住してきてほしい。マスケット銃じゆうを操あやつるという彼らが参加してくれれば、町の守りは何倍も固くなる……。

「でもよ、キリト」

　突とつ然ぜんエギルに名前を呼ばれ、俺は体ごと向き直った。

「お前さんも、クリアするつもりでこのゲームやってんだろ？　昨日、システムアナウンスが言ってたっつう《極光の指し示す地》とやらを目指すなら、いずれこの森から移動することになるんじゃねえか？」

　恥はずかしながら、そう指し摘てきされるまでアナウンスのことを忘れていた俺は、二度ほど瞬まばたきしてから小刻みに頷うなずいた。

「ま、まあ……確かにそうだな。でも遠出する時に、安全な拠きよ点てんがあるのとないのじゃ大おお違ちがいだよ。とくに俺たちは、どえらく重い引ひき継つぎ装備を抱かかえてるわけで……自分のストレージに入れっぱなしじゃ容量をしこたま圧あつ迫ぱくするし、ホームストレージに保管しとくなら思いつく限りの手段で守りを固めないと……」

　途と端たん、仲間たちが揃そろって真しん剣けんな顔になる。シノンのヘカートⅡがその最たるものだろうが、引ひき継つぎ武器と防具は誰だれにとっても思い入れのある相棒なのだ。我わが愛剣ブラークヴェルトは残念ながら皆みなの鉄武器のいしずえとなってしまったが、もう一本のエクスキャリバーは絶対に守まもり抜かなくてはならないし、その思いは全員同じはずだ。

「町を作るというキリトの考え、私は基本的に賛成します。皆みなは？」

　アリスがそう宣言すると、他の面々も口々に「賛成」と繰くり返かえした。軽く首しゆ肯こうしてから、再び俺を見る。

「……ですが、設計から始めるとなると大変な仕事になりますよ。一週間、いえ一ひと月つきかかってもおかしくないのでは？　それまでに三回目の襲しゆう撃げきがあったらどうするのです？」

「いいや！」

　俺は勢いよく立ち上がるや、鉄の籠こ手てを嵌はめた右手をガシャリと音高く握にぎり締しめた。

「一週間もかけてられない！　いま二十三時だから、えーと、三時までの四時間で町の原形を作る！」

　そう言い切ると、アリスは「はあ!?　四時間!?」と叫さけび、アスナは「今日も寝ね不ぶ足そく確定だね」と苦く笑しようし、ユイが「頑がん張ばりましょう！」と皆みなを励はげました。
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　明くる九月二十九日火曜日、午後一時三十五分。

　俺は西せい武ぶ新しん宿じゆく線せんの急行電車に揺ゆられながら、襲おそってくる睡すい魔まと戦っていた。

　どうせならこの時間を有効利用して睡すい眠みん不足を少しでも解消したい、つまり爆ばく睡すいしてしまいたいのだが、それははばかられる。なぜなら隣となりに、謎なぞの転校生・帆ほ坂さか朋ともこと《鼠ねずみ》のアルゴが座すわっているからだ。眠ねむりこけて彼女の肩かたに寄より掛かかり、ヨダレでも垂らそうものなら今後何年もからかわれること必定である。

　それゆえに、勝手に塞ふさがろうとする瞼まぶたを必死に持ち上げようとしていると、笑いを含ふくんだ声が聞こえた。

「眠ねむそうだナ、キー坊ぼう。目薬差してやろうカ？」

「い……いや結構。つうか、なんでお前はひとに目薬を差したがるんだ」

「誰だれでもってワケじゃないサ」

「さいですか……。──ていうかそもそも、なんでついてくるんだよ」

「アー、その言い方はひどいナー。サボらずに学校を抜け出すウラワザを指南してやったのはオレっちだゾ？」

「む……」

　それを言われると邪じや険けんにはできない。

　平日の午後三時に銀ぎん座ざ、という高校生には無理難題もいいところな呼び出しに応じるべく、俺は今日の五時間目と六時間目の授業を不本意ながらサボるつもりでいた。だが始業前に顔を見せたアルゴに何気なくその話をしたところ、《応募前職場見学》なる申しん請せいを学校に出せば正当に午後の授業を休めると教えてくれたのだ。

　もちろん申しん請せい書しよに見学先企き業ぎようの電でん子し認にん証しようが必要なのだが、それは俺を呼び出した男にでっち上げさせた。申しん請せいは無事に受理され、無断欠席者の烙らく印いんを押されることは回かい避ひできたのだが、授業に出席できないことに変わりはない。

　これでろくでもない用事だったら高いケーキを人体の限界まで食いまくってやるぞ、と決意していると。

「ソレより、昨夜は大変だったんだッテ？　デカいレイドに拠きよ点てんを攻せめられたんだロ？」

　いきなりアルゴにそう訊きかれ、俺は一秒黙だまり込んでから問い返した。

「………………何で知ってるんだよ」

「レイドに参加したプレイヤーがＳＮＳで事細かに呟つぶやきまくってんだヨ。いちおう鍵かぎアカだったけど、このアルゴ様にそんなの関係ないからナ」

「マジか……」

　と呻うめいたのはアルゴ様の情報収集能力に対してではなく、「呟つぶやきまくってる」に対してだ。ユナイタル・リング世界に生き残っている元ＡＬＯプレイヤー全員が、俺たちの拠きよ点てんのことを知る日もそう遠くあるまい。

　ため息を吞のみ込み、改めてアルゴの質問に答える。

「そりゃもう大変だったよ。あいつら、最初から拠きよ点てんを落とすつもりで攻せめてきてたからな……。魔ま法ほうを使われなかったからギリギリどうにかなったけど、二、三人メイジがいたら負けてただろうな」

　そこまで言ってから、自分の言葉にふと首を傾かしげる。

「そうだよ……あれだけ人数を集めてたのに、どうしてメイジがいなかったんだ？　魔ま法ほうスキルを引ひき継ついだ連中だって、スタート地点には山ほどいるだろうに……」

「魔ま法ほうスキルは、引ひき継ついだだけじゃ使えないんダ」

「え？　そうなの？」

「スキル自体は習得済みリストの中に存在してるんだケド、封ふう印いん状態になっててアンロックするのに《魔ま晶しよう石せき》ってアイテムが必要なんだヨ。それが解わかってから、スタート地点のスティス遺い跡せきの周辺じゃあ魔ま晶しよう石せきを落とすモンスター探しで大おお騒さわぎだヨ」

「……へ、へえー」

　とぎこちない返事をしてしまってから、急いで言葉を続ける。

「でも、その仕様だと魔ま法ほう職しよくの連中が辛つらすぎないか？　実質、引ひき継つぎスキルなしで始めるようなもんだろ？」

「オレっちもそう思うけどナー、たぶん制限を掛かけないと、今度は魔ま法ほうスキルが強力すぎるんだろうナ。だって強制コンバートから猶ゆう予よ期間終しゆう了りようまでの四時間は、熟練度１０００クラスの最上位魔ま法ほうが使い放題になるわけだロ？　強ツヨＭｏｂモブを狩かりまくってパワーレベリングしたり、他のプレイヤーを殺しまくったりし放題だヨ」

「あー……まあ、そうか……」

　実際にはＭＰ回復が追いつかないはずなので最初から魔ま法ほう撃うち放ほう題だいにはならないだろうが、それもレベルを上げることで解決できる。アルゴの言うとおり、制限しなければいまごろユナイタル・リングはメイジ無む双そうゲームになっていた可能性は高い……のだが、引ひき継つぎスキルの熟練度が１００に下がってからも魔ま晶しよう石せきを食べなくてはアンロックできないとは少し厳しすぎると思わざるを得ない。

　急行電車が上かみ石神井しやくじい駅えきに到とう着ちやくし、わずかな数の客を乗降させて再び動き出した。車内は朝夕のラッシュアワーからは想像もつかないほど空いていて、正面の窓から差し込む午後の日差しが床ゆかに格こう子し模様を描えがき出している。ロングシートにのんびり身を委ねていると、再び眠ねむ気けが襲おそってくる。

　結局昨日、ではなく今朝も午前五時まで粘ねばってしまった。《四時間で町を作る宣言》を達成するべく頑がん張ばったのだが、井い戸どの素材を全て集めるのに一時間、畑で育てるための植物を探すのにも一時間かかり、そのぶん予定が押したのだ。

　しかし仲間全員で頑がん張ばった甲か斐いあって、どうにか町──あくまでゲーム世界の感覚でだが──と呼んでも差さし支つかえないだけのものを築くことができた。

　ログハウスを囲む直径十五メートルの石いし壁かべの外側に広がる森を切り開き（大きい木の大部分は襲しゆう撃げき者しやが燃やしてしまったので作業自体は楽だった）、もう一つ円形の壁かべを築いて、内部を東西南北四つのエリアに分ぶん割かつした。東エリアがパッテル族たちの居住地、西エリアは将来的な他種族ＮＰＣの居住地、南エリアが商業地域、北エリアには畑とペットたちの厩きゆう舎しや。西エリアはいまのところ石の土台だけで、南エリアも営業を開始できた商店はまだ一軒もないものの、見た目はかなり町らしくなったと思う。真円四分ぶん割かつ構造がアンダーワールドの首都セントリアとほぼ同じであることは、アリスに指し摘てきされるまで気付かなかった。もちろん我わが町は直径が六十メートルほどしかないので、面積は北セントリアの街区ひとつぶんにも満たないのだが。

　それでも、当初想定していたよりずっと本格的な町を一夜で完成させることができたのは、シリカの新たな相棒ミーシャのおかげと言っていい。アスナが裁さい縫ほうスキルと木工スキルで作った《大おお型がた獣じゆう用ようの荷運び袋》を装備したミーシャは、底無しと思えるほどの運うん搬ぱん重量を発揮して大量の石材と丸太を運んでくれたのだ。もちろんペットを働かせれば働かせるほどＳＰバーの減りも激しくなるので、餌えさの安定的な確保が課題だったのだが、これもアスナが作ってくれた投と網あみを南の川で使ったところ、最初はボウズだったものの投と網あみスキルの熟練度が上がるにつれ大きな魚をそこそこ捕ほ獲かくできるようになった。焼いた魚はアガーとクロも喜んで食べてくれたので、ペットのご飯問題はひとまず解決できたと言えよう。

　あとは、いずれまた襲しゆう撃げきしてくるであろうプレイヤーたちに、《町を襲おそって破は壊かいすること》への忌き避ひ感かんが生まれるかどうかだ。俺ならそんな真ま似ねは絶対したくないが、プレイヤーによっては逆に燃えるという者もいるだろうから、こればかりは結果を見るまで解わからない。あるいはこうして電車に揺ゆられているあいだにも、町に新たな襲しゆう撃げき者しやたちが忍しのび寄よっているかもしれないのだ。

　──やっぱり問題は《先生》だよな……。

　シート端の手すり棒に頭を預け、一連の襲しゆう撃げきの裏に潜ひそんでいる──かもしれない正体不明のプレイヤーについて思いを馳はせる。ＰｖＰの、もといＰＫの指南役と聞くとどうしてもアインクラッドで暗あん躍やくした殺人ギルド《ラフィン・コフィン》とそのリーダー《ＰｏＨ》の影かげがちらついてしまうが、アンダーワールドでフラクトライトに不可逆的損傷を負ったはずのあの男がいまさらユナイタル・リングに現れて《遊びのＰＫ》に首を突っ込むとは考えにくい。それに、「部分ではなく全体を摑つかめ」などという精神論的指導もＰｏＨのスタイルではない。舌先三寸で丸まるめ込み、毒入りの水を飲ませるのがあいつのやり方だ。

　とすれば、先生とはいったい……。

「なあアルゴ」

　呼びかけると、いつの間にか俺の左肩に頭を預けてうとうとしていたアルゴが「ンアッ？」と顔を上げた。

「な……なんダ？」

「お前が見たっていう鍵かぎアカウント、俺たちの拠きよ点てんに攻せめ込んだ理由については何か触ふれてたか？」

「ンー？　理由ねえ……ツレのサラマンダーに誘さそわれたから、くらいのことしか書いてなかっが気がするナー」

「ふむ……」

　そのサラマンダーとは間ま違ちがいなくシュルツのことだろう。とすると、《先生》と接せつ触しよくしたのは彼一人だけなのかもしれない。

　──キリト……お前、本当に……。

　永久退場する間ま際ぎわ、シュルツはそう言い残した。本当に、の先は一晩経たったいまもまったく見当がつかない。もちろんシュルツは本当に死んだわけではないのだから、現実世界で伝つ手てを辿たどって接せつ触しよくし、話を聞くことも可能ではあるのだろうが……。

「なあアルゴ」

「オイ、そろそろ情報料を取るゾ」

「銀ぎん座ざで高いケーキおごってやるから。で……お前、ＡＬＯプレイヤーで《先生》ってあだ名の奴やつに心当たりはないか？」

「あるヨ」

　まさか即そく答とうされるとは思っていなかったので、思わず巻き毛の下の顔を覗のぞき込んでしまう。

「ま、マジで？」

「ああ。《ブラッキー先生》ってヤツだけどナ」

「…………」

　ふすーっと鼻から息を漏もらす。そのあだ名のプレイヤーには俺も心当たりがあるが、問題の人物でないことは確実だ。

「そいつのことは忘れろ。他には？」

「ンー……」

　しばし唸うなってから、ゆっくり首を横に振る。

「いや、思い当たらないナ。ユナリンにコンバートさせられたＡＬＯプレイヤーたちにはもういくつかチームみたいなもんができてるらしいカラ、そのどれかのリーダーかもしれないケド、調べてみないと解わからんナー」

「チーム？　ギルドみたいなもんか？」

「それよりはもうちょっと緩い、情報交換メインの集団みたいだけどナ。名前も適当だゾ……《絶対生き残り隊》だの《アナウンスちゃんファンクラブ》だの《雑草を喰くらう者ども》だの《仮想研究会》だの……」

「確かにユルいチーム名だなあ。……まあ、いちおうそいつらのリーダーを調べてみてくれよ」

「ケーキ一個じゃワリに合わないゾ」

　口を尖とがらせるアルゴの、ヒゲペイントのないすべすべした頰ほおを眺ながめながら、更さらに質問を重ねる。

「つうかアルゴ、お前昨日のミーティングで、まだユナイタル・リングにはログインしてないって言ってたよな？　そのわりにはゲーム内の事情に詳くわしすぎないか？」

「ネットにばらまかれる情報を丁てい寧ねいに拾ってりゃ大たい概がいのことは解わかるもんだゾ。自分の足で調べまわるしかなかったＳＡＯ時代に比べりゃ、楽すぎて太っちまうヨ」

　などとうそぶくが、パーカーとセーラー服に包まれた胴どう回まわりはそれこそＳＡＯ時代と変わらずほっそりしていて、思わず「どこがだよ」と言いながら腹筋を右手でぐりぐりしたくなるがこいつはもう性別不詳の《鼠ねずみ》ではなく一学年上の女子高校生なのだと言い聞かせて我が慢まんする。

「……でもマア、そろそろログインしてみようかとは思ってるけどナ。キー坊ぼう、スタート地点からそっちの拠きよ点てんまで護衛してくれるよナ？」

「まあ……俺もいちどスティス遺い跡せきとやらを見ておきたいから、別にいいけどさ……」

「よし、じゃあ今夜ナ！」

　これは、今日の冒ぼう険けんも長くなりそうだ……と思いながら俺はドアの上のインフォメーションパネルを見上げた。電車はちょうど鷺さぎノの宮みや駅えきを発車したところだった。




　高たか田だの馬ば場ば駅えきで降りて地下鉄を乗のり継つぎ、やっと辿たどり着ついた銀ぎん座ざの地は、平日にもかかわらず多くの人で賑にぎわっていた。やはり着き飾かざったご婦人方や外国からの観光客が目立ち、高校の制服を着た俺たちはいささか場ば違ちがいだが気き後おくれしてもいられない。

　ハイブランドの旗き艦かん店てんひしめく中央通りをずんがずんがと南に歩き、七丁目交差点の角にある特とく徴ちよう的てきな赤い建物に入る。指定された店はここの三階だ。エレベータを降りると、かすかなクラシック音楽とともに《高級》の二文字を希き釈しやくしたような空気が押し寄せてくるが、心シン意イパワーで押し戻して店に突とつ入にゆうする。

「いらっしゃいませ。お二人様でしょうか？」

　と慇いん懃ぎんに頭を下げるウェイターさんに、待ち合わせです、と答えて俺は広い喫きつ茶さ店てん内を見み渡わたした。

　すぐに、奥おくまった窓まど際ぎわの席から無ぶ遠えん慮りよな大声が俺を呼んだ。

「おーいキリトくん、こっちこっち！」

　わざとやってんのか!?　と心の中で突っ込みながらフロアを横切り、声の発生源へ急ぐ。

　まだ三時五分前なのに、テーブルの上のフルーツサンドを早くも半分消しよう滅めつさせているのは、ダークブラウンのスーツに派手めなレジメンタルタイを締しめた黒くろ縁ぶちメガネの男だった。

　最初に会った時は総務省の役人、次の時は自衛隊の二等陸佐、そしていまは何をしているのか解わからない、俺の知り合いの中で最も胡う散さん臭くさい人物である菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうは、にこにこ笑いながら俺に向けて右手を持ち上げ──すぐに隣となりのアルゴに気付くと、メガネの下でぱちぱちと瞬まばたきをした。

「ふむ……まあ、まずは掛かけてくれたまえ」

　俺とアルゴが正面に並んで座すわり、ウェイターさんがお冷やを置いて立ち去ると、菊岡は再び「ふうむ」と呟つぶやいた。

「明日あす奈なくんでも直すぐ葉はくんでも詩し乃のくんでもない……、と。キリトくん、そちらのお嬢じようさんはどなたかな？」

　俺が口を開く前に、アルゴがにやりと笑いながら答えた。

「オレっちのことはもう知ってるはずだゾ。ようやく会えたナ、クリスハイトさん」





（続く）
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　あとがき




　ソードアート・オンライン23『ユナイタル・リングⅡ』をお読み下さりありがとうございます。

　まずはこの場で、21巻『ユナイタル・リングⅠ』のあとが22巻『キス・アンド・フライ』、そしてこの23巻という変則的な構成になったことをお詫わび致いたします。短編集の『キス～』をナンバリングせず、22巻をこのお話にするという案もあったのですが、２巻と８巻も短編集であり、そちらとの整合性がどうしても気になって今回の構成にして頂きました。ご了りよう承しよう下さいませ！

　さて……一年もお待たせしてしまいましたが、ユナイタル・リングの続きです。前巻は鉄を作って終わりでしたので、この巻は仲間全員との合流を目標にしようと思っていたのですが、意外と進んで町を作るところまで行きました。とはいえまだ土地を開いて建物を並べただけですので、キリトたちの町が町として機能するのか、ゲーム攻こう略りやくに於おいてどのような役割を果たすのかは次巻で語りたいと思います。

　この巻は主に二〇一九年の八～九月にかけて書いたのですが、アニメではアリシゼーション編の後半シーズンとなる『Ｗａｒ ｏｆ Ｕｎｄｅｒｗｏｒｌｄ』が放送直前で、そちらではルーリッド村で隠いん棲せいしているアリスが心しん神しん喪そう失しつ中ちゆうのキリトを世話したり、生活費を稼かせぐために木こりのバイトをしたり、エルドリエを追い返したりしているので、ユナイタル・リング編のアリスとのギャップが凄すごいな！　と思わずにいられませんでした。しかし彼女の内面はアンダーワールド時代とまったく変わらず、《その時々を全力で生きる》という主義を実行しているだけですので、これからもキリトチームの精神的支柱となってくれると思います。

　そして最終節ではついにメガネのあの人も登場しまして、ということはアンダーワールドも再び物語に絡からんでくるような予感がしますね！　人じん界かいと暗あん黒こく界かいがどうなっているのか、私も気になって仕方ないので次巻ではそちらの描びよう写しやもできればいいな、と……でもユナイタル・リング世界も待ったなしの状じよう況きようなのでどうなることやら、です。次は一年もお待たせせずにお届けするべく頑がん張ばります！




　近きん況きようとしましては……ずっとご無ぶ沙さ汰ただった自転車に五年ぶりくらいにまた乗るようになりまして、最初は河か川せん敷じきの坂を一つ登るだけで脚あしが悲鳴を上げていたんですが、数ヶ月でさほどスピードを落とさず登れるようになったので人間の体は凄すごいなーと思いました。今後はサボることなく継けい続ぞくしたいです。そして今回もスケジュールが危険なことになったのは自転車とは関係なく宇宙的摂せつ理りによるものです。担当さんａｂｅｃさんごめんなさい！





二〇一九年十月某ぼう日じつ　川かわ原はら 礫れき
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